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　一粒の血が滴り落ち、波紋を起こした。




　遥はるか一千年前、それは『儀式』と呼ばれていた。

　神が落とす滴しずくを人という受け皿が得て、昇華の階段を上る。それは未来を摑つかむための鍵かぎであり、困難に打ち勝つための破邪の力であると、そう言われていた。

　神々はその話を聞いて『そんな難しく考えることじゃない』と笑った。

　これは促進剤。ただの切っかけ。普段はしまってある人の可能性を解き放ち、超越の存在でも見通せない無限の枝を広げる。果てのない渺々びょうびょうたる航路を進むのは人であり、波を越え、雨を凌しのぎ、嵐あらしに立ち向かい、地平線の彼方をも旅するのは櫂かいを漕こぐ君達の手なのだと。

　ある神は謝った。君達に押しつけてすまない、と。

　ある神ははぐらかした。子供の成長を喜ばない親はいないだろう、と。

　ある神は願った。どうか『約束の時代』を担う『英雄』を、と。

　多くの神々が、様々な想おもいを込めて、指を切り、己おのれの血をこの地上に落としてきた。

　遥か昔日から、今もまだ。




　光の波紋を起こした後、神血イコルを浴びた人の肌は水面のように震える。

　たちまち漆黒の文字群が肌の上を踊った。それはまるで聖火の中に神託の言葉が浮かび上がる光景にも似ている。ほっそりとした指がなぞられる度、一文字ずつ流れるように施されていくのは碑文のごとき刻印だ。

　刻み込まれる【神聖文字ヒエログリフ】。

　目に見えることのない子の歴史、【経験値エクセリア】をインク代わりにし、神の手が『神の恩恵ファルナ』を新たな形へと変えていく。

　生まれた物語を書き記すように。

　次の頁ページをめくるように。

　この時の感覚は好きだと彼女は思う。物語の欠片かけらが白紙の頁ページを埋めていくことのなんと心が躍ることか。その物語を初めて目にするのは彼女の特権で、そして彼女の宝物で、それだけは誰だれも奪えない。彼女だけの時間、彼女だけの少年との絆きずな。それが何よりも愛おしい。

　お伽噺とぎばなしに目を輝かせる子供のように、彼女は物語の中で活躍する主人公の軌跡に、ほのかな笑みを落とす。

　そして彼女は、新たな頁ページをめくった。

　背中に描かれし神と眷族けんぞくの真名、更に神の象徴シンボルである炎が静かな輝きを放つ。

　やがて。

　彼女は手の動きを止め、指をそっと背中から離す。

　物語を綴つづり終えた女神めがみは、胸の中にたっぷりと溜ためていた息を吐き出すように、万感を込めて告げた。

「おめでとう、ベル君……【ランクアップ】だ」

















　ありがとうございます。

　ベルはそう言って起き上がり、ヘスティアに頭を下げた。

「Ｌｖ．３からＬｖ．４まで二ヵ月くらいかな？　前の時は一ヵ月だったから、いわゆる『Ｌｖ．上げ』は順調に難しくなってるんだろうけど……全く、君の成長には本当に驚かされるよ」

「えっと……すいません」

「はは、何で謝るのさ」

【ヘスティア・ファミリア】本拠ホーム、『竈火かまどの館』の一室。

【ステイタス】の更新中、寝台ベッドの縁に腰かけていたベルは、そのまま共通語コイネーに書き換えられた更新用紙を受け取って、目を通し始めた。

　同じ寝台ベッドに座ったヘスティアの隣で、表情を変えずに、静かに淡々と。それでいて真摯しんしに。

　昇格ランクアップの知らせを聞いても、ベルに驚いた様子はなかった。

　彼自身、予感があったのかもしれない。『器』が次の階位ステージに昇華するという確信が。

　あの『好敵手』との死闘を経て。

「ベル君」

「はい」

「あの黒いミノタウロス……アステリオス君だっけ？　彼は……強かったかい？」

「……はい」

　嚙かみ締めるように、ベルは頷うなずいた。

　管理機関ギルドは黒いミノタウロス──正確には深層種ブラックライノスの『亜種』である──アステリオスの潜在能力ポテンシャルをＬｖ．７と定めた。

【ロキ・ファミリア】を含めた多くの冒険者を相手取り、都市中を暴れ回った怪物を『迷宮の孤王モンスターレックス』と比肩する脅威度と認め、第一級の賞金首バウンティ・モンスターとして記録したのである。

　打倒できなかったとはいえ、Ｌｖ．３の冒険者がＬｖ．７のモンスターとたった一人、真っ向から対決し、これに生還して帰ってくる。

　なるほど、字面を見れば十分な『偉業』には感じられる。

　アステリオスに敗北してなお【ランクアップ】した理由には十分であるのかもしれない。

（でも、この子の場合……）

　しかしヘスティアは考える。

　ベルの中でその敗北は、『特別』だったのではないかと。

　ちょうど前回の神会デナトゥスでフレイヤが語ったように、例外的な意味を持つ【経験値エクセリア】として数えられた。今も目を伏せて何かを想起している少年を窺うかがって、ヘスティアはそう感じずにはいられなかった。それは因縁と呼ぶに相応ふさわしく、人の可能性をも引き出す『再戦ちから』だ。

　そもそもとして、アステリオスと戦う前から昇格ランクアップの下地はあった。

【イシュタル・ファミリア】との抗争に、ダンジョン20階層への進出、果ては『異端児ゼノス』を巡る暴悪な狩猟者ハンター達との攻防。【ランクアップ】には不可欠な上位の【経験値エクセリア】が、Ｌｖ．３になった直後から蓄積され続けていたことは確かである。

　アステリオスとの戦いは、最後の切っかけだったのだ。

「……さて、君の【ステイタス】だけど、いつも通り『基本アビリティ』の方は初期数値化リセットされてゼロから再出発。昇格ランクアップの時に手に入る『発展アビリティ』は一つしかなかったから、勝手に修得させてもらったけど、平気だったかい？」

「はい、大丈夫です」

「あとは、もう気付いていると思うけど……新しい『スキル』が発現したよ」

　思いを巡らせていたヘスティアは意識を切り替えるように、Ｌｖ．４の能力ステイタスに言及する。

　ベルはまた、何かを受け止めるようにしっかりと頷くだけだった。

　ヘスティアは向けていた視線を、そのまま彼の背中へ移す。




　ベル・クラネル

　Ｌｖ．４

　力：Ｉ０　耐久：Ｉ０　器用：Ｉ０　敏捷：Ｉ０　魔力：Ｉ０

　幸運：Ｇ　耐異常：Ｈ　逃走：Ｉ

《魔法》

【ファイアボルト】

　・速攻魔法。

《スキル》

【憧憬一途リアリス・フレーゼ】

　・早熟する。

　・懸想おもいが続く限り効果持続。

　・懸想の丈により効果向上。

【英雄願望アルゴノゥト】

　・能動的行動アクティブアクションに対するチャージ実行権。

【闘牛本能オックス・スレイヤー】

　・猛牛系との戦闘時における、全能力の超高補正。




　まず、新しく獲得した『発展アビリティ』は『逃走』。

『ギルド』の情報によれば、逃走時における速度に対して高い上昇補正がかかる。早い話、逃げ足が速くなるのだ。

　Ｌｖ．４以降の昇格ランクアップ時でなければ発現しないとされており、一応『レアアビリティ』に数えられているものの……一方で『不名誉な技能アビリティ』とも呼ばれている。この能力が発現するということは、つまり常人には及びも付かないほど逃走劇を繰り広げてきたということなのだから。

　思い返せば初期のＬｖ．１から今日まで、ベルは必ず何者かに追いかけられていた。『ミノタウロス』然り、『シルバーバック』然り、【アポロン・ファミリア】、【イシュタル・ファミリア】……ベル・クラネルの物語とは逃走の歴史でもある。

　故に、ヘスティアも『逃走』の技能アビリティ発現には納得できる。思うところがないわけではないが、むしろ稀少な『発展アビリティ』を修得できるだけ得というものだ。

　それよりも意識が向くのは、三つ目となる『スキル』。

（【闘牛本能オックス・スレイヤー】……特定の種族にのみ発動する、専用戦闘スレイヤースキル）

　この『スキル』が発現した理由はもはや語るまでもないだろう。

　文字通り宿敵との死闘を経て結実した、少年の本能であり、可能性であり、想おもいだ。

　この『スキル』の効果によって、アステリオスを始め猛牛系のモンスターと交戦する際は、Ｌｖ．を超えた戦闘能力を発揮することになるだろう。

　これでベルは名実ともに猛牛と闘いし者オックス・スレイヤーの名を冠したことになる。

　無言で【ステイタス】を眺めていたヘスティアはおもむろに、視線をずらした。

「……」

　そこには、憑つき物が落ちたようなベルの横顔があった。

　これまでのように昇格ランクアップをして、子供のようにはしゃぐことはない。

　装いは静かなものだが、今は服を着るのも忘れ、更新用紙を穴が空くほど見つめている。

　今の自分の力を受け止め、思考に没頭し、何かへと思いを馳はせている。

　今までヘスティアが目にしたことのない少年の顔だ。

（変わったな……）

　ひしひしと伝わってくる、強くなりたい、というひた向きな気持ちは変わらない。

　けれど、その言葉に込められる想いや意味は確実に変わってきている。

　一皮剝むけた、殻を破った。

　そんな風にも言うのだろう。

「君は、本当に……どんどん格好良くなっていくんだね」

「えっ？」

「いいや、何でもないよ」

　不変な神々とはやはり異なって、変わっていく少年に、ちょっぴりの寂さびしさも感じないと言えば噓うそになる。

　けれど、それ以上にその成長を純粋に喜んだ。主神として、一人の少女として。

「なぁベル君、聞いておくれよ」

「？」

「これはボクが司る事物の象徴で、同時に称号みたいなもので、もう一つの名前でもあるんだけど……『ウェスタ』、っていう言葉があるんだ」

「『ウェスタ』……」

「そう。神々ボクたちの言葉で『燃え続ける聖火ほのお』っていう意味なんだ」

「……どうして、今それを？」

「さぁ、何でだろう？　今の君を見ていたら、言いたくなっちゃったから、かな？」

　顔を上げるベルに、目を細めていたヘスティアは笑みを漏もらす。

　彼の隣で天井てんじょうを見上げ、瞼まぶたを閉じ、微笑ほほえみを滲にじませるのだった。
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　穏やかな風が空に足音を響かせている。

　青空に包まれたオラリオは暑過ぎず、寒過ぎず、心地良い天気だった。厳しかった夏の隆盛は折り返しを迎え、肌を撫なでる大気の流れが遠くにある秋の気配をひそやかに感じさせる。もうすぐ、実りの時期がやってくる。

　胸壁の外に広がる都市外の景色──まだ青い森、大草原、山々をふと眺めながら、僕はそんなことを思った。

　僕は今日も、オラリオの市壁上部に訪れていた。【ステイタス】更新を終えた後、ここ数日の習慣をなぞるように体がこの場所へ足を運んでいたのだ。

　あるいは昇格ランクアップしたことを、自分の足がしっかり走り始めていることを……約束と決着が待つあの地下迷宮に報告したかったのかもしれない。

「……前に進むためにも、休む、か」

　心と体をしっかり休めよう。

『異端児ゼノス』を巡る事件が収束したあの後、ヘスティア様は僕達にそうおっしゃった。

【イケロス・ファミリア】が起こした騒動から約十日間、心身をずっと酷使し続けていた。激動の日々から解放された今、安穏とした時間に身を委ゆだねるのも冒険者の仕事だ。「戦士の休息は大事だぜ！」という神様の主張は正しい。おかげで体の疲労は完全に抜けつつある。

　体調の他ほかにも、多くの武器と防具を半壊させ、あるいは失ってもいる。それらの修理と整備で鍛冶師スミスのヴェルフは現状げんじょう大忙しだ。けれど一方で、新しい武具の作成も進める、と喜々として言っていた。今は武装の新調が終わるまでの準備期間でもある。

　正直、じっとしていられない気持ちはある。

　強くなろう──そう心に誓った言葉が胸を叩たたいていた。

　でも今は、きっと神様の言う通り、色々なものを休ませる時だ。

　焦こがれる心を抑えて、その時が来るまで静かに英気を養う。

　ダンジョンへ帰っていったあの黒い背中──好敵手の後ろ姿を脳裏に思い浮かべながら、僕は手の平を見下ろした。

（……なんだか、変な感じがする）

　やけに落ち着いている自分に、不思議な気分を覚える。

　以前の僕ならこんな時はそわそわして、何かできることはないか探して、必死に前を急いでいた筈だ。それが今、自分でも驚くくらい落ち着き払っている。

　あの好敵手に敗けて、悔しがって、みっともなく泣いてから。

　自分の中で、何かが変わったような気がする。

（変わったって言えば……）

　あの日以降、僕を取り巻く環境も少し変化してきている。

　まず、街の人達の風当たりが軟化した。戦争遊戯ウォーゲームを制した直後のように、とまではいかないものの、少なくとも非難や軽蔑けいべつの目を向けられることはなくなった。僕達の闘いを目にして街の人の見る目が変わった、とリリは言っていたけれど……確かに血気盛んなドワーフを中心に、道端で声をかけられるようになったのは事実だ。

　中でも一番びっくりしたのは、孤児院の子供達が──ライ達が僕達の本拠ホームに訪れたこと。

　マリアさんに引率されて来たライ達は、玄関前で驚く僕に謝りの言葉を口にしたのだ。そして感謝の言葉も。

　酷ひどいこと言ってごめん、助けてくれてありがとう、格好良かった……ライやフィナが頰ほおを染めながら精一杯伝つたえてきたその言葉を、嬉うれしく思わなかったと言えば噓になる。けれど、それ以上に申し訳ない気持ちがあった。

『異端児ゼノス』のことをライ達は知らない。恐ろしい怪物モンスターから僕達が守ってくれたと純粋に思っている。いや、子供達だけでなく街の人々も。その場に居合わせたリリ達と同じく後ろめたさを抱いた僕は、言葉では言い表せない悄然しょうぜんとした思いを胸に抱えていた。

『お兄ちゃん……』

　でも、ハーフエルフのルゥが、僕のそんな気持ちを洗ってくれた。

『お兄ちゃんは、間違ってなんかないよ』

『みんなのために戦ってくれて……ありがとう』

　僕のお腹なかに優しく顔をうずめてきたルゥのその言葉に……救われた。

　あの子も『異端児ゼノス』のことなんか何も知らない。けれど、その言葉はリドさん達を……ウィーネの存在を肯定してくれたように聞こえたから。

　ルゥをそっと抱き締め返した僕の瞳ひとみは、きっと涙ぐんでいた筈だ。

「……」

　胸壁と通路の間を駆ける風を感じながら当時のことを振り返っていた僕は、おもむろに振り返った。

　感じ取ったのは二人分の気配と、足音。

　後方、この市壁上部に通じる階段から来客が現れる。

「やぁ、ベル君」

「ヘルメス様……」

　階段を上ってきたのはヘルメス様、そして従者のアスフィさんだった。

　橙黄色とうこうしょくの髪の男神様は、挨拶あいさつをするように羽根付きの旅行帽をひょいと軽く上げてくる。

　と、僕はそこであることに気が付いた。

「あの……その顔の赤い跡、どうしたんですか？　何だか、誰だれかに蹴けられたような……」

「ここに来る前に、君達の本拠ホームにも寄っていてね。……ははっ、ヘスティアに出会い頭ドロップキックをかまされたよ」

　両足飛蹴ドロップキック……と突然の単語に僕は汗を流し、アスフィさんも嘆息する。端整なお顔にくっきりと蹴り跡を残すヘルメス様は、たははと虚むなしい空笑いを漏らした。

　でも、ヘスティア様がどうしてそんな乱暴な行いをしたのかは、察しがついた。

「ベル君──すまなかった」

　僕の思考を読んだように、姿勢を正したヘルメス様が謝罪してくる。

　片手に持った帽子を胸に当てながら腰を折る様は、さながら貴族のようだった。軽く目を見張る僕と同じように、アスフィさんも思ってもみなかったのか驚きをあらわにする。

「『異端児ゼノス』の件で謝っておこうと思ってね。オレは君が苦しむとわかった上で、石竜ガーゴイルのグロス君達を利用した」

　五日前、ウィーネ達を逃がした後、僕はグロスさん達と戦った。

　あれがヘルメス様の企くわだてということは知っている。『異端児ゼノス』達を追い詰め、僕の手でグロスさん達を討たせようとしたことを。ヘスティア様はあの一件に怒って、本拠ホームに顔を出したヘルメス様を蹴り付けたのだろう。

　ヘルメス様は、何故なぜあんなことをしたのかは語らなかった。

　ただ一言、

「憎んでいるかい、オレを？」

　そう僕に尋ねてきた。

「……わかりません」

　だから僕は、自分の正直な気持ちを答えた。

「グロスさん達のことは許せないですけど……でもヘルメス様は今まで、僕や神様達を何度も助けてくれました。僕はヘルメス様が……わかりません」

　ただの神の気紛きまぐれ、暇潰つぶしの娯楽。そう言われてしまえば、そうなのだろう。

　けれどヘルメス様は興味本位で僕達に助力したり、裏で暗躍しているようには感じられなかった。ご自身の一つの神意おもいに則って行動している、そんな気がするのだ。

　姿勢を戻したヘルメス様は僕の返答を聞いて、ふっと笑みを漏らした。

「許せないのならそれでいい。オレのことなんて理解する必要もないさ。ただ──オレはこれからも君に『お節介』をするだろう。場合によっては、恨まれてしまうとわかっていてもね」

「どうして、ですか？」

「それは……オレが君の応援者ファンだからさ」

　いつかどこかで聞いた言葉。

　けれど今は、普段の優男の笑みではなく、子供を天から見守る神様のような……そんな目を細めた微笑だった。

「今日はこれだけ済ませにきたんだ。バレてしまった悪巧みの、けじめをつけにね。ヘスティアのところにも顔を出したし、これで失礼させてもらうよ」

　旅行帽を被かぶり直したヘルメス様は僕に背を向けた。

　気紛れな風のように、あっさりと目の前から去っていく。

「ベル・クラネル……貴方が割り切れるなら、あの神ひとを嫌わないであげてください」

　場にとどまっているアスフィさんが、僕に向かって口を開く。

　遠ざかる神様の後ろ姿を今だけは、手のかかる子を持った保護者のように見つめた。

「あれでも、貴方を心配していました」

　そう言い残して、お辞儀をしたアスフィさんも踵きびすを返した。

　階段の奥に消えていくヘルメス様達を、僕はその場にたたずみながら見送る。

「──やれやれ、神ヘルメスと訪問が被ってしまうとは」

　そんなヘルメス様達と入れ替わるように。

　また別の来客が、僕のもとに現れた。

「フェルズさん……」

「その様子だと流石さすがに気付いていたか。どうも私は、神々が言うところの『時機タイミングが悪い』やつらしい」

　透明衣ヴェールを脱ぎ去り虚空より出現するのは、黒衣の魔術師メイジフェルズさんだ。

　内部まで見通せない黒のフード、同色の手袋グローブを身に纏まとった幽霊ゴースト然とした稀代きだいの魔術師メイジは、五歩分の間隔を開けてこちらに向き直る。

「今まで、隠れていたんですか？」

「ああ……神ヘルメスと顔を合わせると、どうにも癇癪かんしゃくを起こしてしまいそうでね。彼等が去るのを待たせてもらった」

　今日は訪ねにくる人が多いと、そんなことを思いながら会話を交わす。

　フェルズさんもどうやら例の一件でヘルメス様を許せていないようで、苦手意識というか、複雑な感情を持てあましているようだった。どうやらヘルメス様は色々な方面から反感を買ってしまったらしい。あちゃー、と苦笑する男神様の顔が目に浮かぶようだった。

　溜息ためいきをつくかのように黒衣を揺らすフェルズさんは、顔を上げて僕を見た。

「ようやく事件の後始末が一区切りしてね、君の様子を見にきた。体調はもう回復したかい？」

「はい」

「……顔つきが随分と変わったようだ。Ｌｖ．４に昇格ランクアップしたという一報も先程ギルドに届いていたが……私の目には、ほんの数日前の君とは別人のように映る」

「もっとも、私に目玉はないがね」と骸骨の元賢者は冗談めかす一方で、感嘆するように視線をそそいできた。

　別人のように見える……そうなのだろうか？　いまいち自分ではわからない。

　ただ、胸の奥で灯っている『強くなりたい』というこの気持ちは、以前よりずっと赤々と光を放っている。

「ベル・クラネル、聞いてもいいだろうか」

「何ですか？」

　僕が聞き返すと、フェルズさんは間を置いてゆっくりと言葉を並べた。

「今後、なにをするのか……決まったかい？」

「……」

　その問いに、僕は一度口を閉じる。

　憧憬しょうけいを追いかけるため。ウィーネとの約束を果たすため。好敵手との決着をつけるため。やることは決まっている。決めている。

　ただ、その意志を声にして出すまで、数瞬を要した。

「ダンジョンへの挑戦……それをまた再開するつもりです。強く、なるために」

　巨大市壁に高い風の音がさすらう中、フェルズさんはじっと僕のことを見据えてくる。

　視線を片時も逸そらさないでいると、一つ、頷きを落とす素振りを見せた。

「覚悟しているようだね。……しかし、ほんの僅わずかな迷いも見て取れる」

「……」

「君に死んでほしくない。隠れ里で言ったリドと同じように、これは私の心からの願いだ。だから、今から私も少し『お節介』を焼こうと思う」

　君の迷いを払拭ふっしょくすることはできないかもしれないが、と付け加え、黒衣の魔術師メイジはそっと片手を持ち上げた。

「ベル・クラネル、君に戦う理由を与えよう」

　そのまま、僕達の足もとを──遥はるか下に広がる大地の底を指差す。

「ダンジョン最下層の攻略。それを成し遂げなければ、人類われわれと『異端児ゼノス』の共存はありえない」

「！」

　目を見張る僕に、フェルズさんは言葉を続けた。

「勿論もちろん、私とウラノスは今後も彼等のために手をつくしていくが……最終的にそれを成し得なければ、どちらにせよ我々が望む未来は訪れないだろう」

　ダンジョンの最下層。

　その言葉が全身に染しみ入り、理解するまで時間がかかった。

　動きを止めていた僕は、ゆっくりと唇を開く。

「最下層に……ダンジョンに、何があるんですか？」

　ダンジョンとは何なのか。

　以前神様にも同じ質問をした僕の問いに対し、フェルズさんは静かに言葉を返す。

「結ばれた誓約……そして、決着だ」

　風にかき消えそうな声音が僕達の間に落ちる。

　ダンジョン最下層を攻略しなければならない理由。それが何故『異端児ゼノス』達に繫つながるのかという説明。それをフェルズさんは教えてはくれなかった。

　ただ厳然たる事実を──老神ウラノス様が明かしたであろう神意しんいを、僕へと示した。

「リド達のことを想ってくれるなら……どうか進んでくれ、ベル・クラネル」

「……」

「君の行く末に、光があらんことを祈っている」

　言葉を終えたフェルズさんは、片手に持った透明衣ヴェールをばさっと広げ、虚空に姿を消した。

　穏やかな風の足音を残し、周囲に静けさが満ちる。

　誰もいなくなった市壁の上で、僕はただ一人、顔を横に向けてそれを見据えた。

　天を衝つく神の巨塔と、地底に広がる大迷宮を。
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　オラリオ中央にそびえる摩天楼まてんろう施設『バベル』。

　その三十階の大広間は、いつにない喧騒けんそうに包まれていた。

『神会デナトゥス』である。

　暇を持てあました老若男女の神々がこぞって出席し、名ばかりの諮問しもん機関を開催させようとしていた。

「前回の神会デナトゥスから結構間あいだあかなかった？」

「ちょうど開催時期にイケロスが色々やらかしたからな」

「ドタバタしてて神会デナトゥス開くどころじゃなかったじゃーん」

　三ヵ月周期で行われる神会デナトゥスもまた『異端児ゼノス』を巡る事件によって割を食っていた。都市の事情によって延期を重ねていた神の会合に、出席者達は待ちわびたとばかりに声を弾はずませている。何故か意味のない柔軟運動ウォームアップをする神もいるほどだった。

（ヘルメスは……来てないな。まぁ昨日の今日で会ったらまたドロップキックしちゃいそうだし、いっか）

　五十人がけは可能な巨大な円卓の一角で、ヘスティアはきょろきょろと顔を振っていた。

　まだヘルメスのしでかしたことを許していない彼女は内心ぷりぷりしつつ、参加している面々の顔を窺う。ロキにフレイヤ、ミアハ、ヘファイストス、タケミカヅチ、ガネーシャ……追放や送還されたアポロンとイシュタルを除けば、三ヵ月前の顔ぶれとほぼ同じである。

　しかし……アポロンやイシュタルとの抗争も含め、この三ヵ月の間に本当に色々なことがあったと、ヘスティアは目まぐるしい事件の数々と下界の時間の濃密さを思い返してしまった。

「俺おれがガネーシャだ!!　もといっ、俺が今回の進行役だ！」

「いぇー」

「うわ、ガネーシャ司会かよ、オレ帰ろうかな……」

「まぁ待て待て、早まるなって」

「よーし！　このガネーシャ、色々あった都市の近況を自ら報告しよう！」

　今回司会進行役を任されているガネーシャが張り切って取り仕切っていく。

　まずは都市内外の情報交換を主にした定例報告会。が、象面の神の暑苦しさに反してこの会議は滞りなくホイホイ進んでいった。「誰か質問はないのか、何でも答えちゃうゾウ！」と促されても『んなァことはいいからハヨ終われ』という空気が出席者からありありと放たれていた。これには日夜オラリオの治安維持に努めているガネーシャもしょげる。

　まさか『異端児ゼノス』君達のことは話さないよなー、とほんのちょっぴり危惧きぐを抱いていたヘスティアだが、さしものガネーシャもそこは口を滑らせなかった。

「はい、では昇格ランクアップした冒険者の命名式に移るゾー……」

　覇気のないガネーシャがそう告げた瞬間、神々の目の色が変わる。

　俄然がぜんうきうきし始めた彼等は、熱気を爆発させた。

「来た来たァ！」

「待ってましたぁ～」

「今日はこれだけのために顔かお出した！」

　卓上に配られるギルド作成の資料を引っ摑つかみ、神々はぱらぱらと素早くめくり始めた。

　多くの神々が手を止めて見下ろすのは最終の頁ページ。以前の神会デナトゥスと同じように土壇場で情報が更新され、ギルド職員が大急ぎで資料内容を修正した、白髪のヒューマンの項目。

【リトル・ルーキー】。ベル・クラネルである。

「連続で神会デナトゥスに食い込んだ眷族やつ、初めて見たぜ」


「しかもＬｖ．２から３、４……二回【ランクアップ】してるぅぅぅぅ」



「ホント壊れてんなー」

　さざ波のような声が円卓の随所から上がる。その全てが愉悦や喝采、そして歓喜であった。美の神は嫣然えんぜんとした笑みを浮かべ、道化の神は目をうっすら開きながら鼻歌を奏でる。

　何故こうまで急成長を遂げるのか。

　そんな野暮やぼな問いを今更発はっする神はこの場にいなかった。彼等ら彼女等らもまたあの猛牛との決戦を見せつけられ、少年は『英雄うつわ』に足るとそう断じたのである。

　神々のニヤニヤとした笑みは一気に深まり、伝染していった。

（大丈夫、大丈夫だ……）

　他方、盛り上がる神々と反比例して顔を硬化させるのは、ヘスティアである。

（もう歴れっきとした【ファミリア】なんだし、自本拠マイ・ホームも大きくした。派閥の等級ランクだってベル君の昇格ランクアップと一緒に上がったし……そうさ、三ヵ月前とは違う……！）


　自分の発言力も大きくなっている筈ッ……！



　と、幼女神は拳こぶしを握り締める。汗とともに唸うなる彼女の心境は、ベルの痛恨の忌いみ名を回避するということでいっぱいだった。

　間もなく、命名式は本格的に始動する。

「よし、早速ベルきゅんの新しい二つ名を！」

「待て、メインディッシュは後だ!!」

「お、ロリ神んとこにもう一人昇格ランクアップしたのいるじゃん」

「これはこれは……兎吉ピョンきちもといヴェル何とかさんじゃありませんか」

「では、ヴェルフ・クロッゾから先に決めるゾウ！」

「【不冷イグニス】」

「それだ」「それしかない」「はい決まりー」

「『貴方に鍛えられた鉄おれの熱は、こんなものじゃ冷めやしない』。キリッ！」

「くぅ～悶もだえるぅ～」

「これは効きますわぁ～」

　速攻で決定するヴェルフの二つ名。

　ヴェルフも守ってやりたかったヘスティアだが、コレはコレでまだ全然マシなので見過ごすことにする。当の本人達には痛打クリーンヒットかもしれないが……。

　ちら、と斜向はすむかいを見やると、以前うっかり惚気のろけ話を漏らしてしまった神友しんゆうの鍛冶神は、全力で明後日あさっての方向を向いていた。しっかり顔を赤く染めながら。

「あ、タケミカヅチのところも昇格ランクアップしたの二人いる」

「極東っ子だ」「やっぱり黒髪はいいなー」

「ヒタチ・千草チグサちゃんは……内気だけど良妻になる香りがプンプンする」

「【比翼少女】とかどう、タケミカヅチ？」

「【絶†影】よりはマシだな……」

　それから命名式はつつがなく進んでいき、あっという間にベルの番を迎えた。

　既視感を覚えつつ、ヘスティアはぐっと息を吸って、溜ためた。

　正念場であると再三言い聞かせる最中さなか、ニヤニヤと笑う神々が誰が口火を切るか視線で牽制し合っていると──麗しの『美の神』がその瑞々みずみずしい片腕を上げた。

「意見、いいかしら？」

『!?』

　──フレイヤが動く!!

　ざわっっ、とたちまち神々の間で喧騒が膨らむ。

　ぎょっとするヘスティアともども神会デナトゥスは一気に緊張と興奮が絶頂に達した。

「なになにっ、フレイヤ様もやっぱり気になる？」

「ベル君の応援者ファンになっちゃった？」

「ええ、そうね。私もあの戦いを見て、つい胸をときめかせてしまったわ」

　──あのフレイヤが！

　──とうとう超大型新人リトル・ルーキーに目をつけた！

　──これは波乱の予感！

　都市中にあれほどの活躍を知らしめたベル・クラネルだ、『美の神』の目にとまらない筈がない──と事情を知らない神々は当然の帰結として受け止めた。そしてフレイヤがベルに執心していることに感付いている一部の神は、面白おもしろそうに成り行きを見守る。

　その中で、ヘスティアだけが警戒心を最大級にはね上げた。

「フレイヤ……君のことだ、ボ・ク・の・ベル君にさぞ素晴らしい二つ名を用意してくれるんだろう？」

「あらヘスティア、そんな風に言われたら私も緊張してしまうわ。ふふっ」

　目を除いて笑顔になる幼女神ヘスティアの眼光を、美神フレイヤは後光が差す微笑みで受け止める。

　その光景に普段ロリ神と馬鹿ばかにしている男神達も気圧けおされた。来るか終末戦争ラグナロク……！

　頰に片手を添えるフレイヤは「そうねぇ」と散々もったいぶった後、にこやかに微笑んだ。

「【美神の伴侶ヴァナディース・オーズ】なんてどうかしら？」

「こらこらこらぁ────────!?」

　ダァンッ!!　と円卓に両拳を打ち付けて立ち上がるヘスティア。

「なにが伴侶だァ!?　ベル君はボクの眷族ファミリアなんだぞ!?」

「あら、お気に召さなかった？」

「お気に召す要素がどこにあるんだぁー!!」

　フレイヤの多情はみなが知るところだ、これが彼女の本気マジなのか単なる冗談ジョークなのか、はたまた牽制ちょっかいなのかはさておき、やんややんやと円卓は盛り上がる。フレイヤの信者達は今回も神会デナトゥスに姿を現した美神の女王振りを見られて大いに賑わった。

　少年の主神に速攻で否定されたフレイヤは、気にした風もなく悪戯いたずらっ子のような笑みを湛たたえて、「残念」とあっさり引き下がる。

「ぷっぷー！　【美神の伴侶ヴァナディース・オーズ】とか、さすが色ボケ、センスなさ過ぎやー!!」

「じゃあロキ、そういう貴方は？」

「んー、そうやなぁ……」

　ゲラゲラと笑っていたロキが、フレイヤに促される。

　余計なことを言うなとばかりのヘスティアの睨にらみを華麗に無視し、人差し指を立ち上げた。

「【道化の玩具ロイザラス】」

「帰れッ!!」

　ヘスティアの憤慨は止まらない。

「だから何で君達の遊び道具前提なんだよ!?」と怒り散らす。

　間もなく、先陣を切ったフレイヤとロキに続けとばかりに悪乗りする神々の宴が始まった。

「はいはーい！　【魔崙白兎マロンクリーム】！」

「ベルくーんっ、オレだー！　結婚してくれー！　【祝婚兎嫁ウエディング・ベル】!!」


「お前今いまここにいる八割の神を敵に回したぞ」「フ、フレイヤ様の満面の笑みからかつてない殺気オーラが迸ほとばしっているぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」「ウボァー!?」



「うるせぇ俺の讃歌ウタを聞け！　【真兎吉ピョンきち・トゥルー】!!」

「お前はいい加減諦あきらめろ」

「【兎凛ミミりん】！」

「無理矢理すぎんだろ」「耳長ながかねーよ」

「いい加減兎うさぎから離れようぜ」

「他に何か特徴はないのかー。別の冒険者情報プロフィールとか噂うわさとかー」

「そういえばあのガキ、一時期『怪物趣味』なんじゃないかって噂が流れてたな」

「なん、だと……」

「ってことは……ベルきゅんは人でもモンスターでも……ついでに神々オレたちでもイける……？」

「【総受けオール・オッケー】」

「うがぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　ヘスティアの忍耐が限界を超えた。

　両手を振り上げ暴れ出す彼女をタケミカヅチやミアハが筆頭になって「落ち着け!?」と言って押さえつける。その間にも響く際どいゲラゲラという神々の哄笑こうしょうに、幼女神の怒号。混沌カオスはここに極まった。

「さて真面目まじめにやるか」と神々の悪ふざけが収まった後、肩で息をしていたヘスティアはミアハ達の協力もあって、何とか無難な称号をもぎ取ることに成功するのだった。

「くそー……散々おちょくられた～」

「最近あんたの出世、すごかったからね。洗礼っていう側面もありそうだわ」

　神会デナトゥスの閉幕後。

　ぜぇぜぇと息を切らすヘスティアは円卓の上に上半身を投げ出していた。その傍かたわらでたたずみ苦笑するのはヘファイストスだ。

　生意気なロリ神をいじって満足したのか、神々はご満悦の表情で大広間を退出していく。微笑とともに流し目を送るフレイヤや、腹を抱え酸欠になりかけているロキも。

　そんな神々の後ろ姿を、ヘスティアは非難がましい半眼で見送る。

「けどこれで、ベル君の名誉は守られた……早く帰って報告してあげなきゃ……あぁ、でも少し休みたいかも……」

　一足先に出ていくミアハやタケミカヅチに手を振ったヘスティアが、最後の力を使い果たしたようにぐったりしていると、

「ヘスティア、あんたの【ファミリア】の等級ランク、上がったでしょ？」

　ヘファイストスがそんなことを聞いてきた。

「んあ？　あー、うん、ベル君がＬｖ．４になったからって【ファミリア】もＥからＤに昇級したけど……何でそんなことを聞くんだい？」

　すぐ隣にいる紅髪紅眼の神友しんゆうに顔を上げる。

　言葉の通り、ベルがＬｖ．４になった【ヘスティア・ファミリア】は、戦力が増強されたと『ギルド』に見なされ派閥の等級ランクが引き上げられている。

　不思議そうな表情を浮かべていると、ヘファイストスは肩を竦すくめながら答えた。

「じゃあ、そろそろ『お達し』が来るわよ」

「……『お達し』？」

　その言葉に、ヘスティアは首を傾かしげるのだった。
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　ホールには多くの亜人デミ・ヒューマン達がひしめいていた。

　ギルド本部、巨大掲示板が設けられたロビーの一角である。神会デナトゥスがつい先刻終おわったことを受けて冒険者達はここに足を運んでいた。命名式で決まった二つ名はこの掲示板で最も早く公表されるからだ。神の威光センスをいち早く目にしようと、人込みの中には物好きな一般市民や商人の姿も見受けられた。

　ギルド職員が称号の名簿リストを貼はり出し終えると、数多あまたの視線が軟木コルク材の巨大掲示板に吸い寄せられる。たちまち一喜一憂の声や、感嘆の溜息が辺りから漏れ始めた。

「……おい、あれ」

「わかってる、見えてるよ」

　そんな中でも、多くの者が探す二つ名があった。

　首を上げ、目を細めて凝らし、伸ばした指で指さし示される。

　人々の注目は自おのずとその二つ名、とある冒険者のもとに集約されるようになり、ざわめきがより渾然こんぜんとなっていった。獣人の主従が、懸命に背伸びをする小人族パルゥムの姉妹が、見目麗しいエルフの集団が、顔に傷を持つドワーフのならず者達が、唇を舐なめるアマゾネス達が、その称号を巡って盛んな会話を交わす。

　それを、ベルは後ろから目にしていた。

「あ……ベル・クラネル」

　呟つぶやかれた名に、冒険者達が一斉に振り向く。

　ベルの存在に気が付くと、それまでの喧騒はまるで示し合わせたかのように引いていった。ちょうどこの場にやって来たばかりのベルは注目を浴びていることを自覚しつつ、前へと進む。

　すいません、と断りながら進もうとすると、人込みは自ずと割れていった。

　開かれる道を歩み、掲示板の前まで辿たどり着き、巨大な木板を仰ぐ。

　自分の名を見つけたベルは、神に賜たまわったその称号を読み上げる。

「──【白兎の脚ラビット・フット】」

　それが新たな二つ名。

　成長著しい新人ルーキーから『未完』の名を廃し、その外見と類たぐい稀まれな俊足あしを称たたえて送られた、少年の最速の新称号レコード・ネームだ。

　周囲にはベルを好戦的に睨む者、笑いかける者、羨望する者、様々な冒険者がいるが、その眼差まなざしは世界最速兎レコード・ホルダーの偉烈を認めるものだった。『インチキ』などと揶揄やゆされていた以前とは違い、やっかみは完璧かんぺきになくなり、生意気な新人ルーキーと見る者はもう誰もいない。誰もが少年のことを称えていた。

　そんなことを肌で感じたベルは、どうしてもこそばゆい感情を覚えてしまい、逃げるように窓口へと足を向けた。これからのことについて担当アドバイザーに相談するためだ。

　こちらを眺めてきゃいきゃいと黄色い声を上げている受付嬢の中から、ハーフエルフの彼女を見つけ出して赴く──が。

「……エイナさん？」

「……」

　ハーフエルフの受付嬢、エイナは、ぼうっとベルを見つめるだけだった。

　眼鏡めがねの奥の美しい緑玉色エメラルドの瞳はまるでここではないどこかを見ているようで、頰は風邪かぜの症状のようにほんのり赤らんでいる。

　立ちつくすエイナを前にベルは戸惑ってしまった。

「エイナ、エイナッ。ベル君来きたよっ、あれ、あれっ」

「──！」

　同僚のミィシャに腕を小突かれ、エイナは肩を揺らした。

　ようやくベルをまともに正視した彼女はたちまち取り乱し、「えっ、あっ、あれっ!?」と顔を一層赤らめた。

　らしくないほど慌あわてふためきながら、あるものを長台カウンターから取り出す。

「べ、ベル君っ！　……こ、これっ！」

「えっ？」

　差し出されたのは純白の封書だった。

　エイナの顔と封書を見比べること二度。傍はたから見ていた一部の冒険者は『まさか人気受付嬢エイナさんが恋文!?』と悲鳴を上げていたが、受け取ったベルはすぐにはっとした。

　高級だとすぐにわかる書状の手触り、そしてギルドの印璽シールが施された封蠟ふうろう。

　ベルはこれと同じものを見たことがある。

　以前の記憶を掘り返し、無意識のうちに呟いていた。

「『強制任務ミッション』……？」

















　神会デナトゥスを終えたヘスティア、そしてギルド本部で封書を受け取ったベルは合流を果たしていた。場所は北西のメインストリート、通称『冒険者通り』沿いの茶房カフェの店内である。

　ベル達の真正面、対面の席に座るのは大きな眼帯を身に着けた鍛冶神ヘファイストス。

　ヘスティアが詳しい話を聞こうとヘファイストスの北西支店に向かっていたところ、ギルド本部から出てきたベルとたまたま出くわし、せっかくだから紅茶を飲みがてらということになったのだ。

「ヘファイストス、さっき言ってた『お達し』ってベル君が渡されたコレのことなのかい？」

「そうよ、ヘスティア」

　ひらひらと白い封書を指でつまむヘスティアに、ヘファイストスは頷うなずいた。

　日が西の市壁に近付きつつある昼下がり。

　三人でテーブルを囲むベルとヘスティアは、もたらされた『ギルド』の『強制任務ミッション』について説明を聞いていた。

「探索ダンジョン系【ファミリア】はね、一定の等級ランクに辿たどり着くと必ず一定周期で『遠征』に向かうことを義務付けられているの。そして、そこで成果を上げてこないといけない」

「え、『遠征』っ？」

「ええ。ギルドから指令が降りてくるわ、そんな風にね」

　ぎょっとしたヘスティアは慌あわてて封書の中身をあらためる。ギルド長のサインと印が押された羊皮紙には、確かに『遠征』を実行せよという旨が記されていた。

「ヘファイストス様、一定の等級ランクっていうのは……」

「等級ランクＤ以上よ、ベル・クラネル。最大派閥なんて言われてるロキやフレイヤも欠かさずやってる。まぁロキ達は向かうところが深層域だから、頻繁に急かされるわけじゃないけど」

「成果、とは具体的には何なんですか？」

「到達階層を一つ増やすだけでもいいし、新たな採取物や採掘物の発見、『未開拓領域』の地図作成マッピングでも構わない。階層主の討伐も認められていたかしら？　大抵の【ファミリア】は到達階層を増やしているみたいね」

　主神とは対照的に何事かを考えるベルは、質問を重ねた。

　ヘファイストスはそんな彼に「おや？」という顔をしながらも、丁寧に返答していく。

「管理機関ギルドはダンジョンの開拓や、新たな資源の発見を常に求めているわ。探索ダンジョン系っていうのはこの迷宮都市ならではの【ファミリア】、名乗るなら相応の結果を提示しろってことよ」

「し、知らなかった……」とヘスティアは軽い衝撃に見舞われる。

『ギルド』の成り立ち及び、世界に一つしかないダンジョンの支配権を実質握にぎる立場からすれば、足もとに広がる地下迷宮を解明、開拓することは至上目的だ。未知なる資源、未知なる領域、未知なる発見、それがオラリオの発展に繫つながるのは道理である。

　故に探索ダンジョン系【ファミリア】は冒険者登録を始めとした便宜が図られている。商業系などとは異なり煩雑な手続きが必要なく、『ギルド』に収める税も優遇されているのだ。

　派閥の属性に何の拘こだわりもなかった当時のヘスティアは「零細【ファミリア】にはちょうどいいやー」くらいの軽い気持ちで、探索ダンジョン系として【ファミリア】を登録してしまっていた。

「ミアハ達もボクが登録をする前に、教えてくれれば良かったのに……」

「Ｄ等級ランクまで行くとは思ってなかったのよ。勿論もちろん、私もね。ましてや、こんなにさっさと上り詰めちゃうなんて……」

　ヘスティアに苦笑するヘファイストスは、ちらりとベルに一瞥いちべつを投げる。

　自分が原因であると自覚するベルは、少々申し訳なさそうに右手でこめかみを押さえた。

『遠征』の義務は実力が認められた上位派閥──ダンジョンの奥深くから生きて帰ってこられる上級冒険者達に求められるものだ。

　本来ならば下位派閥には全く縁のない話……だった筈なのである。

「ヘルメスは『遠征』の義務も嫌がって、Ｌｖ．の報告をやってなさそうだなぁ……」

　ぼそり、とヘスティアが呟つぶやくのは派閥戦力を虚偽報告している曲者ヘルメスの派閥である。

　話を聞く限り遠征の『強制任務ミッション』の達成条件は、まぁ骨が折れることだろう。

　台頭を好まず中立を標榜する彼かの【ファミリア】が公式Ｌｖ．を偽っている理由はそこにもあったのだと、ヘスティアは優男の笑みを思い出しながら察した。

「話を戻すけど……ここで重要なのは必ず自分達の【ファミリア】で『遠征』を行うこと。他派閥の冒険者を雇ってもいいけど、他ほかの【ファミリア】の遠征に付いていくだけ、は認められないわ。そこは注意しておきなさい」

　自派閥の主導でなくてはならない、という注意事項をヘファイストスは念を押して伝えた。最後に「ちなみに『遠征』に行かなかったり何の成果も上げられなかったら、失敗扱いになって罰則ペナルティを課せられるからね」と告げて締めくくる。ここで言う罰則ペナルティとは主に上納金だ。

「『遠征』の『強制任務ミッション』についてはこんなところね。他に何か聞きたいことはある？」

「いやぁ……突然聞かされたから、まだ現実感がないというか、何がわかってないのかもわかっていないというか……」

　神友しんゆうの講義レクチャーを受けてヘスティアは、はー、と口を開けていた。

　言葉通り要点を整理している主神の隣で、ベルはヘファイストスを見つめて、最後に問いかける。

「アイズさん達も……沢山の上級冒険者達も、乗り越えてきた道なんですよね？」

「……ええ、その通りよ、ベル・クラネル」

　深紅ルベライトの瞳ひとみの真まっ直すぐな眼差まなざしを受け、ヘファイストスは全てを理解したように眼帯のない左眼を細めた。口もとを和らげ、一笑とともに肯定する。

「それじゃあ、頑張んなさいよ。何かあるんだったら手伝ってあげる。……応援してるわ」

　卓上に並べられた紅茶を頂いた後、男装の麗神れいじんは会計を済ませて去っていった。

　残されたベルとヘスティアは、顔を見合わせて、頷き合った。




「『遠征』の『強制任務ミッション』……ついに、ですか」

　居室リビングの席で、命ミコトが嚙かみ締めるように呟く。

　夕餉ゆうげを終えた夜。【ヘスティア・ファミリア】の構成員メンバーが全員集合する中、ヘスティアのもとで会議が開かれていた。

　議題の内容は勿論、『遠征』をどーするか、ということである。

「イシュタル様のもとでも、アイシャさん達と一緒に繰り出しておりましたが……」

「ヘファイストス様のところは鍛冶系だったから、俺おれには縁のない話だったな。……好き好んで他所よその『遠征』に付いていく椿ものズキはいたけどな」

　お茶を配るメイド服姿の春姫ハルヒメと、椅子いすの上で半胡坐あぐらをかくヴェルフが前派閥の経験を語る。

　給仕を終えた狐人ルナールの少女にベルと命ミコトが椅子を引くと「どうも」と言って着席した。

「というかヘスティア様、『遠征』の義務のことをご存知でなかったのですか？　前に小遠征を行ったではないですか」

「ええっとー、あれはタケミカヅチ達に誘われたやつだし……今後のことも考えてやっといてもいいかなー、くらいの気持ちで……」

　目を逸そらしながら空笑いをするヘスティアに、リリは半眼の眼差しを送る。

　全く、と溜息ためいきをこぼす小人族パルゥムの少女は顔を上げた。

「以前ウィーネ様を『隠れ里』に送り届けた際と同じく、今回の『強制任務ミッション』も基本拒否権はありません。回避できる場合は、自派閥ファミリアの戦力に重大な損害が発生したとギルド側が判断した時、あとは長期間かつ重要な冒険者依頼クエストや別の『強制任務ミッション』を受託している時、でしょうか」

「今から重要な冒険者依頼クエストを受けるというのは……やっぱり駄目でしょうか？」

「はい、ダメですね」

　春姫ハルヒメのおずおずとした提案をリリはばっさりと切り捨てる。

　あぅ、と春姫ハルヒメが項垂うなだれる中、『遠征』を実行する前提で命ミコトが声を投じた。

「【ヘスティア・ファミリア】の到達階層は20階層……妥当に行けば、21階層を目指すということになりますね」

「まぁ、決して無茶ではないと思います。というかベル様がＬｖ．４になった以上、あるいは楽にこなせてしまう可能性が……」

『中層』の最下層、24階層の到達基準はＬｖ．２、アビリティ評価はＣからＳ。

　この時点でＬｖ．４のベルは優に基準を超えていることになる。無論、初見の階層なので油断は絶対禁物だが、とリリは付け加えた。

「素朴な疑問なんだけど、『遠征』を成功させた、っていう証拠はどうするんだい？　ギルドの職員が付いてくるなんてないだろう？」

「確か、アイシャさん達は……特定のモンスターの『ドロップアイテム』や鉱石を持ち帰っていたと思います。十個以上も設定されていて、面倒くさいとおっしゃっていたような……」

　ヘスティアからリリに振られた質問に、春姫ハルヒメが代わりに答える。

　ベル達の中でも最も非力である一方、大派閥イシュタル・ファミリアの団員として唯一『遠征』に参加している彼女の意見は貴重だった。非戦闘員ということでわからないことも多かったが、十分な参考になる。

「あとはそうだな……自分の派閥ところで『遠征』を行う、っていう言い方がよくわからない。他所のパーティに俺がくっついていくのも、俺が他所のパーティを集めるのも内容は一緒だろう？　何か条件みたいなものがあるのか？」

「えーと……どうやら【ファミリア】の構成員メンバーの過半数参加が条件、みたいだね」

「派閥の格付けとしてＤ以上と認められたのだから、【ファミリア】としてそれ相応の結果を出せ、ということでしょうか」

　ヴェルフの疑問に、ヘスティアが『強制任務ミッション』の指令書を確認し、命ミコトが補完するように己おのれの見解を口にする。

　極端な例え話になるが、【ヘスティア・ファミリア】に【剣姫】が同行することになればそれは楽に『遠征』を遂行できることだろう。『ギルド』としては、遠征先の階層でしっかり【ファミリア】単位で【経験値エクセリア】を稼いで派閥そのものを強化してもらいたいという思惑もある。迷宮開拓の効率を上げるために、だ。

　一方で、懇意の【ファミリア】でもなければ、他派閥が優秀な人材を派遣するというのはまずありえないことだが。

　失う可能性もある遠征先となれば尚更である。

「話をまとめますが、今後のことも考えて『強制任務ミッション』は不可避。『遠征』に向かうとすれば……ベル様にヴェルフ様、命ミコト様、緊急の妖術師サポーターとして春姫ハルヒメ様、あとは他派閥の上級冒険者を雇うというのが、最も不安のない編成パーティになるかと……」

　派閥の参謀ブレーンのリリが最適な方針を掲げる。

　台詞せりふの後半は、感情を押し殺すことに苦心しながら。

　リリ自身を編成パーティから除外したのは自虐ではない。Ｌｖ．１かつ専門職のサポーター、という役職を客観的に見た上での冷静な意見だ。

　そもそも、今回の『遠征』の『強制任務ミッション』はベルの昇格ランクアップに端を発している。

　つまり『ギルド』はこう言っているのだ。

　冒険者ベル・クラネルは『資格』と『義務』を得た。

　相応ふさわしい仲間を選別し、一層の『冒険』に励め、と。

　居室リビングに一時いっときの沈黙が落ちる。『遠征』という【ファミリア】にとっての一大探索イベントを前に、誰だれも安易な決意を下すことができない。

　主神のヘスティアはしばらく瞑目めいもくした後、少年に視線を向ける。

　それに率いられるようにヴェルフ達のものも向けられ、団長であるベルに集まった。

「ベル君。ずっと黙っているけど、君はどうしたいんだい？」

「僕は……」

　ヘスティアに促され、リリ達の話を静かに聞き続けていたベルは、口を開く。

「僕は、ウィーネ達のためにも……自分のためにも、今より強くなりたいです」

　そこで「──でも」と区切って。

　ベルは、みなの顔を見回した。

「できるなら……みんなと一緒に、強くなりたい」

　リリが自分の瞳を見開く。

　命ミコトも、春姫ハルヒメも。

　同性であるヴェルフだけが、にやりと口角を上げた。

「仲間ファミリアのみんなで、前に進みたい」

　深紅ルベライトの双眸そうぼうとその言葉には意志が詰まっていた。

　言葉を濁すような曖昧あいまいさなんて欠片かけらもない、はっきりとした想おもいが。

　だがすぐに、ベルはこれまでのように申し訳なさそうな表情を浮かべる。

「えっと……押しつけがましくて、ごめん」

「だから謝るなって。今の言葉、嬉うれしかったぞ。……なっ、お前等」

「……はいっ、とっても！」

「ええ、ええっ」

「そうですね、苦楽をともにしなければ、何故なぜ仲間ファミリアと名乗っているのかわからなくなります」

　リリは破顔して喜び、春姫ハルヒメは頻しきりに頷き、命ミコトは感じ入るように胸に手を置く。

　相好を崩すヘスティアも、よし、と頷いて勢いよく立ち上がった。

「ミアハやタケのところとも協力しよう！　『遠征』のための派閥連合だ！」

「はいっ、桜花オウカ殿や千草チグサ殿達ともご一緒に！」

「21階層なんてせこいこと言ってないで、『下層』まで行ってやろうぜ」

「ちょっと、ヴェルフ様！　調子いいこと言わないでください、油断し過ぎです!!」

「春姫ハルヒメもお力になれるように……が、頑張りますっ」

「あははは……」

　ヘスティアに命ミコト、ヴェルフにリリ、一人力む春姫ハルヒメ。瞬く間に騒がしくなる居室リビングの光景に、ベルの苦笑の声が添えられる。

　全員が向く方向は一つだ。新たな目標が現れたことで派閥全体の熱意が高まっていく。

　今日この日、【ヘスティア・ファミリア】は『遠征』を決定した。
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　翌日から早速、ベル達は『遠征』の準備に乗り出した。

　十分な物資や道具アイテムを揃そろえるのは勿論のこと、【ミアハ・ファミリア】や【タケミカヅチ・ファミリア】と情報を共有し、懇意派閥の間で協力を呼びかける。主神を含め団員のナァーザ達や桜花オウカ達はこれを快諾。唯一【ヘファイストス・ファミリア】は鍛冶師スミスという領分を守り、ベル達の『遠征』を見守ることを決めた。

　発足されるのは、ヘスティア、ミアハ、タケミカヅチ、三派閥による『派閥連合』である。

　遠征隊の出発は十日後。

　それまでの間、冒険者達は各々がすべきことに取りかかった。




「では、【ミアハ・ファミリア】から参加して頂けるのは……」

「うん、ウチとカサンドラ。団長ナァーザは怪物モンスターの心傷トラウマがあるみたいだから、勘弁してあげて」

「よ、よろしくお願いします……！」

　リリは【ミアハ・ファミリア】のダフネ・ラウロスとカサンドラ・イリオンと向き合い、『遠征』の隊員パーティ・メンバーを確認していた。

　リリ達がいる『竈火かまどの館』の応接間は一見いっけん作戦室のような光景が広がっていた。いくつも並べられた机の上には何枚もの羊皮紙があり、現在のダンジョンの情報──階層主の有無や異常事態イレギュラーの発生箇所など──が箇条書きされている。ギルドから買い取った各階層の地図マップには辿る順路ルートや予定している休息場所レスト・ポイントに赤いインクで印がつけられていた。

　参謀ブレーン役のリリはここで他派閥の者と打ち合わせを行い、『遠征』に関する全ての情報を統括していた。

「ダフネ様達の配置ポジションはどうなるのでしょうか？」

「最近の探索は二人一組コンビでやってるけど、前はウチが中衛、カサンドラが後衛かな。ウチの方は便利屋扱いだったけど、この子は治療師ヒーラーだから、よっぽど役に立つと思うよ」

「ダ、ダフネちゃんが褒ほめてくれるなんて……！」

「何で今ここで照れんのよ」

　漫才を行うカサンドラ達を他所に、唇を舐なめるリリは羽根ペンを羊皮紙に走らせる。

　そこにはパーティの隊列、陣形フォーメーションが記されており、新たに遊撃手と治療師ヒーラーが加えられる。

　前衛に桜花オウカやヴェルフの名を見つけつつ、ダフネは気軽に尋ねた。

「それで遠征隊パーティの規模、どれくらいになりそうなの？　もう結構いるみたいだけど」

「【ヘスティア・ファミリア】は全員参加で、【タケミカヅチ・ファミリア】は桜花オウカ様と千草チグサ様が。そこにダフネ様とカサンドラ様……あとは、アイシャ様が」

「アイシャって……アイシャ・ベルカ？　あの戦闘娼婦バーベラの？」

「ア、【麗傑アンティアネイラ】……！」

　元大派閥イシュタル・ファミリアの女傑の存在にカサンドラは二つ名を口にして戦おののき、ダフネは「すごいじゃん」と目を丸くする。

「はい……どこから聞きつけたのか、いきなりリリ達のホームを訪ねてきて……」

　リリは眉まゆを微妙な形に曲げ、つい先日のことを振り返る。

　アイシャが「『遠征』へ行くらしいね。私も連れていきな」と申し出てきたのは派閥連合が発足してすぐのことだった。春姫ハルヒメと同じく『遠征』を何度も経験している【麗傑アンティアネイラ】はこの上ない戦力となってくれる。ベル達はありがたいとばかりに受け入れた。

「その代わりこの戦力なら、じゃあ目指すは『下層』だとなってしまって……それだけがリリの気がかりです。いや確かに、この構成メンバーで『遠征』するならそれが妥当なのでしょうが……」

　血気盛んなＬｖ．４の女戦士アマゾネスに「中層域の攻略なんてあっという間に終わっちまうよ」と何だか上手うまく乗せられてしまったとリリは長嘆する。

　ふぅん、と呟くダフネは、そこで眉をひそめた。

「合同遠征か……でも、それってどうなのかな。連携の方は大丈夫？」

「と言いますと？」

「アポロン様のところにいた時もやったけどさ、他の【ファミリア】との『遠征』って碌ろくなことが起きないんだよね。こっちも向こうも自分達の都合で動くから」

　過去【アポロン・ファミリア】に所属していたダフネは当時の出来事を語った。

　リリ達と同じように派閥の等級ランクがＤに上り詰め、合同の『遠征』を行ったと。

「大体、派閥ファミリアの神様の顔でわかるんだけどね、相手がどーいう連中なのか。ほぼ間違いなく、主神と似た奴やつ等が眷族けんぞくになってる。子は親に似るってね。あの時は酷ひどい目に遭って……」

　要は、いつもニヤニヤ笑っている神の【ファミリア】には碌な連中がいないということだ。

　ダフネの弁に妙に納得しつつ、リリは何が言いたいのかと小首を傾かしげる。

「今回の『遠征』はみんな顔見知りだし、仲間割れなんてないと思うけどさ。でも、とにかく連携って大事なんだよ。特に自分達のＬｖ．と同じか、上の位くらいの階層に向かう時は」

「！」

「力を合わせて切り抜けよう、って要は連携が全てってことだもん」

　ダフネの指摘に、リリは自分が見落としていたものに気が付く。

　他【ファミリア】との共力コンビネーション。いくら実力者が揃っていたとしても、突貫の陣形フォーメーションが果たしてどこまでダンジョンに通用するのかという認識の甘さだ。

「それに、君自身もどうするの？　専門ただのサポーターでしょ？　しかもＬｖ．１。死んじゃうか、足手纏まといだって」

「っ……」

「ダ、ダフネちゃんっ」

　無慈悲な通告。カサンドラが諫いさめるが、ダフネは何も間違ったことを言っていない。

　リリがぎゅっと拳こぶしを作っていると……それを見つめていたダフネは、口調を変えた。

「それでも付いていくっていうなら……いっそ開き直った方がいいかもね」

「えっ？」

「自分は一切いっさい動きません、って。代わりに、他のパーティを手足のように動かすの」

　リリの栗色の瞳が見開かれる。

「指揮官、ってやつ？　ウチは色々押し付けられて、仕方なしにやってたけど」

　腰の剣帯から得物──指揮棒タクトに似た短剣が引き抜かれる。

　ヒュンッ、とそれを軽かろやかに振るい、ヒューマンの少女は肩を竦すくめた。

「一番後ろで全てを見極める、っていうのも結構大事だよ」

「……！」

「昔の戦争じゃないけどさ、やっぱり的確な指示は部隊を助けるから。冒険者を活かすも殺すも後衛次第っていうし。あのフィン・ディムナも、その能力でのし上がったっていうじゃん」

　リリはその時、自分の中で何かが見えた気がした。

【勇者ブレイバー】がダンジョンで精鋭の冒険者を指揮する姿が。

　それに重なる己の姿が。

　今の自分が目指すべき未来ヴィジョンが、摑つかめた気がした。

「まぁ、あの小人族パルゥムの勇者は武勇の方も馬鹿ばかげてるけど」

「……」

「で、どうする？　指揮の仕方、教えてあげようか？」

　すっかり蚊帳かやの外に置かれたカサンドラが、二人の間で視線を往復させること数度。

　ダフネに見下ろされるリリは、気付けば声を上げていた。

「お願いします！」




「はぁッ!!」

　裂帛れっぱくの気合が青空に響いた。

　己の顔面に向かってくる少女の鋭い蹴けりに対し、武の神は手を添えることで、あっさりと受け流す。

「甘い」

「ぐうっ!?」

「み、命ミコト！」

　地面に投げられた命ミコトに千草チグサが駆け寄る。Ｌｖ．２、第三級冒険者の上段蹴りを往いなした上に地面へ転がしたタケミカヅチは、額に溜たまる汗を拭ぬぐいながら少女達を見下ろした。

「まだ幾分か【ステイタス】に寄りかかっているぞ、命ミコト、千草チグサ。決して『器』に身を委ゆだねるな、『心』で御してみせろ」

「は、はい！　タケミカヅチ様！」

　千草チグサの手を借りて素早く起き上がった命ミコトは、片膝ひざをついて武神の顔を仰いだ。

　晴れ渡る空の下、植栽豊かな芝生は日差しを浴びて青く輝いていた。場所は『竈火かまどの館』の中庭である。

　命ミコトと千草チグサ、そしてタケミカヅチはこの場所を借りて、稽古けいこに励んでいた。

　来たる『遠征』に向けての、強化鍛錬だ。

「冒険者は【ステイタス】に振り回される者が多い……第一級冒険者達はそう言うらしいな。それに関しては俺も同感だ。『技』を突き詰めれば、今の俺でもお前達と一定以上張り合える」

　片やタケミカヅチは汗まみれ、片や命ミコトと千草チグサはうっすらと汗ばむ程度。しかし一方で散々地面に投げ出された少女達の体には草がまみれている。

　その姿がお互いの立ち位置を如実に物語っていた。

　怪物モンスターとも殴り合えるほどの身体能力を有した命ミコト達に対し、タケミカヅチのそれは常人の域。しかしそんな能力ステイタスをもってしても少女達は武神に攻撃を往なされ、あまつさえ勢いを利用して投げ飛ばしてしまう。

　全ては『技と駆け引き』だ。

　体捌たいさばきは勿論、人外と言うほどの武術、未来予知じみた判断能力、視線の動き一つにしても相手の行動を誘導してしまう。武を司つかさどるタケミカヅチは『技』のみに関しては第一級冒険者を超えた技術──およそ『神業かみわざ』と呼ばれるものを持っている。いかなる鍛冶師スミスも辿り付けていない、至高の領域にいる鍛冶神ヘファイストスと同じように。

　きっと断続的に襲い続ければ命ミコト達はあっけなくタケミカヅチに勝つだろう。だが、彼女達の欲しいものはそんな即席の勝利ではない。

「【ステイタス】は一朝一夕には上がらない。だが──」

「──『技と駆け引き』は、別」

　言葉を引き継いだ命ミコトに「そうだ」とタケミカヅチは頷いた。

「勿論、『技』だって簡単に身に付くものじゃない。だがこっちは、努力と気合、そして成し遂げようとする強い信念さえあれば……まだ可能性はある」

　黒い角髪みずらを揺らすタケミカヅチに命ミコトはぐっと手を握る。

　そう、望むのは強者に立ち向かうための力だ。

　仲間を助け、広大な地下迷宮の冒険を乗り切れるほどの、『技』だ。

「極東にいた時から教えているな？　『技』は自分より強い相手に立ち向かうための武器でもある。体の作りからして怪物モンスターは大概たいがい出鱈目でたらめだが……然るべき時と然るべき呼吸をもって『技』を繰り出せば、重い巨体だって投げられる。硬い殻だって切り裂ける」

　上半身裸になっている武神タケミカヅチは汗を拭った後、腰紐ひもに吊つるしていた鞘さやから短剣を引き抜く。

　雌雄しゆう一対の剣つるぎ、雄おすの《天華てんか》。命ミコトが持つ雌めすの《地残ちざん》の片割れだ。

　それを片手に提げるタケミカヅチは、命ミコトと千草チグサに向かって身構える。

「極東にいた頃ころより、お前達は一層成長した。お望み通り、教えられなかった体術を叩たたき込んでやる──来い」

「「はい！」」

　少女達は駆け出す。ひたすら愚直に、激しい鍛錬に身を捧げた。




「何の用だ、大男」

　カァン、カァン、と高い金属音が響いている。

　燃え盛る炉ろによって『工房』は殺人的な熱気に包まれていた。炎の前に陣取るヴェルフは鉄床アンビルの置いた精製金属インゴットを紅の鎚つちで叩き、武器の鍛錬に励んでいる。

　そんなヴェルフの背中を、【タケミカヅチ・ファミリア】の桜花オウカはじっと見据えていた。

「『遠征』に臨む前に、やれることはやっておきたい」

　ホームの裏庭に築かれたヴェルフの工房内。

　暗闇くらやみに包まれた室内を炉の赤々とした火光が照らし出す様はいっそ幻想的ですらあった。

　巨漢の青年は拝借した椅子に座って、腕組みをしている。

「俺達同士で稽古なんてしても、大した意味なんかないぞ」

「わかっている」

「『スキル』や『魔法』が都合よく発現する、なんてのもありえないしな」

「それも、わかっている」

　ヴェルフの顎あごから雨のような汗が滴り落ち、その姿を見守る桜花オウカの肌にも大量の汗が浮かんでいる。『工房』にこもる二人の若者の光景はともすれば我慢比べをしているようにも見えた。お伽噺とぎばなしの一節のごとく、英雄が頑固者の職人を口説き落とすかのように。

「俺は、鍛冶師かじしだ。自分なりのやり方で……今できるだけの最高の装備を用意して、あいつ等の力になる」

　ヴェルフの横手の壁には、修繕と整備を終えた加工超硬金属ディル・アダマンタイト製の兎鎧よろいが置かれていた。

　鎧だけではない。大剣、刀、長槍、矢の鏃やじり、投具、盾、そして魔剣……ベルや命ミコト達のためにヴェルフが準備した新たな武具の数々が並んでいる。

　今も作業に没頭するヴェルフの眼差しは鋭く熱い。

　鎚を振り上げて、落とす。

　その行為が繰り返される度に、室内の温度が上昇するかのようだった。

「戦いじゃ足を引っ張るだろうが、もともとこっちが本業だ。俺もやれることをやる」

「……」

「だから、お前に付き合っている暇なんてないぞ」

　振り下ろす鎚音と同じく、声には揺るがぬ響きがある。

　他を当たってくれ。ヴェルフは背中を向けたまま、そう言い渡した。

「俺に、武器を作ってくれ」

　直後、桜花オウカが口にしたのはそんな言葉だった。

　ぴくり、とヴェルフの肩が揺れる。

「……」

「半端はんぱなものじゃない。千草チグサや春姫ハルヒメ達を守ってやれる武器だ。それが欲しい。……頼む」

　負けず劣らずの強い響きを灯す桜花オウカの声音に。

　一際ひときわ高い鎚音を放って作業を中断させたヴェルフは、手を止めて振り返る。

「俺の特注品オーダーメイドは、高いぞ？」

　にやり、と。

　鍛冶師スミスの口角が持ち上げられる。

　それに対し、桜花オウカは眉間みけんに力を込め、真剣な顔付きで告げた。

「……まけてくれ」

「ふざけろ」




「春姫ハルヒメ、顔を貸しな」

　女戦士アマゾネスのアイシャに引っ張られ、春姫ハルヒメが連れ込まれたのは『竈火かまどの館』の書庫だった。元【アポロン・ファミリア】の本拠ホームを乗っ取った経緯いきさつもあり、彼等が処分せず放置していった書物がそのまま本棚に収まっている。雰囲気はまさに小さな図書館といったところだ。

　カーテンが閉め切られた薄暗い大部屋の中、春姫ハルヒメは巨卓の椅子に座らせられた。

「あの、アイシャさん……これから、何をするつもりなのですか？」

　普段家政婦メイドの仕事として清掃している書庫を見回しながら問うと、アイシャは持っていた手荷物ごと己の臀部でんぶを卓上に置く。春姫ハルヒメのすぐ斜め前、行儀悪くテーブルに腰かけた彼女は長い黒髪を揺らし、なんてことのないように言った。

「お前の特訓に決まってるだろ」

「と、特訓っ？」

　素すっ頓狂とんきょうな声でおうむ返しをしてしまう春姫ハルヒメ。

　踊り子にも似た衣装を纏う魅惑的な悍婦かんぷは、べしべしと遠慮なく狐きつねの耳を叩き始めた。

「お前が一番弱っちいんだ、自覚はあるだろう？」

「うっ……」

「『遠征』が始まる前に何か芸を身に付けておかないと、本当に足手纏いになるよ」

　春姫ハルヒメはサポーター兼けん妖術師。階位昇華レベル・ブーストという反則技を持っているものの、純粋な戦闘能力はリリにすら劣る。アイシャの言うことはもっともであった。

「ですが、芸といっても、私わたくしは命ミコト様達のようには動けませんし……」

　戦場での体捌きを命ミコトから教わるようにしているが、やはり素質がないようで上手いようには上達しない。たとえダンジョンで低級モンスターを倒せるようになったところで焼け石に水だろう。落ち込む春姫ハルヒメに、「馬鹿だね」とアイシャは呆あきれてみせた。

「お前は妖術師だ。『妖術』とまで呼ばれる『魔法』を扱ってなんぼじゃないか。鈍くさい立ち回りなんて端から期待しちゃいないよ」

「えっと……では、『魔法』の訓練をして『魔力』を磨くということですか？」

「いーや。新しい『魔法』を覚えるのさ」

　驚愕きょうがくする春姫ハルヒメに、アイシャは笑みを見せる。

「『スキル』や『魔法』が都合よく発現する、なんてことはありえない。──なら強制的に引き出しちまえばいい」

　そして用意していた手荷物──包みを春姫ハルヒメの眼前にドンッと叩きつけ、布を解く。

　現れるのは、複雑な紋様が施された分厚い書物だった。

「これは……！」

「『魔導書グリモア』さ。何の『魔法』が出てくるかは知らないけど、まぁ全く役に立ちはしないものは出てきやしないだろう」

　魔法の強制発現書。その稀少価値は世俗に疎うとい春姫ハルヒメでも知っている。

　一般の市場には決して出回らない、まさしく『幻の書』と言っていい奇跡の魔道具マジックアイテムだ。

「イシュタル様は決してあんたに『魔導書グリモア』を読ませようとはしなかったけど、それは階位昇華レベル・ブーストの力に固執していたからだ。封印された狐人ルナールが二つ以上『魔法』を覚えていた場合、砕けた『殺生石』は一方の力しか使えなくなるからね」

　アイシャが旧主神イシュタルの思惑を語るが、狐の耳は右から左へと流していってしまう。

　目の前に置かれた『魔導書グリモア』に息を呑のむ春姫ハルヒメは、おずおずと顔を上げた。

「ちなみに、これはどこで……？」

「主神と【ファミリア】の目を盗んで、倉庫からちょろまかした」

　げほっ!?　と春姫ハルヒメはとうとう咳せき込んだ。

　アイシャは気にするなとばかりに雑に手を振る。

「いいんだよ。足もとを見られて便利な駒こま扱いされてるからね、これくらいやらないと割に合わないよ」

【ヘルメス・ファミリア】に改宗コンバージョンした女傑はしたり顔を見せる。

　今頃【ヘルメス・ファミリア】は貴重な書がなくなったことに気付いて大騒ぎしていることだろう。旧派閥イシュタル・ファミリアの頃から知っていたことだが、あらためて認識させられる先輩娼婦の豪胆さに、春姫ハルヒメは「あわわわっ……!?」と動転するばかりだった。

「坊や達の力になりたいんだろう？」

「！」

「なら手段なんて選ぶんじゃないよ。誰よりも弱っちいあんたに今いま必要なのは、なり振り構わない意地汚ささ」

　ぐっと顔を寄せられ、春姫ハルヒメの双眸が見張られる。

　卓上に腰かけたまま上から彼女を覗のぞき込むアイシャは、ふっと唇を曲げた。

「さっさと読んで、訓練するよ。十日もあれば新しい『魔法』の効果も把握できるだろう」

　アイシャはテーブルを降り、万が一にも『魔導書グリモア』の効果を奪わぬよう距離を置く。

　笑いかけてくる彼女を目で追っていた春姫ハルヒメは、夜の居室リビングで交わしたベル達との会話を思い出し、ぎゅっと唇を結ぶ。

（私わたくしも……私わたしも、あの人達の仲間ファミリア！）

　少女の手が『魔導書グリモア』の表紙を摑み、勢いよく頁ページを広げた。




「エイナさん、もう一度巨蒼の滝グレート・フォールについて教えてくれませんか」

「あ、う、うんっ」

　ベルは図鑑を広げながら、正面の席のエイナに見せた。

　妙齢のハーフエルフは一瞬声こえを上擦らせた後、細い指で頁ページの文章をなぞる。

　夜のギルド本部。その資料室でベルはエイナの個人座学を受けていた。

『遠征』で通過する予定の全階層、全モンスターの知識をエイナの力を借りて自ら叩き込む。初見の階層、『未知』に挑むため、十日の準備期間を全て勉学に費やすことにしたのだ。

　わからなければエイナに質問を振り、疑問を覚えれば理解するまで突き詰める。

　知識と現実は往々にして差異を生むが、この予備情報が己の命を繫ぎ止める宝たからにも、パーティを守る剣つるぎにもなることを、ベルはまだ五ヶ月に過ぎない冒険者業から知りえていた。

　今できることをする。何が必要か考える。過去も未来も参考にして。

『中層』の決死行の経験から『異常事態イレギュラー』を見越した深層域の項目にも手を伸ばし始めるベルは、決して要領のいいわけではない頭を何度もひねって、貪欲になった。

（変わったな……）

　──そんなベルを、エイナはぼうっと眺めていた。

　机に両手で頰杖ほおづえをつき、その深紅ルベライトの瞳に何度も視線を引き寄せられる。

「エイナさん？」

「あ……な、なんでもないよっ、ごめん！」

　視線を感じてふと顔を上げるベルに、慌てて両手を振る。

　不思議そうにするベルが目を本に戻すのを確認してから、こっそり溜息をついた。

　自分の顔が熱くなっているのを自覚しながら。

（私も、変わっちゃった……）

　ベルが黒い猛牛ミノタウロスに敗北したあの日から、エイナはずっと苦しんでいる。

　苦痛というわけではなく、むしろ好ましいものなのかもしれないが、とにかく扱いに困って小っ恥ずかしい代物だ。「勉強を教えてください」とベルに頼まれた時、一瞬舞まい上がってしまった自分に愕然がくぜんとしたほどである。

　机を挟んだお互いの距離が何とも歯がゆい。

　近くて遠いこの間隔が自分をおかしくさせる。

　辺りに自分達以外、誰も職員がいないことにそわそわしつつ、エイナはもう一度ベルの横顔を盗み見た。

（こんなに成長しちゃうんだ……男の子って）

　今も熱心に分厚い図鑑を読み耽ふけっているように、あんなに苦手だった座学を率先してやるようになった。先程行った抜き打ちテストも間違いは依然あるが、その数は断然少なくなった。

　あの日からベルは一皮剝むけようとしている、いや、既に剝けてしまったのかもしれない。

（一体なにがあったの？　って本当は聞きたいんだけど……）

『異端児ゼノス』を巡る事件についてエイナは何も知らない。問いただそうとしたが、結局唇くちびるは動かなかった。

　以前までだったらいつの日かのように、相談してよ、話してほしい、と訴えたことだろう。

　弟のことを心配する姉の感情で。

　だが今は、邪魔したくない、と思っている。

　一人の男性を見守る女性のように。

（……だめだぁ……やられちゃってる）

　エイナは降伏した。再認識した。

　子供の時も、学生の頃だって経験したことのなかった『恋心』を、自覚するしかなかった。

　──男の子が、男の人が声を上げて泣くところを初めて見た。

　あの夜の出来事を胸の甘い高鳴りと一緒に鮮明に思い出す。

　途端、顔が再び熱くなった。

　もー、もーっ、とエイナは頭を抱えながら机に突っ伏した。

　ベルはそれにぎょっとする。

「あ、あの……エイナさん、大丈夫ですか……？」

「……ベル君が、ヴァレンシュタイン氏に憧あこがれていること、知ってるのに……」

「えっ？」

「なんでもないっ」

　冷たい机上に火照ほてった頰をつけながら、ぐすん、と鼻を鳴らす。

（ずっと年下なのに……顔、まともに見れないや）

　子供だよ、いい歳としして。

　エイナはそんな風に、自らの心を恥じらった。




「むっ！」

「どうした、ヘスティア？」

「ベル君の身に甘酸っぱいオーラが迫っているっ、気がする！」

「何だそりゃ……」

　ビビッ！　と反応した黒髪ツインテールにミアハが尋ね、ヘスティアから返ってきた声にタケミカヅチが呆れた表情を浮かべる。神の勘を働かせる幼女神は顔を振って何度も周囲を窺うかがった。

　星が瞬く夜空の下、ヘスティア達は大通りから外れた場末の酒場で向かい合っていた。

　合同で『遠征』を行うにあたり、主神同士で軽く飲み交わすことにしたのである。

「ベル君は気になるけど……あらためてありがとう、ミアハ、タケ。ボク達に協力してくれて」

「礼は要らぬぞ、ヘスティア。我々は良き隣人、なのだからな」

「ミアハの言う通りだ。それに『遠征』なら俺達だって他人事ひとごとじゃないからな」

　ヘスティアが頭を下げると、ミアハとタケミカヅチは笑みを返した。

　最初は底辺派閥同士のお付き合い、などと自虐し合っていた付き合いだが、神格者じんかくしゃとその眷族達に恵まれて良かったとヘスティアは笑顔とともに思った。彼等がいなければ自分もベルもオラリオでやっていけなかった筈だ。

「それにしても……準備を眷族こども達に任せて神々おれたちは一杯やってる、なんて少し気まずいな」

「しょうがないじゃないか、ベル君達が自分達で全部やっちゃうんだから。ボクなんて手伝おうとしたら、サポーター君に『準備したものが台なしになると困るのでヘスティア様はバイトにでも行って来てください』なーんて言われて追い出されたんだぜ！」

　肴さかなに手を伸ばすタケミカヅチの言葉に、ヘスティアがリリの声真似まねまでして唇を尖とがらせる。これにはタケミカヅチもミアハも苦笑した。

「まぁ、命ミコトも連日稽古を頼んできて張り切っているけどな」

「ナァーザもだ。ベル達のために新薬を開発すると意気込んでいる。……みなが一つの目標に向かって走る、いい響きではないか」

　師事、稽古、鍛錬、魔法、座学。眷族達はそれぞれのやり方で『遠征』に備えて力を付けようとしている。己を磨くという超越存在デウスデアにはできない行為に少しの羨望を滲にじませながら、ミアハは朗らかに笑った。

「やっぱり、ベル君だけじゃなくてみんな成長していくんだね……どんどん手がかからなくなっていくんだ」

「なんだヘスティア、もしかして寂さびしいのか？」

「寂しいさ！　ボクはダンジョンにだって付いていけないんだ、寂しいに決まってるよ！」

　杯をあおって前のめりになる幼女の神に、もう酔ったのかとタケミカヅチが体を軽く反る。

　ほんのり頰を染めていたヘスティアは、しかしそこで、一転して微笑を浮かべた。

「でもそれと同じくらい、嬉しくもあるんだ。いや、誇らしい、かな？」

「ヘスティア……」

「みんなが、ベル君があんなに育って……胸の奥がぎゅってなっちゃうんだ」

　子供達の前では決して言えない神心おやごころを打ち明ける。

　ここまで色々あった。少年は多くの『冒険』を越え、挫折も味わい、泥だらけになりながら、それでも諦あきらめず前に走る強さを身に付けた。

　少年の背中に綴つづられた眷族の物語は、女神めがみの大切な宝物だ。

　年相応の少女のように顔を綻ほころばせるヘスティアに、ミアハとタケミカヅチも共感するように目を細めた。


「そう、あんな泣き虫だったベル君が、みんなの前ではっきり意見を言うくらい立派になって…………また惚ほれ直しちゃったよもうー！　あの時ボクってば胸がキュンキュンだったぜ!?　ぬあーッ、絶対にベル君は誰にも渡さないぞー!!」



「最後さえなければ美しい流れであったな」

「だな」

　諸手を振り上げ咆哮ほうこうするヘスティアに、ミアハとタケミカヅチはちびりと酒をすすった。

「正直、『遠征』に関しては心配なところもあるんだけど……ベル君達ならまた乗り越えてくれるって、信じてるよ」

「あいつ等なら、な」

「うむ、ヘスティアの言う通りだ」

　やがて、三柱の神々は誰からともなく、杯を掲げた。

「よし、ベル君達のために乾杯しようぜ」

「普通、こういうのは祝杯じゃないのか？」

「それはベル達が帰ってきた後にとっておこうではないか」

　賑やかな酒場の喧騒けんそう、蒼あおい薄闇を照らす温かな魔石灯の光。

　酔った客等に曲を披露する吟遊詩人バードの演奏が、まるで冒険譚たんの始まりを知らせるかのごとく愉快に美しく響き始める。

「じゃあ、あの子達の『冒険』の成功を祈って──」

　三人掛けの丸卓で笑みを交わす女神達は、杯を小さくぶつけ合った。

「「「乾杯」」」
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　その日、空は晴れ渡っていた。

　東の巨大市壁から朝日が顔を出し、目を覚ましたオラリオが賑わい出していく。白い雲が浮かぶ蒼穹そうきゅうから朝の日差しが差し込む中、都市の第六区画に存在する『竈火かまどの館』の前には、多くのヒューマンと亜人デミ・ヒューマンが集結していた。

　派閥の垣根を越えて『遠征』へと繰り出す、冒険者達だ。

「準備は整ったかい？」

「はい、ばっちりです。食料や道具アイテム、予備の武器、用意できるだけ詰め込みました」

　大朴刀だいぼくとうを肩に預けるアイシャに笑みを投げられ、リリがいつも以上に膨れ上がったバックパックを背負い直す。

「桜花オウカ殿も、ヴェルフ殿に武器を新調してもらったのですか？　いやはや、業物わざものですね」

「すごい斧おの……でも、桜花オウカ？　お金は……？」

「……代金は、この『遠征』で取り返す」

「俺は借金ローンは受け付けないからなぁ、大男？」

　光り輝く白銀の斧に向かう命ミコトと千草チグサの感嘆に、桜花オウカは既に重々しい表情で覚悟を語った。

　そのすぐ後ろで口を吊り上げているのは大刀を携えたヴェルフだ。

「春姫ハルヒメ、これ今日ぎりぎりで出来上がった新薬……使って。頑張れ、同族……」

「あ、ありがとうございます、ナァーザ様！」

　目の下に疲労を溜めるナァーザから袋に入れられた道具の詰め合わせが手渡される。同族の激励に、漆黒の外套フーデッドローブ《ゴライアスのローブ》を纏う春姫ハルヒメが感極まりながら体を折った。

「留守は任せて、存分に暴れてこい」

「無茶はしてはならぬぞ」

「気を付けるのよ」

　冒険者達から一歩離れた場所では、タケミカヅチやミアハ、ヘファイストス、そして居残る団員達がダンジョンへ赴く冒険者達が見守っていた。

【ファミリア】の本拠ホームの留守はタケミカヅチの団員やナァーザが受け持つことになっている。全ての団員が出払う【ヘスティア・ファミリア】に至ってはヘファイストスが上級鍛冶師ハイ・スミスを預ける予定だ。力も飛び抜けた戦う鍛冶師かじしが館にいるとわかれば、間違っても物取りの類たぐいは近付かないだろう。支えてくれる者達がいて、初めて冒険者達は『遠征』という一大探索イベントに参加することができる。

　発つ側と見送る側、それぞれ分かれた人々を眺めていたベルは頭上にも目を向け、いい天気だと思った。

　仲間パーティの顔もいい。士気も上々だ。

「ダフネちゃ～ん……『遠征』行くの、止めない？」

「はぁ？　あんた今更なに言ってんのよ」

　が、どうやら例外もいるようだった。

「今日『予知夢ゆめ』を見ちゃって……何か大変なことが起こるような気がするの……」

「またそんなこと言って！　できるわけないでしょう！」

　相方のダフネに取り合ってもらえないカサンドラは半べそをかきながら、側にいたベルに縋すがるような視線を送ってきた。

「ええっと……すいません、流石さすがに……」

「うぅ～」

　頭をかくベルにもやんわりと断られると、カサンドラは項垂れる。

　ダフネに引き取られる少女に苦笑していた少年は、最後に己の主神に視線を向けた。

「それじゃあ、神様」

「ああ。ベル君、油断は禁物だぜ？」

「はい」

「……頑張るんだよ」

「……はい！」

　日に照らされながらヘスティアと笑みを交わし合う。

　しばらく見ることのできない空の光と彼女の笑顔を、ベルは瞳に焼き付けた。

　振り返れば、ヴェルフ達が準備万端の様子でこちらの号令を待っている。

　ベルは頷いて、ヘスティア達に向かって告げた。

「いってきます！」

　少年が迷宮都市に訪れて五ヵ月が経たつ、その日の朝。

【ヘスティア・ファミリア】は初の『遠征』へと出発した。
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『派閥連合』の遠征期間は一週間を予定している。

　この構成パーティならば五日もあれば悠々と目標地点に行って帰ってこられる、という第二級冒険者アイシャの見立てを参考にした上での計画で、安全階層セーフティポイント以外での野営キャンプも想定している。

　ダンジョンを進行する隊列は前衛がヴェルフ、桜花オウカ、そしてベル。

　中衛は役割上二つに分け、命ミコト、千草チグサ、ダフネを前衛の戦闘やサポーター達の護衛に回る遊撃隊、リリ、春姫ハルヒメ、カサンドラを完全な支援サポート部隊とする。

　後者のカサンドラ達を実質後衛こうえいとして機能させる陣形フォーメーションだ。ここに強力なＬｖ．４のアイシャを殿しんがりに置くことでパーティの背中の危険も払拭ふっしょくしている。

　無論、ベル達にとって初めての大所帯編成である、小まめに連携を確認して展開次第では配置ポジジョンを臨機応変に変更する手筈だ。

　彼等が目指す場所、最終目標地点は──『下層』である。




「──ふッッ!!」

　裂帛一声。

　紫紺しこんの軌跡を引き連れるベルの《ヘスティア・ナイフ》が、モンスターの体軀たいくを両断した。

『ギシャアアアアアアアアアッ!?』

「【リトル・ルーキー】！　じゃなかったっ、【白兎の脚ラビット・フット】！　そのまま周りのやつら全部仕留めて！」

　遅れて轟とどろく『マッド・ビートル』の断末魔。二つに分かれた大昆虫の体が樹皮の床に転がる中、切羽詰まったダフネの声がモンスターの掃討を求める。眼差し鋭く左手に新たなナイフを装備するベルは、頷きを返しながら地面を蹴った。

　場所は『大樹の迷宮』。中層域24階層。

　早くもベル達は到達階層の記録を塗り替え、『中層』最深部にまで足を伸ばしていた。

　その進行速度の一因は、ベルだ。

『ガッッ!?』

　紫紺の斬撃と打って変わって、壮烈な白き斬閃がベルの左手から迸ほとばしる。

　一撃のもとモンスターを灰の霧へ変えるのは、美しい輝白のナイフだった。

　右手の《ヘスティア・ナイフ》と同様、凄すさまじい撃破数スコアを更新していく新武装、《白幻はくげん》。

　刀身は三五Ｃセルチ、ちょうど《ヘスティア・ナイフ》と両刃短剣バゼラードの中間で、ナイフより一回り大きいロングナイフである。

　武器素材は、なんとレアドロップ品である『ユニコーンの角』。

　幻獣ユニコーンの一角を用いたヴェルフ謹製の専用武器オーダメイドは、失われた《牛若丸うしわかまる》以上の凄烈せいれつな切れ味を発揮した。ベルが腕を軽く振るう度に瞬速の一閃が走り、雄鹿のモンスター《ソード・スタッグ》の群れに絶命を言い渡していく。

　身に着ける防具は引き続き、加工超硬金属ディル・アダマンタイトが用いられた五代目の兎鎧よろい。修理を終えた堅牢けんろうな軽装は新品同然に輝き、今もなお傷一つ存在しない。左脚には『オールド・バイソンの体皮』を素材にし従来のものより遥はるかに強度を増した強化レッグホルスター。

　ヴェルフの新武装を纏うベルは、注文オーダー通り周囲のモンスターを駆逐していった。

「方角二時、また『蜂』が来ます！」

　ベルが離れたパーティ本隊からは、リリの声が矢継ぎ早に飛んでいた。

　彼女の声が、翅音はおとを撒まき散らす漆黒の蜂《デッドリー・ホーネット》の襲来を告げる。

「腰を落とせ、鍛冶師かじし！　盾の構えがなってないぞ！」

「盾は生憎あいにく苦手なんだよ！」

　忠告を飛ばす純粋な前衛職である桜花オウカに、両手で大盾を持つ鍛冶師スミスのヴェルフ。そんな彼等の守りを、空中から斜めの角度で突進する巨大蜂デッドリー・ホーネットの攻撃がビリビリと震わせた。

　爪つめ、毒針、体当たり。複数の殺人蜂による襲撃を、矢面に立つ前衛二枚が防いでは凌しのぐ。

　彼等に守られる中衛位置から、命ミコトと千草チグサが矢を射るものの、

「速い……！」

「あうう……！」

　空中を自在に飛び回る巨大蜂デッドリー・ホーネットは高い回避運動を見せ、矢を寄せ付けない。よしんば命中しても巨大蟻キラーアントのそれを上回る硬殻が弾はじき飛ばしてしまう。

『上級殺しハイ・キラービー』の異名を冠する殺人蜂がＬｖ．２の冒険者達を苦しめる──が。

「ッッ！」

　ベルの電光石火が働いた。

　パーティから離れた位置で他のモンスターの掃討を終えた直後、ダンジョンの壁に向かって疾走する。そのまま──新たな称号【白兎の脚ラビット・フット】の名に相応しく──壁面を蹴立てた大跳躍で《デッドリー・ホーネット》に肉薄した。

『──』

　背後を取られ硬直する殺人蜂に、深紅ルベライトの眼光を閃ひらめかせ、一閃。

『──ギッッ!?』

　繰り出された《白幻はくげん》が二対四枚の翅はねごと硬殻をバターのように斬断する。

　有りあまる勢いで飛び過ぎた中、ベルは同時に右手の《ヘスティア・ナイフ》を鞘に納め、《白幻はくげん》を振り抜いた勢いを利用し、流れるように身を半回転。

　空中に浮いたまま、右手を突き出し砲声する。

「【ファイアボルト】！」

　二連射された炎雷が、同数の巨大蜂デッドリー・ホーネットを穿うがち、大爆発させる。

　昇格ランクアップによって火力と速度も上昇した『速攻魔法』は避ける暇も与えずモンスターを爆殺した。重力に従ってベルが着地するとともに、火の塊が地面に降りそそぐ。

「す、すごい……」

「前は散々逃げ回ったモンスターをあっさりか……！」

　中衛位置で啞然あぜんとするカサンドラともども、ヴェルフが驚嘆の息を吐き、負けていられぬとばかりに口端を上げた。

「──うおおおおおお！」と押し出されたヴェルフと桜花オウカの大盾が唸うなり、突っ込んできた巨大蜂デッドリー・ホーネットを地面に叩き落とす。

　すかさず彼等の間から命ミコトと千草チグサが飛び出し、硬殻の間に短刀を突き立てた。

「しっかし、こりゃ駄目だねぇ……アレを仕留めなきゃいつまで経っても『蜂』が寄ってくる。逃げ出したところで碌に前に進めやしない」

　前衛中衛の共力コンビネーションがモンスターを灰に変える中、パーティ後方でたった一人モンスターの群れを受け持つアイシャがぼやいた。

　彼女が一瞥するのは、ダンジョン壁面、樹洞に埋め込まれた巨大な『蜂の巣』だった。

　無数の巨大蜂デッドリー・ホーネットが取り付く蜂巣コロニーの正体は、何とモンスターである。

《デッドリー・ホーネット》と共生する稀少種レアモンスター、《ブラッディー・ハイヴ》。

　姿形は松毬まつかさ型で全長は七Ｍメドル、黒紫に染まった外見は醜悪な果実を彷彿ほうふつさせる。移動手段を持たない罠トラップ型のモンスターで、普段は巨大蜂デッドリー・ホーネットが通り抜けられるほどの樹洞あなの内部にひそんでいるが、獲物が付近を通りかかった瞬間、迷宮壁の樹皮を吹き飛ばしその全貌をあらわにするのだ。

　正規ルート上にこのモンスターが出現すれば、非常に厄介な事態に陥おちいる。

　そしてまさに今、ベル達はその憂うき目に遭っていた。

「もうっ、切りがない！　カサンドラ、粘液はまだ取れないの!?」

「ダフネちゃん、ごめんっ、まだかかりそう～！」

「皆様っ、申し訳ありませ～ん！」

　巣本体の攻撃手段である放出液は殺傷能力こそないものの、粘度に富んで冒険者の身動きを封じる。そこを巣から飛び出す殺人蜂が串刺しにするのだ。擬態を解いた蜂巣コロニーの奇襲を受け、この赤黄色の放出液を浴びた春姫ハルヒメが床にくっつき今も行動不能になっている。サポーター達を守るヴェルフと桜花オウカの盾も既に液塗えきまみれとなっていた。

　何より厄介なのが、《デッドリー・ホーネット》の量産。《ブラッディー・ハイヴ》はダンジョンと直接繫がっているため『蜂』の産まれ落ちる速度が他の地帯エリアと比べて段違いに速い。蜂の対応に手間取っている間に、他のモンスターも横道から現れる悪循環である。

「ズラかるのは止やめだ、倒しちまうよ！」

　正規ルートの大通路に陣取り、次々と巨大蜂デッドリー・ホーネットを吐き出す蜂巣コロニーはまさに要衝、モンスターにとっての城砦じょうさいと言って過言ではなかった。

　故に、冒険者達は『砦』を落とすための戦法を迅速に実行する。

　後方のモンスターを全滅させたアイシャの指示を受け──リン、リン、と。

　右手を発光させるベルは巨大蜂デッドリー・ホーネットを迎撃しながら並行へいこう蓄力チャージを開始する。

　詠唱の代わりに響く鐘の音ね。ベルは戦闘を切り上げ、最適な射程を確保するため前衛からリリ達のいる後方まで配置ポジションを下げた。

「中衛、上がってください！　ベル様を中心に円陣を！」

　リリの号令がパーティ全体に響く。

　素早く渡された盾を持ち、命ミコト、千草チグサ、ダフネが《デッドリー・ホーネット》の群れによる怒涛どとうの一撃離脱ヒットアンドアウェイを防いだ。大朴刀を振り回すアイシャもそこに交ざる。

　戦列に加わった彼女達と肩を並べ、桜花オウカとヴェルフが殺人蜂の猛攻を凌いでいく。

「──撃ちます」

　守勢に回った時間は僅わずか数秒だった。

　前面にいたヴェルフ達が左右に割れ、ベルという名の砲口をあらわにする。

　二十秒分の蓄力チャージ。

　発光する右腕を砲身に見立て、ベルは砲撃を解放した。

「【ファイアボルト】」

　白い光に縁取られる大炎雷。

　射線上にいた全ての巨大蜂デッドリー・ホーネットを焼き払い、醜悪な蜂巣コロニーに炸裂さくれつする。

『────────────────────アァァ!?』

　まだ巣の内部にいたモンスターの絶叫を道連れにし、耳を聾ろうする轟音ごうおんが発生した。

　粉砕した《ブラッディー・ハイヴ》ごとダンジョンの壁面が爆砕し、大通路に大量の灰が交ざる煙が舞い上がった。




「ふぅ……階層主と一戦やった後みたいに疲れたわ」

「まぁ、同じだろうね。ここら辺じゃあ、あの巨大巣はちのすが一番厄介だよ」

　道の真ん中に置かれたリリの巨大荷物バックパックに腰かけながら回復薬ポーションや水をあおるダフネとアイシャの会話が、静まった大通路に響く。

　本日一番の大規模戦闘を終えたベル達は後処理に移っていた。『魔石』と『ドロップアイテム』の収拾である。『上層』に比べ遥かに大きく純度が優れた紫紺の結晶を始め、《デッドリー・ホーネットの強殻》がごろごろと灰の中に転がっていた。

　床の上に落ちている戦利品を拾い、あるいは怪物モンスターの死骸から『魔石』を摘出していく。

「申し訳ありませんっ、ベル様。……私わたくしが足を引っ張ってしまって」

「春姫ハルヒメさんのせいじゃないですよ。むしろあれは、庇かばえなかった前衛ぼくたちの方が悪かったです」

　倒したモンスターの数が数なのでサポーター以外の者も作業を手伝う中、粘液から解放された春姫ハルヒメとベルが話していると、

「ベルさん……すごいですね」

「えっ？」

　側で作業をしていた千草チグサと桜花オウカに話を振られた。

「ここまで来る途中、一番モンスターを倒してますし……今までもすごいなって思ってましたけど……そ、そのっ、すごく、すごいなってっ」

「【麗傑アンティアネイラ】もそうだが、Ｌｖ．４はまた次元が違うな。自分が不甲斐ふがいなく思えてくる……」

　前髪で瞳を隠す千草チグサは興奮を醸し出しながら、太い眉を微妙な角度に曲げる桜花オウカは悔しさと負けん気を滲ませながら、ベルのことを称賛してきた。

「わ、私もそう思いますっ。以前の戦争遊戯ウォーゲームよりも動きが、その、何ていうか……！」

「切れがある、ですか？　カサンドラ殿」

「そう、それです！」

　周囲を哨戒しょうかいするカサンドラと命ミコトも会話に加わる始末だった。目を見張るほどのベルの戦いぶりに声を揃えて絶賛してくる。

　ベル本人はというと、称賛される嬉しさより、くすぐったさが先立った。

　こういう時、何と答えればいいのかわからない。Ｌｖ．２の昇格祝いの時もそうだったが、やはり褒めちぎられるのは苦手だ。つい頭の後ろに方に手をやってしまう。

　そんな取りとめのないことを考えていたベルは、ふと視線を感じて目をずらす。

　すぐ隣では、春姫ハルヒメがベルの横顔をまじまじと見つめていた。

「春姫ハルヒメさん？」

「あっ……も、申し訳ありません、不躾ぶしつけに……」

「別に大丈夫ですけど……どうかしましたか？」

　不思議そうで、同時に何か言いたげな空気を察して視線で促すと。

　狐人ルナールの少女は一度目めを逸らした後、おずおずと口を開いた。

「その……以前『異端児ゼノス』の方々のことで随分と悩んでおられたので、ベル様が本当に怪物モンスターを手にかけられるのか……心配、だったのですが」

　言葉を聞いて、ベルは軽く目を見開いた。

　その春姫ハルヒメの懸念は以前、ベル自身が抱いたものと同じだった。『異端児ゼノス』の存在を知り、モンスターを今まで通り屠ほふれるのか、冒険者業を続けられるのか酷く悩んでいた時期がある。その時は答えを出すことはついぞできなかった。

　当時のベルを知っている春姫ハルヒメは戸惑っているのだ。

　桜花オウカ達に褒め称たたえられるほど躊躇ちゅうちょなく『怪物』を倒す、今のベルの姿に。

　不安そうな少女の翠みどりの瞳の前でベルはしばらく無言を貫いた。作業に戻る命ミコト達が散り散りになる中、春姫ハルヒメから視線を切り、側にあった灰の塊へと膝を折る。

　砂のようにさらさらとこぼれる灰の中から拾い上げられる、美しい紫紺色の結晶。

　立ち上がったベルは、自分が手にかけた怪物モンスターの『魔石』をじっと見つめながら、春姫ハルヒメに答えた。

「『偽善者』になるって、決めました」

　その言葉に、今度は春姫ハルヒメが目を見開いた。

　──お前、偽善者だな！

　──『偽善者』と罵られる者こそが、『英雄』になる資格がある。

　暴悪な狩猟者ハンターはそう罵った。叡智えいちを持つ愚者はそう語った。

　ずっと耳と胸に残り続けていたその言葉をベルは受け入れた。あの漆黒の『好敵手』に敗れてから、自らの意志で覚悟を決めた。

　竜の少女ウィーネを守るために、『異端児ゼノス』を助けるために──彼等の同族を殺す。

　怪物モンスターの生まれ変わりが『異端児ゼノス』になりうると知った上で、それでも。

　大切な者達を救うために、これからも沢山の命を屠る。

　それが『怪物』だとしても多くの命を踏みつける。

　誰の意志でもない。ベルは選んだのだ。

　選択して、決断した。

　その行動の果てに『英雄』という栄誉、あるいは『悪賊』という汚名を着せられるというのなら、甘んじようと。

　──なろう、『偽善者』に。

　心の中で呟きながら、結晶の輝きを瞳に焼きつける。


「……っ！」



　その少年の決然とした横顔に、狐人ルナールの少女が息を呑み、体を震わせた。

　その頰が惹ひきつけられるように赤く染まる。

　そんなことも露知らず、ベルは手の平の中にある『魔石』を、ぎゅっ、と握り込んだ。




「前も十分強かったが……何というか、安心感が出てきたな」

「ええ……」

　ベルと春姫ハルヒメが接している光景を、ヴェルフとリリは離れた場所で見守っていた。

　目を細める鍛冶師スミスの青年とは対照的に、小人族パルゥムの少女の顔は晴れない。

「顔が暗いぞ？　別に危なっかしいとかじゃないだろ、今のあいつは」

「わかっています、そんなことは……」

　ヴェルフの言う通り、少年の横顔に危うさは微塵みじんもない。生き急いでいるわけでもない。

　あれは迷いを超克ちようこくし、答えを出した一人の人間の顔だ。覚悟を決めたその視線はどこまでも真っ直ぐである。少年は変わらない想いと一緒に、強くなっているのだ。

「前より、とても……とっても、とっても、頼もしいです。でもそれと同じくらい、あの背中が遠ざかっているように見えて……」

　その上で、リリは自分の胸中を語った。どんどんと前へ行ってしまうベルに悲しそうに、意気消沈としながら。

　しょんぼりとうつむく彼女を、ヴェルフはじっと見下ろした後、挑発的に笑いかけた。

「そんな背中を支えるのが、お前の仕事じゃないのか、サポーター？」

　はっ、としたリリはすぐに、むっ、とした。

「鍛冶師おれはあいつと並んで先に行くからな。いやベルよりどんどん腕を上げていくぞ。置いていかれるなよ」

「と、当然ですっ!!　リリはあの人のサポーターで、一番のパートナーなのですから！　ヴェルフ様になんかには負けません！」

「調子が戻ったな……って、おい、叩くなっ、痛いてえ！」

　べしべしべしっ!!　とヴェルフを手の平で連打していたリリは、己の頰もぴしゃりと叩く。

　自らも力をつけるのだと決意を新たにし、その背中を見据えて大いに意気込んだ。




「……」

　アイシャは思う。視線の先の光景を眺めて。

　24階層に辿り着けたのは何もベル個人の力ではない。命ミコトや桜花オウカ達の連携も階層を進むごとに光っていった。少年の背中を見て、それに応こたえようと奮闘したのだ。

　今のリリとヴェルフの話の内容もそう。

　一人の背中が仲間の士気を高めていく。一つの背中が多くの者の決意と強さを促す。

「それじゃあ、まるで……」

　神々が言うところの……『英雄』なのだろう。

　少なくとも、その素質を持っていたということか。

（いや……持ってたんじゃない。摑み取ったんだ）

　何もない場所から。

　無力を嘆き、高みを見上げ、今も走りながら、沢山のものを拾っていっている。

　神々さえも驚かせながら。

　全ては『出会い』だ。

　たくさんの『出会い』が、少年を強くしている。

　アイシャ自身も感嘆するほどに、だ。

「……そろそろ、食べ頃かねぇ」

　瞳を細めるアイシャがそんな呟きを発した直後。

　離れた場所にいたベルは、ぞっと背中を震わせるのだった。
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　かぱっ、と開かれたリリの懐中時計が、地上ではすっかり夜が更けたことを教えてくる。

　僕達は本日の探索を切り上げ、大掛かりな休息レストをダンジョン内で取ることにした。つまり、野営である。

　野営地に選んだのは24階層の正規ルートから外れた小道沿い、穴をぽっかり空けた樹洞。しばらく進んだ先に存在する行き止まりの『ルーム』を利用することにした。ギルドの地図でかねてより24階層の休息場所レスト・ポイントとして挙げていた候補の一つだ。

　大きな休息レストを取る際に真っ先にやらなくてはいけないことは、迷宮ダンジョンの地形を破壊すること。

　迷宮壁や床を武器で傷付ける。こうすることでダンジョンは地形の修復を優先させ、その地帯エリア内からモンスターが産まれ落ちることはなくなるのだ。あとはモンスターがやってこないか広間ルームの出入り口に見張りを立てておけばいい。僕達は広間ルーム内にいたモンスターを速やかに駆除しつつ、作業用の斧や鎚で壁を深めに壊しておいた。

　広間ルームの外見は樹木の下にできた空間、と言うのが近いだろうか。

　広さはちょっとした大部屋ほど。壁には白い小花や葉、稀まれに薬草ハーブが生い茂り、三Ｍメドルほどの天井てんじょうを見上げれば木の根が半球ドーム状に広がっている。表面には碧みどりの光を放つ『アカリゴケ』が群生し、広間ルーム内を明るく照らしていた。

「地図マップ上から適当な場所を選んだだけですが、中々いいところですね」

　バックパックを下ろして身軽になったリリが、美味おいしそうに深緑の空気を吸う。

　ここまで来る途中18階層の『リヴィラの街』──異端児ゼノスに壊されて既に修繕済みの三百三十五代目の宿場街──にも寄って休憩は取っているものの、張り詰めていた精神が解放されたせいか、みんなどっと疲労を見せていた。けれど、『ふぅー』と大きく吐いたその息も、どこか達成感が滲んだ心地の良いものだった。

　地上の時間に合わせてここで一晩を明かすため、そのまま野営の準備、あるいは明日の探索のための用意を済ませておく。

　桜花オウカさんの手も借りてテントを設営した春姫ハルヒメさんとカサンドラさんは、手を合わせてきゃっきゃっとはしゃいでいた。命ミコトさんと千草チグサさんは料理当番、アイシャさんは出入り口の見張り役。リリとダフネさんは今後のルートについて地図を広げて話し合っている。

　僕達くらいのパーティは荷物の運搬をバックパックのみで間に合わせているので、流石に【ロキ・ファミリア】の根拠地ベースキャンプのようにカーゴは置いてないけれど、野営地らしい景色が広がっていた。

「よし。ベル、そっちも貸せ」

「うん、ありがとう」

　僕はヴェルフに武器の整備をやってもらっていた。磨かれたばかりの《白幻はくげん》と交換するように《神様のナイフ》を手渡す。

　ヴェルフの周りには砥石といしや鎚、小箱型の炉床ハースまであった。『遠征』に合わせて鍛冶一式の道具を持ってきたらしい。有能な上級鍛冶師ハイ・スミスのおかげで武器は切れ味を落とすことなく性能を十全に発揮することができる。地上に帰還できない遠征中では頼もしい限りだ。

「鍛冶師スミスが鍛冶系でもない【ファミリア】にいるってすごい贅沢ぜいたくだよね。【ロキ・ファミリア】とか有名どころでも、そんな派閥はそうそうないんじゃない？」とは先程整備せいびを終えたダフネさんの談だ。

「どうだベル、新しい武器の方は？」

「うん、すごくいいよ。というか、すご過ぎて驚いてる……。金属系のモンスターもあっさり切れちゃうし……」

「治療師ヒーラーや魔術師メイジに見つかれば悲鳴を上げられるような超貴重素材ドロップアイテムを使ったからな。おっと、リリスケには言うなよ？　どやされるし、またベルを特別扱いして、なんて小言を言われる」

　整備中の《神様のナイフ》に視線を固定するヴェルフは、悪戯いたずら好きの悪童のような笑みを浮かべてきた。

　苦笑を返しながら《白幻はくげん》に視線を落とすと、珍しい輝白の刀身がキラリと閃く。

　前まで使っていた《牛若丸》の連作シリーズより威力、というより切れ味は遥かに上だと僕自身感かんじている。何よりナイフ自体がとても軽い。取り回しが非常にいいのだ。

　これはもしかしたら防御……攻撃を受け止めるには不向きという点もあるかもしれないけれど、総合的には文句なしだ。

　専用武器オーダーメイドの名の通り、握りグリップも僕の指に合わせてある。初めて使う武器なのに一体感がより鮮明で、ヴェルフも腕を上げているのだとはっきりわかった。冒険者と鍛冶師、二人三脚しながら磨き合う身としては、それが何だかとても嬉しくて、誇らしい。

　この《白幻はくげん》を始めとしたヴェルフの武器や防具のおかげもあって、こうして24階層に辿り着けたのだろう。

（……24階層）

　思考に浮かんだその数字を、あらためて吟味する。

　地上から約一日で24階層。非常にいい進行度ペースだ。

　いや、かつて20階層まで来るのがやっとだった僕達と比べれば出来過ぎといえる。

　あまりにも上手く行き過ぎて、少し怖くなるけれど……。

（なんでだろう……不思議なくらい落ち着いている）

　Ｌｖ．４に至って『中層』に恐怖を感じなくなった、という感覚とは違うと思う。

　きっと……この中層域ばしょよりもっと恐ろしい悪意もの、もっと強い存在ものと、刃を交えたからだ。

　暴悪な狩猟者ハンター達に漆黒の『好敵手』。あの経験は肉体にも精神にも影響を落としている。ダンジョン24階層という到達が決して容易ではない領域で今もなお、冷静な鼓動を奏でる胸の音を聞いて、僕はあらためて実感した。

　鍛えられた胆力もそう。今もずっと回転を続けている、この思考もそうだ。

《白幻はくげん》を鞘に納めた僕は、顔を上げて、おもむろにヴェルフに尋ねた。

「ねぇ、ヴェルフ。《神様のナイフ》って、『ミスリル』でできてるんだよね？」

「ああ。加工しやすくて、おまけに魔力の伝導率が高い優秀な精製金属インゴットだ。『魔法』を併用する魔法剣士なんかが武器によく使うな」

　神聖文字ヒエログリフが刻まれた漆黒の刀身を丁寧に扱いながら、ヴェルフは答えてくれる。

「ま、伝わりやすいってだけで付与魔法エンチャントのようにはいかないけどな。刃に『魔法』を打ち込んでも垂れ流しになって拡散する。それがどうかしたのか？」

「ううん、ちょっと……」

　作業に没頭するヴェルフの傍かたわらで、自分の右手を見下ろす。

　僕は誰にも気付かれないよう──リン、リン、と微細な鐘チャイムの音を奏で始めた。僅かな白い光粒が右手で収斂しゅうれんを繰り返す。

　あの『宿敵』との死闘と敗北は、僕により勤勉なものを与えたように思う。

　今までただ使っていた自分の『魔法』や『スキル』を見直し、考察するほどに。

　特に、【英雄願望アルゴノゥト】。

　今日ダンジョンに入ってから、僕はこっそり検証を行っていた。

　結果、わかったことはいくつかある。まず【英雄願望アルゴノゥト】の最長蓄力チャージ時間は四分。以前は三分だったのでＬｖ．４になって一分間伸びた計算だ。蓄力チャージの効果は攻撃に関する行動アクション限定で、斬撃でも拳でも『魔法』でも、光の粒が集まる箇所は威力が強化される。同時に二ヵ所の蓄力チャージは実行できない。

　蓄力チャージ及び並行蓄力チャージは、敵から攻撃を受けた場合、あるいは集中を乱した場合に解除される。その際は蓄力チャージ分の体力と精神力マインドが消費するおまけ付き。ここの辺りは魔導士の詠唱と重複する箇所だろう。今も自分の意思でぱっと右手から光粒を消失させると、途端にどっと疲労感が襲ってきた。道具アイテムで回復は可能だけれど、やはり使うのは勝負所のみで連発は避けた方がいい。

　その検証結果の上で着目したのは、収斂、集束、という【英雄願望アルゴノゥト】の無二の属性。

　これは──。

（ナイフの高い魔力伝導……『スキル』の集束……）

　僕には、自覚がある。

　自分には、頭が足りない。

　それを補うためにもリリ達に力を貸してもらっているのが現状だ。仲間に支えてもらわなければリーダーなんて呼称は噴飯ものの肩書きに成り下がる。

　その足りない頭を、余すことなく使う。

　でなければ、ベル・クラネルは何も生み出せない。

　新しい剣技を次々と身に付けるアイズさんのように、聡明な策をいくつも編み出すフィンさんのように、才能の向こう側に至ることなど不可能だ。

　思考の全てを費やさなければ、新たな『発明』などできるわけがないのだ。

　だから、考えて、考えて、考えて、考え抜いて──『もしかしたら』という閃きが走りかけた、その時。

「みなさーん！　ご飯ができたみたいですよー」

「！」

　テントの方からリリの声が投げかけられた。

「らしいぞ、ベル。行こうぜ、整備も終わった」

「……うん！」

《神様のナイフ》を渡された僕は、それまでの思考を切り上げて立ち上がる。

　ヴェルフと一緒にリリ達が待つ広間の中央の方へ足を向けた。




　夕餉、いや夜食を取る前に最後の一仕事が待っていた。

　ナイフや長剣を用いて、広間ルームの壁や天井に生える青光苔アカリゴケを削り、部屋全体の明るさを落とす。草木に囲まれた緑の空間はたちまち夜の森と同じ景色を広げるようになった。

　僕達の体内時間を地上と合わせるため、という理由はあるけれど、一番の理由はモンスター対策だ。種族にもよるけれど、モンスターは普段のダンジョンとは違う光景──今回の場合は光量が低い地帯エリアを異常だと見なし警戒するらしい。遠征経験が何度もあるアイシャさんとダフネさん達の指示で僕達はてきぱきと働いた。

　削いだ青光苔アカリゴケは集めて、瓶びんに詰める。

　それを広間ルームの中心に置けば、まるで夜の野営地を照らす角灯の完成だ。

「さぁ、みなさん、召し上がってください！　おかわりはあります！」

「お、お口に合えばいいんですけど……」

　角灯の側に設置された鍋を輪になって囲んで、食事を始める。

　命ミコトさんと千草チグサさんが作ったのは米料理リゾット……いや、これは極東の『おじや』か。

　金のように輝くとろとろの溶き卵に、細かく千切ちぎった干し肉と緑の薬草ハーブ、そして木の実が散りばめられた雑炊は冒険者達の胃袋を簡単に刺激した。

　湯気が立ち上るそれを木のお椀わんによそってもらい、同じ木の匙さじでぱくりと口に運ぶ。

「アイシャ殿に聞いて、食べられる迷宮の食物も入れてみたのですが……どうでしょうか？」

「変わった味だが……結構美味うまいぞ。薬草ハーブの香りはいいし、木の実は不思議な酸味がある。少なくとも都市オラリオの外では食べたことがないな」

「極東でもこんな食材はない。流石ダンジョンだ」

「桜花オウカ様、そこは命ミコト様達の腕を褒めてあげるところです……特に千草チグサ様を」

「リ、リリさんっ、大丈夫ですからっ！　……でも、喜んでもらって良かった」

　がつがつと食べるヴェルフと桜花オウカさんにリリが小言を挟みつつ、千草チグサさんが胸を撫なで下ろす。館で生活を送る命ミコトさんの料理の腕は知ってるけど、彼女と同じ境遇で育った千草チグサさんも負けず劣らずらしい。ヴェルフ達以外にも好評なようで、アイシャさんなんか、

「冒険者を止めて、こっちで生計を立てた方がいいんじゃないかい？」

　なんてからかい交じりに絶賛したほどだ。

　ちなみに、卵の方は半日はんにち前に寄った宿場街リヴィラで大頭のボールスさんから頂いたものだ。『初遠征』祝いらしい。何でも街の住人が地上から数羽の鶏にわとりを運んでいるのだとか。地上の食事に飢えた冒険者達にとっては、まさに『金の卵』だろう。

　保存が難しいのが難点だけれど。

「あのぅ、水をこんなに使ってもいいんですか……？　『遠征』で一番辛つらいのって、水がなくなって引き返すことじゃあ……」

「この下の階層には腐るほど水が湧わいてるよ、余計な心配さ。それにこのパーティはおたくらがいた大所帯アポロン・ファミリアとは違って頭数が少ないからね、水の奪い合いなんておきっこないさ」

　みんなが口にする飲み水や料理に使われた水を心配するカサンドラさんに、アイシャさんがぞんざいに手を振る。

　辛い遠征経験を思い出したのか、はたまた図星を指されたのか、「「うっ」」と元【アポロン・ファミリア】のダフネさんとカサンドラさんが同時に呻うめいた。

　カサンドラさんの指摘は本来ほんらい正しく、水分の確保はダンジョン内で最も重要かもしれない。

　18階層の清流なんてものはそうそうなく、決まった階層の水源を計算した上で採取しておくことが『遠征』をする上での肝だ。この『大樹の迷宮』では、野営を作る前にアイシャさんと命ミコトさんが湧き出る泉の地帯エリアに赴いて運んできてくれたので今のところ問題はない。

　流石に『遠征』をやり慣れているだけあって、アイシャさんは戦闘以外のこんなところでも貫禄を見せつけてくる。

「ベル・クラネルは中衛向きだね。蓄力チャージ攻撃なんて最初に聞いた時は『はぁ？』って感じだったけど、あの威力なら十分後衛こうえいにも使える。脚だって文句なしに速いし」

「ベル様の性格的に、後衛の素質はかなり低いような……」

「確かにじっとしていられなそうだね……あ、そういえば、ここに来るまでの指揮良よかったよ」

「ありがとうございます」

　食事が一段落すると輪の中では銘々が今日一日を振り返り、それぞれの話題に花を咲かせた。いつの間に師弟になったのか、ダフネさんとリリが頭を下げたり下げられたりしている。

「前の時とは違って、階位昇華レベル・ブーストも結局使つかわなかったな。『魔剣』も温存してある」

「人数が多いだけあって、連携も対処も迅速でしたからね。無論、ベル殿やアイシャ殿に戦線を支えてもらって、という点もありますが……」

「互いを補完し合って立ち向かう……これが本来の集団迷宮探索パーティ・プレイなんだろうな」

「逆に私わたくしは何もできず、足を引っ張ってばかりで……はうぅ～」

　順々に喋しゃべるのは、ヴェルフ、命ミコトさん、桜花オウカさん、春姫ハルヒメさんだ。

　その横で千草チグサさんとカサンドラさんが意外にも治療や応急処置の話で盛り上がったりと、急ごしらえだったパーティの空気も問題なさそうだった。

　みんながみんな、談笑し合っている。

「ねぇ【麗傑アンティアネイラ】。24階層まで初めて来たけど、こんなものなの？　とんとん拍子に来ちゃったから、油断しちゃうのが怖いんだけど」

　ダフネさんのその声が、やけに大きく響いた。

　みんなの意識を恐らく故意に集めた彼女に、片膝を立てて地面に座っているアイシャさんが肩を竦める。

「モンスターの『異常攻撃』に気を付けて、あとは人数を揃えれば『大樹の迷宮』はまだ何とかなるよ。ま、Ｌｖ．２だけだとキツいだろうけどね。……この階層にもぐり慣れていない連中は『岩窟の迷宮』にはなかった罠トラップと、癖くせのある化物どもの攻撃にことごとく頓死とんしさせられる。あとは当然、物量」

『中層』最深部である24階層はＬｖ．２上位の能力ステイタスが必要、とされている。

　けれど『ギルド』が設定しているその到達基準も初見殺しを警戒してのことらしい──勿論、モンスターの能力も上がって17階層以上より難易度は上がっているけれど──。

　19階層から始まる『大樹の迷宮』の最大の特徴は『毒』を始めとした『異常攻撃』が盛んに行われることだ。モンスターが出現する次産間隔インターバルも上部階層より短い。

　ダンジョンの一番怖いところは無限の物量。その認識はどこの階層でも変わらない。

「この下の階層……27階層辺りのモンスターまではＬｖ．２でもぎりぎり通用するだろう。それよりあそこは地形が厄介でね、『下層』なんて名前を付けて線引きしたのもそれが理由だって言われてる」

　そして25階層から始まる領域──『下層』のＬｖ．３という到達基準も実質、厄介な地形に付けられたものだと、百戦練磨の第二級冒険者は告げた。

「Ｌｖ．と能力ステイタスが本格的に求められるのは30階層からさ。あそこからは『ブラッド・サウルス』とか潜在能力ポテンシャルが高いモンスターがうじゃうじゃいる。Ｌｖ．１で言うところの『中層』……Ｌｖ．２のパーティじゃあ絶対攻略不可能、ってやつだね」

「……30階層か。あと六層分も踏破しなきゃならないと考えると、どんな場所か想像もつかないな」

「そういえば、『ギルド』も『下層』からは詳しい情報を公開していないような……？」

　アイシャさんの話をみんなは神妙な顔で聞いていた。

　ヴェルフの言葉に合わせて命ミコトさんが首を傾げていると、リリが静かな声音で言う。

「『下層』と『深層』の情報……特に50階層から下は、ギルド側が規制しています」

「どうしてそんなことを？」

「なんでも……知ってしまうと、世界が違い過ぎて心が折れかねない、らしいです」

　命ミコトさんに対するその返答に、場がしんと静まり返った。

「あ、あははは……まさか……」

「ま、少なくとも私達……【イシュタル・ファミリア】にも50階層から下の情報は公開されなかったね」

　笑い飛ばそうとしたカサンドラさんの言葉を、アイシャさんがにべもなく断ち切る。

　リリの話が一気に真実味を帯びる。どうやら、到達階層が近付いて『資格』を手にしなければ、『深層』の情報は一切流されない仕組みらしい。

「噂うわさによると……階層を越えて、竜が飛び出てくるらしいよ？　それこそ階層主かいそうぬし並みのやつが、うじゃうじゃとね」

「……う、噓うそですよね？」

「さぁね。でも間違いだったとしても、それくらいヤバいってことなんだろう」

　千草チグサさんの息を呑む音を最後に、野営地は沈黙を纏った。

　まだ見ぬダンジョンの深淵しんえん、迷宮の底知れなさに戦く。

　薄闇の中で、みんなの黙りこくる顔が角灯の光に照らされた。

「ったく……こんなところでビビってどうするのさ、腰抜けども！　まだ先の話だろ！」

　と、そこで。

　アイシャさんは場の空気を入れ替えるように声を張った。

「春姫ハルヒメ、酒を出しな！」

「はえっ!?　アイシャさん、私わたくしお酒なんて持ってきていませんが……！」

「お前の荷物に私がこっそり入れておいたんだよ！」

　衝撃を受けている春姫ハルヒメさんがバックパックを漁あさると……本当に出てきた。

　肉厚の瓶ボトルに入った液体に、ざわっと喧騒が膨らむ。

「おい、男ども！　一杯やるだろう？」

「……アマゾネスにけしかけられたら、付き合うしかないな！」

「ヴェルフ様！」

「いいだろうリリスケ、少しくらい！　寝酒代わりだ！　大男、お前も飲むだろ？」

「適量だぞ？　適量までだからな？」

「自分に言い聞かせてない、桜花オウカ？」

「遠征一日目なのにこんな贅沢して、いいのかなぁ……」

　リリに咎とがめられるヴェルフが誘い、お酒が好きなのか案外乗り気な桜花オウカさんに千草チグサさんが言及する。最後のカサンドラさんの呟きが、たちまち開かれる酒宴騒ぎの中に溶けて消えた。

　アイシャさんに無理矢理酌しゃくをやらされる春姫ハルヒメさんは、巫女みこ装束に似た戦闘衣バトル・クロスと歓楽街の経験もあってか、お酒を注そそぐ美しい遊女のようだった。

　呆れ顔のダフネさんも頰を引きつらせる命ミコトさんもアイシャさんの手で結局は巻き込まれる。こっそりテントの中に避難しようとしていたカサンドラさんも以下同文だ。

　やがて、誰かが噴き出して、愉快な笑い声が上がり始める。

「……」

　そんな賑やかな光景を、僕は輪の外から見守っていた。

　今は僕が見張り役の番。食事が始まった時から、交代前までアイシャさんが座っていた切り株に腰かけ、広間ルームの出入り口を監視している。モンスターを警戒しつつ、みんなの話に耳を傾けながらだけど。

　手の中にあるお椀から雑炊を一口食べながら、仲間達の姿を見て目を細める。

　僕はいつの間にか、笑っていた。

「ベル様！　おかわりはどうですか？」

「あ、リリ。ありがとう」

　何とか魔の手から逃れたリリが、鍋を持ってこちらに避難してくる。

　僕はそれをありがたく受け取って、お椀によそってもらった。

「まったくっ、非常識ですっ。安全階層セーフティポイントでもないのにダンジョンでお酒を飲むなんて」

「遠征中だから、本当に羽目を外してはいないと思うけど……」

「モンスターがこの馬鹿騒ぎを聞きつけたらどうするのですか！」

　ごもっとも……。何も言い返せず体を縮めながら、雑炊をまた一口すする。

　けれど、僕はヴェルフ達を止めようとはしなかった。

　あたかも夜の森を連想させる広間ルーム。透明な容器の底に集められた青光苔アカリゴケはランプとは一風変わった碧あおの輝きを放ち、神秘的ながらも温かい。光の欠片に照らされるヴェルフ達のうっすらとした影が壁や地面を踊り、地面に生えている草花が一緒に身を揺すっている。

　野営キャンプは、冒険の醍醐味だいごみ。

　英雄譚からそんなことを学んでいる僕は、目の前の光景が嬉しくてしょうがなかった。

「……喜んでいるのですか、ベル様？　笑っておられますが」

　僕の横顔を、リリが不思議そうに窺ってくる。

「あ、ごめん……何て言うか、こういうみんなでする野営って、憧れてて」

「18階層で【ロキ・ファミリア】に助けられた時も、こんな感じだったではないですか」

「そうなんだけど……でも、いいなって」

　頰をかきながら照れて、恥ずかしがって、誤魔化ごまかすように苦笑を浮かべる。

　そんな僕のことを、リリは黙って見つめていた。

　その様子に首を傾げていると、

「……良かった」

　呟いたリリは、頰を緩めた。

「ベル様、白状しますね……リリは少しだけ怖かったんです」

「えっ？」

「あの日からベル様はウィーネ様達のために、ずっと高い目標を見上げるようになって……変わってしまったんじゃないかって」

　うろたえて、少し怖くも感じていた。

　眼差しが遠くを見据えて、背中がどんどん遠ざかってしまう気がして。

　そんな風に心の中を打ち明けられ、僕が目を見張っていると、リリは頰を染めながらえくぼを作った。

「でも、ベル様は、やっぱりベル様です」

　嬉しそうに相好を崩すリリのことを、僕はこの時……愛しく感じてしまった。

　男女としてとかそういうものではなくて、もっと優しい、きっと妹とかに対しての。

　気付けば、僕の右手はリリの頭に伸びていた。

　驚くリリは「んっ」と手を受け入れ、ぎこちなく撫でる指に、甘そうに身じろぎする。

「ごめんね、不安にさせて」

　竜の少女ウィーネにそうしていたように、僕は安心させるように笑いかけたけれど、

「……やっぱり、ベル様は変わられたかもしれません。何ていうか、こう、より女ったらしに……」

「えええっ!?」

　そんな駄目出しを頂いてしまった。

　怒っているのか膨らませた頰を真まっ赤かに染めて、栗色の瞳はじとりと半眼になっている。

　頭を撫でたのがそんなに不躾だったのかと謝罪を繰り返しながら慌てふためいていると、「ふふふっ」とリリはころころ笑い出した。

　きょとんとする僕は、そんな彼女に釣られて笑みを漏もらす。

「ベ、ベル様っ、一献いっこんいかがですかっ！　お酒ではなく、お水ですけどっ」

「ちょ、春姫ハルヒメ様、何で来るんですか！　空気を読んでください！」

「アイシャさんから解放されたので、私わたくしも、そのぅ、ご一緒に睦言むつごとを交わしたくて……！」

「だ・か・ら!!　いちいち言い方が卑猥ひわいなんです！　わざとやってるんですか!?」

「あの、なんで喧嘩けんかが始まっちゃうの……」

　避難者二人目の春姫ハルヒメさんに対しリリが起こす一方的な突っ込みに、僕は汗を流す。

　こんな喧騒を流石にモンスターが聞き逃す筈もなく、出入り口に近付く『メタル・ラビット』の群れを僕達だけでしばらく迎撃する羽目となった。

　遠征一日目の夜は、そんな風に過ぎていった。
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　ささやかな酒宴が終わった後、広間ルームには森の静謐せいひつに似た静けさが訪れた。

　耳を澄ませば、テントの中からリリ達たち女性陣の小さな寝息が聞き取れる。ヴェルフや桜花オウカさんは気を利きかせて草木の壁にもたれながら寝ていた。しっかり大刀と斧を抱えて。

　おぉーーん……と通路の奥から聞こえてくる遠吠とおぼえ。獣系のモンスターのものだろうか、響き方からして距離は離れている。問題ないと判断した。

　あれから引き続き、僕は見張り番を行っていた。

　足もとには例の青光苔アカリゴケが入った瓶。薄闇に包まれる出入り口をそれで照らしている。

　周囲を見回せば広間ルームはゆっくりと着実に修復していた。念には念を入れてナイフで迷宮壁を傷付ける作業も継続しておく。

　切り株に腰を下ろし、リリから借りた懐中時計を開けば午前二時前。

　もうちょっとで交代の時間だ。

「……？」

　布の鳴る音が聞こえ、背後を振り返る。

　テントの中から一人の女性が出て、歩み寄ってきた。

　長い髪に魅惑的な脚線。踊り子を彷彿させる薄手の戦闘衣バトル・クロスに、天井に残る星光のごとき青光苔アカリゴケに映える瑞々みずみずしい褐色の肌。

　アイシャさんだ。

「アイシャさん……？　次の交代はヴェルフと桜花オウカさんの筈じゃあ？」

「知ってるよ、そんなことは。さっきやったばっかりだしね」

「じゃあ、どうして？」

「夜這ばいに来た、っていったらどうする？」

　ざざっ、と切り株から立ち上がり無言で距離を取る。

　アイシャさんは「冗談だよ、冗談」と噓だか本気だかわからない笑みを作った。

　……やっぱりすごく綺麗きれいな人だ、と。

　手を伸ばせば届く距離で、どこか蠱惑的こわくてきに微笑ほほえんでいる一人のアマゾネスを前に思う。

　見惚みとれるくらい艶あでやかで、同時にその肉感的な美しさが少し怖くもあった。目を細めて見つめてくる眼差しも含めて。

　僕は沈黙に耐えられず、話題を振る。

「えっと……遅れちゃいましたけど、アイシャさん、ありがとうございます。僕達の『遠征』に付いてきてくれて……」

「いいんだよ、元々あんたにはこっちの『遠征』にでも付き合ってもらう予定だったからね。渡りに船さ」

『異端児ゼノス』の事件で力を貸した見返りとして、と言われてしまえば僕も返す言葉がない。それに口ではこう言ってるけれど、春姫ハルヒメさんのことを気にかけて、という理由もある筈だ。

　堅苦しいのを嫌がる悍婦へ苦笑だけ返していると、アイシャさんは前髪をかき上げた。

「ビビってないか、と思ってね」

「えっ？」

「あんたの様子を見にきた理由さ」

　アイシャさんは僕から視線を離し、薄暗い通路の奥を見やる。

「下と繫がる連絡路は、ここからはもう目と鼻の先だ。明日には目標の25階層に進攻アタックする」

「……！」

「聞いているとは思うけど、次の階層……『下層』からは、またがらっと毛色が変わるよ」

　25階層。

　僕達にとっての未到達階層──初めて足を踏み入れる『下層』。

　上級冒険者の中でも、更に選ばれた人達しか到達できない領域。

『中層』の最初の死線ファーストラインに次ぐ、第二の死線セカンドラインだ。

「冒険者達が25階層からを何て呼んでるか、知っているかい？」

「……いえ」

「これは迷宮開拓初期の頃に使われていた言葉らしいけどね……私達は今でもそれに倣ならって、『新世界』って呼んでる」

　……『新世界』。

『未知』の領域を意味するその言葉が胸に波紋を広げていく。

　アマゾネスの女傑は、そこでテントの方を一瞥した。

「あんたがコケればパーティもコケる。このパーティは、そういうパーティだ」

「……」

「だから、もう一度聞くよ。……怖気おじけづいたり、していないかい？」

　天井から苔こけの一部が剝はがれて、光の欠片が僕達の間に落ちる。

　周囲から漂う濃い緑の香りは、目を瞑つむればここがダンジョンではなく、地上の森だと錯覚してしまいそうだった。それこそ森の中でアイシャさんと二人きりになっているような。

　聞こえる筈のない、風にそよぐ森の幻聴を耳にする。

　僕は静かに息を溜めた後、ゆっくりとアイシャさんに答えた。

「何も感じていない、って言ったら噓になります。……でも」

　意識を自分の内側へと向ける。

　まだ耳に残っている先程の話を思い出した。

　──階層を越えて、竜が飛び出てくるらしいよ？

　──それこそ階層主かいそうぬし並みのやつが、うじゃうじゃと。

　今の僕では想像を絶する領域に、あの人達は、『憧憬』はいるのだ。

　僕達が足を踏み入れようとしている『新世界』を越えた先に。

　きっと『地獄』と呼ばれるダンジョンの最前線に。

「それでも、僕は先に進みたい」

　胸の高さまで持ち上げた手を、そっと握った。

　そうだ。怖くないと言えば噓になる。いくら強がろうと戦おののくのは止められない。

　けどそれ以上に──辿り着きたいと。

　僕は、そう思っている。

　怖気づく暇は、ないんだ。

「……いい顔だよ。あの時より、もっと」

　僕の答えを聞いたアイシャさんは目を細め、本当に見違えたと、そんなことを呟いた。

　紫紺の衣装ぬのを揺らし、僕の不意を打って、密着ぎりぎりのところまで体を寄せる。

「全身の熱が治まらなくなった時は、呼びな。いつでも肢体からだを貸してやるよ」

　耳もとで囁ささやかれる言葉が男の肌を震わせる。

　艶なまめかしい吐息を首の辺りに残し、微笑むアイシャさんはテントの中へ戻っていった。

　それを見送った後、一瞬火照ってしまった頰を迷宮の空気で冷ます。

　雑念を振り払った僕はもう一度、自分の拳を見下ろした。




『下層』への進攻アタック。

　Ｌｖ．４になって迎える最初の『冒険』。

　仲間と一緒に挑む『未知』なる明日に、今から思いを募らせた。

















　24階層と下部階層を繫つなぐ連絡路。それは結晶で覆われた洞窟だった。

「氷……いえ、水晶クリスタル……」

　野営地から出発し辿たどり着いた24階層最奥の大広間。中にいたモンスターを全て倒した僕達は、壁の中で唯一氷結したかのように結晶に覆われた樹洞の前に集まる。

　リリの言葉を吸い込む水晶洞窟は薄闇うすやみに包まれており、緩やかな斜路スロープが下へ下へと続いていた。洞窟の奥から吹いてくるのは涼し気な風。これまで進んできた『大樹の迷宮』にはない気流が髪を撫なで、否応なく次の冒険の舞台ステージを感じさせる。

　顔を見合わせた僕達は、笑みを浮かべるアイシャさんに顎あごで促され、穴へ足を踏み入れた。

　僕は隊列の先頭に立ち、春姫ハルヒメさんから配られた携行用の魔石灯を持って斜路スロープを下っていく。前衛、中衛も魔石灯を装備する中、最後尾のアイシャさんは持ってきた瓶びん詰めの青光苔アカリゴケを代わりに。床も壁も、天井てんじょうも氷窟を彷彿ほうふつさせる滑らかな洞窟内を慎重に進んだ。

　下へ下へ、とても長い洞窟の奥へ。

「水の音……」

　見えてきた斜路スロープの終着点、出口からは蒼あおい光が差し込み、そこから聞こえてくる音に命ミコトさんの呟つぶやきがこぼれ落ちる。

　次第に大きくなり、はっきりと聞き取れるようになる、水を叩たたきつける音。

　この時の僕は緊張も不安もなく、ただ無心に、光の先にある『未知』を求めて冒険者の本能に従った。

　斜路スロープを下り切り、洞窟の外へと出る。

「──」

　瞬間、言葉を失った。

　視界を打ったその『絶景』に、心を奪われた。

　轟然ごうぜんと音を奏でる、凄すさまじいまでの大瀑布。

　谷や崖を形成するのは水晶の頂き。

　霧のごとく飛び散る水飛沫しぶきとともに空中を羽ばたく半人半鳥ハーピィや歌人鳥セイレーン。高い啼なき声が高らかに響き、舞い散る羽根の軌跡が開けた大空洞を横切っていく。

　大いなる『水の楽園』が、そこには存在した。

「すげえ……」

　僕の後ろでヴェルフ達も立ちつくし、その光景を目まの当あたりにする。

　ダンジョンの中に存在する大自然の景色に誰だれもが放心する中、特にみんなの目を奪うのが、視界の正面に位置する大瀑布だ。

「これが話に聞く、あの……」

「『巨蒼の滝グレート・フォール』……」

　命ミコトさんとリリの呟きが瀑布の嘶いななきに吸い込まれる。

　その滝の音はまるで雷雲の斉唱のようだった。どうどうという地響きにも似た音が、何百Ｍメドルも離れた僕達のもとにも届いて鼓膜を震わせてくる。

『巨蒼の滝グレート・フォール』。

　下層域25階層から始まる文字通り巨大な飛瀑。目算でも幅は約四百Ｍメドル、高さは優にその倍はあるだろう。光の反射の関係か、流れ落ちる水は緑玉蒼色エメラルドブルー。惚ほれ惚ぼれとするほど美しい滝はここが危険なダンジョンであることすら忘れさせるほどだ。

　感動と同時に胸に覚えるのは震えるほどの畏怖──恐怖でもある。滝とちょうど対面位置、僕達が立つ水晶の崖の真下に広がるのは大きな滝壺だ。落ちたら上級冒険者でも一溜たまりもないことはもとより、目を疑ってしまうのはその滝壺から更に瀑布が下へと続いていることだ。

　そう、ちょうど階段のように、滝は25階層から下部の階層へ貫通しているのだ。

「この馬鹿ばかでかい滝は階層を貫いて26階層、そして27階層まで続いている。ああ、滝を伝って下からモンスターが昇ってくるなんてないから安心しな。一部を除いて、だけどね」

　アイシャさんの言葉に、桜花オウカさんや千草チグサさんが息を呑のむ。

　階層を貫く滝。これまで探索してきたダンジョンでは到底ありえなかった現象だ。冒険者は常識が何度も破壊されるというけれど、きっとこういうことを言うのだろう。

　滝を最奥に置く、この開けた大空洞の規模は、18階層の四分の一ほどだろうか。

「これ、どうやって26階層まで行くんだ……崖を下りろって言うんじゃないだろうな」

「いつもの迷路がちゃんとあるよ。山ほどの坂と階段もね。それを下って、ほら、あそこにある洞窟まで行けばいいのさ」

　ヴェルフの呻うめき声に答えるアイシャさんが指差すのは、25階層の底部、滝壺と隣接する岸部だ。ここからは小さくしか見えないけれど、確かにぽっかりと口を開けた洞窟が存在する。

　25階層から27階層までは多層構造。『巨蒼の滝グレート・フォール』の高さと等しい高低差を上り下りして、滝壺と同じ位置にある次層への連絡路まで行かなければならない。飛び降りてしまえば一足飛びで27階層まで辿り着けるのだろうけど、体が木こっ端ぱ微塵みじんになることは想像に難くない。

　眼下の光景をまじまじと見下ろすリリ達やダフネさん達とは逆に、僕は頭上を見上げた。

『巨蒼の滝グレート・フォール』は25階層の天辺より降りそそいでいる。

　滝口のすぐ真上、階層の天井には『大樹の迷宮』の名残が──差し渡し五Ｍメドルはある極太の木の根が放射状に延びていた。

（あそこから降りてきたんだ……）

　仰いでいた首を戻し、もう一度雄大な景色を見渡す。

　18階層『迷宮の楽園アンダーリゾート』を見た時も打ち震えたけど……今の思いはそれに勝るとも劣らない。

　エイナさんとの座学で知識は持っているとはいえ、やはり現物を前にすると込み上げてくるものは止められなかった。

　今の僕は戦慄せんりつと緊張、興奮、そして『未知』の衝撃に……胸を躍らせているのだと思う。

　一つの滝によって階層三つ分の大空洞が繫がるこの層域の名は、『水の迷都みやこ』。

　遥はるか昔日から今日に至るまで冒険者達に『新世界』と呼ばせる、ダンジョンの神秘だ。




「さ、いつまでもぼけっとしてないで、移動するよ。ここに突っ立ってたら、そこら辺を飛んでる半人半鳥ハーピィあたりが襲いかかってくるからね」

　心ここにあらずの僕達を現実に引き戻したのは、アイシャさんのその言葉だった。

　現金なもので『襲撃される』というその言葉に敏感に反応する冒険者とサポーター達ははっとし、それまでの感動を放り投げていそいそと行動を開始する。

「左から伸びている道を壁伝いに進みな。といっても一本道だけどね。先にある洞穴からいつもの迷宮に入れる」

　アイシャさんは勝手知ったる風に、真横から伸びる水晶の橋──崖道を顎でしゃくった。

　現在地は切り立った崖で、右手から正面にかけては完璧かんぺきな絶壁、そして左手のみに円形の大空洞に沿って道が続いている。勿論もちろん手てすりなんて気の利きいたものはないから、足を滑らせでもしたら遥か下の滝壺まで真っ逆さまだ。

　僕は頭の中に『ギルド』の地図を広げて整理した。

　今いる切り立った崖は24階層の連絡路がある最南端。正面に広がる大空洞と『巨蒼の滝グレート・フォール』はちょうど階層中心に位置する。先程アイシャさんが指差した26階層の連絡路は南東だ。

　ここからアイシャさんの言うように大空洞の壁伝いに西へと向かい、先にある洞穴から崖内部にある迷宮に進入、そこから円を描くように西から北（滝の裏側）、東に向かい、階層底部にある地下連絡路を目指す。要するに時計回りに南から南東を目指す、といった具合だ。

　僕を先頭にパーティは崖道を進んだ。

　道の幅は三Ｍメドルほど。左手は壁で、右手が断崖絶壁。

　カサンドラさんなんかは右側を絶対に見まいとしている。

『巨蒼の滝グレート・フォール』付近の空間では半人半鳥ハーピィを始めとした鳥型のモンスターが鳴きながら空中遊泳していた。幸いこちらにはまだ気付いていないようだ。こんな崖道で戦闘は御免だから、確かにさっさと迷宮内に入った方が良さそうである。飛行系モンスターに襲われたら矢や『魔法』で応戦するか、盾を掲げて縮こまることしかできそうにない。

　よくよく見ると、『巨蒼の滝グレート・フォール』の方にも崖から橋のように突き出た水晶の道があった。

　もしかして僕達、あそこも進むのだろうか……。

「なぁベル、この階層にあるもの全部、水晶クリスタルなのか？」

「植物もあるらしいけど……基本はそうだってエイナさんからは教わったよ」

　すぐ後ろにいるヴェルフの声に頷うなずきながら、左手側の崖壁、右手側の大空洞を眺める。

　断崖や岩場、僕達が歩いている崖道もそう。階層を構築するもの全て、深い蒼色に染まった水晶クリスタルでできていた。18階層の水晶よりずっと色が濃く、うっすらと縞しま模様が入ったそれは一見すると普通の岩にも見えた。

　階層内を照らす光源は透明の白水晶ホワイトクリスタルから発せられる光だ。大きさはばらばらで、崖道の壁や足もとにも筍たけのこのように生えているものの、発光量自体は少ない。緑玉蒼色エメラルドブルーに輝く『巨蒼の滝グレート・フォール』を除けば、階層全体は蒼然とした薄闇に包まれている。

「春姫ハルヒメちゃんは、アイシャさんと一緒にここに来たことがあるんだよね……？」

「はい、千草チグサ様。あの頃ころはカーゴに押し込まれて、じっくり拝見する機会はございませんでしたが、やはり驚嘆したことを覚えています」

　後方、中衛位置からはそんな会話も聞こえてきた。

　ちらりと見やれば、階層の景色を今も見渡しながら感嘆している千草チグサさんの隣で、声を弾はずませている春姫ハルヒメさんがローブの臀部でんぶの辺りをもごもごと動かしている。きっと狐きつねの尻尾しっぽを揺らしているのだろう。

　女の子達も見惚みとれる『幻想の蒼』。そんな言葉を連想させる階層の雰囲気だ。

「しかし、あの滝の水はどこにいくのでしょうか？　ずっとあんな大量の水が流れていれば、いくら階層を貫いているとはいえ、すぐに溢あふれ返ってしまうような……」

「ここから流れる水は27階層の滝壺の底から地上に流れ出る。オラリオの側にある港街メレンは知っているだろう？　あそこの大汽水ロログ湖こに通じているのさ。ま、今はあっちも『バベル』みたいに封印ふたがされているから……案外ダンジョンが吸い上げているんじゃないかい？」

　命ミコトさんの疑問に今度はアイシャさんの声が答えた。

　遥か『古代』、水中系のモンスターはその経路から進出し、地上の海を席巻したとされている。これも座学ついでにエイナさんから教わった知識だ。

　そうこう話しているうちに西壁の洞穴が見え、長い崖道がようやく終わりを告げた。

　断崖際で戦闘することもなく、僕達は迷路内に足を踏み入れる。

「一応、確認しておきますよ」

　洞窟内、入り口前から横穴が分岐している様はちょうど中層域の『岩窟の迷宮』のような構造だった。あれが灰色の岩ではなく全て深蒼の水晶に取り換えられた感じ。

　洞穴前に陣取って小休止を挟みながら、僕達はリリを中心にして打ち合わせを始めた。

「『強制任務ミッション』の達成を管理機関ギルドに報告するために、必要な『ドロップアイテム』の種類と数は以下のようになります。『ブルークラブの鋼殻こうかく』十個と『アクア・サーペントの鰭ひれ』三枚、あるいは『レイダーフィッシュの牙きば』三十本。稀少種レアモンスターなら『カーバンクルの秘晶ひしょう』一つで間に合います。資源の場合は『水蒼石アジュールストーン』を一〇〇〇Ｇグラッド」

　重そうなバックパックを担ぎ直しながら、懐ふところから取り出した羊皮紙メモを読み上げるリリ。

　初めての水辺のダンジョンなだけに、やはり水の属性に関連する採取物が多い。

「今いま挙げたモンスターや資源を重点的に探してください。あとは探索範囲についてですが、実質『下層』という到達目標は達成しています、ここから無理して26階層まで足を伸ばす必要はないでしょう」

「つまり、この25階層をじっくり探索するということですか？」

「ええ、ここは初見の階層域ですし。残り六日の遠征期間中、昨日使った24階層の野営地を拠点にして、25階層を往復するのがリリはいいと思います」

　命ミコトさんの確認にリリは頷いた。

　その説明にヴェルフ達は賛成のようだった。僕も異議はない。『下層』からがらっと変わった環境に順応するためにも、キャンプ地から進攻アタックを繰り返すのが最善だろう。

『冒険者は冒険しちゃいけない』。避けきれない窮地は覚悟しておくとしても、今回の『遠征』はエイナさんの持論を地でいくべきだ。

「出発する前にも話しましたが、この階層は見た目通どおり水棲のモンスターが多く出現します。無茶を言うようですが、極力水際みずぎわには近付かないでください」

　一通り語られた『下層』の方針と注意点に僕達が相槌あいづちを打っていると、リリはパーティ全体を見回した。

「あとは念のためですが……皆様、今朝けさ配くばった『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』はちゃんと装備していますね？」

　リリが目を配るのは、装いが新たになっている僕達の服装だった。

　僕だったらインナーと脚衣パンツ、ヴェルフなら着流きながし、命ミコトさんや桜花オウカさん達は極東風の戦闘衣バトル・クロス、春姫ハルヒメさんは巫女みこ風の衣装……全てがひらひらとした薄い蒼色の生地で作られている。同一の素材の正体は『精霊の護布ごふ』だ。

　この『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』は13階層を攻略する際に装備していた『火精霊の護布サラマンダー・ウール』とは真逆で、水の耐性を備えている。この『水の迷都みやこ』を攻略する上で欠かせない装備だ。

　何より、水精霊ウンディーネの加護は水中でこそ真価を発揮する。

　水の抵抗や水圧を低減し、冒険者に水中活動の恩恵を与えるのだ。要は素早く泳げるようになるということ。水に関わる冒険者依頼クエストでは『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』が必需品とまで呼ばれている。

　ダフネさん達も着る『精霊の護布ごふ』は、遠征の主催元として【ヘスティア・ファミリア】があらかじめ特注品オーダーメイドの戦闘衣バトル・クロスとして『バベル』の専門店に注文し用意しておいたものだ。人数分の『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』は安くはなかったけど、幸いお金は足りた──ちなみにアイシャさんだけは自前を持っていた──。

　これさえあれば、水中に落ちた場合も危険がぐっと下がる。

「この派手な色が見えないのか、リリスケ？　しっかり着てるだろ」

「念のためと言っているではないですか！　大枚を叩いて人数分の護布ごふを準備したんです、皆さんにはぜひ活躍して頂いて『遠征』の収入が支出を上回ってもらわなければ……！」

「リ、リリさん、怖い」

　相変わらず『精霊』にまつわるものに拒否感があるのか、ヴェルフの返答はどこか投げやりだった。一方のリリの剣幕に怯おびえるのは、ドレス型の『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』を装備するカサンドラさんだ。

　ちなみに、『遠征』の取り分は派閥から出向している人数によって調整する予定である。

「アイシャ様、他ほかに何かありますか？」

「そうだねぇ……」

　リリは最後に階層経験者のアイシャさんに話を振った。色を蒼に変えた女戦士アマゾネスの衣装を揺らす悍婦かんぷは、【ヘスティア・ファミリア】の面々をちらりと見やる。

「この階層は水棲のモンスター以外にも、人型のモンスターが多いのが特徴でね」

　歌人鳥セイレーン、半人半鳥ハーピィ、人魚マーメイド、あとは半人半蛇ラミアか。

　エイナさんの座学でも確かにそう教えてもらっている。

「最初はうろたえるかもしれないけど、躊躇ちゅうちょするんじゃないよ。今にも喋しゃべり出すかも、なんて考えていたらこっちがやられるからね」

「！」

　その言葉は【ヘスティア・ファミリア】に向けられたものだろう。『異端児ゼノス』の存在を知るアイシャさんは、僕達に間違っても気の迷いなど抱くなと釘くぎを刺しているのだ。

　僕やヴェルフ、リリ、命ミコトさん、春姫ハルヒメさんは口を噤つぐみながら重々しく頷く。

「ま、連中は面つらが醜悪過ぎるから、顔を背そむけないようにすることを気を付けた方がいいかもね……さ、小休止は終わりさ。来たよ」

　最後におどけてみせたアイシャさんは、床に突き刺しておいた大朴刀だいぼくとうを引き抜く。

　はっとしたヴェルフ達が振り向けば、洞窟の奥からは青い鋼殻こうかくを纏まとう蟹かにのモンスターが固まって現れるところだった。

「『下層』の初戦だからって、力みすぎるんじゃないよ。いつも通りやりな」

　後衛でゆるりと構えるアイシャさんの忠告が、合図。

　僕達前衛ぜんえいが走り出し、パーティは『下層』初の戦闘に臨んだ。




　金属系のモンスターに分類カテゴライズされる『ブルークラブ』との戦闘は、つつがなく終了した。

　個体によって左、あるいは右の鉗脚はさみが異常発達したモンスターの鉄鎚ハンマーのごとき攻撃は脅威であったものの、アイシャさんの言う通り冷静に対処すればＬｖ．２のヴェルフ達でも連携を駆使して難なく倒すことができた。巨大蜂デッドリー・ホーネット以上の防御力を秘めた鋼殻こうかくも継ぎ目が太く、器用な命ミコトさんとダフネさんがあっさり料理してのけた。どちらかといえば、蟹なのに前進する奇異シュールな光景にみんな一番衝撃を受けていたかもしれない。

《白幻はくげん》が金属蟹ブルークラブの鋼殻こうかくを切り裂けることを確認した僕も、これなら、という手応てごたえを抱く。

「いきなり『ブルークラブの鋼殻こうかく』を二つ入手……いい出だしですね！」

　目的の『ドロップアイテム』が発生してご機嫌なリリにみんなで苦笑しつつ、僕達は水晶の洞窟を進み始めた。

『中層』から引き続いて隊列の配置ポジションは変化なし。ただ万全を期して、Ｌｖ．４の僕が先頭に立つ。最後尾は勿論アイシャさん。幅が五Ｍメドル以上ある通路を中衛に膨らみを持たせながら歩き、　階層の地図マップを持つリリの道案内ガイドのもと正規ルートを選択していく。

「……滝の音に紛まぎれて……」

「そうね、水が流れる音が聞こえる……」

　水晶の迷宮には、外の『巨蒼の滝グレート・フォール』の音が遠いさざ波のように絶えず響いている。

　そんな中、狐の耳を揺らす春姫ハルヒメさんとダフネさんが呟きを落とすと、通路に変化が現れた。

「水流……」

　千草チグサさんの呟き通り、僕達が進む通路と並んで、水流が流れていた。

　別の通路から合流して並走する水の流れは川と言って相違ない。

　水晶の色を受けて美しい蒼色に輝く水面はまた幻想的だった。

「迷宮の至るところにはこんな風に水流が走っている。基本、陸路がある場所が正規ルートだから泳ぐ心配はしなくていいよ」

　立ち止まって眺めていた僕達は、アイシャさんの説明を皮切りに歩みを再開させた。

　通路、いやもはやこうなれば岸辺か。視界の左手に水の流れを置きながら陸の部分を歩いていく。水流の幅は岸と同程度あり、深さに至っては随分とあるようだ。流れだって結構速い。川だなんて思って油断して足を滑らせたら危険なことになる。

「えっと、もし水流に落ちてしまった場合は……」

「陸おかに上がることが最優先だ。落ちてもすぐに死ぬわけじゃないけど、まぁ殺されるよ」

「えっ？」

「モンスターに嬲なぶり殺しにされるのさ。水の中はあいつ等の世界だからね、『圧倒的地形の不利』、ってやつさ。はっきり言って、水中戦に慣れていないやつが『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』を着たところで気休めにしかならないよ」

　アイシャさんから返ってきた答えに、目を丸くしていたカサンドラさんがさっと青ざめた。歴戦の女戦士は「私もＬｖ．４になった今だってここで泳ぐのなんてごめんだよ」と肩を竦すくめながら白状する。

「落ちたら助からない。それくらいに考えて行動しろってことさ」

　水中ならば水棲のモンスターは圧倒的な潜在能力ポテンシャルを発揮する。陸上主体の冒険者はその逆、活動能力パフォーマンスを大きく低下させてしまう。Ｌｖ．４の第二級冒険者の話を聞いてようやくパーティにも『水』に対する怖さが浸透し始めていた。

　冒険者が敵の土俵で水棲モンスターと互角に戦うには、水中活動に大きな恩恵をもたらす特殊な『発展アビリティ』を修得できれば何とか、って話は聞いたことがある。勿論そんな技能アビリティを修得していない僕達には詮せんのない話だ。

　水流に落ちた時は窮地。それだけはよく覚えておこう。

「アイシャさん、この水路は全部『巨蒼の滝グレート・フォール』に繫がってるんですよね？」

「そうさ。他にも時間が経たつと流れが変わったりするね。天井や地面から間欠泉が噴き出す罠トラップなんてものもある」

　ザー、と音を立てて流れる水の流れに視線を固定しながら、アイシャさんに尋ねる。

　エイナさんから教わった情報によれば、これらの水流は全て階層中心の『巨蒼の滝グレート・フォール』のもとに合流する。つまり流され続ければあの大瀑布に巻き込まれ、滝壺へと叩きつけられる羽目になるのだ。あとはアイシャさんも言及しているけれど、この階層域の迷宮の陥穽ダンジョン・ギミックは『水攻め』を主としているらしい。

　向かうところに必ずある水流の存在。

　これもダンジョン初と呼ばれる水辺の階層の所以ゆえんだろうか。

「ああ、それと……今みたいに水際を進む時は常に気を張ってな」

「えっ？」

　その何気ないアイシャさんの言葉に、春姫ハルヒメさんが首を傾かしげた、その時だった。

　──ザバンッ!!　と水流が勢いよく音を立てたのは。

『オオオオオオオ！』

「って、ひゃああああああああああああああああああああ!?」

　突如水面を破って飛び出したのは、体長が一六〇Ｃセルチにも及ぶ巨魚。

　魚のモンスター『レイダーフィッシュ』。

　弾ける水粒とともに鋭い牙を光らせて迫りくる影に、春姫ハルヒメさんが仰天の悲鳴を上げた。

「──とまぁ、気を抜いているとこんな風に襲いかかってくるわけだ」

『ギョオッ!?』

　しかし、翻ひるがえった大朴刀、そして一刀の刀が『レイダー・フィッシュ』の胴体を寸断し、牙を打ち払う。笑みを浮かべ余裕綽々しゃくしゃくのアイシャさんと、春姫ハルヒメさんを背で庇かばいながら冷や汗をかく命ミコトさんがモンスターを迎撃したのだ。

　中衛位置にいるリリ達は春姫ハルヒメさんと一緒に啞然あぜんとしており、先頭に立つ僕とヴェルフ、桜花オウカさんは、後方で起こった突然の襲撃に振り向いた格好のまま固まっていた。

「モンスターどもは水の中からいつでも狙ねらってる。肝に銘じておきな。……しかし、よく反応したじゃないか、【絶†影】。このヘッポコ狐のお守もりはあんたに任せておけば大丈夫そうだ」

「い、いえ、咄嗟とっさのことだったので反射的に……それにベル殿がパーティの先頭におられる今、春姫ハルヒメ殿をお守まもりするのは自分の役目なので……」

　参謀ブレーンのリリや妖術師の春姫ハルヒメさんはパーティの中核かつ弱点。それを踏まえて彼女達への攻撃は絶対阻止せんと命ミコトさんは己おのれに使命を課し、人一倍神経を尖とがらせていたようだ。

　その台詞せりふに感極まった春姫ハルヒメさんは「命ミコトちゃ～ん！」と泣きながら抱き着いた。お姫様と忍の恋愛劇の幕間プチ・ラブロマンスもとい友情に、パチパチパチと何故なぜか拍手してしまう僕達。「えっ、あ、ど、どうも？」と命ミコトさんは恥ずかしがりながら頭を下げた。

　ちなみに、その光景を羨うらやましがったのかカサンドラさんがそっとダフネさんに手を伸ばそうとしていたけれど、無愛想ぶあいそうに片手で弾かれて「きゃん!?」と鳴いていた。

「魚が跳ねて、陸おかへ襲いかかってくるのかよ……」

「確かに、水中から、というのは厄介だな」

　進行を再び開始する中、げんなりするヴェルフと気を引き締める桜花オウカさんの会話に、僕も心の中で相槌を打つ思いだった。

　陸上も行動できる先程の『ブルークラブ』とは異なり、純粋な水棲モンスターは水流内の水晶壁、あるいは底を割って産まれ落ちるらしい。視界が利いて異変を察知できる陸とは違って、水の中で増えるモンスターは捕捉しにくい。たとえ殺気や気配を察知していてもだ。隣を走る水流にはもしかしたら何十匹という敵がひそんでいる可能性すらある。

　ちらりと水面に一瞥いちべつを落とせば、うっすらと浮かぶ黒い影がまるで『チッ』と舌打ちするようにその身を水底へ消していった。

　これは、慣れない内は神経を使いそうだ。

　水流を含めて周囲に気を配りつつ、慎重に進んでいく。

「ん、あれは……？」

　と、そこでヴェルフが何かに反応した。

　僕達もそちらを見やると、水流を挟んだ水晶の岩場に、樹枝状の塊が生えていた。

　色は鮮やかな薄紅色で、まるで宝石のように光り輝いている。あれは確か……。

「……『迷宮珊瑚アンダー・コーラル』？　『下層』でしか取れない採取物アイテム……」

「やっぱりそうか。ヘファイストス様の派閥もとで一度、現物の素材を見たことがある」

　挿絵付きだった『ギルド』の迷宮図鑑の知識を口にすると、ヴェルフが少し興奮した口振りになる。

「なぁ、あれ、何とか取れないか？　いい武器素材になるらしいんだ」

　鍛冶師スミスの性か、ヴェルフは時折ダンジョン探索の最中さいちゅう、僕達に素材集めや『ドロップアイテム』の入手を頼む時がある。専属相手の頼みだし、叶かなえてはあげたいけど……。

「無茶を言わないでください、ヴェルフ様！　アイシャ様が水の怖さを語ったばかりではありませんか！　そんな危険おかせません！」

「あの迷宮珊瑚アンダー・コーラル、いい艶つやしてるね。地上に持ち帰ったらかなり高く売れそうだよ。しかも珊瑚の中に隠れてる貝殻、あれ迷宮真珠アンダー・パールじゃないかい？」

「くっ、仕方ありません……！　採取しにいきましょう！」

「流石さすがの俺おれでも怒るぞリリスケ？」

　断固反対していたリリがアイシャさんの情報を聞いて主張を翻す。拳こぶしを握り締めるヴェルフと空笑いする僕達は、ダンジョンの醍醐味だいごみの一つ、迷宮資源の採取に取りかかることにした。

　まず、対岸の岩場へ移るにはこの水流を渡るしかない。

　アイシャさんの話を聞いたばかりだし泳ぐ選択肢はなし。水面には複数の水晶岩が突き出ているから、あれを足場にして跳んでいけば行けなくはなさそうだ。

　ただ、どうにもそこはかとない『罠わな』の香りがするんだよなぁ……。

「ところでこのパーティ、盗賊シーフはいないようだけど斥候スカウトはいるのかい？　この手の作業はそいつ等が受け持つもんだろ？」

　斥候スカウトの主な役割は偵察。パーティから先行して道の先にモンスターがいないか確認したり、あるいは釣って特定の地帯エリアに誘おびき出したりする。地形を利用する役職柄、迷宮資源の採取・採掘を担当するのもざらだ。

　その辺りの役職を曖昧あいまいにしてきた【ヘスティア・ファミリア】の面々は、アイシャさんに尋ねられ、自ずと一人の人物に視線を向けていた。

「……自分、ですね」

　結わえた黒髪を揺らす命ミコトさんも自ら名乗り出た。【八咫黒烏スキル】による索敵や、『忍』の能力を駆使した偵察及び隠密は迷宮探索にも役立っている。

　対岸の岩場は空間が狭く、二人渡るのが限度だ。命ミコトさんが自動的に選出される中、足の速さと身のこなしを買われて僕が補助サポートにつくことになった。

「命ミコト様、【八咫黒烏ヤタノクロガラス】に反応はありますか？」

「いえ……少なくとも先程遭遇した金属蟹ブルークラブと巨大魚レイダーフィッシュは近辺にはいません。無論、水の中も」

「あの岩場、水晶巨亀クリスタル・タートルの擬態だったらどうしよう……」

「ベル・クラネルの懸念ももっともだな。取りあえず、矢を射っておくか」

　装備を長物からナイフや短剣に限定して身軽になったり、採取物を収納する背囊はいのうを受け取ったりと準備を進める。桜花オウカさんが春姫ハルヒメさんから渡された弓矢で岩場がモンスターの擬態でないことを確かめた後、僕と命ミコトさんは跳躍した。

　水晶岩の先端を蹴けりつけては飛ぶ。僕より先に出た命ミコトさんはまさに忍者さながらの動きで水流を渡り、矢や縄を用意して見守っているヴェルフ達を驚嘆させた。

「ベル殿とこのように二人で作業するのは初めてですね」

「そういえば……【イシュタル・ファミリア】の時もすぐ別行動でしたしね」

　水晶の岩場に到着した僕達は早速迷宮珊瑚アンダー・コーラルの採取に取りかかる。

　命ミコトさんが短刀で珊瑚の根元から切り取って僕が背囊に収集。ちなみに、迷宮珊瑚アンダー・コーラルは地上のサンゴとは異なり植物だ。しかも鉱物並みの硬度を持つらしい。

　向こう岸から「真珠もお願いしまぁーす!!」と大声を張るリリの注文オーダー通り、樹枝の群体の中に隠れている拳大の貝も見つけ出す。

　七色に輝き『虹の宝石』とも呼ばれる『迷宮真珠アンダー・パール』を、純白の貝殻ごと採取した。

「では戻りましょう。欲張り過ぎたら碌ろくなことが起きません」

　ダンジョンの財宝をしっかりと背囊に収めた僕達は素早く作業を切り上げた。まだ大量の迷宮珊瑚アンダー・コーラルが群生する岩場からさっさと離脱する。

　けれど、やっぱりダンジョンはダンジョンだった。

　財宝を奪った冒険者をただで帰す筈もなく──水面を勢いよく『爆発』させた。

「んなっ──でけぇ!?」

「『アクア・サーペント』!?」

　岸辺からヴェルフとリリの叫喚きょうかんが上がる中、長大な影に僕と命ミコトさんは息を止める。

　大蛇のモンスター『アクア・サーペント』。薄緑ライトグリーンの鱗うろこと蛇の頭を持つ大型級。大きな鰭を有する頭部の威容はいっそ竜にも見える。

　ギルドに蓄えられた情報によれば、その体長は──最長で一〇Ｍメドル！

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　水流のちょうど半分まで移動していた僕達の真正面、立ち塞ふさがるように水中から出現したモンスターは波を起こし、双眼をぎらつかせながら顎あぎとを開いた。

　天井すれすれの位置まで上った頭部を、僕より先行している命ミコトさんへと落下させる。

「命ミコトさん！」

「命ミコトちゃん!?」

　時間の流れが凝縮される中、僕と春姫ハルヒメさんは叫んでいた。

　けれど、岸辺から矢を射る桜花オウカさん達、大朴刀を投擲とうてきしようとするアイシャさん、速攻魔法ファイアボルトを放とうと右手を振り上げる僕、そのどれよりも、狙われた命ミコトさんの行動は速かった。

「ッッ！」

　波によって隠れる水晶の岩場に的確に着地し、そのまま跳躍。更に回転。

　振り落とされる大水蛇アクア・サーペントの顎あぎと目がけて、つま先を振り上げた。

『──グガッ!?』

　痛烈な右足蹴りが大水蛇アクア・サーペントの顔を蹴り上げ、二本の牙を叩き折る。

　目をかっ開く僕はそれが『忍術』──忍しのびの体術だと認識するのに数瞬を要した。

「さ、円月蹴サマーソルト……」

　顔を引きつらせるダフネさんの呟きが、緩慢になっていた時間の流れをもとに戻す。

　水流へ落下する命ミコトさんにすかさずアイシャさんが縄ロープを投げつけ、反り返る大水蛇アクア・サーペントの長軀ちょうくに向かって後発の僕が疾走する。

　すれ違い様、隙すきだらけの蛇の胴体を《神様のナイフ》で両断した。

「ふッッ！」

『──────────────ッッ!?』

　断末魔とともに大水蛇アクア・サーペントが水流に沈み、再び凄まじい波が発生する。

　加速力に負けてしまい体勢バランスを崩す僕に追い打ちをかけるかのようだった。水波に巻き込まれかけたものの、何とか水晶を蹴ってヴェルフ達のいる岸辺へと辿り着く。縄ロープで引き寄せられた命ミコトさんも着地に成功していた。

「み、命ミコトさん、いつの間にあんな技を……？」

「じ、実は、『遠征』前にタケミカヅチ様と修行をしていて、その時に新しい体術を……早速役に立ちました……」

「すごかったよ、命ミコト！」

「本当に、さっきからやるじゃないか」

　ずぶ濡ぬれになって四つん這ばいの格好を取る僕に、顔を拭ぬぐう命ミコトさんは九死に一生を得たようなそんな半笑いを返した。千草チグサさんやアイシャさん達が掛け値なしに褒ほめたたえ、パーティが一種の熱気に包まれる。

　水浸しになる通路を離れて小さな広間ルームに移った後も興奮が冷めやらない。地面に下ろした背囊の中身をみんなが覗のぞき込む。

「沢山の迷宮珊瑚アンダー・コーラルに、迷宮真珠アンダー・パール……！」

「ねぇちょっと、これだけで三〇〇万ヴァリスはいったんじゃない!?」

「商人相手に上手うまく交渉すれば、三五〇万までは吊つり上げられそうだねぇ」

「さ、さ、三五〇万……!?　これが『下層』の価値……！」


「武器の借金ローン一括返済ッ……！」



「お、桜花オウカっ、独り占めはできないよ！」

「お手柄です、命ミコト様、ベル様!!」

　袋の中で光り輝く珊瑚と真珠に、カサンドラさん、ダフネさん、アイシャさん、春姫ハルヒメさん、桜花オウカさん、千草チグサさん、リリが順々に喝采を上げる。手を叩き合うみんなから褒め称たたえられ、僕と命ミコトさんは頰ほおをかいて照れることしかできなかった。

「『遠征』らしくなってきたな？」

「……うん！」

　肩を組みながら笑いかけてくるヴェルフに、僕も笑い返す。

『遠征』は大々博打ハイリスク・ハイリターン。迷宮の財宝を持ち帰った僕はこの言葉の意味を身をもって知った。

　仲間と興奮を分かち合いながら、『強くなりたい』という想おもいとは別の気持ち……オラリオに来たばかりの時に抱いていた童心を思い出す。

　ひた向きに探索を楽しんでいたあの頃。数ヵ月前の時間は遠い出来事のように感じるけれど、冒険に対するあのわくわくとした思いを取り戻していた。

（でも、いきなり大水蛇アクア・サーペントに襲われて、ちょっと危なかった……）

　みんなと笑い合う一方で、冒険者の僕が心の中でほんの小さな警鐘を鳴らしてくる。

　喜ぶ時は大いに喜んでいい。だが切り替える時は切り替えなければ。あのフィンさんのようにはなれないけれど、油断や慢心を断ち切ることはできる筈だ。

　パーティのリーダーを任される身の上としても、僕は一人、静かに身を引き締めた。




　新しい階層への興奮、そして『水』という地形に割く苦労と機転を、今から予期しておく。

『下層』にまつわる知識を、僕は力を貸してくれたあの人の顔と一緒に何度も思い起こした。
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（ベル君、大丈夫かなぁ……）

　エイナは、ベルの顔を何度も思い起こしていた。

　正午の日差しが照らす地上、ギルド本部。

　休憩中のエイナは昼食を取り終えた後、自分の作業机デスクに羊皮紙の束たばを広げ、頰杖ほおづえを突いていた。隣の作業机デスクで「ひぇ～ん！」と泣きながら昼休み返上で書類仕事に忙殺されているのは、同僚のミィシャ・フロットである。

（流石にまだ『下層』には着いてないと思うけど……あ～、もっと第二級冒険者の文献を引っ張りだして教えておけば良かったかな）

　強制任務ミッションによってベル達が『遠征』に発って二日目。

　まだ『大樹の迷宮』を進んでいるところだろうと考えながら、そっと目を伏せる。

『上層』と『中層』は違う。これは冒険者達の間でよく言われる文句だ。

　それとまた同じで──『中層』と『下層』も違う。教えられる知識は全て与えたつもりだが、やってあげられることがまだあったのではないか、と後になって嘆いてしまうのは生真面目きまじめなエルフの血がそうさせるのか。

　羊皮紙の文面を読みながら、エイナは溜息ためいきを重ねた。

「エイナさーんっ！　もし暇だったら手伝ってくれたら嬉うれしいなーって!?　だ、だめ？」

「だめ。自分でちゃんとやらなきゃ」


「うぅぅ～！　……ところで、さっきから何を見てるの？」



　項垂うなだれていたミィシャが、こちらの作業机デスクを覗き込んでくる。

　今エイナが目を通しているのは、『中層』や『下層』に関する未解決の冒険者依頼クエストだった。

「うん……最近、冒険者の行方ゆくえ不明者が多い気がしてさ。特に『下層』で……。ベル君達の遠征先だし、ちょっと気になっちゃって」

　羊皮紙の依頼内容は全てダンジョンで消息を絶った冒険者の捜索届けだった。以前『中層』に初挑戦し帰ってこなかったベル達を危ぶんでヘスティアが出したものと同類である。

　今の『下層』には冒険者が帰ってこない何かがあるのではないか。

　そんな風に憂慮してしまうエイナに──ミィシャは羽根ペンの動きを止めた。

　なんとも言えない表情でエイナの憂いの横顔を見つめる。

「……あの、さ？　それ、いつものことじゃない？」

　その指摘に、エイナは「……えっ？」と固まった。

「こんなこと言うのもあれだけど……迷宮で行方不明になった冒険者の捜索届けなんて、届かない日はないじゃん」

　ダンジョンで犠牲者が出ない日はない。ギルド職員ならば誰もが知っていることだ。

　攻略難易度が高い『下層』ともなれば尚更である。


「それにエイナ、その捜索関係の冒険者依頼クエスト全部、結構前まえから出てたやつじゃ……？」



　更に指摘されたエイナは、はたと気付いてしまった。

　確かにこの冒険者依頼クエストもあの冒険者依頼クエストも前から見かけていたような気がする……!!

　今更になって溜まった捜索届けを引っ張り出し、今更になって名簿リストにまでして、それを見る度に溜息を重ねている。【ヘスティア・ファミリア】が『遠征』に出発したこの時機タイミングで。

　そんな姿が、ミィシャの目にはどう映っただろうか。

　そう考えた途端、エイナは顔が熱くなった。

「いや、でもっ、本当に最近ちょっと多いような気がして!?　べ、別にベル君のことが気になったから資料持ってきたとかそういうんじゃないしっ……し、心配なんてしてないから!?」

　噓うそである。めちゃくちゃベルのことだけを考えていた。

　確かに過保護……いや心配し過ぎている。少し前ならベルがダンジョンに向かっている間、こうもそわそわすることはなかっただろう。

『遠征』、そうだ『遠征』のせいだ！

　高い安全性が保証された普段の探索とは違うからこうもそわそわしているのだ！

　エイナはそう思うことにした──そんな風に自分を騙だまさなければ、やってられなかった。

　が、エイナのその葛藤と矢継ぎ早の弁明は、彼女の親友には通用しなかった。

「あのさ、エイナ……」

「な、なにっ？」

「前も様子がおかしかったし、もしかして、本当に弟君のことを──」

「違うって!?」

　ミィシャの言葉の続きをエイナの大声が否定する。

　何事かと事務室中から視線が集まる中、いつもならおちょくってくる筈の悪戯いたずら好きな同僚は、真まっ赤かな顔のエイナを前に、ふっと悟った目になった。

　まるで姉か、母親のような大人びた表情を帯びる。

「ねぇエイナ、弟君……ベル君って私達と五つも年が違うんだよ？　いや年は関係ないかもしれないけど、でもやっぱりアドバイザーが担当冒険者にっていうのは……大抵、冒険者との『そーいうの』は悲しい結末になっちゃうし……ヒューマンなら半亜人ハーフの間でも子供はできるかもしれないけど……でもやっぱり」

「真面目に諭さないでぇ！」

　親身になってよく聞かせようとするミィシャに、エイナは堪たまらず叫んでいた。

　怪訝けげんそうな受付嬢やギルド職員の視線などもはや気にもならない。普段ならば面倒を見られる側の友人に本気で心配され、エイナの生命力マインドががっつり削られる。

　とうとうばたりと机に突っ伏し、羞恥に燃える顔だけでも隠そうとした。


（もぅ～、もぅ～～！）



　身悶みもだえする声だけしか出てこない。

　まだ隣で諭してくるミィシャの優しい声を聞き流しながら、エイナは柳眉を吊り上げた。

（決めた……絶対に決めた）

　ベルが帰ってきたら、お詫びとして夕食を奢ってもらおう。

　エイナは心に誓った。決してデートでもなければ公私混同でもない。脳内で理性を象った天使ヘスティアが憤慨しているが、意志を司る番人リヴェリアが結界を張って蹲うずくまる感情エイナを守っている。

　ちょっぴりの涙を溜めた緑玉色エメラルドの瞳ひとみで、机の上に散らばった羊皮紙を見やる。

　大切な者の無事を願う冒険者依頼クエストの束に、かさりと指で触れた。

「だから、ちゃんと帰ってきてね……」

　エイナは小さく呟いた。
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　大空洞の『巨蒼の滝グレート・フォール』に対して、崖の内部に当たる迷宮部分はまるで高層の建造物マンションのようだった。

　アイシャさんが言っていたように階段と坂道があり、長らく下っていたと思えば再び上ったりと、今までにはなかった多層構造の行路を存分に味わう。こんな風に上り下りして、冒険者達は建造物マンションの一階に当たる玄関でいりぐちに辿り着き、大空洞南東にある次層への連絡路まで向かわなければならないらしい。

　探索そのものは、地面から突如とつじょ噴出した大きな間欠泉によって進路を遮さえぎられたり、迂回しようと別の道に向かった先で『怪物の宴モンスター・パーティー』が発生したり、『巨蒼の滝グレート・フォール』を掠かすめる水晶橋のルートをダフネさんが断固拒否したり、巨大蛸ドラッグ・オクトパスの吸盤に腕を取られヴェルフが急流に落ちかけたりなどなど……二転三転はあったものの着実に25階層の正規ルートを消化していった。

　今、僕達がいるのは階層の北に当たる迷宮部。

　水流に沿って真南に向かえば『巨蒼の滝グレート・フォール』が存在する位置だ。

　何層分もの迷路が記載される25階層の地図マップを読み解くリリが言うにはまだ正規ルートの半分も進んでいないらしい。道のりはまだまだ長いようだ。都合三度目の休憩レストを取った僕達は、もう少し先へ進んだところで24階層へ引き返そうと決め、探索を再開させた。

「……？」

　地面から生える白水晶ホワイトクリスタルが淡く発光する薄暗い通路を、進んでいた時。

　パーティの先頭にいた僕は、いち早くそれに気が付いた。

「あの影……冒険者か？」

　ヴェルフの言う通り、正面からゆっくりこちらに向かってくるのは人の輪郭シルエットだ。

　うつむけた顔の両端からは細長い耳が伸びている。……どうやらエルフのようだ。

　薄闇の通路に目を凝らし、かろうじてそれを察する。

「久しぶりに同業者に会ったな。『中層』でも会う回数がぐっと減っていたが」

「実力者の方でしょうか？　リリ達と遠征期間が被かぶっている【ファミリア】はありませんでしたし……通常の探索でここまで来れる第二級以上の？」

　背後の桜花オウカさんとリリの会話を他所よそに、近付いてくる冒険者の姿が刻々と鮮明になる。

　高品質とわかる革鎧レザーアーマーに、腰からぶら下がる矢筒。そして【ファミリア】の紋章ワッペン。

　見覚えのある装備に、僕は相手が面識のある人物だということに気付いた。

（あれは……確か、ルヴィスさん？）

　二ヵ月近く前、エイナさんの用心棒ボディガードを引き受けた時のこと。

　ドワーフのドルムルさんと一緒に主神に唆そそのかされ、エイナさんを夜な夜な追跡していたエルフの上級冒険者だ。陰がかかった表情はまだよく見えないが、間違いない。

　……この階層で、たった一人？

　Ｌｖ．３だとは聞いているが、あまりにも不用心ではないだろうか。いくら第二級冒険者とはいえパーティを組まなければ十分な安全性を確保しているとは言いにくい。

　しかも、矢筒があるにもかかわらず、何故弓ゆみを持っていない？

　纏っている防具が傷だらけに見えるのは、僕の目の錯覚か。

　ちり、と首筋がひりつく。

　疑念が胸騒むなさわぎに変わったのは、すぐのことだった。

「……あんた達、構えな。様子がおかしい」

「えっ？」

　僕が身構えるのと、アイシャさんが警告を発するのはほぼ同時。

　頼りない蹌踉そうろうとした足取り。

　ともすれば亡者のそれのような。

　薄闇の中で不気味に揺れる輪郭シルエットに、戸惑いの感情と一緒にパーティの空気が張り詰め、リリ達が固唾かたずを呑む。

　やがて、ルヴィスさんは天井に生えた白水晶ホワイトクリスタルの真下に辿り着いた。

　うつむいていた顔が、ゆっくり上がっていくと、

「ぁ……がっ……!?」

　光の下に晒さらされたのは、血まみれの相貌だった。

「!!」

「なっ……!?」

　パーティの全員がその光景に瞠目どうもくする。だが、一番の衝撃はそれじゃない。

　リリ達の言葉を奪ったのは、ルヴィスさんの右腕が消失していたこと。

　体の陰に隠れていた二の腕、肘から先を失った右腕をぶら下げながら、ルヴィスさんは残っている左手を僕達へと伸ばす。


「たす……けっ……！」



　言葉の破片と一緒にルヴィスさんの体が地面に倒れ込む。

　崩れ落ちた彼の代わりに現れたのは──背後の暗がりから歩み出てきたのは、大型のモンスターだった。

『緑』。その一言に尽きる。

　人型を象る巨軀きょくは二Ｍメドルはあり、全身という全身が苔こけに覆われている。更にその上を木の根が鎧の骨格のように張り巡らされており、まるで全身型鎧フルプレートの装甲を排した巨人のようだ。頭部の形が髪を失った人のものを彷彿させることもその印象に一役を買っているのだろう。角のような短い木片の突起が備わっているところから言えば鬼オウガの方が近いだろうか。感情が何も読み取れない大きな二つの眼球が、黄色おうしょくに輝いている。

　無骨な左手に握られるのは、深蒼の輝きを宿す天然武器ネイチャーウェポン──水晶の鎚矛メイス。

　そして、もう片方の右手に握られているのは、人の腕だ。

　千切ちぎり取られた、ルヴィスさんの右腕。

「ひっ……!?」

　ぐしゃっと不快な音を立てて握り潰つぶされるエルフの腕に、春姫ハルヒメさんから短い悲鳴が漏もれる。

　水晶の床に落ちる血潮。打ち捨てられる腕の残骸。衝撃的な光景に誰もが言葉を失い、動きを止める中、僕はざわっと髪が逆立つかのような錯覚を覚えた。

　不気味な巨人は無言で、倒れたルヴィスさんに血だらけの右手を伸ばす。

「止めろぉぉ!!」

　瞬間、疾走した。

　得体の知れない不明物アンノウンに向かって全力で突撃する。

　瞬く間に距離を埋め、斬りかかろうとする僕に対し──モンスターの黄色おうしょくの眼がぎょろりとこちらを向いた。

「──」

　僕の肉薄に反応したモンスターは、左手に装備した水晶の鎚矛メイスを、凄まじい勢いで真横に薙なぎ払う。

　──速い!!

「っっ!!」

　風の抉えぐる音を撒まき散らす剛閃を、転瞬、全力で回避する。

　地面すれすれまで前傾した僕の頭上を一過する鎚矛メイスは、そのまま真横の迷宮壁に炸裂さくれつした。

　発生する雷のような轟音ごうおん、震動、そして衝撃。絶叫を上げた水晶の壁面から天井と地面に至るまで亀裂が走り抜け、通路全体を揺るがす。

「なぁ!?」

　後方で上がるヴェルフ達の驚倒の声。

　こちらの予想を遥かに上回る迎撃速度と攻撃の威力に僕も驚愕きょうがくしながら、それでも、体を前に倒した前傾姿勢から一気に攻撃に移る。

　舞う数本の白髪、雨のように飛び散る水晶壁の欠片かけら、僅わずかに見開かれる怪物の双眼、それらを視界の端に捉とらえながら、今度はこちらが左手の《白幻はくげん》を下方から上方へと跳ね上げた。

　胴体を狙った勢いあまる輝白の斬閃は──巨体を後ろに傾ける咄嗟の動きによって紙一重で回避される。

「！」

　──また反応した！

　偶然じゃない、僕の攻撃が視みえている。

　手加減無しのＬｖ．４の速攻が！

（このモンスター、まさか──）

　ナイフの切っ先が掠めて苔の一部が返り血のように飛ぶ中、怪物の黄色おうしょくの眼と僕の瞳が視線を交わす。

　その黄眼の中に見えたのは本能のまま暴れ回るモンスターにはない、どろどろに濁った欲望じみた戦意。そして冒険者の動きを観察しようとしている知恵の光。

　僅か一瞬の交戦で感じ取る潜在能力ポテンシャルの高さもそうだ。

　今日『水の迷都みやこ』で戦ったどのモンスターとも比較にならない。

　つまり、

（──『強化種きょうかしゅ』!!）

　この階層域にそぐわないほどの能力と判断能力に、僕の頭は叫喚を上げた。


『オオォ……ッ！』



　こちらの推測を肯定するように、モンスターは突き出した赤い舌で口唇を舐なめ上げる。

　確信した僕はそのまま空を切った《白幻はくげん》の勢いを利用し、中段からの回転蹴りを放った。槍のように突き出された右足が今度こそ敵の胴体に決まり、地面に倒れているルヴィスさんから遠ざけることに成功する。

「坊や、深追いするんじゃないよ！」

「今いま行くぞ！」

　苔の巨人が五Ｍメドルほどの後退を余儀なくされる中、アイシャさんの鋭い声が飛び、すぐにヴェルフや命ミコトさん達の足音が近付いてくる。

《白幻はくげん》によって斬られた体からぐずぐずと音を立てて新たな苔を生やし、斬傷を立ちどころになかったことにするモンスターは、僕の背後から駆け付けてくる冒険者達パーティを見た。

　そして、確かにその目を細めた。

　直後、ルヴィスさんを庇いながら身構える僕の前で、その太い両腕を横に広げる。

　一体何を、と警戒度を跳ね上げていると、メリッメリッと嫌な音を立てて、巨体の表面から小さな隆起がいくつも発生した。

　腕、肩、首、胴体、脚、至るところから。

　まるで、今にも何かを撃ち出すかのように。


「……けろっ……！」



　ぞっと悪寒を抱いていると、僕の足もとでルヴィスさんが声を絞り出す。

　重傷のエルフの冒険者は、なけなしの力で警告を発した。

「避よけろっ、それを食らうなぁぁぁ!!」

　それと同時だった。

　モンスターの全身から尖った弾丸が──何十発にも及ぶ『種子』が斉射されたのは。

「っっ!?」

　まさかの飛び道具。

　火炎でも吹雪でもない夥おびただしい『種子』の弾雨は、しかも直射ではなく、上下左右ばらばらに発射された。

　通路の壁を跳ね返りながら、あらゆる角度から襲いかかってくる。

　──跳弾!!

　見切れない。視界の中を縦横無尽に走る不規則な動きとあまりの弾丸の多さ、何より撃ち出されたその至近距離に、僕はルヴィスさんの言葉に従うしか他なかった。

　防御を捨てたなり振り構わない横っ跳びで、回避運動を取る。

　地を蹴った瞬間ルヴィスさんの体を摑つかみ、右手にある水晶塊の物陰へ飛び込んだ。

「春姫ハルヒメぇ!!　ローブを被りな！」

「くっ、おおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　そしてパーティのもとにも『種子』の弾丸が達する。

　真っ先に響いたのはアイシャさんの余裕のない激声。次いでパーティの先頭にいたヴェルフと桜花オウカさんが手にしてた大盾を何とか構え、身を低くし、数発の跳弾を防ぎながらやり過ごす。しかし全てを止め切れない。命ミコトさんやダフネさん達が血相を変え身を翻し、飛び出したアイシャさんが大朴刀だいぼくとうを振り回して真後ろのサポーター達を守る。最後に尾を震わせる春姫ハルヒメさんがリリとともに床に伏せ、広げた《ゴライアスのローブ》で全身を覆った。

「──きゃうっ!?」

　ヴェルフ達が跳弾の嵐あらしを凌しのぎ、鉄壁の黒巨人の防衣ゴライアス・ローブが非力なサポーター達を守る中、一つの悲鳴が上がる。

　千草チグサさんだ。

　躱かわし切れず一発の弾丸を肩に喰くらった彼女の体が、腰から地面に落ちた。

　その光景に歯を嚙かみ締める僕は、水晶塊の物陰から跳弾の猛威が去った通路へ飛び出す。

　腕をだらりと下げて見据えてくるモンスターに斬りかかろうとすると──。

『──』

「なっ!?」

　苔の巨人はなんと大きく地を蹴って、壁に空いた横穴に姿を消した。

　逃げた──いや、『撤退』!?

　モンスターが!?

　ナイフを構えたまま愕然がくぜんとしていると、後方で叫び声が上がる。

「千草チグサ！　おい、どうした!?」


「う、ううぅぅ……！」



　振り返った僕は、再び自分の目を疑った。

　膝ひざをついて抱く桜花オウカさんの腕の中。

　苦しそうに目を瞑つむる千草チグサの肩から、『蔦つた』が生えていたのだ。

　右肩から首や腕、胸にかけて、戦闘衣バトル・クロスの裾すそからもぐりこんでその柔肌を犯すように。

　千草チグサさんの首筋を玉の汗が伝い、それすらも緑の蔦が吸い上げる。

「傷口から植物が生えて……!?　ち、千草チグサ殿!?」

　取り乱す命ミコトさんの声を聞いて瞠目した。

　あの『種子』の弾丸が原因──？

　はっとした僕は、水晶塊の物陰に寝かせたルヴィスさんに視線を飛ばす。

　薄暗くてわからなかったエルフの半身には、千草チグサさんと同じように幾本の蔦が絡からみ合い、巻き付いていた。

















「しっかりしろ千草チグサ!?」

　桜花オウカさんの叫びが幾度となく響き渡る。

　25階層迷宮部の一角、水晶でできた広間ルームの一つ。

　苔こけの巨人に強襲を受けた僕達は、他ほかのモンスターとの戦闘を避けるため通路からこの広間ルームに移動していた。素早く壁面を傷付けて出入り口に見張りを立てる中、千草チグサさん、そしてルヴィスさんの治療に当たっている。

「【陽光よ、願わくば破滅を退けよ】──【ソールライト】」

　床に寝かせられた千草チグサさん達に、治療師ヒーラーであるカサンドラさんが『魔法』を発動させる。

　横に構えられた杖つえから太陽光に似た輝きが放たれ、怪我けが人を温かい光が包み込んだ。稀少な治癒魔法は血に濡ぬれた傷口を全て塞ふさぐものの……二人を苛さいなむ『蔦つた』が消えることはない。

　それどころか、治癒魔法の光を浴びてより成長──活性化して、葉の部分を茂らせていく。


「う、うぐぅぅ……！」



「だ、駄目です、『蔦』を取り除けない……！　私じゃあこれを治せません！」

　汗とともに呻吟しんぎんを漏もらす千草チグサさんの前で、カサンドラさんは悲鳴を上げた。

　既に回復薬ポーション、解毒薬の類たぐいは全て試した。けれどその全てが無意味だった。傷口から生えている『蔦』を排除することができない。無理矢理『蔦』を引き千切ちぎろうとしても千草チグサさん達は声を上げて苦しみ、剣で切断しても新たに生え伸びるだけ。

　手をつくしたカサンドラさんは声を震わせる。

「恐らく、体内に入り込んだ『種子』が根を張って、千草チグサさん達の体力を養分に……回復薬ポーションや回復魔法は、むしろ逆効果です……」

「回復できないってことか!?」

「正確には、回復した側から体力を吸われる……ってことでしょ」

　身を乗り出す桜花オウカさんの隣で、ダフネさんが重苦しそうな表情で呻うめく。

　傷に限っていえばもう既に癒いえている。だが肝心な体力を刻一刻と奪われてしまっては、戦闘の続行不可能はもとより、最悪命いのちを……。

　みんなに背を向けて、出入り口の方を向き、【八咫黒烏スキル】を用いて見張りを行っている命ミコトさんも心配を隠せず、頻しきりに千草チグサさんを窺うかがっていた。

「治す、っていう次元じゃないだろう、これは。怪物モンスターに寄生されているようなもんだ」

「まさに……『宿り木』、ですか」

『怪物モンスターに寄生されている』。『宿り木』。

　ヴェルフとリリのその表現に、桜花オウカさん達は顔を蒼白にさせた。

「千草チグサちゃん……！」

　側に控える春姫ハルヒメさんが涙ぐみながら、幼馴染おさななじみの手を握る。

　そんな中、黙ってみんなの話を聞いている僕は、千草チグサさんの隣にいるルヴィスさんを見た。

　千草チグサさんと同じ汗にまみれた顔。その右腕は治療を施して布で縛ってあるけれど、失われた二の腕から先が戻ってくることは絶望的だ。怪物に握り潰つぶされた彼の腕は原型をとどめていなかった上に腐敗が始まってしまっている。繫つなぎ合わせることができなかったのだ。


「うっ、ぐぁ……！」



　意識を失いながら苦痛という悪夢に魘うなされ、ルヴィスさんの固く閉じられた瞼まぶたが歪ゆがむ。

　片腕を失ったこの人の冒険者人生は半ば閉ざされたと言っていい。失業リタイアか、あるいは重い桎梏ハンデを負うことになる。

　正直、ルヴィスさんと話した回数は数えるほどしかない。僕はこの人がどんなエルフで、何のためにダンジョンにもぐっているかさえ知らない。それでも……顔を知った人物が取り返しのつかない事態に陥おちいった光景は、思っていたよりずっと衝撃的だった。

　華やかな功績が挙がる一方で、常に犠牲者を出すダンジョンの現実、迷宮の闇やみ。

　それを突き付けられ、寒気を感じてしまう。もしオラリオに来たばかりの僕がこの事態に直面していたなら、青ざめて、震え上がって、立ち竦すくむことしかできなかったかもしれない。

（でも、今は……）

　隻腕せきわんとなった同業者の前で、静かに手を握る。

　顔を上げた僕の隣では、カサンドラさんはだらりと両腕を下げて、悲観に暮れていた。

「こんな症状、見たことない……！　私じゃあ、千草チグサさん達を……！」

『異常状態』でも『呪詛カース』でもない『未知』の症候に、治療師ヒーラーとして何もできない自分に絶望しているのか、大人しそうな垂れ目に涙を浮かべる。

　そんな彼女を前に、僕は、

「千草チグサさん達を助ける方法は？」

　強引ごういんに声を割り込ませた。

　パーティに漂う焦燥の空気を断ち切るほどの、驚くくらい強い語気で。


「えっ……？」



「勘でもいいです、治療師ヒーラーとしてのカサンドラさんの意見を聞かせてください」

　両膝ひざをついているカサンドラさんと同じ目線になって、この人の左手を右手で包む。

　勇気付けるように握りながら、目尻めじりに涙を溜ためて呆然ぼうぜんとしている彼女に、ゆっくりと語りかけた。

「まだ、誰だれも死んでいない」

「！」

「仲間みんながいます。仲間みんなで考えれば、助けられる」

　目の前の瞳ひとみが見開かれる。

　毅然きぜんとした眼差まなざしで真まっ直すぐ見つめていると、カサンドラさんは急に頰を赤らめた。

　僕が手を離すと、少々挙動不審になった後、まるで心臓を押さえるように左手を胸に抱きしめる。リリ辺りから何か言いたそうな視線を感じるけれど、今は我慢してもらっていると……カサンドラさんは視線を左右に揺らしながら、おずおずと答えた。

「い、急いで地上に戻って、私以上の治療師ヒーラー……それこそ【ディアンケヒト・ファミリア】の【戦場の聖女デア・セイント】に診てもらうか……」

「はい」

「あるいは……この『種子』を植え付けた『本体』を仕留めれば……」

　自信なく、けれどしっかり自分の考えを告げてくれたカサンドラさんに、僕は頷うなずいた。

　感謝を伝えるように、笑顔で。

「誰か、他に考えはありますか？　あったら、聞かせてください」

「ベル様……」

「ベル、お前……」

「僕は馬鹿ばかで、戦うことくらいしかできないし、今は何の役にも立てないから……みんなの力を貸してほしい。千草チグサさん達を助けるために」

　首を巡らせてみんなの顔を見回す僕に、リリとヴェルフが驚きをあらわにする。

　道具アイテムや『魔法』による回復ができない。それはダンジョン探索において致命的だ。冒険者ならばその恐ろしさがはっきりとわかる。迷宮内で回復手段を封じられるという『未知』に、今は誰もが狼狽ろうばいしている状況。

　僕はそのパーティの動揺を、吹き飛ばそうとしていた。

　形だけでもいい。見栄でもいい。

　リーダーとして振る舞う。それがきっと、今の僕の『役目』だ。

　打開策はカサンドラさんに言ったように、その、すごい無責任だけど……仲間がいる。

　できることは行い、できないことは惜しみもなく頼る。それは決して恥ずかしいことなんかじゃない。だってそれが、仲間パーティだから。

　自分の未熟を訴えながら、仲間に助けを求める僕に、リリ達は感嘆するように──あるいは喜ぶように破顔した。

「任せてください、ベル様。ベル様に足りないところはリリ達がお助けします！」

「ベル達の言う通り、建設的な話をしようぜ。知恵を出し合えば、切り抜けられるだろ」

「ああ、時間も惜しい」

　リリとヴェルフ、桜花オウカさんが口々に言い、ダフネさん達も頷いた。

「……全く、私はすっかり置物じゃないか」

　口を中途半端はんぱに開けていたアイシャさんは、まるで出番を奪われたような表情を浮かべていた。でも、すぐににやりと笑みを浮かべ、僕の背中を肘で小突いてくる。「言うようになったじゃないか。本当に成長したよ」と。つんのめる僕は苦笑しつつ、そっと意識を自分の内面に向けた。

　神様達が何度も言った『成長』したという僕の変化は、きっと『覚悟』に起因するものだ。

　強くなる『覚悟』。

　偽善者になる『覚悟』。

　あるいは目の前にいるルヴィスさんのように、腕や足を失ってしまう『覚悟』。

　多分、その『覚悟』と呼べるものが今までの僕には足りていなかった。ダンジョンに出会いを求めてやってきた祖父との約束が安っぽいものとは思わない。ただ僕は、華やかな英雄譚たんの上辺だけに憧あこがれてきた。あんな輝かしい物語の人物のようになりたいと。

　でも、そうじゃないんだ。英雄だって、どんな人だって、一瞬で暗闇のどん底に落ちる時がある。信頼や名声を失って、絶望してしまう時がある。

　今だってきっと、多くの人達が挫折を味わっている。このカサンドラさんのように治療師ヒーラーが、仲間を守る戦士が、誰かのために歌を紡つむぐ魔導士が。

　誓いは何度だって折れる。折れない誓いなんて、きっとありはしない。

　でもそれを何度だって蘇よみがえらせる、諦あきらめの悪い人達がいる。

　そんな諦めの悪い人達のことを──『覚悟』して涙を拭ぬぐいながら前に進んでいく人達のことを、きっと『冒険者』と、そう言うんだ。

　そして。

　蘇った想おもいは、より強く、よりふてぶてしいものになっている筈だから。

　今の僕のように。

　刻まれた『覚悟』を胸に、ちょっとでも前へ進んでいくんだ。

「実際、今いま取れる手段はカサンドラ様がおっしゃった二つしかないと思います」

「地上に戻るか、あのモンスターを討伐するか、だな」

「リリは前者の、地上に帰還する選択を推します」

　意識を正面に戻せば、リリ達が素早く意見を出し合っていた。

　参謀ブレーンのリリを中心にして発言を重ねていく。

「リリ殿、その心は？」

「あのモンスターは十中八九『強化種きょうかしゅ』です。恐らく相当の『魔石』を取り込んでいる筈。ベル様との交戦から見てもＬｖ．４以上は確実でしょう。25階層で遭遇していいモンスターではありません。あの『種子』の弾丸も含めて攻撃方法も未知数……討伐は危険過ぎます」

　見張りと並行して尋ねる命ミコトさんに、リリは淀よどみなく答えた。

『強化種』。同族を殺し、『魔石』を取り込むことで能力を上げたモンスターの総称。リドさん達『異端児ゼノス』もここに大別することができる。弱肉強食の理ことわりをもって潜在能力ポテンシャルが強化されたモンスターは『異常事態イレギュラー』として観測され、あまりに図抜けた個体は賞金首として討伐命令が下されるほどだ。そしてその度に、少なくない被害が出ると言われている。

「そもそも……あの植物のモンスター、一体なんの『強化種』なんだ？」

「多分、『モス・ヒュージ』だと思う。『下層』には出ない、『中層』のモンスター……」

　ヴェルフの疑問に、僕は頭に叩たたき込んである迷宮図鑑の頁ページをぱらぱらとめくる。

『モス・ヒュージ』は24階層に出現する稀少種レアモンスターだ。苔でできた肉体は植物の人形といった体ていで、みんなが目にしたような木の骨格や、迷宮壁を破壊する怪力は有してはおらず、僕も最初あれが苔の巨人モス・ヒュージとはわからなかった。

　斬られると『魔石』を持たない分身体を生み出す、というのが大きな特徴で、仕留めた方は実は分身でまんまと逃げられた、という冒険者の話がよくあるらしい。好戦的というより擬態や待ち伏せ、逃走を駆使する知性の高いモンスターの筈。……度重なる『魔石』の摂取で心身ともに変容したのだろうか。

　出身階層から『下層』へ降りて、より上質な『魔石』を求めるほどに。

「下の階層に降りて、Ｌｖ．が低いモンスターが強化される……こんな『異常事態イレギュラー』もあるのね」

　僕が『上層』で『ミノタウロス』に襲われたように、下部の階層から上ってきたモンスターが脅威と見なされる一般の『異常事態イレギュラー』、まさにあれとは真逆だ。

　ダンジョンの事象に、ダフネさんが眉まゆをひそめた。

「話を戻します。『強化種』との戦闘は危険だというのもありますが、何より『中層』以上に広大な25階層で目標のモンスターを見つけられるとは限りません。むしろ困難です。それならば、リリは確実な選択肢を選びます」

　パーティの安全を第一に考えるリリは慎重の意見を崩さない。何より合理的に聞こえる。

　僕達がリリの言葉に耳を傾けていると、

「いや……必ずあのモンスターは……我々の前に現れる……」

　横たわっているルヴィスさんが、うっすらと目を開けた。

「ルヴィスさん！　目が覚めたんですね」

「【リトル・ルーキー】……いや、今は【白兎の脚ラビット・フット】か。まさかお前に助けられるとはな……」

　側にいる僕を見上げ、ルヴィスさんは脂汗にまみれた苦笑を浮かべる。

　なくなった右腕を一瞥いちべつしたエルフはその秀麗な相貌を、諦念と、悲しみに歪めた。それから自身の腕や肩、右足に這はう『蔦』を忌々いまいましそうに見やった後、視線を僕達に戻す。

「この階層に、私の仲間パーティが取り残されている……あの忌々しい化物を滅ぼし、同胞を助け出してほしい……」

　その懇願に僕達が驚く中、アイシャさんが呆あきれたように眉を曲げる。

「なんだいエルフ、あんた、仲間を置いて逃げてきたのかい？」


「馬鹿を、言うなっ、同胞を置いて逃げ出すものかっ……！　私は、『囮おとり』だっ……」



　種族の誇りがそうさせるのか、息も絶え絶えになりながら憤るルヴィスさん。カサンドラさんが慌あわてて「無理しないでっ」と落ち着かせていると、その隣からリリが顔を出した。

「『囮』とはどういうことですか？　それに先程言っていた、リリ達の前に現れるという言葉の意味は……」

　一刻も早く情報を整理しようとする小人族パルゥムの質問に、ルヴィスさんは目を眇すがめた。

　男性にしては長い金の髪を首に張り付かせながら、カサンドラさんの手も借りて懐ふところからあるもの──拳こぶし大の『袋』を取り出した。

「コレを求めて……『奴やつ』は、冒険者を狙ねらうのだ」
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　その怪物モンスターのことを、『彼』と呼ぼう。




　彼は産まれ落ちた当初、弱い存在だった。

　怪物の本能が赴くまま暴れても、迷宮を踏み荒らすニンゲン達にいいように蹂躙じゅうりんされた。剣を突き立てられ、炎で体皮を焼かれ、鎚つちで殴り飛ばされた。初期の戦いで命を落とさなかったことは奇跡に近い。

　彼は間違いなく奪われる側の存在だった。

　だが少し、本当に僅わずかだけ、彼は他の同族より知恵が回った。

　同族を囮にし、あるいは能力を駆使してニンゲン達の手から逃れること数度。その身に刻み付けられた宿命という名の怒りに焼かれ、懲りずにニンゲン達を襲いながら、彼は何度も生き延びた。

　転機が訪れたのは突然だった。

　ある日、彼はニンゲンではなく同族同士で争うことになった。相手の体の一部でも削ぎ落してしまったのか、何やら怒りを買ったらしい。死を嫌う彼は必死に抗戦し、その顎あごで同族の喉のど笛を嚙かみ千切った。そのまま何度も体を嚙み砕いた。

　そして、同族の胸部ごと、その『核』を喰くらったのだ。

　紫紺しこんの結晶を嚙み砕いた時、彼は震えた。視界に光が走った。禁忌を犯したが故の、禁断の絶頂であった。

　全身から漲みなぎる力。神経という神経に流れ込む大量の刺激。自分の身が一回り大きくなったかのような感覚。それは弱い彼が手に入れた初めての全能感だった。彼は、力を得たのだ。

　最初はその全能感に酔った。次第にその快感に溺れるようになり、ひたすら求めて、喰らうようになった。すなわち同族殺し。背後から奇襲し、樹洞へ何度も引きずり込んだ。喰らえば喰らうほど自分の体が内側から作り変わっていくことが、如実にわかるようになった。

　そのうち、彼はどうすれば効率よく同族を喰らえるか考えるようになった。何も言わず見守る母なる迷宮の中で、堆うずたかい灰の山を築き、蹲うずくまりながら、ガツガツといくつもの紫紺の結晶を貪った。貪欲に、執拗しつように、無心に。

　気付けば、彼は奪う側に回っていた。

　力任せに振るった拳が同族をいともたやすく壊すことの何と痛快なことか。体の一部を用いてニンゲンを串刺しにする愉悦といったらどうだ。

　ここでも彼は暴力と蹂躙の味に酔いしれた。

　日に日に増していく力に、歯止めが利きくことはなかった。




　そして、その日は訪れた。

　共食いに走る彼はニンゲンへの興味を失いかけていたが、あちらは彼を見逃しはしなかった。徒党で襲いかかってくるニンゲンは非常に面倒で、他の同胞より手強かった。戦いを避けるに越したことはない。普段ならできる限り身を隠すようにしていたが、その日のニンゲン達はしつこかった。よって彼は久しぶりに本能の言いなりとなり、それを叩き潰した。

　一人残らず虐殺した彼は、肉の塊となったニンゲンが『ソレ』を持つことに気が付いた。

　それも大量に。

　彼はようやくニンゲン達が自分と同じであったことを知った。知ってしまったのだ。

　彼等も同族から『ソレ』を抜き取って集めているのだと。

　ニンゲンたちは『ソレ』──大量の『魔石』を持っている。
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「冒険者が集めた『魔石』を、モンスターが狙う!?」

　ルヴィスさんの説明を聞いて、リリは血相を変えた。

「そんな話、聞いたことがありません！」

「だが、事実だ……。我々のパーティを襲撃した際、奴は真っ先にサポーター兼任の後衛を狙い、『魔石』が詰まった鞄ポーチを奪った。目の前で『魔石』を喰われ……『魔法』すら通用しなくなった奴の前から、我々は敗走するしかなかった……」

『種子』を植え付けられたのもその時だ、とルヴィスさんはリリに答える。

　聞くところによると、ルヴィスさんのパーティは四人編成で全員がＬｖ．３。『下層』にももぐり慣れているらしく、それほどの実力者達が蹂躙されたことになる。

「元々、この『水の迷都みやこ』に来たのは冒険者依頼クエストを受けたからだ……。行方ゆくえ不明者、あるいは遺体の捜索のな。私達【モージ・ファミリア】以外にも、あのドルムルがいる【マグニ・ファミリア】が同じ依頼を受けて、道中はいがみ合ってばかりだったが……」

「えっ、ドルムルさんもこの階層にいるんですか？」

　ああ、とルヴィスさんは頷いた。『下層』に辿たどり着いてからはお互い別行動で冒険者依頼クエストを進めたらしい。

「奴は我々を追ってきた。だがパーティのほとんどの者が満身まんしん創痍そうい、体を回復するためにも、手段は選んでいられず……」

「それでアンタはお仲間のために、残りの『魔石』を抱えて『囮』になったってわけかい」

「その通りだ……」

　鼻を鳴らすアイシャさんに、ルヴィスさんは深く頷く。

　そして顔付きをあらためて、僕達に訴えた。

「あのモンスターは不味まずい。効率を知った奴は、これまでの『強化種』とは比べものにならないほど強くなるだろう……あの『血濡ちぬれのトロール』を凌しのぐほどに」

　彼の切迫した訴えに桜花オウカさん達が顔色を変える最中さなか、カサンドラさんが顔を上げる。

「『血濡れのトロール』って、確か……」

「……ここ十年の間で、とんでもない被害を出した『強化種』の一匹だね。『ギルド』がその存在を認識した時には多くの上級冒険者が殺やられていて、討伐に向かった第二級以上の精鋭パーティも返り討ちに遭った。五十人以上が死んだらしい」

「ご、五十……さっ、最後はどうなったのですか？」

「ギルドに泣きつかれた【フレイヤ・ファミリア】が仕留めたのさ。奴等が言うには……相手の力はＬｖ．５相当だった、っていう話だよ」

　アイシャさんの説明を聞いて、春姫ハルヒメさんが絶句した。彼女だけじゃない、ダフネさんや桜花オウカさんも、とある『強化種』がもたらした凄惨な事件に息を呑のむ。

　そんな『血濡れのトロール』をも上回る危険性を、あの『強化種』が秘めている？

　……確かに、ありうるかもしれない。

　大量の『魔石』を集めた冒険者を狙う──広大なダンジョンで同じモンスターを狩るより、遥はるかに効率が良く、何より代償リターンは莫大だ。それこそ『下層』まで来る冒険者なら保有する『魔石』の質、量ともにずば抜けているだろう。おまけに、強化種は自分から仕掛けない限り同族モンスターにも狙われない。

　何より厄介なのが、あの『強化種』が冒険者を襲う術すべを身に付けつつあること。

『種子』を植え付けてからのあの撤退がいい証拠だ。

　冒険者の狩りに長けた『強化種』……間違いなく異質であり、脅威だ。

「このまま放っておけば……未曾有みぞうの大惨事に、なるだろう」

　途切れ途切れのルヴィスさんの言葉に、広間は数瞬静しずまり返る。

　今や、誰もが張り詰めた表情を浮かべていた。

「ったく、とんでもない時期に『遠征』に来ちまったね」

　首にかかる長髪を乱暴に払うアイシャさんは、現状の深刻さを認めた上で吐き捨てた。

　みんなの視線を集めながら、言葉を続ける。

「野放しにしてはおけない、ってのは確実だ。始末するのが私達か、情報を知った『ギルド』が送り出す討伐隊かはさておき」

「ですが、時間を与えるだけ、より始末に負えなくなるのは自明です。多くの冒険者が犠牲になるかもしれません。何より、ルヴィス殿のお仲間を捨て置けません……」

　緊迫した顔立ちで述べるのは命ミコトさんだ。

　彼女の見解を肯定するように、桜花オウカさん、ヴェルフと声を重ねる。

「それに、地上に帰還するには一日はかかる。千草チグサ達の体力が持つかはわからない。ましてや、地上の治療師ヒーラー達が……本当にこの『宿り木』を治せるのかもわからん」

「こっちが山ほど『魔石』を持っている限り、あの『強化種』は近付いてくるんだろう？　どっちが時間の短縮になるかは、見え見えだ」

「ですが、『強化種』本体を倒して、この『宿り木』が取り除けるという保証も……」

「いや、可能性は高いんじゃない？　『モス・ヒュージ』から分裂した個体コケって、『魔石』が埋まってる本体を倒せば確か灰になるでしょう？　この『宿り木』も同じだと思うけど」

　男性陣に意見するリリに、ダフネさんが口を挟んだ。何か言いたげなリリの双眸そうぼうに見つめられる彼女は「ウチだって本当は戦いたくないわよ」と肩を竦める。

「でも、話を聞く感じ……逃がしてくれないような気がするんだよね」

　それは、上級冒険者達が抱いている共通の予感だった。『勘』と言ってもいい。

　あの『強化種』は僕達が背を向けた瞬間、牙きばを剝むくと。

「……リリは意見を全て言いました。あとは……」

「だそうだよ？　どうするだい、ベル・クラネル？」

　リリの視線と一緒にアイシャさんが声をこちらに放る。

　立ち上がった僕は聞いたみんなの見解を斟酌しんしゃくし、最後は自分で決めて、告げた。

「あのモンスターを、倒そう」

「よしっ！」と言ってヴェルフが拳を手の平に打ち付け、「やるぞ」と桜花オウカさんが勢いよく大戦斧を担ぐ。頷き合うリリ達サポーターもすぐさま出発の準備を始めた。

　ダンジョンの『遠征』が思いもよらず、その目的を変える。

　予測不可能な『異常事態イレギュラー』を前に、派閥同盟ぼくたちは『強化種』の討伐に乗り出した。
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　ニンゲン達が大量の『魔石』を持っていることを知った彼が、最初にやったことは、ニンゲン達を見み、学ぶことだった。

　まず集団の後ろで『歌』を奏でる連中が厄介であることに気付いた。その者達の『歌』は何度も自分の体を焼き、殺しかけた凶悪な代物だ。故にまず後ろの連中を潰すのは必定だった。

　集団の前にいるニンゲンは屈強な存在で、息をひそめる彼の視線の先で何匹もの同族を殺していた。ニンゲンの中でも往々にして抜きん出ている。だが、単独ならば自分が勝つ。よって、いかにして人数を削いで徒党を組ませないか、彼はそれにも焦点を当てた。

　そして『魔石』を持っている者は彼等に守られていた。彼はニンゲン達を出し抜いて結晶を取り上げることを考える上で多くの武器を生み出した。『種子たね』もその一つだった。

　準備を整え、彼は満を持してニンゲン達を襲った。

　大抵『歌』を唱えるのは耳みみが長い連中で、彼女達を撲殺してしまえば、ニンゲン達は面白おもしろいように動揺した。その隙すきに殴りつけ、頭を割り、中身をぶちまける。あれほど自分を苦しめた存在を蹂躙する行為は彼に昏くらい興奮と悦よろこびを与えた。

　ニンゲンの雌めすはよく鳴いて、よく泣いた。それを聞くと何故なぜだか気持ちが良くなった。何かが満ち足りていくようで、その枝のように細い手足を摑つかんで振り回し、何度も地に叩きつけた。何度も殴ってはかじり付いた。『おねがい』、『やめて』と頻りに泣き喚わめかれたが、何を言っているのか彼には理解できなかった。ただただ、その歌の音色は心地よかった。血の泡を吹く雌の肉は、他のニンゲン達より美味うまいような気がした。

　──あぁ、殺したい。

　──何度でも喰い殺したい。

　──何度でも、何度でも、何度でも。

　──たとえ死の縁に落ちて生まれ変わったとしても──。

　だが、弱者の身分から始まった彼は決して本能に身を委ゆだねなかった。

　自分を救ってきた知恵に優先的に従った。そして、それは正解だった。

　逃げようとするニンゲンを彼は絶対に逃がさなかった。逃がせば自分のように『変わる』に違いない。直感だった。そしてそれも正しかった。自分が産まれた場所を下りて水辺へやって来たのはより上質な『魔石』を求めてのことと、ニンゲンどもを逃がさないため。水の轟とどろきはニンゲンの悲鳴をかき消し、彼に味方をした。彼も『水』の使い方を覚えた。喰い殺した死骸は水流に投げておけば誰にも気付かれない。

　仕留め切れないと判断した時は『種子たね』を植え付けて撤退する。自分の分身は『蔦』を生やしてニンゲン達を弱らせる上に、こちらに居場所を教える。衰弱したニンゲンはとても簡単に食すことができた。彼は『種子たね』を重宝した。

　一方で学ぶことはまだ多かった。伴って、恐怖を感じることも。

　最も恐ろしかったのは、金の髪と金の瞳を持つ少女と、その一団を目にした時。彼女達は遠目から見ても彼を怯おびえさせた存在だった。あれは『駄目』だ。関わってはいけない。近付かれる前に彼は一目散に迷宮の奥深くへ逃げ込んだ。彼女達と似たニンゲンは他にもいた。決して戦ってはならない存在がいる。少なくとも、力が劣る今はまだ。彼はそれも学んだ。

　妙な同族がいることにも彼は気付いていた。彼と他の同族を裏切った『異端』の者達だ。甚だしい嫌悪感と身を燃やすような怒りに支配され、何度も衝動の言いなりになりかけたが、知恵の囁ささやきが勝った。徒党を組む奴等に一人では勝てない。単独で勝てるほどの力を得る必要がある。彼は『異端』の同族に──特にあの柔らかそうな歌人鳥セイレーンに──牙を突き立てるためにも、より力を求めるようになった。手始めはここに住み着いているあの『雌』だ。

　彼は然るべき時に狩ることを覚えていった。

　いつからか、彼は自分が『狩人』であることに自負を持つようになった。




　ずる、ずる、と鎚矛メイスを引きずりながら、水晶の道を進む。

　白水晶の明かりにうっすらと照らされる彼は、太く無骨な指で体を撫なでた。刃で斬られた胴体は、今は既に復元している。

　先程の『狩り』を思い出す。

『魔石』を持って逃げた獲物を追いかけた先で偶然起きたとはいえ、彼が狩り切れなかった。

　特に、自分を傷つけたあの白い髪のニンゲン。

　あれは面倒そうだ。

　後ろに控えていた褐色の雌も気になる。『種子たね』の跳弾を凌いだ他の連中も侮ってはいけない。有能なニンゲンが固まり合うと非常に厄介なことは身にしみている。

『罠わな』にかける必要がある。彼は決めた。

　立ち止まり、目当ての水晶の柱を鎚矛メイスで叩き壊し、できた間隙に身を滑り込ませる。

　先にあるのは小さな洞窟だった。

　足もとには、捕えて隠しておいた食い残しが転がっている。

　これを使おう。


「ひ、ひぃぃ……!?」




「来ないでぇ……！」



　耳長のニンゲン達が震えている。目には滴を溜めていた。

　多くのニンゲンが同胞を見捨てられないことを彼は知っていた。同胞を少し引っかいて泣かせてやれば、どんなに傷付いていてもニンゲン達はいきり立ち、勇敢に立ち向かって、最後は返り討ちに遭う。

　雌の方は嬲なぶり殺してしまおうか。そう思ったが、止めた。獲物がまだいる中で舌なめずりすることは愚行であることを彼は学んでいた。最後のニンゲンが息の根を止めるまで、決して油断してはならない。

　右手に持った鎚矛メイスをゆっくりと振り上げる。


「やめてくれぇぇぇぇぇ…………」



　意味のわからない懇願に対し無感動な彼は、その腕をあっさりと振り下ろした。

　直後、ぎゃああああああああっ、と。

　聞くに堪えない醜い叫び声が散った。
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　出発した僕達はまず、ルヴィスさんがパーティと別れた地帯エリアに向かうことにした。

　隻腕となったエルフの弓使いアーチャーはダフネさんに肩を支えてもらいながら、リリが広げた地図を掠かすれた瞳で見下ろし、疲弊しながらも方向を指示する。千草チグサさんを背負うのはカサンドラさんだ。

「ごめん、なさい……」

「い、いえっ、大丈夫ですっ。治療師ヒーラーですけど私もＬｖ．２なので、へっちゃらですから……！」

　背中でか細く囁く千草チグサさんの声に、カサンドラさんは気丈に首を振った。

　怪我人をこの階層から脱出させることを、戦力の分散を僕達は避けた。

『下層』でこのパーティを二つに分けるのは下策。最大戦力で迅速に『強化種』を討つ。リリとダフネさん、アイシャさんの忠告を聞いてそう決めたのだ。

「それにしても、あの苔の巨人モス・ヒュージの目撃情報が今まで上がってない、っていうのは気になるね」

「恐らく、人目を忍んだのだろう……確実に仕留められないと判断した時は、身を隠していたのだ。それくらい、奴はやる。あれは、狡猾こうかつだ」

　アイシャさんの声に、呼吸を乱すルヴィスさんが返答する。

「注意しろ……あのモンスターは、違う」

　再三警告を促すように、彼はそう告げた。

　と、そこで、

「……！　これは……」

　パーティの先頭で進んでいた僕は、差しかかった十字路であるものを見つけた。

　右手の道から床に引かれている太い赤い線……まるで重い何かを引きずったような跡。

「この赤い模様は、まさか……」

「……血、か」

　命ミコトさんがためらった言葉の続きを、桜花オウカさんが口にする。

　口を引き結ぶ僕達はいつの間にか足早になっていった。モンスターと交戦すること数度、誘導されるようにその血の跡に沿って進んでいく。

　やがて、僕達が辿り着いたのは一つの『ルーム』だった。

　水流が蜘蛛くもの巣のように走っていて岸辺と渾然こんぜんとなっている。陸地の至るところに白の群晶クラスターがまるで巨氷のように生えていた。『巨蒼の滝グレート・フォール』が近いのか、迷宮に響く大瀑布の音がより大きくなって聞こえてくる。

　そんな中で、僕達の視線は広大な『ルーム』の中心に引き寄せられた。

「あれは……！」

　中央地帯に鎮座する一際ひときわ大きい水晶の柱、その根本。

　エルフの冒険者達が床に仰向あおむけに転がされている。男性一人に女性一人。『宿り木』を植え付けられており、その足は鈍器を振り下ろされたかのようにぐしゃぐしゃに粉砕されていた。

「うっ……!?」

　春姫ハルヒメさんが口もとに手を当てるのは当然の反応で、原形をとどめていない真まっ赤かな下半身は惨むごいの一言だった。あの有様では立って動くことも不可能だろう。

　そして彼等のすぐ側の水晶の台座には、

『……』

「あの『強化種』……!?」

　ヴェルフの言葉通り苔の巨人モス・ヒュージが腰かけていた。

　軽く顎を引いて、沈黙を貫きながら。

　目の前に転がる人間達には何も関心を払わず、ただ何かを待っているように。

「シャリオ、ラーナ……！」

「……お仲間で間違いないのかい？」

「ああ。だが、一人足りない……！　アレク……！」

　問うアイシャさんに、ルヴィスさんは弱って青白くなっている顔を怒りで染め、その眉目を悔しさに歪めた。エルフの双眸が薄らと潤む。

　彼の言葉を聞いて、僕の心臓も嫌な音を立てた。

　竜の少女ウィーネの時のように、また助けられなかった……そんなことを思うのは傲慢ごうまんなのだろう。しかし言葉で説明できない情動が暴れ狂うのを止められない。

　ぎゅっと拳を握っていると……あたかも地面に引かれた血の跡においに引き付けられるように、広間ルームを錯綜さくそうする水流のあちこちからモンスターが今まさに姿を現した。

　金属蟹ブルークラブを始め、『強化種』とエルフ達がいる中央の岸を目指し始める。


「あ、あぁぁ……！」



　既に虫の息の女性エルフの冒険者が掠れた悲鳴を漏らし、瞳に涙を溜めながら、意味をなさない身じろぎを繰り返す。

「おいおいっ……あれ、まさか『餌』だっていうのか？」

「動けない冒険者を囮にして、俺おれ達を誘おびき出そうとしているのか!?」

　ヴェルフと桜花オウカさんの推測はきっと正しい。こんなの、否定しようがない。

　あの『強化種』は冒険者を人質に使って、僕達をこの広間ルームに引きずり込むつもりだ。

　信じられなかった。モンスターが『罠』を仕掛けるなんて。

　──あのモンスターは、違う。

　先程のルヴィスさんの警告が頭の中で明滅する。

　通路口の前、水晶柱の陰に隠れて様子を窺う中、僕はヴェルフ達と一緒に慄然りつぜんとした表情を浮かべてしまった。

「……おいチビスケ、あの『強化種』、『異端児ゼノス』だったとかいうオチはないのかい？　モンスターがこんな狡こすい真似まねするなんて、聞いたことないよ」

「わ、わかりません！　『異端児ゼノス』の方々はもとより、フェルズ様からもそんな情報聞いたことは……！」

　アイシャさんも声をひそめながら、動じているリリと会話をしていた。

　アマゾネスの悍婦かんぷは小癪こしゃくだと言わんばかりに顔をしかめる。

「私達を釣った後、モンスターどもに相手をさせている間に例の『種子』でもばらまこうって腹か……？　【絶†影】、モンスターの数はわかるかい？」

「いえ、駄目です。この広間ルームにはモンスターが多過ぎます……！　水流にもまだ多くひそんでいる……！」

【八咫黒烏スキル】で索敵する命ミコトさんが歯がゆそうに顔を歪める。

　全部わかった上であの『強化種』はこの場所を『罠』に選んだのだろうか……。

　こちらの存在には気付いていないのか、『強化種』はまだ動こうとしない。

「アイシャさん……！」

「わかってるよ。本当はこっから『魔法』をブチ込んでやるのが一番手っ取り早いんだけどね。あのエルフ達も巻き込んじまう」

　刻一刻とエルフの冒険者達に近付いていくモンスター達を見て、僕が堪こらえ切れずに身を乗り出すと、アイシャさんは怪物モンスターの思惑通りにことが運ぶのが余程気に食わないのか忌々しそうに頷いた。

　ルヴィスさんの仲間を見捨てる選択肢はない。

　たとえそれが『強化種』の『罠』であったとしても。

「私とベル・クラネルが『強化種』の相手をする。【絶†影】達は他のモンスターだ。エルフの連中からあのデカブツを引き離したら、いったん運び出しな」

「わかりました」

「春姫ハルヒメ達は迷宮壁がない開けた場所に移動しろ。ここの通路口は駄目だ、モンスターがいきなり産まれでもしたら目も当てられない」

「は、はいっ」

　アイシャさんの素早い指示に命ミコトさんや春姫ハルヒメさんが頷く。

　エルフ達の救出にはアイシャさんと命ミコトさん、桜花オウカさんとヴェルフ、そして僕。

　居残り組はリリに春姫ハルヒメさん、カサンドラさん、怪我人の千草チグサさんとルヴィスさん。彼女達の護衛として念のためダフネさんを置いていく。

「──行くよ！」

　時間がない。同業者を助け出すためにも、僕達は一気に飛び出し電光石火を仕掛けた。

　広間ルーム南東に位置する通路口から僕達は中央地帯へ、リリ達は『スキル』で敵の有無を調べた命ミコトさんの指示で広間ルームの南端へ。モンスターは『強化種』のもとへ集まっている。南の岸辺に敵の影はない。

　アイシャさんを先頭に僕達は水流を跳び越えながらぐんぐんと加速した。

　モンスターがこちらに気付き攻撃を試みようとするけれど、僕達は振り切るか弾はじき飛ばして相手にしない。見る見るうちに中央地帯へ近づいていく。

　けれど、

（……まだ動かない？）

　僕はそこで眉をひそめた。

　他のモンスターと同様、『強化種』も急接近する僕達の存在には流石さすがに気付いている筈。にもかからわず、台座に座したままぴくりとも動かない。

　どういうことか？　何か攻撃の準備をしている？　それとも他に何か狙いが？

　一度遭遇したモンスターは【八咫黒烏スキル】を持つ命ミコトさんの知覚圏内からは逃れられない。命ミコトさんが何も言わない以上、あれは先程交戦した『強化種』の筈だ。隣を一瞥すると、命ミコトさん自身も微動だにしない『強化種』を何か不可解なものを見るかのように凝視していた。

　ヴェルフも桜花オウカさんも、アイシャさんも怪訝けげんな表情を隠さない。

　不気味なものを感じながら、それでも向かわざるをえないでいると、

「……だめ、だぁ……」

　周囲の水流の音に紛まぎれて、地面に転がされた男性エルフの声の欠片かけらが、届いた。

　必死に訴えるように、エルフの冒険者は痙攣けいれんしている唇を動かす。


「……こいつは、違ぅんだぁ……来ちゃ、駄目だぁ……！」



　その言葉を、聴覚がはっきりと聞き取った瞬間。

　ぼろり、と。

　台座に座している『強化種』の目もとから、苔の一部が剝がれ落ちた。

「────」

　剝落はくらくした苔の中から露出するのは、人の肌。

　衰弱し切って焦点を結んでいない人間の瞳。

　地面に倒れる冒険者達と同じ、エルフ。

　ルヴィスさんの、もう一人の仲間。

　ぞっっ、と心臓が鷲わし摑みにされた瞬間、命ミコトさんの呼吸が止まる音がはっきりと聞こえた。

　──聞いたことがある。

　命ミコトさんのスキル【八咫黒烏ヤタノクロガラス】は、モンスターを索敵しはするものの、個体を識別することはできない。発動中は脳裏に黒い紙が広がり、赤い点が浮かび上がるような感覚に近く、モンスターを示す点は大きさも色も全て同一なのだと。

　彼女の【八咫黒烏スキル】は確かに正確に反応していた。

　ただし、それは外殻に対して。

『強化種』が冒険者に貼はり付けて擬態させていた、大量の苔ぶんしんにだ。

　体の一部を切り離したモンスターに、僕達は欺かれた。

『モス・ヒュージ』が苔をこんなことに使うなんて、聞いたことがない。

「っ!?」

　一瞬後、命ミコトさんが弾かれたように顔を南の方角へ向ける。

　何かを察知したように──血の臭いに引かれて中央地帯に集まる他のモンスターとは異なって猛烈な勢いでリリ達に近付く敵影に気付いたかのように、顔色を激変させる。

「お逃げください、リリ殿ぉ!!」

　視線を振った僕の目にもそれが映り込んだ。

　突然の声に一驚するリリ達の背後、水流からゆっくりと姿を現す緑の影。

　水を垂らしながら、右手に水晶のメイスを持ち、無感情の表情でリリ達の後ろ姿を見つめていた。

「──ッッ!!」

　そして。

　その光景を認知するより早く、命ミコトさんの張り裂けんばかりの叫びを聞くより早く。

　僕の足は急制動をかけていた。

　水晶の地面を削りながら強引な進路転換を断行し、凶悪な慣性を振り払って、驚愕きょうがくするアイシャさん達のもとから分離する。

　南の進路を転じた僕は渾身こんしんの加速を行った。

『──』

　モンスターがメイスを振り上げる。

　僕の左足が水流を跳び越え次の岸へ移る。

　音もなく忍び寄った影にようやくダフネさんが気付く。

　僕の右足が足場にした群晶クラスターを蹴けり砕く。

　遅過ぎる。間に合わない。そう確信するダフネさんの顔が凍りつく。

　僕の唇が震えながら息を吸い込む。

　背後を振り返ったリリ達もまた凍結し、『強化種』がその死の鉄槌を振り下ろそうとする。

　そして、もう一度踏み出されようとする僕の左足が──リン、リン、と。

　小鐘の音を奏で、白く発光する。

　二秒分の蓄力チャージ。

　振り下ろした足で地面を爆砕し、僕は弾丸になった。

「ふッッッ!!」

　地に叩きつける蹴りの威力を反動という名の推進剤に変え、宙を貫く。

　出鱈目でたらめな加速を敢行した僕は彼我の距離を一瞬で埋めつくし、《神様のナイフ》を抜いた。

「こんのぉおおおおおおおおッ!!」

　腹から雄叫おたけびを上げ、最速の斬撃を見舞う。

　リリ達に振り下ろされた水晶の鈍器を、漆黒の斬閃が両断した。
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　彼は瞠目どうもくした。




『餌』と『身代わり』を用いた罠は成功した筈だった。

　ニンゲンの雌達の後ろも取った筈だった。

　だが、馬鹿げた加速をもって駆け付けた白髪の少年に、それを阻はばまれた。

　水晶の得物が切断され、宙を飛ぶ。

　彼は苛立いらだった。『狩り』の予定調和を乱され、『魔石』を喰らう機会も奪われた。

　怒りの感情が赴くまま、地面を削り着地した少年と相対し、先に始末しようとする。

『──』

　だがそこで、顔を振り上げた少年の目を見て、直感した。

　このニンゲンはやはり危険だと。

　動じずに、冷然と、そしてひたすらの戦意をもって、深紅ルベライトの眼光がこちらを射抜く。

　眼光を見て恐怖とも似た戦おののきを覚えたのは久しぶりだった。

　その赤い瞳に灯るものは瞋恚しんいの炎だ。

　同じニンゲンを傷つけられ、同胞を危機に晒さらされ、昂たかぶっている。

「──あああああああああああッ！」

　二つの刃を持って突撃してくる。

　速い。速い。速い。

　黒と白の斬撃が彼を斬り刻もうと交互に飛んでくる。

　けれど──彼の方がまだちょっとだけ、強い。

「っっ!?」

　身に食い込む刃を無視して拳を振り下ろす。

　咄嗟とっさに回避した少年が地面を転がる。彼の体から吹き飛んだ苔の一部はすぐ埋まった。

　彼の体は便利だ。再生する。喰らった『魔石』の分だけ細胞という細胞が増殖するのだ。

　起き上がったニンゲンは驚愕の表情を見せる。すぐに攻めかかってくるものの、その素早さと勢いは『兎うさぎ』というよりまるで暴れ馬のようだった。少なくとも多くのニンゲンを狩ってきた彼の眼にはそう映る。忙せわしなく、ただ速いだけの相手に彼は取り乱しはしない。

　鋭くも細い斬撃などいくらでも受け止めてやろう。

「ベル様!?」

　苦渋に歪む少年の顔を見て、小さな雌が悲鳴を上げる。あれから『魔石』の香りがする。このニンゲンをぐちゃぐちゃに壊したら次はあの雌だ。

「くっ!?」

　振り回される彼の両腕に、堪らず距離を取った少年は左手を突き出した。

　ニンゲンどもが使うそれを彼はよく知っている。『魔法』と呼ばれるものだ。

　まだ脆弱ぜいじゃくだった頃ころ、あれで他の同胞もろとも何度焼き払われかけたことか。最も気を付けなければいけないニンゲンどもの砲撃だ。

　だが彼は知っている。『魔法』を撃つには歌わなければならない。時間がいると。どんなに歌が短くても今から繰り出す自分の攻撃の方が速い。

　馬鹿め。彼は嗤わらった。

　一足飛びで距離を詰め、少年を叩き潰そうとした瞬間──予期せぬ事態が起こった。

「【ファイアボルト】！」

　一瞬。

　一瞬で放たれた炎光。

　硬直した彼は経験にないその『魔法』を前に、直撃を許した。




　彼の喉から悲鳴が迸ほとばしった。
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『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　モンスターの悲鳴が反響する。

　接近より早く発動した『速攻魔法』が体軀たいくの中央に決まり、苔の巨人モス・ヒュージは両腕を振り回してもがき苦しむ。

（このモンスター、詠唱を唱える前に潰そうとしてきた……！）

　相手の動きからそれがわかった。

　恐ろしい事実だ。『異端児ゼノス』でもないモンスターが冒険者の攻撃方法を、『魔法』の構造を理解して対処しにくるなんて。

　これもダンジョンが生み出した『異常事態イレギュラー』。しかも極めて特異で危険な。

　絶対にここで仕留める。

　僕はそう決めて飛びかかった。

「はあぁッ！」


『オオォォ……!?』



　右手の漆黒のナイフで敵の肩を削ぎ落し、続く左手の輝白の刃で相手の体軀を斬りつける。　左右から繰り出す僕の連撃に対し、苦悶する苔の巨人モス・ヒュージは燃え盛る体を何度もよじって炎と斬撃の猛威から逃れようとした。

　遮二無二しゃにむにに体を振り回しながら後退していく先には、勢いよく流れていく水の急流が存在する。

　──させない！

　水流に身を投げて再び撤退しようとしているモンスターに、僕は眉を吊つり上げて地を蹴った。前のめりになって止めの一撃を叩き込もうとする。

『──』

　その時だった。

　逃げ惑い、焦燥するだけだった怪物の黄色おうしょくの眼が妖あやしい殺気に濡れ、鷹たかのように鋭くなる。モンスターは窮地の中でなお敵の逸はやる心を見逃さなかった。

　体が流れる僕の足もとから、勢いよく木鞭が射出される。

「なっ!?」

　ブーツに巻き付く木の根、締め上げられる膝。

　足を捕えた木根は苔の巨人モス・ヒュージの脹脛ふくらはぎ、僕から見て陰となる死角の位置から地中に潜行していた。モンスターの全身を覆う木の骨格が伸縮して打ち出された、間接武器だ。

　嵌はめられた──いや読み負けた。

　知恵を持つ『強化種』は隠し持っていた手札を切り、この時、確かに『駆け引き』において冒険者ぼくの上をいったのだ。

『オオオオオオオオオオッ！』

　苦痛と怒りに燃えた咆哮ほうこうと一緒に、背後へ身を投げた『強化種』は自分ごと僕を水中へと引きずり込む。

「ベル様ぁ!?」

　水晶の地面を砕きながら姿を現す木の根、響き渡るリリの悲鳴。

　宙に浮きながら足を絡からめ取られた僕は抵抗できず、ぴんっと張った木根に引き寄せられ、そのまま走る水流へと着水した。

「ぐッ──!?」

　衝撃と水飛沫しぶき、そして全身を呑み込む水の感触。

　視界が蒼あおい水の色に変わる。膜がかかったように音が遠い。陸おかの情報の一切いっさいが遮断された冷たい水の世界に包まれた。浮遊感にも似た感覚を味わっていたのは数瞬で、水面から五Ｍメドル以上も離れた水中で僕の体は流されていく。

『やられた』。水に侵される脳裏で明滅するのはその一言。

　間髪入れず、僕と木の糸で繫がるおぞましい影が、拳を振り上げながら急迫する。

『ガァアアアアアアアアアアアアッ!!』

　夥おびただしい気泡とともに咆哮の震動が水を伝播でんぱして押し寄せる。

　苔の巨人モス・ヒュージの握り締められた大拳が、僕の喉笛に叩き込まれた。

「がっっ!?」

　肺の中の空気が膨大な泡となって吐き出される。

　殴り飛ばされた体が水圧など無視して水底みなそこを矢のように横断した。追ってくる『強化種』もまた同じく。

　背中が勢いよく水晶壁を砕く中、再接近するモンスターに頰骨を殴打される。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　吹き飛ばされるまま水の流れにさらわれていく。そんな僕を敵は逃がさない。互いの足を結ぶ木の根を命を削る縛鎖ばくさに変え、眦まなじりを裂いた『強化種』がまさしく怒涛どとうの追撃を敢行した。

　衝撃から無理矢理立ち直る僕は、やっとの思いで両手に持つナイフで応戦する。

　接敵の時機タイミングに合わせて《神様のナイフ》を繰り出すも、間に合わない。遅過ぎる。手前を泳ぐナイフの横薙なぎに対してモンスターの拳は深々と僕の腹に突き刺さった。再び口から放出する気泡。

　陸とは間合いと動作の感覚が違い過ぎる。

　水に手足を絡め取られた僕は『強化種』の後手に回った。身に付けている蒼衣がうっすらと光を放つものの体を思うように動かせない。水中で恩恵を与える『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』の力を借りてもこの様ザマ。水中に不慣れな僕はモンスターにとって溺れている子供と大差ない。陸上とは全く異なる体の動きを要求され、対応できないまま無様に翻弄ほんろうされる。周囲では水路の形状ががらっと変わり、広間ルーム外の水流に出てしまったことを僕は直感した。

　美しい蒼流の世界は美しくもなお残酷だった。

　呼吸ができない恐怖感、取り乱せば取り乱すほど確実に削られていく命。殴り飛ばされる視界の端で、水の底に沈む冒険者の骸骨とその腕が『お前もこっちに来い』と手招いている。

　体が回転して、足が上、頭が下、それを何度も何度も。

　平衡感覚が破壊されていく。既にどちらが水底でどちらが水面かわからない。足が地を踏み締められないだけでこうも人間は不安定となってしまうのか。

　Ｌｖ．４に至った筈の能力ステイタスが『圧倒的な地形の不利』の前に、まるで歯が立たない。

　水辺のダンジョンの恐ろしさを、『水の迷都みやこ』の真髄を、この時はっきりと理解する。

　これが──水中戦!!

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「ぐっ、ぅううううううううううううううぅ!?」

　水棲モンスターではないにもかかわらず、苔の巨人モス・ヒュージの動きは僕より一段上だった。

　木の骨格を用いて触手を撃ち出してくる。水の抵抗を削減するように形状も工夫されているようで、時にはそれで壁を叩いたり水晶に巻き付けることで加速や方向転換を駆使した。早くからこの『水の迷都みやこ』に進出していた相手の方に一日の長がある。

　僕の反撃はことごとく空振りに終わった。

　三六〇度全方位からの攻撃を何とか身に纏まとった手甲や鎧の部分で防ぐ。『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』がなければ対処も間に合わず殺されていただろう。昇格ランクアップしたおかげか常人離れした肺活量はまだ余裕があるものの、いつまで持つか。何度も岸辺を目指そうとするも足に取り付く束縛がそれを容認しなかった。

　殴られて切った口から、尖とがった木根が防具の隙間すきまを突いた傷から、血が漏れていく。

　流れ出る血液は蒼い水中を赤く汚して煙らせた。そしてその血霧に引き付けられるように、視界の奥で巨大な影が身をくねらせる。

（あれは──『アクア・サーペント』!?）

　別の水流から合流してきた大型級のモンスター。

　水中の中で炯々けいけいと輝く眼光は、その威容も相まって恐怖の塊だった。

『ジャアアアアアアアアア！』

　本物の水棲モンスターは苔の巨人モス・ヒュージ以上の速さで襲いかかり、僕の応戦を許さず、肩口にその牙を食い込ませる。

「ぅあ!?」

　焼けるような痛みと一層の出血が巻き起こり、骨ごと嚙み砕こうとする顎あぎとに命の危機を感じていると──すっ、と足に巻き付いていた戒めが消えた。

（えっ？）

　木の根を離した苔の巨人モス・ヒュージは僕をじっと見つめた後、その場から離脱を図る。木の触手を伸ばして流れに逆らい、別の支流へと姿を消した。

（拘束を解いた？　獲物を仕留める絶好の機会に？）

　大水蛇アクア・サーペントを恐れたのだろうか。不審に思いつつも、なり振り構っていられない僕は肩口に食らいついているモンスターに右手のナイフを突き刺す。


『～～～～ッッ!?』



　悶もだえ苦しむ大蛇の巨体に揺さぶられながら、牙を剝はがそうと格闘していた、その時。

　水中を通して伝わってくる、けたたましい『轟音ごうおん』の存在にようやく気が付いた。

（──）

　背後からの音の振動に、振り向く。

　視界の奥に見えるのは水流の切れ目。

　まるで終点を告げるように水の流れは下方へと落ちていって──。

（──まさ、か）

　階層の水流は全て『巨蒼の滝グレート・フォール』に繫がっている──。

　エイナさんから学んだ知識。僕自身が口にした言葉。

　僕の体は流されに流されて、階層の中央部、大瀑布に到達しようとしている。

「っっ!?」

　滝口を目の前に置いた水流はもはや激流だった。流れが速過ぎる。加速が止まらない。直下に叩きつけて全てを木こっ端ぱ微塵みじんにする瀑布の口が、あらゆるものを吸い込んでいく。

　一瞬で青ざめた僕は力を振り絞って大水蛇アクア・サーペントを引き剝がさんとした。漆黒のナイフを首もとに、顔面に、目玉にがむしゃらに突き込む。悲鳴と紅血をまきちらすモンスターが長軀を大きくよじった反動で、僕の体は水上へと上った。

「くはっっ!?」

　水面に顔を出す。

　待ち望んでいた筈の空気の味も全くわからない。焦燥に燃やされるまま大水蛇アクア・サーペントの頭蓋に《白幻はくげん》を叩き込み、力を失った顎からようやく解放される。

　だが、遅かった。

　そこはもう終着点。間近に迫った滝口が僕の背中を一思いに吸い寄せる。

　伸ばした手は何も摑めず、恐ろしい浮遊感が一瞬、身みを包んだ。

　次には、僕は水の流れとともに下へと引き寄せられ──。




「うっっ──ぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」




　降りそそぐ暴水。皮膚に叩きつけられる膨大な水の破片。

　絶叫を飛瀑の雄叫びにかき消されながら、僕は迷宮最大の瀑布、『巨蒼の滝グレート・フォール』に巻き込まれて落下した。

















「ベル様っ、ベル様ぁ!?」

　リリの叫び声が水の流れにさらわれていく。

　蜘蛛くもの巣のように水流が張り巡らされ、大量の群晶クラスターが散在する広間ルーム。水の中へ消えてしまった少年に向かって、リリは何度も呼びかけていた。

「ベル様が、モンスターに引きずり込まれて……」

「早く助けましょう！　水流が速いっ、このままでは広間ルームの外へ流されてしまいます！」

　呆然ぼうぜんと立ちつくす春姫ハルヒメの横で、リリは黒巨人の防衣ゴライアス・ローブとバックパックを脱ぎ捨てる。

　ショートパンツと短衣型の『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』に包まれた細い肢体を晒さらしながら、水面に飛び込もうとする。

「駄目だって、リリルカ！」

　が、それをダフネが阻止した。

　支えていたルヴィスを床に置いて、少女の手首を摑つかむ。

　次の瞬間、ぐいっと引っ張られたリリの目と鼻の先を、水面から飛び出した『レイダー・フィッシュ』の牙きばが通り過ぎていった。掠かすめた頰からうっすらと血を流すリリは呆然とする。

「何やってんのよ！　君やウチが飛び込んだって、モンスターに食い殺される！　ここの水流がどれだけヤバいのか忘れたの!?」

「で、ですがっ……ですが、ベル様が!?」

　今までにないほど取り乱すリリにダフネが瞠目どうもくし、口を噤つぐんでいると、エルフの冒険者達を助け出したアイシャとヴェルフ達が戻ってきた。

　金属蟹ブルークラブ等らに足止めを食らってベルの救援が遅れてしまった分、陸に上がっていたモンスターは全滅させていた。

「アイシャ様！　ベル様が！」

「わかっているよ、見えてた」

　慌あわてるカサンドラに怪我けが人を任せるアイシャは、命ミコトの方を一瞥いちべつする。

【八咫白烏ヤタノシロガラス】──モンスターを察知する【八咫黒烏ヤタノクロガラス】とは逆に同じ『神の恩恵ファルナ』を持つ眷族けんぞくを探知することのできる『スキル』を持つ少女は、痛念を堪こらえるように首を振った。

「ベル殿の反応が今、この広間ルームの外に消えました……」

「そん、な……」

『強化種』とともに流されたと告げられ、リリの顔から色という色が抜け落ちる。

　息を切らすヴェルフや桜花オウカもその目を見張る中、嘆息するアイシャが口を開いた。

「おい、お前等。ベル・クラネルを助けに行くんじゃないよ？」


「なっ……！」



「この速い水流に落ちたんだ、普通に追いかけたって追いつきやしないよ。しかも、これだけの怪我人を抱えて、どれだけ機敏に移動できる？」

「ア、アイシャ様！　待ってください！」

「落ち着け、チビスケ。パーティの頭のアンタがそんなんでどうする？」

　食ってかかるリリだったが、細く長い指を突き付けられた挙句、額を弾はじかれる。「ひぎゅ!?」と仰のけ反ぞって涙目になる小人族パルゥムの少女は、戸惑いながらアイシャを見返した。

「ベル・クラネルなら、この階層域を単独ソロでも動き回れる」

「！」

「あの坊やの能力ステイタスはおかしい。あれはもうＬｖ．４の中でも中堅以上、『敏捷』に限って言えば上の方に食い込んじまってる。どれだけ潜在値ちょきんがあったんだか知らないがね」

　25階層の適正Ｌｖ．を大きく上回っていることを強調するアイシャは、一度「けっ」と鼻を鳴らした後、不服そうに言い切った。

「ベル・クラネルは私より強いよ。認めたくないがね」

「アイシャ様……」

「水中戦に巻き込まれても、あの坊やのことだ、しぶとく命を繫つなげるだろうさ。自力で陸にあがることを祈ってな。水から離れちまえば、くたばることはまずありえない」

　第二級冒険者のお墨付きの言葉に、リリの昂たかぶっていた感情がようやく沈静化していく。

　参謀ブレーンとしての顔を取り戻し始める彼女を見て、アイシャは最後に諭すように言葉を並べた。

「するなら自分達の心配の方さ。違うかい？」

　リリは間を置いて、ゆっくりと頷うなずいた。

　幼児のように小さい小人族パルゥムの手がぎゅっと拳こぶしを結ぶ。

「……アイシャ様の言う通り、今ベル様を顧みるのは止よしましょう」

「リリ様!?」

「おい、リリスケ！」

「一度、落ち着きましょう」

　春姫ハルヒメとヴェルフの前で、リリは自分に言い聞かせるように深呼吸をした。

「今はパーティの安全を優先するべきです。リリ達が助からなければ、よりあの人の枷かせになってしまいます」

「リリスケ、お前……」

「ベル様なら、大丈夫です。信じましょう」

　狐人ルナールの少女と並んで、今誰だれが最も少年のことを気にかけているのかは明らかだった。

　だがリリはそれをおくびにも出さず、私情を切り捨てた『指揮官』の仮面を纏まとう。

「状況は変わりました。リリはこの階層からの脱出を提案します」

「！」

　そして、一気に飛躍した判断に、ヴェルフ達だけでなくアイシャも驚きをあらわにした。

「ベル様がいなくなった今、これだけの重傷者を庇かばいながらでは、通常のモンスターの襲撃を切り抜けるのも厳しいでしょう。アイシャ様の負担が大き過ぎます」

　千草チグサとルヴィスを始め今いる負傷者は五名。運ぶのに一人ずつ割いたとしてもまともに戦える人数はたった三名となってしまう。カサンドラが治療を始めているエルフの冒険者達を横目で見ながら、リリは理路整然と説明した。

「しかしリリ殿っ、ベル殿を置き去りにしてこの階層を脱出するというのは……」

「脱出といっても、24階層の連絡路がある崖、あの前までです」

「どういうことだ？」

「あの見晴らしのいい場所は水流もなく、飛行系のモンスターを除けばまず襲撃はありえません。崖道以外の通路もなく、守ることも容易……あの『強化種』の不意打ちもない。あそこに緊急の陣地を作成します」

　詰め寄る命ミコトと桜花オウカにも努めて平坦な声で答えていく。24階層から下りてくるモンスターを注意していれば間違いは起こらないと。

「アイシャ様にはお一人で『リヴィラの街』へ行ってもらい救援を。リリ達は……春姫ハルヒメ様の階位昇華レベル・ブーストも借りてあの連絡路前を防衛します。怪我人を守るのです」

「あそこの崖を即席の砦にする、ってことか」

「確かに、これだけの怪我人を抱えて18階層に行く、っていうのは難儀だしね。25階層の入り口ならまだ移動できそうだし、その条件なら助けが来るまで持ちこたえられるかもしれない。何だったら『中層』から下りてくるパーティにも助けを求められるかも」

　ルヴィス達に聞こえないよう『階位昇華レベル・ブースト』の件を小声で伝える中、ヴェルフとダフネが納得の素振りを見せた。

「それに、ベル様もリリとはぐれたからには一度は大空洞へと出る筈です。『水の迷都みやこ』ではぐれた際にはそれが定法セオリー……エイナ様が教えていることでしょう。連絡路前の崖にいればそれを見つけられます」

　説明をし終えて一息つくリリに対し、桜花オウカが最後に硬い表情で問いかけた。

「……あの崖を拠点にするのはわかった。だが例の『強化種』が攻めてきたらどうする？　不意打ちの恐れはないとはいえ、【麗傑アンティアネイラ】がいなければ相手取るのは苦しいぞ」

「むしろ、それが狙ねらいです。あそこは一本道。逃げ場のないあの場所に誘い込み……命ミコト様の『重圧魔法フツノミタマ』で崖道ごと崩壊させ、遥はるか下の地面に叩たたきつけて、葬ります」

　その真意に桜花オウカ達は言葉を失い、ごくりと喉のどを鳴らした。

　この土壇場でお返しとばかりに『地形』を利用せんとしているリリの冷たい横顔を、ダフネもまじまじと見つめる。

（指揮の仕方は、確かに教えたけど……やっぱりこの娘こ、私よりずっと切れる）

　自分が手取り足取り指南した小人族パルゥムの少女に、ダフネはこの時、確かに畏怖を抱いた。

　一度だけ見たことがある【ロキ・ファミリア】の大戦闘。17階層の階層主ゴライアスを相手に部隊を操あやつるあの冷徹な勇者フィンの横顔を、ダフネは自分よりずっと弱い筈の荷物持ちサポーターに重ねてしまった。


「問題は、それまで千草チグサ様達の体力が持つかということです。あとは勿論もちろん、あの『強化種』の迷路内での追撃を振り切れたら、という前提ですが…………どうでしょうか？」



　全てを言い終えたリリは、最後に不安をちらつかせながらアイシャを見上げた。

　歴戦のアマゾネスは、にやりと唇を吊つり上げる。

「いいじゃないか。それでいくよ」

　とっとと行動開始だ、という彼女の号令に従ってヴェルフ達は速やかに動き始めた。

　放り出した黒巨人の防衣ゴライアス・ローブとバックパックを装備し直すリリも準備を進めていると、それを隣で手伝う春姫ハルヒメが話しかけてきた。

「やっぱり、リリ様は頼りになられますね。ベル様もおっしゃってました」

「えっ？」

「ご自身がずっと頼りにしているのはリリ様なんだと……お屋敷のお掃除をしている時、私わたくしにそう教えてくれました」

　目を見開いていたリリは、自分が知らないそのベルの話に思わず頰を染める。

「それに比べて、私わたくしは動じるばかりで何のお役にも立てず……うぅ～」

「……な、何を言ってるんですか！　いざとなった時に必要なのは春姫ハルヒメ様の力なんですからね！」

　照れ隠しよろしく、しょげる狐人ルナールの尻尾しっぽをべしり！　と思い切り叩はたく。「こんっ!?」という狐きつねの悲鳴と並行して「遊んでないでさっさとしな！」とアイシャの一喝が飛んできた。

　ヴェルフ達と一緒に広間ルームを出る間際まぎわ、リリは最後に振り返る。

「……」

　水中から脱したベルが、既に『強化種』を打ち倒して、こちらに合流しようとしている……そんな希望的観測は捨てるべきだ。少なくとも千草チグサ達の『宿り木』が消失していない以上、あの怪物はまだ生きている。仲間のためにもリリ達は発たなければならない。

「ベル様……ごめんなさい」

　誰も見ていない中、少年がさらわれていった水流に向かって、弱い少女の顔を一瞬さらけ出す。すぐにごしごしと目もとを拭ぬぐったリリは今度こそ、パーティとともにその場を後にした。
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　途切れることのない滝の音が轟とどろいている。

　伝わってくる震動によってそれがわかった。暗い水底は冷たいのに、全身は焼けつくように熱い。ぽこぽこと音を立てながら沈んでいた体が止まると、死の淵ふちに引きずりこもうとする冷たい水の手を振り払い、一気に浮上した。

　昇る大量の気泡とともに、光が揺らめく水面をぶち破る。

「ぶはっっ!?　げほっっ、げぇっ──がっはっ!?」

　勢いよく水面から顔を出し、盛大に咳せき込んだ。水を大量に飲んでしまった喉が何度もえずく。途切れることなく発生している凄すさまじい轟音ごうおんと大量の飛沫しぶきがうっとうしくてしょうがない。けれどその感情は、ベル・クラネルが生きていることの何よりの証左だ。

『巨蒼の滝グレート・フォール』の直下、広大な滝壺のド真ん中で、僕は一命を取りとめたことを認識した。


「はぁ、はっ、あぁ……ぐぅっ～～～～～～～～～～～!?」



　苦悶に塗り潰つぶされた馬鹿ばかみたいな呻うめき声が、歯の隙間すきまから漏もれる。

　点滅する本能の声に従って、僕は溺れた子供のように腕を振り乱し、滝壺と接する岸を目指した。ばしゃばしゃと音を立てて水をかきわけ、もがいていたつま先が底面に触れた瞬間、力強く蹴けって水面から上半身を引き上げる。そのままつんのめりながら、転ぶように前へ歩み出し、水が脛すねほどまである浅瀬へと辿たどり着いた。


「う、あああぁぁ……！」



　ばしゃりと両腕をついて、四つん這ばいになる。

　血管が破裂したかのように全身が痛い。視界も真まっ赤かだ。今の自分の姿が一体どうなっているのか想像すらしたくなかった。恐らく骨にも複数の罅ひびが入っている。神経が喚わめき回るほどの激痛から逃れるために、強化レッグホルスターに詰められた高等回復薬ハイ・ポーションを引き抜き、使用する。何度も、何本も。

　頭から溶液を浴び、口から体内にも取り込んで、全ての回復薬ポーションを使い切った後……僕はようやく顔を上げ、『巨蒼の滝グレート・フォール』を仰いだ。

「……あそこから、落ちたのか」

　緑玉蒼色エメラルドブルーの水を直下させる大瀑布。この階層に下りた時、彼方から一望する雄大な水の流れは見とれるほど美しく映ったけれど、距離が五〇Ｍメドルにも満たないこの場所から仰ぐ滝は、途轍とてつもない怪物モンスターに見える。何ものよりも、巨大で恐ろしいと。矮小わいしょうな自分を見下ろす大自然の敵に震え上がってしまう。

　僕が落ちたのは、多分『巨蒼の滝グレート・フォール』の中段辺り。多層構造を取る崖内部の迷路から水流に流されたわけだから間違っていない筈。もし階層天井てんじょう付近から流れる最上部の滝口から落ちていたら……Ｌｖ．４の肉体をもってしても砕け散っていたことだろう。

　首筋をぞっとさせつつ、立ち上がって周囲を見回す。

　滝壺はまるで湖のようだった。大空洞の半分を占めるほどに広大で、滝の直下は底の深さを物語るように濃い蒼あお色をしている。頻しきりに舞っているのは細かな水飛沫で、白い霧を生み出している。滝音は甚だしく鼓膜が破れそうだ。滝壺から一〇〇Ｍメドルほど南下すればそこは再び滝口。26階層へ続くあの大瀑布を落ちれば今度こそ助からない。

　滝壺、いや湖に背を向ければ幻想的な風景が広がっている。まるで岩場に見える水晶の岸辺、水晶の谷、水晶の崖。全て蒼水晶ブルークリスタルで形作られている。唯一の植物は青白い花弁を落とす蒼桜アジューラだ。遊郭で一度目めにしたことがあるその迷宮の樹に一瞬、時間を忘れてしまう。

「……見とれてる場合じゃない。みんなと合流しないと」

　僕は意識を切り替え、装備を確認した。咄嗟とっさに鞘さやに納めた《神様のナイフ》と《白幻はくげん》は無事、道具アイテムは解毒剤の類たぐいを除けば零ぜろ。兎鎧よろいは掠り傷程度で、精神力マインドだけはまだ十分に残っている。

　現在地は大空洞の東方面。岸辺に沿って南東に向かえば26階層への連絡路があり、逆に目先の北東側には崖内部の迷路へ通じる洞穴がある。

　あの『強化種』は支流を伝って消えた。

　僕が『巨蒼の滝グレート・フォール』の藻屑もくずとなったと見なし、再びリリ達を狙うだろう。急がなければ。

（みんな、大丈夫かな……）

　僕が今、立っている浅瀬には群晶クラスターが岩礁がんしょうのように存在していた。遥か頭上、点に見えるあれは『ハーピィ』と『セイレーン』だろう。まだ気付かれていないようだ。余計な戦闘を避けるためにも、僕は蒼桜アジューラが生える岸の奥、北東の洞穴に足先を向ける。

　その時だった。

「────」

　ヒュンッッ、と風を切る音がしたのは。

　動けたのは培われた冒険者の勘の賜物たまものと言っていい。僕は反射的に体を横にずらしていた。

　次の瞬間、後ろから肩を切り裂かれ、僕の体は浅瀬に倒れ込む。

「なっ……!?」

　水が顔を犯し、肩から流れ出る血が緑玉蒼色エメラルドブルーの水面を汚した。

　顔を上げた僕は背後で屹立する『巨蒼の滝グレート・フォール』の方角を仰ぐ。

　細かな水飛沫が舞い上がる空中には、幾筋もの緋色ひいろの斜線が飛び交っていた。

「しまった……『イグアス』……！」

　焦燥に駆られながら、そのモンスターの名を呼ぶ。

　25階層から27階層、『水の迷都みやこ』に出現する緋燕つばめのモンスター。『巨蒼の滝グレート・フォール』の裏側、崖の表面を根城にしており、冒険者の間では『不可視のモンスター』と言われている。

　その謂いわれは、驚異的な速度。

　大瀑布に近付く者がいれば、あの猛烈な滝水を破るほどの速力をもって宙より突撃してくる。その光景はまさに射出される弾丸のごとく。

『閃光』という異名まで冠し、この層域で最も恐れられる──下層最速のモンスターだ！

『──!!』

「っっ!?」

　滝壺付近に突っ立っていた自分の迂闊うかつさを呪のろう暇も与えてくれず、再び緋色の閃光が走る。

　昇格ランクアップして強化された動体視力をもってしても完全には見切れない。今度は頰を切り裂かれ、そのあまりの風圧に体勢バランスを崩す。

　更に、第二射。

　今度こそ体軀たいくのド真ん中に迫る緋色の点に、目を見開く僕は咄嗟に片腕を掲げた。

　鎧の手甲──加工超硬金属ディル・アダマンタイトの防御ガードでその紅の魔弾を阻はばむ。

「うあっっ!?」

　瞬間、凄まじい鈍音が発生した。

　大鎚ハンマーで殴りつけられたような衝撃に耐え切れず、浅瀬へと無様に尻餅しりもちをつく。

　突撃を防いだ手甲を見ると……張り付いているのはぐしゃぐしゃに潰れた燕の死骸。濡ぬれた緋色の羽毛がこぼれ落ち、桜色の肉から『魔石』が剝むき出しになっている。飛び出した血まみれの眼球に目を合わせ、僕は顔を引きつらせた。

　これが攻撃に失敗した『イグアス』の末路。

　盾や障害物など硬質なものに激突した瞬間、その速度が祟って自らを潰死させてしまう。

　儚はかなくもおぞましい死に様に僕が慄然りつぜんとしていると──ヒュンッ、ヒュンッ、と。

　風を切るあの恐ろしい旋律が、いくつも重なって聞こえてきた。

「……そんな」

　頭上を見上げると、絶望的な光景が広がっていた。

　ありえない数の緋の色の斜線。

　一匹や二匹じゃ全く足りない。同時に視認できる軌跡の数だけでも二十以上。それは無数の『イグアス』が飛び交っていることに他ほかならない。

　ダンジョンの『異常事態イレギュラー』、モンスターの大量発生？　よりにもよってあの閃燕イグアスが？

　背筋を凍りつかせる僕は、斜線の一つが閃ひらめいた瞬間瞠目どうもくし、弾かれるようにその場を動いた。

「くっ!?」

『──!!』

　閃燕イグアスの強襲が始まる。

　何十発もの突撃砲。空中より疾走する斜線は僕が半歩前にいた場所をことごとく通過し、腕や足を掠めては水面を細い間欠泉のごとく爆発させる。

　駄目だ、やっぱり斜線しか見えない！

　浅瀬を駆け抜ける僕は渾身こんしんの力で水面に立つ群晶クラスターの物陰に飛び込んだ。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　ドドドドドドドドドドッ!!　とたちまち水晶の破砕音が連鎖した。

　背中をつけた群晶クラスターから伝わってくる震動と怒涛どとうのように舞い散る水晶の破片に目を剝く。

　信じられない──岩のように分厚い群晶クラスターが見る見るうちに削られていく！

　緋燕つばめの群れは何匹も潰れては絶命しながら、獲物が隠れた障害を消失させようとしていた。威嚇いかくの啼なき声すら突進の風切り音でかき消しながら、速射砲の雨を降らせる。

　刻一刻と迫る群晶クラスターの崩壊。低く、速く唸うなる心臓の鼓動。

　額から、一筋の汗が流れ落ちた。

　己おのれの命を賭かけた一撃必殺。強い筈だ。『閃燕イグアスと遭ったなら荷物を放り出して逃げろ』と上級冒険者達が口を揃そろえるわけだ。体に風穴を開けるほどの威力があるのも道理である。敵は、儚い命を侵入者の抹殺に捧げる生粋きっすいの狩人ハンターだ。

　水中戦に引き続き受ける『下層』の洗礼。

　つくづくダンジョンは足を踏み外した冒険者には容赦がない。

（どうする、どうする、どうするっ？）

　浅瀬にあるこの群晶クラスターから崖内部の洞穴までは遠過ぎる。まず間違いなく逃げる途中で蜂の巣にされるだろう。よしんば滝壺へ逃れて水中に隠れたとしても水棲モンスターに喰くい殺されるだけ。離脱は不可能。閃燕イグアスの対処法は大型かつ頑丈な防具をもって耐え凌しのぐのみ。盾も重装もない僕は丸裸も同然だ。耐え凌ぐこともかなわない。対策は、ない。

　──嫌だ。受け入れない。そんなこと。

　ここで死ぬわけにはいかない。破滅の運命なんてクソ喰らえだ。不味まずい、言葉が汚くなっている。いや構うもんか。ここを切り抜けられるなら。

　はぐれてしまった仲間リリ達がいる。救うと決めた異端児ウィーネ達との約束がある。

　勝ちたい好敵手ライバルが、追いつきたい憧憬しょうけいがいる。

　まだ僕は──何もやっちゃいない！

　次の瞬間、とうとう群晶クラスターが音を立てて最後の水晶柱を破壊させた。

「っ！」

　すかさず水面へと身を投げて閃燕イグアスの突撃を回避する。

　いくつもの水飛沫が上がる中、浅瀬を転がる僕は素早く立ち上がった。

　群れの半分を失った閃燕イグアスは再び空中でヒュンッ、ヒュンッ、と飛び交いながら体勢を立て直している。数えきれない緋色の斜線を見据える僕は……『覚悟』を決めた。

　右手を腰に伸ばし、一刀のナイフを引き抜く。

　それを逆手に構え、腰を僅わずかに落とし、モンスターの群れと対峙たいじした。




　──全部、斬り払う。




　離脱も防御も封じられた僕が決断したのは、真っ向からの迎撃。

　先達の冒険者がいれば天を仰いで卒倒するかもしれない選択肢だった。

　別に、頭がおかしくなったわけじゃない。自棄ヤケになったわけでもない。

　ただ、思ったのだ。

　あの人なら──【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタインなら。

　この方法を選ぶんじゃないかって。

　それなら……僕もそれを超えてみせる。

「──勝負だ」

　選んだ武装は《白幻はくげん》。

　短刀種の中でも類を見ないほど軽く、抜群の取り回しを発揮する一角獣のナイフで、あの最速のモンスターに対抗する。

　他の武装は要らない。これ一振り、右手に意識の全てを傾注させる。

　見てからでは間に合わない。感じろ。風の流れを、殺気を。軌道を予測しろ。

「……」

　瀑布の水が白くしぶき、滝音の間に鋭い風切り音が錯綜さくそうする。

　間もなく視界から色が消え、世界が静かになっていく。心臓の鼓動も、足もとの水面を震わす波紋でさえも。極限まで集中する精神が僕をどこかへ連れていこうとしていた。

　唇が息を小さく吸って、吐き出す。

　直後。

　宙を駆ける緋の斜線が、一斉に僕の方へ転進した。

「──ふッッ!!」

　裂帛れっぱくの気迫を一つ。

　先頭を突き進む一条の雷弾に、輝白の斬閃を走らせる。

　音はなかった。悲鳴も、断末魔も。ただ二つに分かたれた閃燕イグアスが、僕の背後で水に落ちる。

　そしてそれが、真っ向勝負の始まりの合図。

『────────────!!』

　翼の閃光が殺到する。

《白幻はくげん》を握る僕はその全てを迎え撃った。振るった右手をすぐさま返し斬り上げ。間髪入れず迫る次弾を首を傾けることで回避。同時に三射される特攻を一振りの斬撃で叩き斬る。正面から超速の斜線と交錯すること三十七、第一波の攻撃を往いなされた殺人燕は水面すれすれの滑空から空中へと翻ひるがえり、全方位からの再襲を敢行する。

　円蓋ドームから降りそそぐ流星のごとき閃影に、僕も刀身が霞かすむ勢いで加速した。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!!」



　鎧のすぐ上を掠める閃燕イグアスの鋭い嘴くちばし。加工超硬金属ディル・アダマンタイトの肩当てから火花が起こり、『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』のインナーを破かれ、血の粒が噴き出す。敵の翼を断つごとに傷が増えていく。

　引いていた汗が再び迸ほとばしる。全身が熱い。頭が焼き切れそうだ。

　もっと別の方法はなかったのかと四肢ががなり立てていた。それに心の声が反論する。攻撃範囲が面ではなく点の速攻魔法ファイアボルトでは群れを殲滅せんめつできない。数匹の命と引き換えに僕の体が穴だらけになる。なら、やはり僕にはこれしかない。

　誰もが呆あきれては称たたえてくれる、この『敏捷はやさ』しか。

（敵も命を賭けてる──）

　この閃光は捨て身の一撃。最高速度から繰り出される必殺。命をそのまま攻撃に変えているからこそあの体当たりは強い。後先考えず速く飛び、ただ貫くために。

　だから僕も、何も考えずこの腕を振るうだけ。

　──根比べだ!!

「あああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　無心となって冒険者の本能に身を任せ、輝白の円弧を周囲に描き続ける。

　ナイフを振り抜く速度が上がる。

　敵を捉とらえる精度も上がる。

　まるで『ズレていた』感覚が危地に追い込まれ、肉体と精神が合致していくような──。

（もっと、もっと、もっと！）

　迷宮街の夜に味わった、憧憬の連続斬撃。

　あの凄烈せいれつでなお美しい【剣姫】の姿を脳裏に思い浮かべながら、僕は斬閃の調べを奏で、ありったけの加速を行った。

　そして。

「──シッッ!!」

　真上から急降下してくる最後の一匹を、断った。

『魔石』を的確に切り裂いた輝白の斬撃が、ばっと閃燕イグアスの体を灰に変え、四散させる。

　最後の一振りを見舞った僕は、《白幻はくげん》を振り抜いた体勢で停止していた。漂ってくる霧雨にも似た飛沫が火照ほてった頰を冷やしていく。

　極限までの集中が解除され、『巨蒼の滝グレート・フォール』の滝音が耳に戻ってくる。僕は静かに構えを解き、辺りを見回した。

　一帯の浅瀬には、切り裂かれた戦利品ドロップアイテム『イグアスの羽根』が無数に浮かんでいた。

「……乗り、切った……」

　閃燕イグアスの大量発生イレギュラーを、乗り越えた。

　頰や腕から血の筋を流し、体のだるさを感じながら、僕は《白幻はくげん》を持つ右手を見下ろす。

　とんだ足止めを食らってしまった。体力も消費してしまったし、時間を大幅に浪費してしまったことは間違いない。

　でも。

（ちょっと、わかってきた……）

　蛮勇と無謀は違う。

　けれど、必ず危険性リスクを冒さなければならない時が──『冒険』をしなければいけない日がやってくる。

　それが一年後か一日後か、あるいは数秒後なのかはわからないけど。

　その時を乗り越えるために、養わないといけないんだ。色々なものを。

　常に最善を模索する。準備しておく。心構えを持っておく。

　第一級冒険者と呼ばれる人達は、きっとそうしてきたんだ。後悔、しないためにも。

　ダンジョンの洗礼を受けた僕は、また一つ、冒険者として成長できたような気がした。

　新しく得た武器、輝白のナイフを握り締める。




　そこで不意に────ぱちぱち、と。




　張り詰めた迷宮に似つかわしくない、『拍手』の音が響いた。

「えっ？」

　一瞬、間抜けな声を落としてしまう。

　モンスターが冒険者に拍手をするなんてありえない。普通に考えれば同業者だ。けど、この滝壺には僕以外の人影はなかった筈。

　思考をさまよわせながらゆっくりと背後を振り向くと、そこには──。

「────」

　視界に広がるのは26階層へ続く巨大な滝口。
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　その大自然の景色を背にしながら水晶の岩場に腰かけていたのは、透き通った緑の鱗うろこと魚の尾びれ。『巨蒼の滝グレート・フォール』と同じ緑玉蒼色エメラルドブルーの下半身に反して、人の体を持つ上半身は薄い藍色に染まっていた。

　滑らかで瑞々みずみずしい肌、形のいい剝き出しの乳房、下半身と同色の長い髪、耳の代わりに生えた可愛かわいらしい鰭ひれ。そして翡翠ひすいのように美しい瞳ひとみ。

　貝と真珠の髪飾りを揺らす『彼女』に息を呑のみながら、僕は呟つぶやいていた。

「『マーメイド』……」

　怪物モンスターにはありえない美貌を持つ『人魚』に目を奪われる。

　閃燕イグアスとの演武を繰り広げた僕を称えるように、あるいは純粋に感心するように、『彼女』は笑いながら無邪気に手を叩いていた。
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「【雄々しき戦士よ、たくましき豪傑ごうけつよ、欲深き非道の英傑えいけつよ。女帝おうの帝帯おびが欲しくば証明せよ】」

　歌声が紡つむがれている。

　モンスターの凶悪な咆哮ほうこうを縫って響くのは朗々たる詠唱だった。敵の爪つめや牙を躱かわすアイシャは、大朴刀だいぼくとうと長い脚から放たれる足刀で攻撃を続けながら呪文じゅもんを重ねる。

『並行詠唱』である。

「──【飢える我わが刃なはヒッポリュテー】！」

　複数のモンスターを相手取りながら攻撃・回避・詠唱を同時展開する女戦士アマゾネスは瞬く間に呪文を終了させ、己の『魔法』を解放した。

「【ヘル・カイオス】！」

　地に叩きつけられた大朴刀より鮫さめの背びれを彷彿ほうふつさせる巨大な斬撃波が放たれ、進路上にいたモンスターの群れを爆砕する。前面に並んだ強固な複数の金属蟹ブルークラブはもとより、空中で浮遊する巨大蚊デヴィル・モスキート、更には水中にいた大型級の大水蛇アクア・サーペントまで両断してのけた。

「水流まで斬りやがった……」

「ベル・クラネルも大概だが、やはり【麗傑アンティアネイラ】も相当だな……」

　パーティ本隊の守備に回っていたヴェルフと、怪我人を背負う桜花オウカがその光景に戦々恐々する。陸上だけでなく水流まで縦断し水底を露出させた斬撃波ヘル・カイオスは前方の障害をまとめて吹き飛ばしていた。

　断たれた水路にざざぁと水が戻ってくる中、たった一人でモンスターを相手取っていたアイシャは大朴刀を肩に担ぎ、ヴェルフ達の方を振り向く。

「さ、道が空いているうちにとっとと行くよ。囲まれでもしたら私もあんた達を守り切れないからね」

「あんだけ一人でモンスターを倒しておいて、よく言うわよ……」

　抜きん出た第二級冒険者に呟くのはルヴィスに肩を貸すダフネである。

　重傷のエルフの冒険者達を運ぶパーティは今やアイシャに全ての負担を背負ってもらっていた。迷宮の進行を再開させる中、汗をかく彼女にリリがちょろちょろと動いて二属性回復薬デュアル・ポーションを手渡す。

「アイシャ様、大丈夫ですか？」

「問題ないよ……って強がっておけばいいかい？　ま、あんた達の馬鹿みたいな『魔剣』の援護があるから、この調子ならいけるよ」

　壁の一角から落ちる細い滝に手を伸ばし、ごくごくと喉を鳴らしながらダンジョンの水を飲んだアイシャは口を拭いながら答えた。

【モージ・ファミリア】の冒険者達を抱えるのは桜花オウカ、命ミコト、ダフネ、更に非力な春姫ハルヒメまで動員した四名。ここに千草チグサを背負うカサンドラを加えれば、五名もの隊員パーティ・メンバーが戦闘に加わることができなくなっている。いくらアイシャが奮闘しているとはいえ、それは『下層』を進む上で非常に際どい数字であった。

　しかし、そこで短剣型の『クロッゾの魔剣』を持つヴェルフとリリが絶妙な支援カバーを行っていた。速度に優れた高威力の援護射撃がアイシャの手の届かない箇所のモンスターを何度も焼き払うことで、パーティは今のところ危うげなく進むことができている。

「『強臭袋モルブル』が使えれば良かったんですが……」

「水棲のモンスターは陸おかの臭いに大して反応しないって、さっき聞いただろ？　あの『強化種』も嗅覚はないらしいしな。それに今あのとんでもない臭いを放てば、怪我人あいつらに止とどめを刺すぞ？」

　強烈な異臭を放ってモンスターを寄せ付けない臭におい袋ぶくろに触れるリリに、ヴェルフが冗談交じりに返す。その言葉虚むなしくパーティを包む過度な緊迫感は薄れないまま、蒼水晶の迷路を進んでいると……先頭に据わるアイシャがぴくりと肩を揺らした。

「アイシャ様？」

「モンスターか？」

「いや、この足音は──同業者だ」

　アイシャの言葉にリリとヴェルフがはっとする。横穴のある曲がり角までパーティが進むと、彼女の言葉に違わず冒険者達と鉢合わせした。

「ドルムル、か……？」

「ルヴィス、ルヴィスか!?　お前、生きとったんか!?」

　ダフネの肩からルヴィスが顔を上げ、相手のパーティにいるドワーフも声を上げる。糸のように細い目に、大きな鼻、ドワーフにしては一七〇Ｃセルチに及ぶ高身長。兜ヘルムを始め土色ブラウンの重装で身を包んでおり、両手には巨大な戦鎚せんついを持っている。

　リリ達はすぐに察した。彼がルヴィスの語っていた【マグニ・ファミリア】の団員なのだと。

「ドルムル、様ですか？　リリ達は【ヘスティア・ファミリア】、今は遠征中です」

「【白兎の脚ラビット・フット】のとこの！　じゃあ、おめえらもあの『強化種』に襲われて……！」

　手早く紹介を済ませると、蔦つたを纏う千草チグサを見やるドルムルもすぐに悟ったようだった。

　相手のパーティはドルムルを含め四名のパーティ。全てがＬｖ．３の強者のドワーフで、強固な全身型鎧フルプレートを装着している。が、今やその鎧はどこも破損しており、パーティの損耗状況を物語っていた。

　更に、全員が例外なく『宿り木』に寄生されていた。

「お前、動けるのか？　この『宿り木』を食らって……？」

「だ、だははは！　オラはドワーフじゃ、ひょろひょろなエルフとは鍛え方が違うんじゃ！」

　桜花オウカの驚嘆を訛なまりのある語調でドルムルは笑い飛ばしてみせる。

　が、目の下を隈くまのように黒くする彼の言葉が強がりであることは明白であった。

　パーティのために、自分の身を押して強行軍に臨んでいるのだろう。

「ふっ……そうだな、足手纏いになっている妖精われわれより、貴様等ドワーフの方がよっぽどマシだ……」

「お、おい……お前がそんなんで、どうするんじゃ……」

　ルヴィスが自嘲の笑みをこぼすと、ドルムルは張り合いのないその姿に調子を失ってしまう。ドワーフといがみ合う筈のエルフの憔悴しょうすい振りに、弱り切った表情を浮かべた。

「ドルムル……貴様、捜索依頼クエストのパーティは発見したか？」

「……ああ、見つけただ。死体、でな。……ここより下、『下層』の安全階層セーフティポイントで」

「安全階層セーフティポイントっ？」

　表情をあらためて柳眉を吊り上げるルヴィスに、ドルムルが沈痛そうに頷くと、その意外な単語を聞いてリリがおうむ返しをした。

「そうじゃ。人目がつかないところに隠されておった。雑に喰われて干乾びた死体には、『蔦』が巻き付いて、『花』まで咲かせておった……」

「そ、それじゃあ……」

「んだ。あの『強化種』、安全階層セーフティポイントに待ち伏せをして、冒険者を殺したんじゃ」

　その話を聞いてリリ達に衝撃が走った。

　モンスターが産まれない安全階層セーフティポイント。冒険者の気が緩むことをあの『強化種』は知っていた上で奇襲したのだ。獲物が隙すきを見せる、その時を狙って。

「今更驚くことなんてないと思ってたけど……つくづく要らない知恵をつけているようだね、あの化物は」

　アイシャの忌々いまいましそうな感想が全ての者の心情を代弁していた。

　冒険者の習性を学んだモンスター。前例がない存在に「『血濡れのトロール』よりやばいっていう話、あながち噓うそじゃなさそうだ」とアマゾネスの悍婦かんぷは締めくくった。

「他に、何か情報はありませんか？　あの『強化種』の生態や弱点をもし知っていたら……」

「いや、オラ達も急いで宿場街リヴィラに引き返す途中に襲われちまったから、生憎あいにくそこまでは……ただ殴っても斬ってもあのバケモンは堪こたえんかった。オラのとっておきの雷の『魔剣』も、大して効いとらんかったしな……」

「やはり、目に見えて有効だったのはベル様の速攻魔法ファイアボルトだけ、ということですか……」

「弱点は『炎』、ってことだな。……リリスケ、赤の『魔剣』を出してくれ。俺おれが使う」

　ドルムルの説明を聞いて、ヴェルフとリリが装備の変更を行う。

　雷系の短剣型を持っていたヴェルフは、バックパックから長剣型の『魔剣』を受け取り、斜めがけしている背中の剣帯に取り付けた。

「おめぇらは、これからどうするつもりなんじゃ？　オラ達はこんなんだ、頼むから同行させてもらいたいんじゃが……」

「構いません。緊急事態の折に助け合うのは冒険者様達の規則ルールです。リリ達はこの階層の連絡路前を目指して拠点を設ける予定です」

　ドルムルの懇願を受け入れたリリは現在の方針を素早くかつ、的確に語る。

　理解して彼女に賛成の意を示したドワーフはちらりとルヴィスを支えるダフネを一瞥し、ぎょっとする彼女に大股で近寄った。

「貸せ！　そんなひょろひょろな荷物、オラ達が持っちゃる！」

「ドルムル、お前……」

「勘違いするんでねぇ！　オラ達は情けねえことに、もう碌ろくに戦えねえ！　道具アイテムも『魔剣』も使いきっちまった！　けど……サポーターの真似まね事ならできるわ！」

　ダフネから強引ごういんにルヴィスを奪い、その大きな肩に背負う。他のドワーフ達も同様だった。命ミコトや春姫ハルヒメ、桜花オウカからエルフ達を預かって担ぐ。驚くエルフの青年にドルムルは唾を飛ばしてそれ以上の言葉を遮さえぎった。感謝なんかするなよ、と言外に告げるように。

　一方で種族特有の強靭性タフネスに感嘆するのはリリ達だ。こういった損耗時、ドワーフほど頼もしい種族はいない。重戦士ヘビーファイターとして冒険者達が頻りに募集する理由の一つだった。

「あ、ありがとうございます！　何とお礼を言ったらいいか……！」

「ほんと助かったよ、ありがとう」

「な、なんてことはねぇべ！　こんな力仕事はオラ達ドワーフの仕事じゃ！　か、かかかっ、可憐かれんな女子おなごにさせるもんじゃねえ！」

　庇護欲をそそる垂れ目のカサンドラとぱっちりとした吊り目のダフネ、太陽神アポロンに求愛されるだけの美少女二人にそっぽを向くドワーフは、どもりながら耳まで赤くした。他の老け顔のドワーフ達の反応も似たり寄ったりだ。

　彼等の振る舞いに「好ましい方々で良かったです」と冒険者に拒否反応アレルギーを持つリリもくすりと笑う。

「話は済んだかい？　行くよ」

　アイシャの声にみなが従う。

　ドワーフのサポーターを加えたことでパーティはより大所帯に、しかし先程までより動きが軽くなった。桜花オウカ達も戦闘要員に復帰する。

「ところで、ベル・クラネルはどうしたんじゃ？　えーと、そこの、ル、狐人ルナールの別嬪べっぴんしゃん？」

「……ベル様は」

　ダフネ達以上の美貌の春姫ハルヒメに緊張するドルムルが、ベルのことを尋ねている。

　そのすぐ後ろの会話を聞きながら、リリはぎゅっと、両手で摑んでいるバックパックの帯を握り締めた。
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　拍手の音が、滝音に紛まぎれて依然と響いている。

　呆ほうけている僕に『彼女』は、人魚マーメイドは子供のように翡翠の瞳をきらきらと輝かせていた。

　見た目は、人の年齢に置き換えれば僕より少し上、アイズさんと同じくらいだろうか。迷宮真珠アンダー・パールを用いた貝と真珠の髪飾りは水辺にいる彼女によく似合っている。

　人間に拍手をするモンスター……人に友好的な素振りを見せる怪物の存在なんて、僕は一つしか知らない。

「君は……」

　呆然としながら唇を動かすと、彼女は可愛らしく小首を傾かしげた後、はっと目を開いた。

　口に手の平を当てて、いかにも『いけねっ』って顔をしている。

　まさか、やっぱり──。

　竜の少女ウィーネの顔が脳裏を過よぎった、その瞬間。

『アアアアアアァ！』

「っ!?」

　遥か上空より、翼を打つ音と、甲高かんだかい啼き声が降ってきた。

　頭上を振り仰いだ僕の視界に映るのは『ハーピィ』と『セイレーン』。大空洞の上方を飛んでいたモンスター達がこちらの存在に感付いて、猛禽もうきんのごとき双眼をギラギラと輝かせていた。あれだけ閃燕イグアスと派手に立ち回れば、気付かれないわけないか……！

『！』

　僕が歯嚙がみしていると『彼女』は半人半鳥ハーピィ達に肩を跳ねさせて、急いで水中に飛び込み逃げてしまった。はっきり言ってめちゃくちゃ後ろ髪を引かれるけれど、今は意識の外に追い出すしかない。

　閃燕イグアスにごっそり体力を奪われたまま、僕は有翼のモンスター達との連戦に臨んだ。

『シャアアアアアアアアッ！』

『────────アァッ!!』

　半人半鳥ハーピィと歌人鳥セイレーンは同じ女面鳥体のモンスター。

　一方は臙脂えんじ色、もう一方はきつい黄色の羽毛に包まれており、深い皺しわと溝が刻まれた相貌が老婆ろうばよりも醜いのは共通だ。『水の迷都みやこ』にそぐわない糞尿ふんにょうのごとき体臭も頻りに鼻をつく。こうして見ると、やはり『異端児ゼノス』のレイさんやフィアさんの逸脱振りがよくわかる。

　同一の女面鳥体のモンスターではあるが、半人半鳥ハーピィはより飛翔能力に優れ、歌人鳥セイレーンは『怪音波』という飛び道具を持つ。つまり攻撃の差異は近距離と遠距離。僕は鋭い鉤爪かぎづめを構えて降下してくる半人半鳥ハーピィを迎え撃ちながら、頭上を滞空して『怪音波』を放つ歌人鳥セイレーンに注意した。

「ふッッ！」

『ゲエッ!?』

　鉤爪の回避と連動して《神様のナイフ》を一閃させる。首を断たれた半人半鳥ハーピィから血潮と無数の羽毛が飛ぶ中、一斉に飛びかかってくる残りの群れにも《白幻はくげん》をお見舞いした。

　神様とアイズさん、あの二人と一緒に遭難した『ベオル山地』でも半人半鳥ハーピィの戦いは目にしている。地上の個体よりは遥かに素早いけれど、それでも攻撃手段を知っているということは大きな優位性アドバンテージを保った。閃燕イグアスを斬り続けて疲労している体も、この程度の相手ならば息切れしない。以前の僕にはないＬｖ．４の強靭性タフネスを実感しながら、最後の半人半鳥ハーピィに左足のつま先を叩き込み、顎あごを蹴り砕く。

『──────アアァッ!!』

　すかさず放たれた歌人鳥セイレーンの『怪音波』を飛び退いて回避する。着地した浅瀬から水粒が跳ねるのを脇に、超音波を浴びた群晶クラスターの一部が罅割れてばらばらと崩れてしまった。レイさんほどではないけれど、やはり脅威になりうる威力だ。

　都合四匹いる歌人鳥セイレーンは僕との接近戦を警戒して、空中から下りてくる気配はない。

　それなら……。

「【ファイアボルト】！」

『!?』

　伸ばした右腕を左手で摑み、遠慮なく『魔法』を発動した。

　精神力マインドだけは有りあまっている。空中を自在に飛ぶ四匹の歌人鳥セイレーンを何度も撃ち損じながらも、僕は『速攻魔法』の特性をここぞと十分フルに発揮した。

　速射して、乱射する。

　幾度となく宙を貫く高威力の炎雷。『怪音波』も撃ち返せず必死に避け続けていた歌人鳥セイレーン達の動きも次第に陰りを見せ、すかさずそこを狙い撃ちした。炎の雷に射抜かれた四つの死骸が滝壺──湖の中央に墜落する。

「ふぅ……」

　突き出していた右腕を下げる。

　これで敵は全部倒したけど……流石さすがに『彼女』はもう戻ってこないだろうか。できれば色々確かめたいことがあったのだけれど。

　静かになった水辺を見回していると……ばしゃり、という何かが上がる音がした。

　僕は先程の人魚マーメイドが戻ってきたのかと肩を揺らし、構えを解いて振り向く。

『──ウフフ』

　岸辺近くの水晶に上がったのは、確かに魚の下半身を持つ人魚マーメイドだった。けれど、

（違う──さっきの人魚マーメイドじゃない！）

　本物のモンスターだ！

　水晶の岩礁に上がっている影は二つ。まるでしおれた植物のような、くすんだ緑の髪を持った半人半魚『マーメイド』。この階層域の稀少種レアモンスターの一匹でもある。半人半鳥ハーピィ達よりはマシな容貌をしているけれど、真っ白な眼球や血の気が一切いっさい感じられない青白い肌はやはりおぞましい。

　隙を晒してしまった僕に、二匹の『マーメイド』はニタリと笑いながら喉を震わせる。


『ラアァァァ────…………』



　高い声音で、妖あやしく、旅人を惑わすような破滅的な『歌』が紡がれた。

（不味いっ!?）

　出し抜かれた僕は、遅きに失したことを理解しながらも両の耳を塞ふさいだ。

　直接的な戦闘能力がほぼ皆無の『マーメイド』が持つ唯一にして極悪の武器、それが歌声による『魅了チャーム』だ。

『魅了チャーム』だけは数ある『異常効果』の中でも特別であり、最も質たちが悪い。心理的要因による症状は道具アイテムで解除できず、『耐異常アビリティ』でさえも防げないのだ。言わば『精神攻撃』である。

　歌声で惑わした冒険者を、ある時は水中に誘い込み、ある時は錯乱させて仲間割れを引き起こす。防ぐ手段は耳を塞ぐか、人魚の破滅的な歌声に屈しない精神力で対抗するしかない。

　まんまと『マーメイド』の歌声を聞いてしまい、僕が歯を食い縛っていると──。


「…………あれ？」



　──何も異常は起こらなかった。

　引き寄せられることもない。ふらふらと水中に導かれもしない。心がピクリとも動かない。

　未いまだ破滅の歌が響く中、耳から離した両手を見下ろして頻りに首をひねってしまう。

　岩礁に座るモンスター達も『魅了チャーム』が全く効いていない僕の姿に、明らかに動揺していた。

「えーと……【ファイアボルト】？」

『ピギャアアアアアアアアアアアアア!?』

　取りあえず右手を突き出して炎雷を放っておくと、見事直撃した『マーメイド』達は悲鳴を上げて水中に逃げ帰っていった。

「何だったんだ、一体……」

『魅了チャーム』を無効にする高価な装身具アクセサリーや魔道具マジックアイテムなんて身に付けていない筈なんだけど……。

　あ、でも、モンスターの『魅了チャーム』なんて話にもならないらしい『美の神』の魅力……イシュタル様とすったもんだしたこともあるし、耐性が知らずできてた、とか？

　汗を流す僕は、先程からじんわりと熱を帯びている気がする背中を指でさすった。

「……平気ヘイキ？」

　そこで、聞こえてきた鈴のような美しい声に、僕は今度こそはっとする。

　真横を向くと、岩の形に似た岸辺の水晶から『彼女』が小さく顔を出し、僕のことを案ずるように窺うかがっていた。下半身は水中に浸したまま、陸に上げた上半身を隠して、おずおずと。

　しばらく固まっていた僕は、相手を刺激しないようにゆっくりと歩み寄る。

　警戒心が薄いのか、好奇心が強いのか。怪物モンスターが喋しゃべっても危害を加えず逃げ出しもしない僕を不安そうに、あるいは興味深そうに見つめている。

　さっき、確かに人語を口にした。

　やっぱり、間違いない──。

　水晶の陰に隠れる彼女の目の前で、片膝ひざをつき、僕は尋ねた。

「君は……貴方は、『異端児ゼノス』なんですか？」

　その『異端児ゼノス』という言葉を聞いた瞬間、翡翠の瞳が見開かれた。

　次の瞬間──なんと──隠れていた水晶から飛び出して僕の首に両腕を回してきた。

「いいぃ!?」

　隠れていた筈の上半身、十分な膨らみを持った胸の谷間がしっかり視界に飛び込んで、思わず仰け反りそうになったけれど、首に回った彼女の両腕がそれを許しはしない。

　馬鹿みたいに真っ赤になっていると、人魚マーメイドは首もとに鼻をくっつけ、すんすんと鳴らした。

「レイ達ノ匂ニオイ……」

　耳朶じだを撫なでる、レイ、という名前に、僕は驚いて正気を取り戻した。

　同じ『異端児ゼノス』、歌人鳥セイレーンのレイさんのことを知っている。

「えっと、他の『異端児ゼノス』を知っているんですか？　リドさんとか、グロスさんとか……」

「ウン、知シッテル。リドハ、可愛カワイクテ……グロスハ、恥ズカシガリヤ。ネ？」

　薄い両肩を持って首もとから引き剝はがすと、人魚マーメイドは首を小さく傾けて笑いかける。

　可愛い……恥ずかしがり屋……何だか僕の知ってる蜥蜴人リザードマンと石竜ガーゴイルとは合致しないけど……でも、この様子はもう間違いないようだ。

『異端児ゼノス』の同胞。ここで会えたのは、運がいいと言えるのだろう。

　首に回している腕を何とか離してもらった僕は、じーと至近距離からこちらを見つめている彼女にまず何を聞くべきかと散々悩んだ後、口を開いた。

「あの、僕、ベルっていいます。貴方は？」

　僕が最初にやったことは、名前を教えることと、名前を尋ねること。

　人にそうするように言葉をかけると、彼女は緑玉蒼色エメラルドブルーの髪を揺らし、再び小首を傾げた。

「……？」

「あー……ベル、ベル、ベル……」

　不思議そうな表情を前に、自分を指差しながら名前を口にする。

　人差し指で自分のことを示すこと数度、人魚マーメイドの顔に、ぱあっ！　と花のような笑みが咲き、ぱんっと両手を叩いた。

「ベル！」

「うん、そう」

「私ワタシ、マリィ！」

　名前を覚えてもらうのと一緒に、名乗ってもらえた。

　人魚マーメイドのマリィさん、か。

　まだよくわからないけど、ウィーネやレイさん達と比べてちょっと意思疎通の力が低い、のかな？　言動が幼いというか拙つたないというか……。

　ひとまず次に何を尋ねるか考えていると──彼女はおもむろに、ぶちっ、と。

　くわえた人差し指を嚙み切って、血が滲にじんだ先っちょを僕の鼻先に差し出した。

「ベル」

「は、はい？」

「食タベテ？」

　は……？

　思考が止まって口をあんぐりと開けていると、マリィさんはそのまま指を僕の口内にずぼっと突っ込んできた。って、ちょおっ!?

「舐ナメテ？」

　へあっ!?

「吸スッテ？」

　ええええええええええええええええええ!?


　あっという間に顔面全体を沸騰ふっとうさせていると、人魚マーメイドの人差し指は円を描くように僕の口内を蹂躙じゅうりんしてきた。って、ぎゃー!?　口の中で蠢うごめかさないでー!?　指が舌に絡からみついてぇぇ……!?



　真っ赤になって汗を噴いて呼吸困難に陥おちいって、咄嗟に摑んだ右手ごと引き抜こうとするも、マリィさんはそれを拒んで指を鉤フックに変えて歯茎はぐきに固定してきた。痛い痛い痛い!?

「早ハヤ～ク～！」

　ぐいっと身を乗り出されて上半身まで密着された僕は、もう、体が石のように硬化する。怪物モンスターとは言え美貌の少女に迫られ……涙目になりながら従ってしまった。

　舐めて、吸って……口の中に溜たまった唾液を、飲んだ。

　舌で指を舐めても彼女はくすぐったそうな素振りを見せず、にこにこと笑っている。もういいかと離そうとすると「モット！」なんて言われてしまう。

　顔がありえないほど熱い。耳から煙が出ている。比喩抜きで。

　はっきり言って、こんなに羞恥に苛さいなまれるのは初めてかもしれない。でなくても確実に生きてきた中で三番目には入る。アイズさん達の水浴びを見てしまった時とか、遊郭で春姫ハルヒメさんに押し倒された時とか、それと同列の破壊力……！

　何故なぜか脳裏に、親指を立てる祖父の清々しい笑みが過った。

（傍はたから見たら、恋人同士よりもっとトンデモないことをやっているんじゃあ……!?）

　脳裏に追加される人影。両腕を組んで仁王立ちする神様とリリ、じーと見つめてくるアイズさん、おまけにちっとも笑っていない目で微笑ほほえむエイナさん。

　わけもわからず体が猛烈にガタガタし始めた時……僕はようやく、その変化に気が付いた。

「ふぁ、ふぁれ？」

　あれ？　と口にしながら自分の両手と体を見下ろす。

　残っていた倦怠感けんたいかんが、閃燕イグアスとの交戦で削られた体力が、回復している……？

（いや、これは……全快？）

　驚愕きょうがくをあらわにしてしまう。間違いない、完全回復だ。

　啞然あぜんとする僕に目を細めるマリィさんは、ようやく指を抜いてくれた。それと同時に気付く。彼女の『血』が僕の体を癒いやしてくれたのだと。

「あ、『マーメイドの生き血』……」

　稀少種である人魚マーメイドから発生する『ドロップアイテム』。回復系の道具アイテムの素材にされるそれは加工せずとも体力を回復させ、傷を癒し、毒まで解毒してしまうという。あの『ユニコーンの角』とも並ぶ限りなく稀少な品……。

　そうか、傷付いた僕の体を心配して、治そうとしてくれていたんだ……。

「あの……すいません、ありがとうございます」

　僕が感謝を込めて頭を下げると、人魚マーメイドの『異端児ゼノス』はにこりと笑い返してくれた。

　と……ねばー、と唾液にまみれる自分の指を見つめるマリィさん。それを目にした瞬間、僕は強引に彼女の手首を取っていた。

　着ている『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』の裾すそを引っ張って、ゴシゴシゴシゴシッ!!　と超高速で指を拭ふき始める。きょとんとするマリィさんの目の前で、顔を真っ赤にしながら自分の唾液を撲滅しにかかった。仕上げに水面に指ごと手を突っ込んでよくすすぐ。

　ぜぇ、ぜぇ……!?　と盛大に肩で息をする僕は、回復したのにもう力つきそうだった。

「アッチ、行コウ？」

「え……？」

「ココハ、嫌イヤ」

　とんとんと肩を叩かれた僕が顔を上げると、マリィさんは不安そうな表情を浮かべていた。

　視線を追うと、遥か頭上ではまた新しくダンジョンから産まれ落ちたのか、半人半鳥ハーピィか歌人鳥セイレーンと思しき影が羽ばたいていた。そうだ、『異端児ゼノス』も同族モンスターに襲われるんだった……。

　確かにここの大空洞は見晴らしはいいしモンスターの標的になりやすい。もしかしたら新しくこの階層に来た冒険者に崖から見られてしまう可能性だってある、僕は場所を移そうというマリィさんの意見に同意した。

「えっと、あっち、ですか？　迷宮の方……？」

「ウン」

　マリィさんが指差すのは大空洞北東の洞穴。陸を歩ける僕はいいとして半人半魚の彼女は無理なんじゃあ、と思ったけれど、何とか相手の身振り手振りを解読したところ、滝壺の底には穴が空いていてそれが迷宮の水路に繫がっているらしい。『巨蒼の滝グレート・フォール』から落ちたモンスターはこの経路からまた崖内部に戻れるのか。

　水中に飛び込むマリィさんと別れて、浅瀬を出る。蒼桜アジューラを見上げながら僕は再び水晶の迷宮に戻ってきた。

「あれ……合流する、って言ってもどうしよう？　滝壺がどこの水流に繫がってるなんて、わからないし……」

　根本的な問題に思い当たり、既に複雑になっている岐路の真ん中で途方に暮れてしまう。

　しまった、ちゃんと話し合うべきだった……。

　僕がそんな風に頭を抱えていると──『歌』が聞こえてきた。

「あ……」

　滑らかで美しい玲瓏れいろうたる歌声。

　歌詞のない、ラ、ラ、という音の集まりは人を惑わす怪物モンスターの破滅の唄なんかじゃない。

　引いては寄せる波のような、あるいは月夜の海を彷彿させるような、穏やかで優しい旋律メロディだ。

「迷宮に、響く歌……」

　心を震わせるその歌に、導かれるように進路を選ぶ。

　モンスターと遭遇することもなく歩みを重ねることしばらく、小規模の広間ルームに出た僕の視界には、水と陸の境目に腰かけて歌を口ずさむ一人の人魚マーメイドが映った。

　月明かりにも似た水晶の光を浴び、目を瞑つむって、微笑みながら歌を口ずさむその姿は、心が奪われてしまうほど美しく、幻想的なものだった。

「ベル♪」

　こちらに気付いた人魚マーメイドが手を振ってくる。我に返った僕もいそいそと近付いた。

　広間ルームには水流ではなく泉が存在し、マリィさんはその岸辺の水晶岩に座っていた。氷のような蒼い水晶に囲まれる彼女のもとまで赴いた僕は……あらためて赤面してしまった。

「？」

「あ、いや、その……」

　言葉を濁す僕の目には、彼女の無防備な上半身が映っている。特に、その胸が。

　色々あってそれどころじゃなかった先程はともかく、こうして正対するとどうあがいたって目に入ってしまう。左右から垂れている長髪の房がぎりぎり隠してはいるんだけれど……。

　胸もとが何度もちらついて僕が紅潮していると、マリィさんは合点がいったようにまた手を叩いた。

「待ッテテ！」

　笑顔で泉に飛び込み、待たされること一分。

　勢いよく水面から飛び出して、緑玉蒼色エメラルドブルーの長髪を後ろにかけ上げる彼女に、僕は慌てて腕で顔を覆おうとしたけれど、胸を覆っているそれに気付く。

「か、貝の下着したぎ……？」

「ベル達ト一緒イッショ！」

　水中の中でマリィさんが身に付けてきたものは、貝と糸で作られた……その、えーと、あー……ぶ、胸部下着ブラジャーだった。青い貝殻が藍色の双丘に吸いついている。

　僕達と一緒、っていうのは服のことだろうか。まぁ確かにアマゾネスは似たような格好だけれど……。貝と真珠の髪飾りといい、マリィさんは冒険者達の服飾に興味を示して、自分でも真似しているのかもしれない。

　どう？　どう？　と腕を広げて見せてくる人魚マーメイドに苦笑しつつ、幼い女の子みたいだと、微笑ましく思ってしまった。

（それにしても……やっぱり顔は見惚みとれるほど綺麗きれいだし、お洒落もしてるから、今まで他の冒険者にバレなかったのかな……）

　という僕の視線に気付いたのかそうじゃないのか、笑みを漏らす人魚マーメイドは髪をいじり出した。

　いつもはこうしているよ。そんな風に言うみたいに、濡れた長い髪を顔の方に下ろす。

　べたー、と緑の髪が顔に張り付いて、目を含めた大部分が見えない。唇がニコニコと微笑んでるけど、うん、これならバレない……というか結構怖い。

　これが神様が言ってた『ほらー』ってやつなのかもしれない。

（今まで会ってきた『異端児ゼノス』とは、ちょっとズレてるような……）

　僕に拍手をしてきたり、心配して声をかけてきたのもそう。

　無邪気で、言動が幼い。好奇心も旺盛おうせい。リドさん達を知っている時点でダンジョンから産まれてきたばかりということでもないだろう。

　会った時から何となく思ってたけど、やっぱりレイさんやウィーネとも違う。

　何というか『異端児ゼノス』じゃなくて……自我が薄いと言われている『精霊』みたいだ。

「えっと、それで、マリィさん……」

「マリィサン？　私ワタシ、マリィ」

「いや、これはさん付けって言って、人の文化みたいなもので……」

「マリィ、ダヨ？」


「…………マリィ」



　顔を近付けてくる彼女の無邪気な振る舞いに、ここでも押し切られてしまう。

　きゃっきゃっとはしゃぐ人魚マーメイドの美少女に、僕はさっきから顔が赤くなりっ放しだった。

「……マリィ、それでね？　この階層に、リドさん達は……他の『異端児ゼノス』はいるのかな？」

「リド達ハ、上ニ行ッタヨ？」

　もう割り切ってウィーネと接するように応対すると、マリィは水晶の天井を見上げる。

　上？　『中層』ということだろうか？　それとも……地上？

　疑問を覚えつつもそれ以上の追求はしなかった。リドさん達の助けは得られないということだけを認識する。

「レイ達ハ、イツモ一緒」

「えっ？」

「私ハ歌人鳥レイミタイニ飛トベナイシ、蜥蜴人リドミタイニ歩アルケナイ」

「……」

「ダカラ、ズット水都ココデ、オ留守番ルスバン」

　拙い言葉を途切れ途切れに並べながら、マリィはすねたように口を尖とがらせた。

　それは陸上では行動できない人魚マーメイドが故の不満だった。この口振りからすると、もしかしたらウィーネともまだ会ってないかもしれない。

　こちらの思考を他所よそに、マリィは陸に横たえた尾びれをぴちぴちと鳴らしながら、水晶岩に両手をついて身を乗り出してくる。

「ベル、オ話ハナシシヨウ？」

　同胞以外で自分を受け入れてくれる来訪者ぼくに、マリィはとても嬉うれしそうにせがんだ。

　頰を染めて破顔して、初めての客人に喜んでいる。本当に、『精霊』のようだ。

　こんな状況じゃなかったら、いくらでも付き合ってあげたかったけど……。

「マリィ、聞いて？　僕、仲間のところに帰りたいんだ」

「……？」

「人間ひとがいそうなところに、案内してくれないかな？」

　目線を揃えて彼女に訴える。

　出鱈目でたらめにダンジョンを回ってもリリ達と合流できるわけがない。水中に引きずり込まれ別れてしまったあの広間ルームに戻ることも地図マップがない今は困難だ。僕は何としても、この階層の勝手を知っているであろうマリィの協力を仰ぎたかった。

　マリィは僕のその願いに対し、眉まゆを悲しそうに下げて、顔を横に振った。

「行ッチャ、駄目ダメ」


「えっ……？」



「今、水都ココニハ怖イ『モノ』ガイル」

　動きを止めた僕は、彼女のその言葉にはっとする。

「マリィ、あの『強化種』を知っているの？　えっとっ、緑で、大きくて、目が黄色の……！」

「……ウン」

　同じものを認識しているのか確かめるため片っ端から特徴を列挙すると、人魚マーメイドは頷いた。

　マリィはあの苔の巨人モス・ヒュージを知ってる！

「ベルノ同胞オトモダチヲ、イッパイ食タベテタ……スゴク、怖イモノ」


「っ……！　あのモンスターを何とかしたいんだ！　どこにいるか、わからない!?」



「嫌イヤ。駄目ダメ。ベル、行カナイデ」


「マリィ……！」



　僕の訴えにマリィはずっと頭かぶりを振った。

　それどころか彼女の警告を無視しようとする僕を引き止めようとする。『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』の裾を細い指でぎゅっと握ってきた。

「ベルモ、私モ、食ベラレル。……怖コワイ。ミンナ、怖イノ……！」

　悲痛な声を上げて抱き着いてくるマリィに、僕は唇を嚙んだ。
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　ぽたぽたと、濡れそぼった体から滴が落ちる。

　滴る水と合わせて乱暴に振り下ろされる足が水晶の地面に罅を入れた。彼は苛立いらだちを隠さず、迷路の一角を進んでいく。

　太い五指が体の表面を撫でる。見事に焼き払われた苔こけが痛みとなって彼を苛んだ。あのニンゲンの、白い髪の少年が放った火炎によるものだ。『狩人』たる彼が『兎うさぎ』ごときに出し抜かれ、まんまと手傷を負ってしまった。水流から帰還した体が怒りで震える。

　だが、まぁいい、と。

　あの白髪の少年は滝に落ちた。彼は知っている。あそこから落ちればニンゲン達は助からない。木こっ端ぱ微塵みじんになって水面に脳漿のうしょうをブチまけた筈だ。それを思えば少しは溜飲が下がる。あの妙で厄介な火炎を受けることはない。

　しかし、念には念を入れておこう。彼はそう考える。通路を進んでしばらく再び水晶の柱を破壊し、迷宮の中に設けた巣穴の一つに身を滑り込ませた。

　そこには臭くなったニンゲンだったものが転がっていた。彼の非常食だ。それを乱暴に転がして身に付けているものを剝ぐ。彼はニンゲンたちが纏っている同じ装備に前から興味を示していた。これらの防具が同族の息吹も防いだのを見たことがある。太い指で不器用に自分の体へ巻き付けて押しつけたそれをジクジクと繁茂させた苔で覆い、強引に皮の下に取り込んだ。後は腹ごしらえのために非常食の死骸を綺麗に嚙み砕く。次はいよいよニンゲンどもの徒党を襲う番だ。

　ニンゲンどもが固まって移動していることは『種子たね』が教えている。一人一人ならば蹴散らすのは容易だが、あの数は厄介だ。いくら『種子たね』を植え付けたとはいえ多勢に無勢である。白髪の少年と同程度の存在感を放っていたあの褐色の雌めすも健在なのだ。先程の『罠わな』に直前で気付いた妙な鋭さもある、今度こそ逃がさないように確実な手段を用いるべきだ。

　──そうだ、久しぶりに『あの手』を使おう。

　沈黙してたたずんでいた彼は移動を開始した。

　母なる迷宮から武器も受け取らず、巣穴を出て、不気味な影を揺らしながら水晶の洞窟をさまよう。

　そして、『ある一団』を容赦なく襲撃した。
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「……？」

　その異変に最初に気付いたのは、アイシャだった。

「おい、どうした？」

「……妙だね、ダンジョンが騒がしい」

　用心深く辺りを警戒していたヴェルフが顔を上げ、先頭に立つ彼女に問いかける。

　アマゾネスの悍婦は髪を耳朶の後ろにかけながら、耳を澄ませた。

　現在地は階層北西部。崖内部でも高層に位置する。

　深蒼の水晶で作られる迷宮、いくつもの横穴が交わる広大な正規ルート、そこに伝わってくるひそかな『震動』を、Ｌｖ．４のアイシャは敏感に察知した。

「まさか、水流の罠トラップですか？」

「違う、そんなものじゃない。これは……」

　異変を察知したなら逃げろ。正体を察せずとも距離を取れ。それは冒険者の鉄則である。

　疼きを上げる己の勘に眉をひそめ、アイシャが指示を促そうとした瞬間だった。

「──っ！　モンスターが来ます！」

　先に、命ミコトが声を張り上げたのは。

　一早く察知した探知系の『スキル』の効力通り、前方の通路より多数のモンスターが姿を現した。

「モンスターの群れ……！　こんな時に！」

「仕方ないな、『魔剣』を使うぞ！」

　叫ぶ桜花オウカの隣から、紅の長剣の柄を摑むヴェルフが飛び出す。

　パーティ先頭のアイシャまで抜き、背中の『魔剣』を抜剣しようとした。

「──」

　そんな彼等を他所に、命ミコトが再び反応を示した。

　今度はその秀麗な相貌を、凍りつかせることによって。

「命ミコト様？」

「……背後からも、モンスターが──」

　訝いぶかしんだリリもそれを受けて硬直する。

　ばっと振り返ると、前方にも劣らない数のモンスターが、叫喚きょうかんと無数の足音を轟かせて押し寄せていた。

「なっ……!?」

「ちょ、ちょっとちょっと!?　右手からも来るわよ!?」

「斜めからも来ます!?」

　悪夢が哄笑こうしょうを上げるかのような進撃の音に、ダフネと春姫ハルヒメの悲鳴も木霊こだまする。

『魔剣』を解き放とうとしていたヴェルフが愕然がくぜんとし、瞠目する桜花オウカとともに背後を振り返る格好で固まった。『宿り木』に苛まれるルヴィス、ドルムル以下、エルフとドワーフ達もその顔を蒼白に染める。

「くそったれ、どうなってるんだ一体!!」

　四方八方、正規ルートへ侵入せんとするモンスターの塊にアイシャが悪態を放つ。

　そして、大朴刀を構えながら周囲を四顧していた彼女の眼は、それを捉えてしまった。

「なっ──」

　通路奥。

　押し寄せる怪物達の遥か背後より、のっそりと横穴から姿を現す醜悪な濃緑の巨人。

　その手は赤く染まっていた。冒険者のものではない、『モンスターの血』だ。

　アイシャは気付いてしまった。押し寄せるモンスターどもが上げる叫喚、あれは威嚇の声ではなく──悲鳴。『宿り木』を植え込まれた個体までいる怪物達は、背後より追い立てられるようにこの正規ルートへ駆け込んでいるのだと。

「……ふざけるんじゃないよ」

　苔の巨人モス・ヒュージの黄色おうしょくの双眼とアイシャの双眸そうぼうが視線を交える。

　こちらを射抜く無感動な怪物の瞳に、彼女は今度こそ罵声を放った。

「化物が、『怪物進呈パス・パレード』なんて!!」
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　ダンジョンが轟いている。

　それは重なり合うモンスターの咆哮か、あるいは怪物達の行軍か。

　この広間ルームに僅かながらも、けれど確かにびりびりと伝わってくる震動に、僕とマリィは驚きながら天井を見上げていた。

　ぱらぱらと水晶の破片が光の砂となって泉に落ち、いくつもの小さな波紋を広げる。

「……マリィ、聞いて」

　胸に抱き着いている人魚マーメイドの薄い肩に手を添えて、そっと剝がす。

　不安そうに僕のことを見上げる彼女に、言い切った。

「僕が、あいつを倒す。絶対に」

　人魚の双眸が見開かれる。

　子供を諭すように、『精霊』に請うように、怪物の少女に懇願した。

「マリィにもう、怖い思いなんてさせない。怖いものは全部、僕がやっつける。だから──連れてって」

　歯の浮くような台詞せりふだ。いつもの僕だったら赤くなって声がつっかえていたかもしれない。

　でも今だけは、すんなりと口にすることができた。

　冒険の仲間を助けるために、今も怯おびえているこの小さな肩を安心させてあげるために。

　僕は目の前で揺れる翡翠色の瞳を見つめた。

「……ワタシヲ、守マモッテクレル？」

　人魚マーメイドの少女は、首を傾げながら、ゆっくりと問い返す。

「うん、守る」

「ワタシヲ、助タスケテクレル？」

「──うん、助ける！」

　それだけは違たがえない。

　ウィーネに約束した時と同じように、同胞の彼女にも誓いを捧げる。

　力強く頷いた僕を見て、マリィの顔にぱっと笑みの花が咲く。

「イイヨ！　ベル、教エル！　私ガ、連レテク！」

　顔を綻ほころばせたマリィは顔を上げ、天井を見据えた。

　そして目を瞑り、胸に手を当てて、『歌』を紡ぎ出した。


『アァァ──────…………』



「っっ!?」

　その歌を前に咄嗟に耳を塞いでしまった。

　人の耳に障る不協和音。ダンジョンの隅々にまで響くのではないかというほどの声量。

『セイレーン』の怪音波とも、『マーメイド』の破滅の歌とも、さっき僕を導いてくれた美しい歌とも異なる。

　驚く僕を他所に、やがて周囲からは迷宮の奥より響くモンスターの遠吠とおぼえがいくつも重なり始めた。

「これ、は……」

「──見ツケタ」

　歌を止めたマリィが、瞼まぶたを開ける。

「アッチニ、イルッテ」

　微笑みかけてくる彼女を見て、僕は察すると同時に驚倒した。

　──モンスターを『魅了チャーム』した!?

　信じられなかった。けれどそれしか考えられない。

　今の歌は冒険者を惑わすものではなく、モンスターを惑わす『唄』であったのだと。

「私ヨリ、大人シイ子ガ教エテクレルノ」

　自分より能力の低いモンスターを魅了したと語る彼女は身を投げ、泉の中に飛び込む。

　水中で緩やかな弧を描いたマリィは泉の中央から飛び出し、その髪と肌に水を滴らせながら、僕へ微笑を向ける。

「……」

　彼女の背後に続くのは泉から外へ繫がる水流。そして並んで伸びる陸の通路。

　もう、何も聞く必要はなかった。

　頷きを返して走り出し、身を翻す彼女と一緒に広間ルームを飛び出す。

「行コウ！」

　仲間のもとへ向かうべく、僕は水面を切って泳ぐ人魚マーメイドと一緒に、水晶の迷宮を疾走した。

















　迸ほとばしる叫喚きょうかん、鳴り止まぬ行進パレードの音。

『宿り木』に寄生される怪物達が怒号を上げて獲物目がけて突き進む。

　瞳ひとみに飛び込んでくるその恐ろしい光景に、冒険者達は呆然ぼうぜんとしていた。

「モンスターが、『怪物進呈パス・パレード』……!?」

「ふざけろ！　洒落になってないぞ!?」

　人為的、いや怪物自身の手で引き起こされた現象にリリとヴェルフの焦燥が折り重なった。

　モンスターが『怪物進呈パス・パレード』を誘発する。前代未聞である。

　あの『強化種』は自分を囮おとりにするのではなく、その怪力と『種子』で背後より追い立てることで、モンスター達を正規ルートに追いやっているのだ。ご丁寧に複数の方角から、冒険者達の退路を塞ふさぐように順次連続して。

『オォ……』

　歯を食い縛りながら前方を睨にらみつけるアイシャの視界から、『強化種』は姿を消した。

　通路を横切ってまた別の横穴へ移っていく。まるで新たな刺客を用意するように、『知恵』を身に付けた醜悪な巨人は迷宮の奥へ身を躍らせる。

「走りな、お前達！　逃げろッ!!」

　第二級冒険者の判断は即座であった。

　背後のパーティに向かって、余裕を失った形相を浮かべて逃げの一手を命じる。

「あの『強化種』、モンスターどもでこの地帯エリアを破裂させるつもりだ！　『魔剣』で吹き飛ばすなんて言ってる場合じゃない！」

　正確にモンスターの腹の内を読んだアイシャに、ヴェルフ達は驚倒する。

　いくら『クロッゾの魔剣』の火力が凄すさまじいとはいえ、その効果範囲は一方向。多方面から押し寄せるモンスターを駆除するにはどうしても時間の損失タイム・ロスが起こる。数に屈し、怪物の大群に取り付かれたらその時点で終わりだ。敵味方入り乱れての乱戦は混沌の様相を見せ、後には無残に蹂躙じゅうりんされた冒険者の死体を残すだろう。

　何より、『魔剣』には使用限界がある。

　剣身が砕け散った先に、まだ行進パレードをけしかけられるようであれば──。

「くそっ！」

　声を吐き捨てながらヴェルフは指示に従った。

　引き抜いていた『魔剣』を鞘さやに納め、桜花オウカと並んで全力で走り出す。彼等を先頭にしたパーティは正規ルートから枝分かれする通路の一つに飛び込んだ。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　背後を追従するモンスターの吠声ほえごえ。温存していた春姫ハルヒメの『階位昇華レベル・ブースト』を使う暇もない。迫りくる悪夢の続きに、中衛位置で必死に走るドワーフ達が苦しみの汗を流す。彼等に背負われているエルフも『宿り木』の苦痛とは別の焦慮によって体を発熱させていた。

「ぜぇっ、ぜぇーっ!?　くそぉ～っ、足がもつれそうじゃ～!?」

「鈍足のっ、ドワーフめっ……早く走れっ」

「なぁにぃ～!?　オラに背負わされてる分際でなんじゃその言いぐさはー!?」

「仲が良いんだか悪いんだか……」

　纏まとわりつく『蔦つた』に体力を奪われ弱音を吐くドルムルに、ルヴィスが耳もとで見下す発言をする。憤激の力をもって速度を復活させるドルムルの姿に、真横でバックパックを揺らすリリが遠い眼差まなざしをした。馬の鼻先に人参ならぬ、ドワーフの耳もとにエルフの小言だ。ルヴィスとドルムル以外にも、他ほかのエルフとドワーフが似たような光景を広げていいた。

　負傷者達が必死に身へ鞭むちを打ち、パーティの逃走速度を落とさんとする中、ヴェルフ達は迎撃に身を呈していた。

「どけ、大男！」

「っ！」

『グガァアアアアアアアアア!?』

　進路の先で散発的に立ち塞がる『ブルークラブ』に向かって、ヴェルフが『魔剣』を振るう。長剣型とは別に所持している短剣型の『魔剣』が雷条を放ち、モンスターの肉体を焼いた。

　ヴェルフが討ち漏もらした敵は桜花オウカの斧おのが脇の水流へと殴り飛ばした。無理に撃破せず進路の確保を優先する。

　最悪の『怪物進呈パス・パレード』を受け、アイシャは殿しんがりに回っている。

　必然的に、前衛はヴェルフと桜花オウカが務めなければならない。


「っ……！　くそっ!?」



　ヴェルフの手の中で、音を立てて『魔剣』が砕け散る。

　苦渋と後悔を滲にじませながら剣の破片を放り捨て、ヴェルフは背の大刀を抜き放った。『魔剣』を取っておくために、行く手を阻はばむモンスターへ小細工なしの近接戦を断行する。

「いくぞ、鍛冶師かじし！」

「ああくそっ、いくらでも付き合ってやる!!」

　大戦斧を構える桜花オウカとともに、上級鍛冶師ハイ・スミスの青年は前方の敵に向かって突撃した。
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「ベル、コッチ！」

　マリィの声が僕を導く。

　25階層の迷宮部。僕は腕を振って走り、マリィは尾びれを打って泳いでいた。

　陸路と水路が隣り合う通路内で、陸の上と水の中を並走する。僕は彼女の指が示す方向に何度も舵を切って岐路を選択していた。

「ベルノ友達、ズットアッチ！　私ノ同族ドウゾクモ、イッパイ！」

　歌声を用いて冒険者達の位置を割り出したマリィは僕を何度も急かしていた。そこにはあの『強化種』もいるらしい。頰に汗を伝わせながら水晶の床を蹴ける足により力を込めていく。

『──グアアアアアアッ！』

「大水蛇アクア・サーペント!?　また!?」

　水面を豪快に破って現れる大型級のモンスターに声を上げる。

　水路の幅一杯に薄緑ライトグリーンの長軀ちょうくをうねらせて頭部をもたげる水蛇は、僕ではなく、眼下のマリィを狙ねらった。

「マリィ!?」

　僕が叫びながら右手を突き出した瞬間、

「！」

　水中に沈んだマリィの姿が、かき消えた。

『グアッ!?』

　牙きばの一撃が空振りに終わった大水蛇アクア・サーペントが仰天し、魔法ファイアボルトを放とうとしていた僕も驚愕きょうがくする。

　その一瞬を僕の目はかろうじて捉とらえた。素早くも流麗な動きで、踊るように、水路一杯を占拠していた大水蛇アクア・サーペントの長軀をすり抜けたのだ。

　──速過ぎる!!

　水棲モンスターの中でも人魚マーメイドは、『水の中の鳥』、なんて比喩されることがある。

　水という地形フィールドにおいて自由自在に泳ぐ彼女達はその水中速度と旋回能力が群を抜いているのだ。水中に逃げられれば仕留めることなどできない。稀少種レアモンスターとして冒険者が血眼になって探す理由である。

　ちょっと間が抜けているように思えていた彼女が、他の同族モンスターの餌食えじきにならなかったわけだ。

　恐らく通常の人魚マーメイドより、『異端児ゼノス』である彼女の方が速い。

「ベル！　コッチ、コッチ！」

「う、うん！」

　まるで瞬間移動したようにモンスターの背後の水面からマリィが顔を出す。

　陸おかを走る僕より水中を泳ぐ彼女の方が速いと驚嘆しながら、大水蛇アクア・サーペントの怒号を置き去りにして先へ進む。前の方で進路を何度も指差す人魚マーメイドの姿に、本当にお伽噺とぎばなしで登場する『精霊』の導きを得ているような錯覚を覚えた。

（といっても、流石さすがに戦いは避けきれない……！）

　岸辺で遭遇エンカウントするモンスター達は単独ソロの僕を執拗しつように襲ってきた。突起状の水晶をいくつも生やした水晶巨亀クリスタル・タートル、冒険者に取り付いて血を吸ってくる醜悪な巨大蚊デヴィル・モスキート、果ては光線を放つ浮遊水晶ライト・クオーツまで。瞬戦を心がけるものの全てを相手取るわけにもいかない。ただでさえ広大な25階層でリリ達のもとに辿たどり着くのは時間がかかるのだ。『魅了チャーム』の歌を奏で続けるのも非効率そのもの。慌あわてるマリィの道案内ナビに従って、何度も進路の変更を余儀なくされた。

　そして、何度目ともわからない転進を繰り返した後。

「アッ……」

「水流が!?」

　陸の通路と並んでいた水路が、途切れてしまった。

　先に続く陸の道と異なってまるで入り江のように行き止まりとなっている。道を何度も曲がった弊害か、これじゃあマリィは付いてこられない。僕も彼女の道案内ナビを受けられなくなる。

「ベル、ゴメンネ……私、ココカラハ……」

　しょんぼりと肩を落とす彼女の隣で、何か手はないかと思考を回す。

　そしてほんの数秒後、頭の中で冒険者の僕が勢いのまま叫んだ手段は、とても『単純』でとても『原始的』なものだった。すこぶる抵抗感が発生し、顔を引きつらせつつも、なり振り構っていられない僕はその案を採用する。

「マリィ、ごめん！」

「エッ？　──ヒャア!?」

　入り江にざばざばと侵入し、水面に浮かぶ人魚マーメイドの体を、抱き上げる。

　俗に言う『お姫様抱っこ』をした僕は、再び陸に上がり突っ走り始めた。

「こ、これならマリィと一緒に行けるからっ!?　だからゴメンッッ！」

　言い訳がましい謝罪を口にしながらどんどんと加速する。

　泳ぐ水辺がないのなら僕が抱えて走ればいい。本当に単純な話だ。でもすごく間抜けな方法でもある……下半身が魚の女の子を抱えて走るなんて。

　魚の尾びれが驚くようにふわりふわりと揺れていた。

　借りた猫のように肩を緊張させるマリィが、すぐ近くにある僕の顔をまじまじと見つめていたかと思うと、うっすらと頰を染め、こてんと胸に頭を預けてくる。

　人魚マーメイドを抱いて陸を走る……本当に人類史上初かもしれない。

　これも『偉業』の経験値エクセリアに数えられないかなー、と軽い現実逃避をしながら、僕は乾いた笑い声を上げた。


「ワァ……！」



　そんな僕とは対照的に、目を輝かせ始めるのはマリィだ。

　揺れる視界の中に広がる陸の景色。自分が見たことのない水晶洞窟の光景が次から次へと流れて、目まぐるしく変わっていく。それは彼女にとって陸の冒険に等しいだろう。顔を興奮に染めて今までにないくらい喜んでいた。

「ベル！　スゴイ！　大好キ!!」

「って、うおわぁあああああああああああああああっ!?　だっっ、抱き着かないでぇーっ!?」

　陸を進むという『未知』の体験に興奮しっ放しのマリィが首もとに抱き着いてくる。

　貝の下着ブラジャー越しに押しつけられる胸の弾力に僕は絶叫を上げた。前方で立ち塞がる『ブルークラブ』の群れを混乱した兎うさぎのように大跳躍で飛び越える。

（というかこんな姿、他の冒険者に見られても終わる……！）

『ベル・クラネルが人魚マーメイドをお持ち帰りしようとしていた』。そんな情報が吹聴されれば今度こそ『怪物趣味』の烙印らくいんを押されてしまうかもしれない。

　汗をだらだらと流す僕は色々な危機感に突き動かされて、とにかく目的地へと急いだ。

「……この抱き方にも、慣れてきちゃってるなぁ……」

「？」

　ふと思い立った呟つぶやきに、マリィが胸の中で首を傾かしげる。

　前は神様、つい最近は春姫ハルヒメさん、どさくさに紛まぎれてリリも横抱きしたことがあるし……しみじみというより乾いた気持ちで思う。何だか、遠い場所に来てしまったような……。

　この姿をリリ達に見られても迫害されそうな謎なぞの予感を抱きつつ、意識を切り替えた僕は、マリィの歓声とともに加速した。





[image: ]






『オォッ！』

　金属蟹ブルークラブの巨大な鉗脚はさみが振り下ろされる。

　既すんでのところで大刀で受け流すヴェルフは、体勢を崩しながらも大刃を返して敵を叩たたいた。火花を散らす鋼殻こうかくに弾はじかれながら、一度、二度、三度目の斬撃でようやく隙間すきまを縫って体軀を切り裂く。


「くっそっ……！」



　モンスターを倒したヴェルフは首の下に溜たまる大汗を拭ぬぐった。

　辛つらい。Ｌｖ．２の能力ステイタスでもこの層域のモンスターには通用するとアイシャは言った。確かにその通りだ。ヴェルフが『本気』を出せば確実に倒せる。

　だが、苦戦するのだ。一匹を倒すのに手こずり時間がかかる。次々にモンスターが襲い掛かってくるダンジョンという場所において、それは致命的だ。迷宮の最大の武器である物量に捕まり、押し潰つぶされることになる。

　管理機関ギルドが設定する階層の到達基準の意味。それを痛感する。

　前衛の役割を果たし切れずパーティ前方に増え始めるモンスター。未いまだ逃避行を続ける中、ヴェルフは頰を歪ゆがめた。

「ぜやあッ!!」

『ギィアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

「！」

　だが、仲間を補うのがパーティでもある。

　ヴェルフに飛びかかった『ブルークラブ』を、益荒男ますらおの大斬撃が一刀両断した。

「どうした？　もうへばったのか、鍛冶師」

「……ちくしょうめ、何度もいい顔しやがって」

　モンスターを屠ほふった大斧を片手にする桜花オウカに、ヴェルフは憎たらしそうな笑みを作った。

「けど、武器のそのいい使いっぷりに免じて、許してやる！」

「そうか、そうだな……ああ、助かってる」

　自前の回復薬ポーションを飲み干して飛び出していくヴェルフとともに、桜花オウカはモンスター達の正面に突っ込んだ。

「むんっ！」

　正面の肉薄から、その巨体に似合わない体捌たいさばき──極東の武術──で金属蟹ブルークラブの側面を取る。そこから繰り出された白銀の斧は容易たやすく敵の鋼殻こうかくをへし折り、柔い肉を粉砕した。

　戦斧《皇剛こうごう》。

　鍛冶神ヘファイストスからヴェルフに宿題兼けん土産として与えられた迷宮の上級鉱物『白剛石ヴァルマーズ』。『下層』以下でしか取れない武器素材をヴェルフは桜花オウカの専用武器オーダーメイドに用いた。余った素材も彼の大盾に費やしている。大重量の武具は破格の威力と切れ味、そして防御力を発揮するものだ。

　ちなみに、素材代が実質タダとはいえ、鍛冶師スミスとして売るものは売るヴェルフが付けた価格は七〇万ヴァリス。大まけにまけての値段である。

　代償ローンの力を突破力へと転化し、桜花オウカは猛った。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　青筋を走らせた豪腕を一閃させ、両手に持つ《皇剛こうごう》を振り回す。

　第二級冒険者と比べれば未熟な能力、それを鍛冶神も太鼓判を押した第二等級武装が補い、モンスター達を撃砕した。薙なぎ払われては上半身と下半身を分断させ、あまりの威力に『魔石』ごと粉砕され灰へと変わる。

　行く手を遮さえぎっていた怪物の壁が薄れ、パーティの先に道が開けた。

「すごい前衛やってくれて、助かるね……！」

「リリ殿、今のうちです！」

　雄々しい桜花オウカの背にダフネが汗にまみれた笑みを浮かべ、命ミコトがパーティに前進を促す。

　側面からの不意打ちのみに集中できるダフネは指揮棒タクトを彷彿ほうふつさせる短剣を振るう。リリやドルムル達の守備に回る彼女に対し、命ミコトは前衛の支援に従事した。

　千草チグサがいなくなった穴を彼女が一人で埋めていた。『スキル』で瞬時に敵の存在に気付き、接近される前に飛び道具──投具を放つ。

　刃の先端を紅に彩いろどられた苦無くない《赤夜しゃくや》。命ミコトの注文オーダーに応こたえてヴェルフが作成した忍具だ。素材は『中層』の鉱物『紅縞瑪瑙ブラッド・オニキス』。飛距離は落ちるものの弓矢より遥はるかに取り回しが利きく苦無を指の間に四つ挟み、投擲とうてき、モンスター達の目を潰す。怯ひるんだ先に桜花オウカとヴェルフが斬り伏せた。時には自らも刀をもって前衛に上がり、果敢に二人の穴を埋める。

（頭が焼き切れる……！）

　殿でモンスターの大群を引きつけては斬り伏せるアイシャを除けば、今パーティの中でもっとも負担がかかっているのは命ミコトだった。

　中衛位置からの支援に加え前衛の代役、更に索敵。体力はもとより【八咫黒烏ヤタノクロガラス】の連続使用によって精神力マインドが瞬く間に削られていく。それらは道具アイテムや『魔法』で回復できるものの心理的負担は大きい。あらゆる武器を使いこなし、あらゆる配置ポジションもこなせる多能冒険者オールラウンダーであるが故の重荷だった。

（ベル殿がいない今、自分も身を粉にしなければ……！）

　大量の汗を流しながら体に鞭を打ち、投具と刀を使い分ける。

　しかしその時、前衛にいるヴェルフと桜花オウカがざわめいた。

「なんだ、あれは!?」

　前方から突進してくる桜花オウカほどもある巨大な影。

　命ミコトの『スキル』の知覚網に引っかからなかった──すなわち初遭遇のモンスター。

「『クリスタロス・アーチン』!?　あんた達、逃げな！」

　下層域の知識を持つアイシャがパーティ最後尾より声を張り上げる。

　その球ボール状の体軀には鋭い長針ニードルが生え渡っていた。棘皮きょくひの色は蒼あおく、高速回転をしながらこちらへと突き進んでくる。水晶の床を砕いては破片を巻き上げるその激しい突撃に巻き込まれた瞬間、全身がばらばらに解体されるのは想像に難くない。

　命ミコトの青紫の瞳は、高速回転するモンスターの球面の中で、醜悪な顎あご──無数の牙が生えた円形の咀嚼器そしゃくきが大粒の粘液を引いているのを捉えた。

「おい大男!?　なにやってんだ、逃げろ！」

「千草チグサ達は逃げられない！　後ろに通せば誰だれかが巻き込まれる！」

　大盾を構える桜花オウカにヴェルフが血相を変えて叫んだ。

　彼の言う通り、『宿り木』によって衰弱しているドワーフ達はまともな回避運動は取れない。彼等に背負われるエルフも同様だ。だが、あの巨大な長針ニードルの玉弾を真っ向から受け止めたとしても、桜花オウカの能力ステイタスでは『白剛石ヴァルマーズ』の盾ごと押し倒され、挽肉ミンチにされるだろう。

　無数の汗を垂れ流しながら迎え撃とうとする桜花オウカの背後で、その光景を見つめる命ミコトは、

（あぁ、これは──懐なつかしい景色ではないですか）

　追懐の情に目を細めていた。

　三ヵ月以上、『中層』で負傷した千草チグサを庇かばい、殿で衝突した《ハード・アーマード》。

　当時はモンスターとの痛み分けに終わり、最後にはベル達に『怪物進呈パス・パレード』までけしかける体たらくであった。もしあの時にもっと力があれば──命ミコトは今でもその後悔を引きずっている。

　だから、命ミコトはこの危地を前にして笑った。

　そして、導かれるように、前に出た。

「命ミコト!?」

　一驚する桜花オウカの隣を抜いて先頭へと飛び出す。

　手に持っていた刀《虎鉄こてつ》を腰に納め、代わりに新たな武装を鞘ごと背中から引き抜いた。

　お抱えの上級鍛冶師ハイ・スミスが作ったその新刀の銘は《春霰しゅんさん》。

　切っ先の刃文は火焰かえん。腰に備えた《虎鉄》、《地残ちざん》の刀身を遥かに上回る長刀である。

　対面に躍り出る命ミコトに対し、棘皮水弾クリスタロス・アーチンは進路上のモンスターを全て斬り刻みながら猛進する。血と肉の霧が飛ぶ中、疾走を続ける少女の意識が研ぎ澄まされていく。

　背後から響く桜花オウカ達の叫びが遠い。前方より迫りくる破壊モンスターの回転音さえも。

　修練は積んだ。タケミカヅチから『技』も教わった。ヴェルフから頂戴した素晴らしい武器もある。これで通用しなければ、過去と同じこの光景を超えなければ、命ミコトの今までは全て偽りになる。

（──自分も、ベル殿のように）

　そう思った矢先、体が燃焼する。

　鞘は腰に、添える右手は柄に。構えは半身、居合の太刀。

　十日間の間でタケミカヅチから教わった『技』の中でも、円月投ミカヅチと並ぶとっておきだ。

　武神のお師匠に命じられて名付けた、命ミコトが今できる最高の『居合の技』だ。

『────!!』

　ぐんぐんと彼我の距離が埋まり、水晶を砕きながらモンスターが唸うなる。

　そして接敵の間際まぎわ、命ミコトは鯉口こいぐちを切った。

　然るべき時、然るべき呼吸をもって、鞘から刀身を走らせる。

　──タケミカヅチはいい顔をしてくれなかったが、自分にしてはこの『技』にいい名前を付けたものだと自賛している。というのも、神から授さずかった己おのれの称号から名を借りたからだ。

　すなわち、




「『絶華ぜっか』」




　甲高かんだかい音とともに閃ひらめいた斬撃が、『クリスタロス・アーチン』の巨軀きょくを両断した。

「うっ、うおおおおおおおおお!?」

「ほ、本当にっ」

「斬ってしまいました!!」

　すれ違い様、真っ二つにしモンスターを大量の灰に変えた少女の後ろ姿に、ヴェルフも、桜花オウカも、リリまでも状況を忘れて喝采を上げる。振り抜いた《春霰しゅんさん》を素早く鞘に納める命ミコトは、ぐっと右手で拳こぶしを作った。

「みなさん、早く前へ！」

　昂たかぶる感情のまま命ミコトは振り返って叫ぶ。

　第二級冒険者達のルヴィスやドルムルともどもパーティが感嘆し、士気を上げ、道が開けた通路内を前進する。

「み、命ミコトちゃんっ、すごい！」

「ありがとうございます、春姫ハルヒメ殿」

　中衛位置に戻った命ミコトを待っていたのは春姫ハルヒメだった。

　パーティの進行に合わせて必死に走る彼女と並びながら、取り出されたナァーザの新薬──『高等二属性回復薬ハイ・デュアルポーション』を受け取る。一気にあおれば体力と精神力マインドがたちまち全回復した。

　サポーターの仕事をこなしつつ、興奮する眼差しをそそぐ春姫ハルヒメに少々頰を赤らめる命ミコトは、すぐに切り替えた。【八咫黒烏ヤタノクロガラス】を発動し、パーティの斥候スカウトとして索敵を繰り返す。

「右から三、水路から六、水晶の陰にも一匹ひそんでいます！」

「ヴェルフ様、左折してください！　前方、四秒後に『魔剣』を撃ちます！」

　探知した側から矢継ぎ早に敵の位置を知らせる命ミコトの情報を受けるのは、パーティの中心にいるリリだ。

　ダフネに一任された指揮を自分の裁量で全て決する。冒険者に虐げられてきたサポーターの経験も活かし、仲間の動き、連携、疲労度、それら全てを見通して、穴ができようものならすかさず埋めにかかった。この状況では流石に指揮のみでふんぞり返っているわけにもいかず、自らもハンドボウガンや『魔剣』での援護を行いながら、パーティを己の手足のごとく操あやつった。

　稀まれな索敵能力を持つ命ミコトと状況判断を行うリリの連携はパーティを何度も助けた。ベルという中核を失った今、彼女達の役割が戦闘の趨勢すうせいを握っているのは間違いない。

　更に、

「カサンドラ様、回復を！」

「は、はい！」

　戦況を俯瞰ふかんするリリの判断のもと、的確な時機タイミングで下される『回復魔法』の存在。

「【一度は拒みし天の光。浅ましき我が身を救う慈悲の腕かいな。届かぬ我が言ことの葉はの代わりに、哀れな輩ともがらを救え】」

　千草チグサを春姫ハルヒメに預け、水晶の杖ロッドを構えるカサンドラは詠唱に移った。

「【陽光よ、願わくば破滅を退しりぞけよ】──」

　素早く、淀よどみなく奏でられる呪文じゅもんは、彼女が数え切れないほどの癒いやしの技で仲間を救ってきたことの証左だ。軽傷者と重傷者まで見極め、費やす『魔力』の量を調整する。

　詠唱文を一気に終えたカサンドラは、『魔法』を発動した。

「【ソールライト】」

　カサンドラを中心とした半径五Ｍメドルに、太陽の輝きに似た魔力光が降りそそぐ。

　複数の負傷者を対象にできる範囲回復魔法。計算された効果範囲内にアイシャ以外の全冒険者が含まれ、治癒の光を浴びる。その力は通常の回復薬ポーションなどと比べるまでもない。

　傷が塞がると同時に取り戻される動きの精彩。治療師ヒーラーとしての能力の高さを窺うかがわせる威力。

　全快である。

「よしっ！」

「助かりました！」

「さっきからギリギリ過ぎやしないか、リリスケ！」

「こんな非常時にパカパカ頻繁に使えるわけないじゃないですか!!」


「なんで回復したのに喧嘩けんかするんですかぁ……！」



　桜花オウカ、命ミコトが歓呼し、ヴェルフとリリが言い合って、最後にカサンドラが半べそをかく。

　ともあれ、戦線を立て直した冒険者達は立ちはだかるモンスターを一挙にはね返し、進行を重ねた。

「なかなかどうして……やるじゃないか。ベル・クラネルがいなければまともに機能しないなんて言っちまったが、私も見る目がないねぇ」

　その奮闘振りに目を細めるのはアイシャだ。

　未だ窮地であることは変わらないが、第三級冒険者達が連携して『下層』の攻撃を切り抜けていく光景に感嘆を漏らす。同時に、彼女は認識をあらためた。

　こいつらは使える、と。

「次の通路を右へ！」

　リリの指示を受けてヴェルフ達が躍り出たのは、幅広かつ長大な大通路だった。

　水流も存在しない陸の一本道である。小さな横穴は散見されるものの、モンスターの大群が溢あふれ出てくるのは前と後ろの道しか存在しない。

　天井てんじょうの白水晶が一際ひときわ強く放つ光の下、パーティが中央地帯に差しかかったところで、リリは号令を打った。

「ここでモンスターを迎え撃ちます！」

「この場所で!?　モンスターは大量にいるんだぞ!?」

「ここならモンスターが来る進路を一方向に限定できます！　『魔剣』の砲撃範囲内に収められる筈です！　ヴェルフ様、じゃんじゃん燃やしてくださいッ!!」

「お、おうっ」

　桜花オウカの反論に叫び返すリリの大声はそのままヴェルフに投じられた。

　目が血走るほど頭を全力回転させる参謀ブレーンの剣幕に一瞬気圧けおされながらも、その説明を理解したヴェルフは唇に笑みを刻んだ。

　単一方向の殲滅せんめつ。なるほど、わかりやすい。

　心底認めたくないものだが、この強力過ぎる『クロッゾの魔剣』の独壇場だ。

　駆け付けてくる最後尾のアイシャとすれ違った瞬間、迫りくるモンスターの大群に向かって、ヴェルフは背から抜剣した紅の『魔剣』を振り下ろす。




「紅牙こうが!!」




　大上段より振り下ろされた長剣が吐き出す、大炎塊。

　階層主ゴライアスに放たれた過去の『魔剣』を凌駕りょうがするほどの熱量をもって、接敵間近の怪物の群れを一掃した。絶叫が炎の嘶いななきによってさらわれ、膨大な火の粉が水晶の道を舞う。

「すっごい熱気……！」

　充満して押し寄せてくる火の吐息に、ダフネが思わず顔を片腕で塞ぐ。

　視線の先には燃え盛るモンスターの死骸、あるいは灰の中に埋もれ溶解した『魔石』がいくつも転がっていた。

　だがしかし、新たな行列パレードが視界の奥より現れる。

「地形を利用する、ってのは構わないけどね。『魔剣』が壊れたらどうするんだい？」

「どうせいくら逃げたところでジリ貧です！　この迷宮を脱出するにしても、どこかでモンスターの数を減らさなければ埒らちが明きません！」

　汗を流しながら回復薬ポーションを受け取るアイシャに、リリが活路を見出そうと必死に地図マップへ目を走らせながら答える。行列パレードの第二波がヴェルフの『魔剣』に吹き飛ばされる中、誰よりも長い冒険者の『経験』を持つアイシャは「どう転ぶかねぇ」と試験管をあおった。

「──」

　そして。

　その危機を最も早く感知したのは、やはり命ミコトだった。

「命ミコトちゃん？」

「──不味まずい」

　アイシャに道具アイテムを渡していた春姫ハルヒメの側で、命ミコトの青紫の瞳が周囲を見回す。

　彼女のその呟きを肯定するように──ビキリッ、と。

「────」

　水晶壁に亀裂が走り抜ける。

　それも夥おびただしい量の罅ひびが、広域にわたって。

　リリが時を止める。桜花オウカとダフネが絶句し、カサンドラは凍りつき、『魔剣』を振るうヴェルフもそれに気付く。衰弱するドルムルとルヴィス、千草チグサでさえ青ざめた。

　この『下層』まで辿り着いた冒険者達は、それが何の予兆であるかを瞬時に理解する。

『怪物の宴モンスター・パーティー』。局地的なモンスターの大量発生。

　冒険者を奈落の底に突き落とす、悪辣あくらつな迷宮の陥穽ダンジョン・ギミック。

　大通路の中央から五〇Ｍメドル先にまで及ぶ壁面の亀裂は、完全にパーティを発生圏内に置いていた。ダンジョンが確たる悪意を剝むき出しにして冒険者達を抹殺しにかかろうとしている。

「おいっ、流石にこれは無茶だぞ！」

　押し寄せる行列パレードを受け持つヴェルフが叫ぶ間も、ビキリッ、ビキリッ、という不吉な亀裂音は収まらない。あたかも冒険者達の余命を告げるように鳴り響いていく。

「広すぎる……ここまで、か」

「ちきしょう、ここまで来て……オラは……！」

　心を折るには十分な光景に、ルヴィスとドルムルの二人が顔を歪める。

　そのあまりの規模に、他のエルフやドワーフ達の顔にも絶望の影が差した。

「ちッ……仕方ないね」

　そんな中で、アイシャは一人、舌打ちをついた。

　心底不本意そうに前髪をかき上げ、側にいるリリに言葉をかける。

「チビスケ、アレをやるよ。準備しときな」

「！」

　驚く彼女の返事を待たず、アイシャはルヴィス達のもとへ歩み寄る。

　直後。

「さて──オイお前等、約束しな」

「なっ!?」

　顔を上げるエルフとドワーフに向かって、手に持つ大朴刀だいぼくとうを突き出した。

　大朴刀の切っ先を喉のど元に突き付けられ、ルヴィスは驚倒した。彼を肩で支えるドルムルも同様だった。アイシャは彼等だけにとどまらず、その後ろで啞然あぜんとするエルフとドワーフ達にも鋭い視線をばらまく。

「今から起こることを絶対に口外しない……これを守れるか？」

「な、な、何を言っているのだ!?　こんな時にっ、血迷ったか!?」

「そ、そうじゃ！　いったい何の真似まねっ──」

「ま・も・れ・る・か？」

　瀬切られるドルムルの声、切っ先をぐっと押し出され首の皮を破られるルヴィス。

　首筋から滴る血に、衰弱するルヴィスとドルムルの顔は一層青くなった。

　本気のアイシャの眼光に、今か今かと怪物の産声とともに弾け飛ぼうとする迷宮壁。

　突き付けられた死が迫っている。恐怖が彼の脳内を蹂躙していく。

　底冷えするアイシャの眼差しを前に、ドワーフとエルフは声を絞り出した。

「や、約束するだっ」

「わ、我らがエルフの女王陛下の名に誓ってっ」

「よし、聞いたからね」

　何度も頷うなずくドルムルとルヴィスから得物を引く。

　アマゾネスの女傑は間髪入れず唇を吊つり上げ、一人の少女に声を放った。

「じゃあ──やりな、春姫ハルヒメ！」

　ぴくり、と狐きつねの耳が立ち上がり、美しい金の髪が揺れる。

　狐人ルナールの少女は緊張した面差しで、けれど決然とアイシャに頷きを返し、己の『魔力』を解放した。

「春姫ハルヒメ様を中心に方円陣形!!　死守します！」

　顔を振り上げたリリの指示は単純で明快であった。

　盾と戦斧を持つ桜花オウカが、刀を構える命ミコトが、短剣と短弓を持つダフネとカサンドラが、地を蹴って大きく後退するヴェルフが、そして大朴刀を振り鳴らすアイシャが、春姫ハルヒメを中心に正円を作り上げる。

　少女は静かに漆黒のローブを深く被かぶり直し、神事の巫女みこのように両手を組む。

「──いきます」

　次の瞬間、周囲の迷宮壁が雪崩なだれのごとき轟音ごうおんをかき鳴らしモンスターの大群を産んだ。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　怪物達の宴が始まる。

　振り下ろされた爪つめと弾き返す刀の間から鳴り響く、甲高い金属音。

　結わえた黒髪を振り乱す命ミコトの初太刀がモンスターの突撃を防ぐのを感じ取りながら、春姫ハルヒメは目を瞑つむり、集中の糸で自らを縛り上げた。

『魔導書グリモア』を切っかけに目覚めさせた己の力──それの行使に移る。




「【ココノエ】」




　新たに得たその『妖術』は、まず詠唱ではなく、何と『魔法名』の宣言から始まった。

「【愛しき雪ゆき。愛しき深紅あか。愛しき白光ひかり】」

　紡つむがれる呪文と並行して春姫ハルヒメの体に変化が起こる。

　発散された『魔力』が無数の光粒になって収束し、少女の臀部でんぶへ。しゃらんと鈴をまろばすような音が鳴り響くとともに、彼女の毛並みの色と同じ五本の『光の尻尾しっぽ』を生み出した。

「【どうか側にいさせてほしい──二千夜よるの末すえに見つけし其その恋願おもい】」

　もとの尻尾と合わせて計六本。金色こんじきに光り輝く狐の尾。

　春姫ハルヒメ同様、ヴェルフ達の円陣に守られるドワーフ達は目を奪われた。

　特異な『魔力』の余波を受け、漆黒のローブがふわりと浮かぶ。まさに巫女のように祝詞のりとを口ずさむ少女の姿に、高潔なエルフ達でさえ全てを忘れて見惚みとれてしまった。

　──参ったね、こりゃ。

　この『魔法』が発現した時、アイシャはそう言った。

　彼女は自分の指示なしで使うなとまで厳命した。その理由は、この力が知られた瞬間、再ふたたび少女を巡って醜い争いが巻き起こるから。

　そして、戦況をたった一手で打開するが故の『最強の切り札』であるから。

　──苦しい。

　春姫ハルヒメの額に玉の汗が浮かぶ。

　体の内から精神力マインドがガリガリと削られていくのがわかった。自分の命の欠片かけらが光の尾に吸い込まれていくようなそんな錯覚。極東に伝わる生贄いけにえの巫女はこのような心境にあったのだろう、という場違いな思考さえ生まれる。

「【我が名は狐妖こよう、かつての破滅。我が名は古謡こよう、かつての想望そうぼう。鳥のごとく羽ばたく御身おんみのために、この身、九妖くようを宿す】」

　喉が焼ける。体が熱い。金色こんじきの光が獰猛どうもうな牙となって少女の柔い肉に喰くらい付き、魔力暴発イグニス・ファトゥスを引き起こそうとしている。

　しかし、春姫ハルヒメは譲らなかった。絶対にそんなことは許さなかった。

『ガアアアアアアアッ！』

「ぐぅううううううううっ!!」

　怪物に抗う命ミコト達の声が聞こえる。無力な自分を守る彼女達のその咆哮ほうこうが胸を燃焼させる。

　春姫ハルヒメは歌うことしかできない。

　ならば、声も体も枯れるまで歌い続け、命を削り、愛おしい仲間に祝詞を捧げよう。勇む彼等の願いを叶かなえよう。そして今はいない、恋い焦がれる少年の力になりたい。

　熾烈しれつさを増すモンスターの猛攻が凌しのがれるすぐ横で詠唱が加速する。

　少女のもとへ行かせまいと、命ミコト達も数の暴力を前になけなしの力を振り絞って斬っては斬って斬り返す。ヴェルフの『魔剣』が至近距離に構わず火を吹き、血を流す桜花オウカが吠ほえ、アイシャの大朴刀がまとわりつく全ての敵を薙ぎ払った。

「【響け金歌こうか、玉藻たまもの召詩うた。白面金毛はくめんこんもう、九尾の王】」

　戦場の歌に平常心を揺さぶられながら、それでも春姫ハルヒメの呪文は途切れない。

　瞼まぶたを固く結びながら金光こんこうの歌を紡ぎ続ける。

「【全てを喰らい、全てを叶えし、瑞獣ずいじゅうの尾──】」

　そして、

「【──大きくなれ】」

　詠唱連結。

　異なる『魔法』の詠唱を接続させ、次なる呪文を口ずさむ。

「【其その力に其その器。数多あまたの財に数多あまたの願い。鐘の音ねが告げるその時まで、どうか栄華えいがと幻想げんそうを──大きくなれ】」

　リリ達が聞き慣れた節に入った瞬間、金の光尾がまるで天を仰ぐように揺らいだ。

　それぞれの尻尾が意志を持っているかのように波打ち、周囲には大量の金の粒が妖精ようせいの鱗粉りんぷんのように広がる。吸い込まれるように水晶が乱反射を起こし、神秘的な光景を生み出した。

「【神饌かみを食らいしこの体。神かみに賜たまいしこの金光こんこう。槌つちへと至り土つちへと還かえり、どうか貴方へ祝福を】」

　伴って発生するのは薄い霧状の『魔力』。

　たちまちそれは光雲へと変わり、春姫ハルヒメの頭上に紋様の渦、そして光の槌を召喚した。

　きらびやか光輝にモンスター達でさえ視線を集め、動きを一瞬止める。

「【──大きくなぁれ】」

　少女の長い睫毛まつげが震える。

　瞼を開けた春姫ハルヒメは柳眉を吊り上げ、『魔法』の完成を宣言した。

「【ウチデノコヅチ】！」

　瞬間、高い音響を放って光の槌が割れた。

　燦然と輝く光鎚の破片は光の尾に吸い込まれ、同等の輝きを放つ。

「【舞い踊れ】！」

　立て続けに春姫ハルヒメが片腕を天に衝つくと、狐の尾が根本から千切ちぎれて宙を踊った。

　太い光尾は空中で丸まったかと思うときらびやかな光玉と変じ、今も戦うパーティのもとに舞い落ちる。

　命ミコトに、桜花オウカに、ヴェルフに、ダフネに、アイシャに、光塊が吸収される。

　瞬間。

「「「「「ッッ!!」」」」」

『階位昇華レベル・ブースト』の光が連鎖した。

　その数、五。

　冒険者達のＬｖ．が一時的な【ランクアップ】を果たす。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　冒険者達の雄叫おたけびがモンスターの蹂躙を押し返した。

　一斉に猛った得物が包囲網をいともたやすく打ち破り、逆襲を開始する。

「なっ、なっ、なあっ!?」

「う、動きが変わった!?」

　複数の『階位昇華レベル・ブースト』を目まの当あたりにしたルヴィスとドルムルが素すっ頓狂とんきょうな声を上げる。

　春姫ハルヒメの新たな魔法『ココノエ』。

　術者に光の狐尾きつねびを具現させる特異な付与魔法エンチャントは、詠唱を接続した別の『魔法』の効果を尾に『装塡そうてん』する。そして尾の数と同数の『魔法』が春姫ハルヒメの意志一つで発動する。

『魔法』を取り込んだ九尾ココノエは『魔剣』と同じ魔法媒体に等しい。

　それはあたかも『妖術』を封印した『殺生石』と同じように、少女の『階位昇華レベル・ブースト』を複数人かつ同時に施すことが可能となるのだ。

「お、おいっ、何が起きているのだ!?」

「見違えるようなこの強さはなんなんじゃ!?」

「早い話、みんな【ランクアップ】しました」

「「はァ!?」」

　リリの本当に簡単過ぎる説明を聞いたエルフとドワーフは、衝撃のあまり白目を剝いてぶくぶくと泡を吐いた。常識の埒外、これでもかという反則技を見せつけられたからである。

『妖術』による複合コンボ。全体階位昇華レベル・ブースト。

【ヘスティア・ファミリア】の新たな切り札だ。

「ぁ──」

　能力ステイタスに記される尾の上限数は九。しかし現状の春姫ハルヒメは五の尾までしか生み出せない。

　大量の力を失った少女の体が膝ひざから崩れ落ちてしまう。精神疲弊マインドダウン、その一歩手前だ。これが今の春姫ハルヒメの限界。

　だが、十分過ぎる見返りが冒険者達には与えられた。

「せえぇッ!!」


『ガァァァァァァァァァ!?』



　少女の恩恵が夥しい光粒となって命ミコト達の体を包み、昇華の力を遺憾いかんなく発揮する。

　溢れ出る全能感、力が湧わき出る興奮。より速く、より硬く、より強くなった冒険者達はモンスターの攻撃を阻み、それぞれの武器で吹き飛ばしていった。




（持ち直したね）

　能力向上とともに士気が激上する中、アイシャは冷静に戦況を見極めた。

　まだ厚いモンスターの包囲網を千切っては薙ぎ払い、数の多寡の中で拮抗の様相を呈してみせる。絶望の代名詞である『怪物の宴モンスター・パーティー』を各々の力で寄せ付けない。

　ダンジョン最恐の武器、物量の壁を耐え切った。

（一時はどうなることかと思ったが……もう少し数を減らしゃあ、この地帯エリアから抜け出せる）

　一つの階層内でのモンスターの絶対数は限られている。『下層』となれば短い次産間隔インターバルによってモンスターが産まれ落ちる速度も速いが、局所的に集中してこれだけ出現させたのだ、この場さえ乗り切ればダンジョンは一時的に小康を保つだろう。モンスターとの遭遇エンカウントはぐっと減るに違いない。

『階位昇華レベル・ブースト』の制限時間はまだ残っている。天秤てんびんは遠からず冒険者達に傾く。

（この勢いのまま行ければ、の話だけどね）

　逆に言えば、ここで転ぶと痛い。

　故に彼女が警戒を払うのは、あの異質過ぎる『強化種』である。

（さぁ、どう来る？　数にものを言わせた方法はこの通り通用しないよ、雑魚ざこをけしかけて弱らせようっていうならそれもご破算だ。これ以上小細工を働かせるなら全部ぶっ潰してやる）

　ここにきて、Ｌｖ．５級の能力ステイタスに至っているアイシャの活躍は目覚ましい。

　大朴刀の一振りで大型級を何体も斬り飛ばす光景はモンスターからすれば悪夢だろう。もはや彼女が守る位置だけぽっかりと円が広がっている有様だった。あの『強化種』も今ならば容易く屠れる。

　不敵に細めた目を走らせるアイシャは、そこで、とうとう『強化種』の影を視認した。

（いたね！）

　視界奥、まだのさばる雑兵モンスターの隙間から捉える。

　毒々しい濃緑に染まる苔の巨人モス・ヒュージは、ぶつかり合うモンスターの雄叫おたけびと冒険者の咆哮に目もくれていなかった。ただ大通路の中をさまよい、屈んで、立ち上がって、また屈む。それを繰り返している。

（……？　なんだい、ありゃあ……）

　その不可解な動きにアイシャは怪訝けげんな表情を隠さなかった。

　大朴刀と長脚を振るってモンスターを吹き飛ばしながら、目を凝らすと──ぐるり、と。

『強化種』がこちらを向いた。

　怪物モンスターの壁が薄れた先で、まるでアイシャの疑問に答えてやるように、それを見せる。

　巨人の両手に握られていたのは、紫紺しこんの輝きを放つ無数の『魔石』。

（──────）

　歴戦の武勇を誇る女傑の時が、止まった。

　その美しい黒の長髪が、ざわっ、と戦慄わななく。

　アイシャは、気付いてしまった。

　敵の狙いは、物量で押し潰すことでも、冒険者達を疲弊させることでもでない。

（あの、野郎──）

　アイシャ達がモンスターを倒した結果発生した、大量の『魔石』を集めるため。

　彼女と視線を絡からめる『強化種』は、この時とき初めて感情をあらわにした。

　にいぃ、と。

　口端を大きく裂き、粘る唾液を引きながら、確かに嗤わらったのだ。

　間もなく、開いた大口に『魔石』の塊を放り込む。

『!!』

　数多の紫紺の結晶を嚙かみ砕いた瞬間、『強化種』の体が比喩抜きで膨張した。

　逆立つ苔こけの一片一片がまるで竜の鱗うろこのように尖とがり、全身を覆う樹の骨格がビキビキと伸びて手足の指の先まで毛細の根を這はわせる。口と目尻めじりが大きく裂けたかと思えば、生まれるのは悪鬼のごとき相貌だった。

　存在感を増した怪物はゆっくりと顔を上げ、アイシャを見る。

　今や赤く濁り切った双眼を爛々らんらんと輝かせながら、地を蹴った。

「っっ!?」

　他のモンスターを踏み潰し、なおも蹴散らしながら猛進する。

　迫りくる脅威にアイシャは大朴刀を振り上げた。

　風を千切りながら繰り出された大拳と、衝突する。

「ぐっっ!?」

『オオオオオッ！　オオオッ！　オオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　耳を塞ぎたくなるような凄まじい鈍重音の後、アイシャの体勢が後ろにぶれる。

『階位昇華レベル・ブースト』の力を得た今の彼女でも重いと断ずる甚だしい威力。全能感に酔いしれる『強化種』は歓喜の雄叫びを壊れた自鳴琴オルゴールのように上げ、再三拳こぶしを振るい、樹の骨格より根の突起スパイクを連続で撃ち出した。

　アイシャは確信する。『強化種』はここまで来る途中、自分達が道中で仕留めて放置してあったモンスターの『魔石』をも、漏らすことなく貪欲に喰らっていたと。

　何十、何百ものモンスターの『核』を取り込んだのと。

（こい、つ──どこまで）

　どこまで冒険者こちらの予測を裏切れば気が済むのか。

　ただの怪物の小細工と侮っていたモンスターの狡猾こうかつさを、もはや認めるしかない。

　アイシャの額から粒の汗が散る。

　そして一瞬の動揺と焦あせりは彼女に隙すきを与えてしまった。

　能力ステイタスにはまたこちらに分がある。まだ巻き返せる。そう思った矢先のことだった。

　苔の巨人モス・ヒュージの太い首がまさに竜のように伸長した。

「!?」

　褐色の両肩を摑つかまれると同時、首もとに『強化種』の牙が喰らい付く。

　肉が裂かれ、骨を嚙み砕かれ、血飛沫しぶきが上がる。

　異変に気付いたリリやヴェルフ達が一斉に振り向き、その光景に言葉を失った。

「──ッ！」

　唇から血をこぼすアイシャの瞳が吊り上がる。

　握り締めた拳を渾身こんしんの力で敵の顎下に叩きつけ、嚙み千切られた肉ごと引き離す。踏鞴たたらを踏む『強化種』に更に回し蹴りを繰り出して後退させた。

「ア……アイシャさん!?」

　視線を朦朧もうろうとさせ座り込んでいる春姫ハルヒメから絹を裂くような悲鳴が上がる。

『強化種』が伸ばした首をもとに戻し、砕かれた顎を苔で塞いでいく中、息を切らすアイシャは肉の一部をごっそり無くした肩口を左手で押さえる。

　どくどくと鮮血を流しながら、忌々いまいましそうに笑った。

「しくじったよ……」

　手が離された傷口からは、『宿り木』が生じ、彼女の褐色の肌にしゅるしゅると『蔦』を這わせていった。左肩と左腕、臍へそから腰、更には豊かな乳房に至るまで。

　その光景に冒険者達に衝撃が走る。

　嚙み付かれた瞬間、直接体内に『種子』を植え込まれたのだ。


『ハアァァ……』



「この不細工めッ……!!」

　アマゾネスの体に寄生した己の分身に、苔の巨人モス・ヒュージが牙から唾液を引きながら嗤う。

　そのまま仮借なく襲いかかってくる敵に、異常な発汗が始まるアイシャは応戦した。

「っっ──どけっ！」

　持ち場を離れて駆け出したのはヴェルフだった。

　長剣型の『魔剣』を振り上げて、アイシャの周りにいるモンスターごと『強化種』を狙い撃ちにする。

「紅牙こうが！」


『～～～～～～～～～～～～～～ッ!?』



　本日四度目となる大爆炎が大通路に巻き起こった。

　飛び退いたアイシャの視線の先で紅炎に包まれたモンスターの影が踊り狂う。折り重なる断末魔が打ち上がる中……両腕を胸の前で交差させた巨人の影が一つ、焼き払われた怪物達の中で悠然とたたずんでいた。

「なっ!?」

「ヴェルフ様の『魔剣』を耐えた!?」

　ヴェルフの驚倒のあとにリリの叫びが続く。

　炎に焼かれボトボトと燃えた苔を剝落はくらくさせていく『強化種』は、ゆっくりと顔を上げた。

　そして剝はがれ落ちた苔の内側からは、蒼いきらめきを放つ布が露出する。

「あれは……『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』!?」

「まさか、冒険者の死体から剝いだのか!?」

　命ミコトと桜花オウカ、ダフネやカサンドラも目を疑った。

　びりびりに引き千切られ強引ごういんに体に巻き付けられたのは確かに『精霊の護布ごふ』であった。桜花オウカの予測通り、唯一の弱点である『火炎』の耐性に目を付け、冒険者の死骸から奪ったのだ。

「相性最悪だ……！」

　モンスターが纏う装備にヴェルフが眉間みけんを歪める。

『クロッゾの魔剣』は『精霊の血』を継いだ一族の業わざによって作られる。言わば『精霊の魔剣』だ。そして『護布ごふ』に関わっているのも同じ『精霊』。精霊同士の力が過剰な反発を起こしたのである。

　更に『紅牙』の魔剣属性は炎。言わば火精霊サラマンダーの力。

　水の力を持つ水精霊ウンディーネとの相性は極めて悪く、相殺が発生したのだ。


「くそっ……！」



　相殺したとはいえ『強化種』の体は焼かれている。もう一度お見舞いしようとしたヴェルフだったが──ビシッ、と剣身に罅が生じる。

　紅の長剣はそのまま甲高い音を立てて砕け散った。

『魔剣』の使用限界。行列パレードを迎え撃つため連発した反動。こぼれ落ちる剣の破片にヴェルフだけでなくリリ達も愕然がくぜんとする。

『────────────────アッッ!!』

　更に凶報を畳みかけるように、残っていた最後の行列パレードが大通路に到着した。

　返り血を含めて赤く汚れた命ミコト達の顔に、焦熱が満ちる。

『オオオオオオオ！』

「ちぃッ!?」

　雄叫びを上げる『強化種』はヴェルフ達を無視し執拗にアイシャを狙った。彼女の力量を見抜いた上で、彼女の陥落が冒険者達の止めになると判断したのだ。あたかも一人の凶戦士の登場によって気勢を取り戻すように、他のモンスターもまた出鱈目でたらめに猛る。合流した行列パレードとともに命ミコト達を押し潰さんとした。

「ちょっと、ヤバいわよ!?」

「耐え切れん……！」

　勢いをもって輪を狭めていくモンスター達に盾を持つダフネと桜花オウカが叫ぶ。

　大刀と刃を振るう命ミコトとヴェルフの反撃も焼け石に水だった。武器を放り出したカサンドラが回復魔法を用いて戦線を保とうとするも、治った側から新たな傷が上書きされていく。

　付与されている『階位昇華レベル・ブースト』の夥しい光粒が呻うめくように、揺らいだ。

「う、ぁ……!?」

　自分達を守りながらじりじりと押されていくヴェルフ達を見て、リリは顔から色を失った。

　震える手で雷の『魔剣』を振って援護するも、モンスターの影は消えてくれない。もはや大通路を埋めつくさんばかりの数だ。怪物の垣根の奥に消えたアイシャはパーティから離れ、彼女の助力も請えない。むしろ『宿り木』を植えられた彼女自身、相手取る『強化種』に蹂躙されようとしている。

　読み違えた。

　読み違えてしまった。

『強化種』の異常性イレギュラーを。『下層』の脅威を。ダンジョンの底知れなさを。

　指揮官として誤った判断を下してしまった。

　経験と実績。

　それが欠けていたリリは最後の最後で見誤ったのである。

　リリは、【勇者ブレイバー】にはなれなかったのだ。


「斧を、貸すんじゃ……！」



「え……ド、ドルムル様!?」

「腕を失った身でも、盾くらいにはなろう……」

「ル、ルヴィス様まで……駄目です、いけません!?」

　呆然とするリリの側でドルムルが立ち上がり、ルヴィスもそれに続く。

　ドワーフ達も武具を拝借してヴェルフ達と肩を並べようとしていた。リリの制止に誰も取り合わない。何の勝算もなく、ただ最後まであがく冒険者としての意地を貫こうとしている。

「あ、あぁ……!?」

　駄目だ。みんな頭に血が上っている。冷静さを失っている。

　誰もが、ここを死地だと見なしてしまっている。

　濃厚な『死の香り』を振り払うことができない。

　指揮官の仮面を被り、ずっと気丈に振る舞っていたリリの瞳に、うっすらと涙が溜まった。

「我等を囮にしてっ、可能ならば逃げろッ」

「誰かがあの化物を、地上に報せにゃならん……！　一人でも多く生き延びるんじゃ！」

　ルヴィスとドルムルが悲壮な決意とともに、そう言い放つ。

　座り込んだ春姫ハルヒメが息を呑のむ中、見開かれたリリの瞳は大きく揺らいだ。

「我々を、置いていけ……【ヘスティア・ファミリア】」

　──リリの本性が、地べたに這いつくばり泥水をすすって生きてきた汚い少女が、ゆっくりと首をもたげる。

　指揮官という立場をこれ以上ない正論の盾として翳かざし、暗い笑みを浮かべながらその選択に飛び付こうとしている。しょうがない、ここまできたら、少しでも多くの命を、私リリは死にたくない──だから切り捨てろ、と。

　異様な動悸どうきが発生する。息が碌ろくに吸えない。

　刹那の間に目まぐるしく思考と感情が交差する。

　早く！　早く！　早く！

　迷うな、言え、決めろ!!

　現実主義者リアリストのリリが叫んでいる。何も間違っていないと。

　汚泥おでいの少女が喚わめいている。そうやって生きてきたのだろうと。何を今更と。

　小振りな唇が震える。もつれる舌が一声を打とうとする。

　そして。

　真っ白になった心の平原で、胸を押さえるもう一人のリリが、泣きながら訴えていた。

　助けるんだ、と。

「──っっ!!」

　リリの左手が閃く。

　エルフとドワーフ達の合間を縫って、『魔剣』の雷撃が今まさに彼等に飛びかかろうとしていたモンスターを焼き払う。

　啞然とするルヴィス、ドルムルの視線を浴びながら、リリは喉を震わせた。

「あの人なら、見捨てない！」

　脳裏に蘇よみがえるのはとある迷宮の光景だった。

　恐ろしい巨大な蟻ありの大群に取り囲まれるリリを助けた、とても熱くて美しい炎の雷と、差し伸べられた少年の手だった。

「あの人は、私を見捨てなかった！」

　目尻から涙の欠片を飛ばしながら吠え続ける。

　リリは【勇者ブレイバー】にはなれなかった。最後の最後で最良の決断を蹴飛ばした。

　甘さに流され、情にほだされてしまった。

　頭の片隅に浮かぶフィンの影が失望の溜息ためいきを吐つく。

　しかし、違う。リリが目指したいのは【勇者ブレイバー】ではない。

　リリが本当になりたいのは、追いかけたいのは、自分を救ってくれたあの背中だ。

　汚泥にまみれた自分を見捨てなかった、あの優しい手だ。

「だから、私も……！　リリも、変わるんだって!!」

　少年は様々なものに出会い、遥か高い頂きを見上げるようになって、変わった。

　なら、リリも変わらなければ噓うそだ。リリも走り出さなければ噓だ。

　でなければ、彼の隣に立つ資格なんてあるわけがない。

「だから、だからっ！　リリは貴方達を見捨てない！　絶対に諦あきらめない!!」

　手足が震える。感情が氾濫はんらんする。その小さな体を残酷な怪物の咆哮にいとも容易く押し潰されながら、それでも涙の声を覚悟に変えるリリに、ルヴィスやドルムル達の顔から取り憑ついていた死相が消える。

　潤む栗色の瞳から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

「リリは、あの人のサポーターなんですから!!」

　彼女の言葉がヴェルフ達の耳にも届き、汗まみれの笑みを浮かばせる。

　そして、その時だった。

「──!!」

　消耗し動くことのできない春姫ハルヒメの耳が、ぴくり！　と立ち上がった。

　翠みどりの双眸そうぼうを見開いた彼女は、唇を嚙みしめ、なけなしの力を振り絞って腕を伸ばす。

「リリ様……！」

　春姫ハルヒメに『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』の裾すそを摑まれ、驚くリリが振り向く。

「来ます……！」

「えっ？」

「来られます……！」

　大乱戦の中でその『声』を拾い上げた獣人の少女は、羨望と激励を込めて、微笑ほほえみを浮かべる。

「あの人が、来る……！」

　次の瞬間。




「リリィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!」




　自分を呼ぶ少年の大音声が、リリの耳にも届いた。

「────」

　誰よりも速く、何よりも速く、近付いてくる。

　視界のずっと奥、大通路のずっと彼方より、両腕を振る少年の姿が。

　それはまるで、凶悪な蟻の群れからリリを救ったあの日と同じように。

　土に這いつくばり、泥濘でいねいに汚れていたもう一人の少女リリが、手を地面に叩きつける。

　歯を食い縛り、体を地面から引き剝がして、立ち上がる。

　胸が熱くなり、涙腺が砕けたリリの瞳から、とうとう幾筋もの滴が流れ落ちた。


「っ……！　春姫ハルヒメ様、どいてください!!」



　それと同時に、リリは自分の名を呼んだ少年の真意を悟った。

　自分を信じて右手を発光させている彼の期待に応えるべく、動く。

　一瞬の機転を働かせ、手にしている『魔剣』を足もとに突き刺し、爆砕させる。強烈な稲光いなびかりが水晶の地面に深い窪地クレーターを形成した。

「みなさん、穴の中へ！　早く!!」

　その切迫した叫びに、ヴェルフ達は疑問を挟まず動いた。ドルムル達も同様だった。

　全ての戦闘を切り上げ、動けない春姫ハルヒメと怪我けが人達も抱えて、穴の中へ飛び込む。

　間を置かずモンスターの大群が迫りくる中、体から剝ぎ取った黒巨人の防衣ゴライアス・ローブを穴に被せるリリは、直前に叫んだ。

「アイシャ様っ、避よけてください！」

「！」

『強化種』と戦闘を続けるアイシャが目を見張る。

　それはモンスターが理解できない言語。怪物にとって意味をなさない人の叫喚。

　それが彼女と怪物の明暗を分けた。

　強引に攻撃を打ち払い、アマゾネスの悍婦かんぷは人一人が収まる横穴に飛び込む。

　直後、駆け付けた少年は──鐘の音を鳴らすベルは、地面を踏み切って右手を突き出した。

　四分間の最大蓄力フル・チャージ。

　視界に映るあらゆるものを照準し、砲声する。




「ファイアボルトォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」




　大炎走。

『────────────』

　アマゾネスが視界の外へ消え去った瞬間、『強化種』はその紅熱の顎あぎとを見た。

　穴へ殺到していたモンスター達は、漆黒のローブに爪を突き立てる間際、炎雷の一走によって燃えつきた。

　大通路を洗い流す炎の濁流が、モンスターの大群を全て呑み干す。

『オ、オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?』

　絶叫とともに焼き払われるモンスター達の中で、炎のうねりに呑み込まれた『強化種』は決河の勢いで遥か後方へと吹き飛ばされる。『精霊の護布』により火葬を免れながら緋火の驀進ばくしんとともに突き当たりの迷宮壁へと炸裂さくれつした。
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　水晶壁が爆砕、貫通し、炎の柱がダンジョンを突き破る。

　全身を焼かれた『強化種』は、壁が破れた先の大広間の中央へ落ち、背中から倒れ込んだ。
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「……ベル、さま」

　被覆した《ゴライアスのローブ》を取り払い、穴から顔を出すリリは、いつかと同じように彼の名を呼んだ。

　全てのモンスターを一掃した挙句、水晶が溶けて多大な熱気がこもる大通路、その奥。

　即席の陽炎かげろうが躍る中を、一人の少年が歩んでくる。

　火の粉が立ち込める空間を静かに歩むその姿はいっそ雄々しかった。

　リリはそれを見て確かに打ち震えた。

　顔を出すヴェルフ達も息を呑んだ。

　リリは穴から飛び出して、彼の体に抱き着きたかった。ごめんなさい、ありがとう、謝罪と感謝をぐちゃぐちゃにさせた感情をぶつけて泣きじゃくりたかった。

　だが、少年の瞳から戦意の炎は消えていない。

　ただ前を見据え、瞋恚しんいの炎に身を焦こがしながら、あの強大な敵を討とうとしている。

　ならばリリのやることは一つだった。

　穴から転げるように出て、腰の小鞄ポーチから試験管を取り出し、彼にぶつけるように手渡す。

「ベル様！」

「──ありがとう」

　ナァーザの新薬、高等二属性回復薬ハイ・デュアルポーションを受け取ったベルから返ってきた言葉はそれだけった。

　だが、それだけで十分だった。

「……ベル・クラネル！　私達がくたばる前に、ケリをつけなよ？」

「悪ぃ、ベル！　頼んだ！」

　命ミコト達が折り重なっている穴を通り過ぎ、前へ進んでいくベルの背中に、横穴から出てきたアイシャが唇を曲げ、窪地クレーターより這い出てきたヴェルフが悔しそうな声とともに笑みを投げる。

　少年は振り向かず、片手を上げてそれに応えた。

　高等二属性回復薬ハイ・デュアルポーションを飲み干し、口もとを腕で拭いながら、迷宮壁にでき上がった穴へと進んだ。





[image: ]






　彼は怒り狂っていた。




　なんだ！

　なんだ、今のは!?

　完璧かんぺきに獲物を狩った筈だった。あの褐色の雌めすを始末した後、残りのニンゲンも殺して回って、彼等の『魔石』を喰らう予定だった。なのに──。

　何故なぜあのニンゲンが生きている！

　お前は滝に落ちた筈だ！

　何故死んでいない！

　何故！　何故！　何故！

　こんなことは初めてだった。

　このようなことを許せる筈がなかった。

『狩人』たる彼の思い通りにならないニンゲンなどあってはならない。

　奴やつ等はただの獲物で、単なる食料に過ぎないのだから。

　焼き焦げた体軀から憤怒と憎悪の煙を立ち上らせる。

　蒼き衣が触れ合う怪物の皮膚に呻き、そして酷使に耐え兼ねて悲鳴を上げていた。

　彼は牙をギリギリと鳴らしながら立ち上がる。


『ゥオオオオォ……！』



　来るなら来い。もう十分に『魔石』は喰らった。

　数刻前の自分とは違う。力が遥かに膨れ上がっている。あのニンゲンの細腕を捻ひねり潰すのも容易だ。

　炎だってもう効かない。また水の中に引きずり込むのもいいだろう。

　ここは母なる迷宮。母の胎内の中で自分達はいくらでも強くなれる。だがニンゲンのお前達が力を得る術すべなどない。今度こそ息の根を止めてやる。

　彼は双眸を殺意で満たし、間もなく穴から姿を現す少年を睨みつけた。
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　炎雷ファイアボルトが突き破った穴の縁に立つベルは、眼下に広がる景色を見渡した。

　そこは水を湛たたえる静謐せいひつな広間ルームだった。広大な空間の半分以上を水が占め、中央には差し渡し五〇Ｍメドルはある水晶塊がある。まるで巨大湖に浮かぶ『島』のようだ。モンスターの影は一切いっさい見受けられない。島の中央、こちらを殺気溢れる眼差しで見据えているあの『強化種』を除いて。

　ベルは縁から飛び降り、水面みなもから顔を出す水晶の足場を蹴っては飛び移り、モンスターが待つ島へと移動した。互いを遮るものは何もない。天井に無数に突き出す白水晶ホワイトクリスタルの光の下、蒼く輝く平地の中で、ベルと『強化種』は相対する。


『ウグルゥゥ……!!』



　低く唸ってくる『強化種』と視線を交える。

　体を一回り大きくさせ、異形の巨人と化したモンスターを前に、ベルが抱くこの感情は恐らく怒りなのだろう。

　仲間を傷付けられ、多くの同業者がその手にかかった。酷薄な方法をもってエルフ達がいたぶられた。欲望を満たすため、明確な知性をもって嗜虐的しぎゃくてきに蹂躙する怪物に対して黙っていられるほど、ベルはお人好しにはなれない。

　だが、この怒りの感情がモンスターからすれば理不尽であることも知っている。

　傷や命は『冒険』に挑んだ者が払う代償であり、全て自己の責任だ。青年ルヴィスの腕の仇だと憤るのはお門違いである。ベル達は等しくダンジョンを土足で踏み荒らす侵入者であり、侵略者なのだから。

　だからベルは、冒険者として目の前の敵を見据えることにした。

　迷宮の摂理に従って、冒険者として──目の前のモンスターを倒す。

「……」


『ハァァ……』



　ベルが無言で二刀のナイフを持つ。

　瞳を紅に変えたモンスターが殺意の息を吐き出す。

　一瞬後、互いの体がぶれ、地を蹴る。

　広間ルームの静謐を打ち破り、ただ一つの島を戦場リングに変え、ベルと『強化種』は衝突した。

「ふッッ！」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　互いの初撃はベルの力負けだった。想像以上に力パワーを増した『強化種』の剛腕に斬撃を弾き飛ばされ、追撃を回避するため床を転がって側面に躍り出る。

　まるで笑むように牙を剝きながら飛びかかる苔の巨人モス・ヒュージに向かって、ベルもまた応戦した。

「始まった……！」

　聞こえてくる雄叫びに、リリ達が壁面に空いた穴のもとに駆け付ける。

　息を切らすヴェルフに千草チグサを抱きかかえる桜花オウカ、春姫ハルヒメの肩を支える命ミコト、『宿り木』に侵されたアイシャの他に、ルヴィス、ドルムル、エルフとドワーフの冒険者達も無理を通して集まり、火蓋が切られたその一戦を見下ろした。

「ねぇ、ちょっと！　黙って見てないで助けにいかないの、君達!?」

　激しい交戦を眺めるリリ達に、後から追いついたダフネが声を荒げた。

　今ならば『強化種』を袋叩きにできると至極真っ当な意見を口にする。

「止めときな。あの『種子たね』をばらまかれて『宿り木』をもらえば、かえってベル・クラネルの負担になる」

「そ、それは……で、でも矢を撃つなり、さっきの『階位昇華レベル・ブースト』を使うなり方法はあるでしょう！　【白兎の脚ラビット・フット】一人にあんな化物押おしつける必要ないじゃない！」

『蔦』が這う半身を抱くアイシャに一瞬怯むダフネは、なお抗議しようとするが、

「ダ、ダフネちゃん……あれ……」

　カサンドラがそれを遮り、どもりながら指を伸ばした。

　訝いぶかしむダフネが広間ルームへと視線を戻すと、

「えっ？」

　斬撃の光が瞬いていた。

『オ、オオオオアアッ!?』

「！」

　苔の巨人モス・ヒュージの剛腕をかいくぐり、ベルのナイフが一方的にその体軀を斬りつける。

　敵に比べて小柄な体軀を活かし、左から右へ、かと思えば地面すれすれまで前傾してすれ違い様に背後へ。

　至近距離にとどまり続けながら行われる、一撃離脱ヒットアンドアウェイならぬ連撃回避ラッシュアンドアウェイ。

　避けては紫紺と輝白の斬閃を叩き込み、樹の骨格ごと苔の肉体を斬り刻んでいく。

「あ、あのモンスター、『魔石』を取り込んで強くなったんじゃないの!?」

「なった筈だねぇ。だが、なった以上に……」

「……ベル・クラネルの動きが、俺おれ達といた時より、速くなっていないか？」

　思わず声を上げるダフネの横でアイシャが目を細め、更にその隣で桜花オウカが慄然りつぜんと声を落とした。彼の腕の中でうっすらと目を開ける千草チグサの顔も、驚きに染まる。

（──まさか）

　彼等の会話を横に、命ミコトは一人、静かに冷や汗を流した。

　パーティと行動をともにしていたベルと、今のベルの差異。その光景がもたらす『感覚』には覚えがあった。

　ベルは速くなっているわけではない。

　動きの精彩が、格段に良くなっているだけだ。

（春姫ハルヒメ殿から、『階位昇華レベル・ブースト』を授かる自分達の時と同じ……？）

　狐人ルナールの少女の重みを肩に感じながら、喉を鳴らす。

『階位昇華レベル・ブースト』を受けた際、命ミコトはよく己の体に振り回されることがある。激上した肉体の出力に精神がついていかないのだ。

　はぐれる前までのベルも、ひょっとして──それと同じだったのではないのか？

　肉体と精神の『ズレ』。

　昇格ランクアップという『器』の激変に感覚が追いつかない故の現象。

　思考を巡らせていた命ミコトは途端、ぞっっ、と背筋を震わせた。

（ベル殿は、今までずっと──）

　恐らく第一級冒険者達ならば、大きな戦闘を一つこなせば調整できるであろうそれ。

　しかしベルは未熟で──それ以上に『成長速度』が速過ぎる。

　常人以上に、肉体の成長に精神がついていけていない。

　それが『下層』の探索を経て、ようやく解消されたのだとしたら。

　今も刃を振るい敵を翻弄ほんろうする少年を見て、命ミコトは青紫の瞳を揺らす。

　遠征前、鍛錬の中で武神タケミカツヂが口にした言葉を思い返した。

（──『器』と『心』が一致しないまま、戦っていた？）




　正解だった。

（体が、さっきより動く）

　モンスターと戦う最中さなか、ベルは実感を得る。

　脳裏がなぞる軌跡に体の軌道が乗る。意識しなければ気付かないほどの攻撃のズレ、防御のズレ、回避のズレ、それらが全て解消されている。

　体中の感覚が、今までにないほど鮮明クリアだった。

（違和感が消えた）

『イグアス』の群れとの大戦闘。

　命を天秤にかけて自らを追い込んだあの交戦が、奇くしくもベルの心身を合致させた。

　体を御しきれた今ならばよくわかる。『下層』に降り立った時も、『強化種』と初めて交戦したあの時も、自分がどれだけ昇華した『器』に振り回されていたのかが。

　今は歯車と歯車が嚙み合ったかのように、体が思う通りに動く。

　相手の動きに、対応できる。

『オオッ、オオオオオオオオオオオオオオ!?』

　前回の戦闘とは別人の動きを見せるベルに対し、『強化種』は眼に動揺を孕はらんだ。

　水晶の地面を粉砕する怪力が掠かすりもしない。脚から伸ばし地面から奇襲する樹の根も斬断される。冒険者を苦しめてきた攻撃が通用しない。

　モンスターは動揺を振り払うように叫び散らした。

　全身を隆起させ、近距離前方、ベルに向けて『種子』の弾丸を一斉射する。

　──閃燕イグアスの方が速い!!

　ベルはそれに心を乱さなかった。

　あの恐怖の緋色ひいろの斜線と比べれば、あまりにも止まって見える。

　弾道を見切り、霞かすむ勢いで両の腕を何閃もさせ、全ての『種子』を切り裂いた。

『!!』

　愕然とする『強化種』に立ち直る隙を与えない。

　ベルは勢いよく踏み込んで斬撃を繰り出した。

『グウッ!?』

　苔の巨人モス・ヒュージが負けじと怪力の一撃を放つ。多くの同胞を喰らった末に手に入れた一撃は、掠めた加工超硬金属ディル・アダマンタイトの鎧を震わせた。確かな損傷ダメージがベルの身を削る。

　力はあちらの方が勝っている。

　防御力も上。

　総合的な潜在能力ポテンシャルは敵わないかもしれない。

　しかし、速さはベルの方が上だ。

　心身が繫つながった今、ベルの真骨頂が戦況の有利をもたらす。

　だがそれ以上に、

（──遅い）

　目の前の敵は遅過ぎる。

　ベルは知っている。

　常識の埒外にいる真の『怪物』を。

　目の前の敵より、もっと速く、もっと強く、もっと出鱈目な存在がいることを。

　ベルはそんな『怪物』と戦ったのだ。

　あの『好敵手』と、再戦を誓っているのだ。

（──あの好敵手ひとに勝ちたい）

　生まれ変わってなお自分の目の前に現れたあの武人に。

（──あの好敵手ひとに勝ちたい）

　甚だしい膂力りょりょくと両刃斧ラビュリスをもってぶつかり続けたあの戦士に。

（──あの好敵手ひとに、今度こそ!!）

　あの月の日の夜、敗北をこの身に刻んだあの雄々しい猛牛に。

　背中ステイタスが燃え上がる。

　脳裏に漆黒の猛牛を思い浮かべるベルの感情が、ずっと内に秘めてきた激情の塊がこの時、死闘を火種にして爆発した。

「あああああああああああああああああああああああああああああッ!!」


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ!?』



　敵の反応を置き去りにする連続斬撃。白兎の猛攻ラビット・ラッシュ。

　閃燕イグアスにも見舞った斬撃の渦をなぞるように漆黒と輝白の円弧を描く。身も心も加速するベルの手で『強化種』の体から凄まじい量の苔が剝ぎ飛ばされていった。

　真横一閃に走った斬撃を最後に巨軀が後方に飛び、互いの距離が大きく開く。


『アァァァァァァァァァ……!?』



「！」

　ボトボトと体の一部が剝落する一方、削られた側から苔の体が傷口を塞いでいく。あれほどの斬撃をなかったことにする苔の巨人モス・ヒュージにベルは目を見張った。

　再生速度が速い。ズタズタに斬り刻まれてもなお、あの生きている苔が修復をすぐさま開始する。手数にものを言わせた斬撃では『魔石』を大量に喰らった敵を落とし切れない。体に巻き付いている『水精霊の護布ウンディーネ・クロス』によって【ファイアボルト】も碌に通用しないことは明白だ。

　更に、高等二属性回復薬ハイ・デュアルポーションを使用したとはいえ、最大蓄力フルチャージの反動はまだベルの全身に刻まれている。戦闘が長引けば趨勢はあちらに傾くだろう。

　斬撃も『魔法』も効かない。

　長期戦も断然不利。




　なら──『一撃』だ。




　修復も不可能な、今自分ができる『最強の一撃』をもって、敵を完全に撃破する。

　ベルは《白幻はくげん》をしまい、ただ一振り、右手の《ヘスティア・ナイフ》を構えた。

　逆手に持ったそれを胸の高さまで掲げ、更に左手も突き出す。

「【ファイアボルト】」

　そして放った。

　詠唱を必要としない炎雷の輝きを。

　目の前に立つモンスターに──ではない。

　逆手に持った漆黒のナイフの刀身に、だ。

『!?』

　モンスター、そしてアイシャ達はその光景に目を疑った。

『魔法』を刃に撃ち込んだベルの行動はそのままでは終わらない。

　炎雷を発動してすかさず、『蓄力チャージ』を開始した。

『────』

　リン、リン、と。

　聴覚を揺らす鐘チャイムの音の中で、苔の巨人モス・ヒュージは、ソレを見た。

　刃に炸裂し大量の火の粉を撒まき散らす筈の炎雷が、拡散する筈であった炎の塊が、発生する白い光粒によってナイフの刀身に押さえつけられる。

　いや──集束している。

「炎が、ナイフに集まって……」

「付与魔法エンチャント……？　ううん、違う、何アレ……!?」

　離れた場所で啞然とする桜花オウカやダフネ達のもとからも、それははっきりと視認できた。

　収斂しゅうれんされ、凝縮される緋色の雷。ナイフが燃え盛る炎の鎧を纏い、更にその上を夥しい光粒が包み込む。

　刃に刻まれた【神聖文字ヒエログリフ】があたかも共鳴するように、白光びゃくこうを放った。

『二重集束デュアル・チャージ』。

　ベルが検証し、考察し、着目した【英雄願望アルゴノゥト】の『集束』という特性。

　それを利用した技能スキルの新たな応用。

　つまり、斬撃と『魔法』の同時蓄力チャージだ。

　刃に炸裂させた炎雷をナイフごと光粒で包み込むことで、二つの種類の攻撃を内包し、並んで強化する。

　集束される炎熱の刃によって、《ヘスティア・ナイフ》は今や伸長していた。その刃の幅は剣つるぎのように広く、長さは短剣までに長く。蓄力チャージの時間に比例して熱量と輝きが増していき、広大な広間ルームに緋色の光を放つ。その莫大な出力に炎の一部が集束から漏れ出し、いくつもの火の粉となって刀身より舞い上がった。

　極限まで高められ繰り出される一撃は、炎の轟声とともに全てを打ち破るだろう。

　ベルが考え抜き、編み出した、荒唐こうとう無稽むけいな力技だ。

　いつの日か相まみえる『好敵手』に勝つために編み出した、必殺だ。

　そう。

　それはまるで、『燃え続ける聖火ほのお』のように──

「──神様、もらいます」

　炎と白光を纏うナイフを右手に提げ、ベルは眼前で立ちつくすモンスターを見据える。

　リン、リン、リン、と。

　怪物に残された最後の時間を読み上げるように、鐘の音が鳴り響いていた。
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　彼は、震えていた。




　なんだそれは。

　なんだ、それは！

　なんなのだ、それはっ!?

　彼は知らない。あんなものは知らない。

　何度も『歌』を聞いて砲撃を浴びてきた。火に焼かれ、氷に凍いてつかされ、雷に打たれ、体の一部を何度も失ってきた。

　だがそんな彼でも、あんなものは見たことがない。

　あんな無慈悲な光を。

　全てを打ち砕き、灰燼かいじんに帰すであろう炎と閃光の輝きを。

　彼はただただ恐れた。宿していた殺意と憎悪を喪失させてしまうほどに。

　水だ。

　水の中だ！

　水の中ならば奴は追ってこれない!!

　彼は少年に背を向けた。

　怒りも矜持きょうじも屈辱も、何もかも放り出して、母なる迷宮がもたらす水の流れへ逃げ込もうとした。

「氷鷹ひよう！」

　しかし。

　上方より放たれた純白の吹雪が、なんと視界一面の水流を全て凍結させた。

『!?』

　潜り込むこともできない凍てついた氷河を前に愕然とする彼は、視線を上げる。

「逃がすか」

　右手に蒼い長剣を持つ赤髪の青年は、水晶の大柱の上で一人、腰に片手を当てながら彼を見下ろした。

「お前はここであいつに討たれとけ。なっ？」

　その不敵な笑みに彼は怒り狂った。雄叫びを上げ殺意が赴くままに暴れようとした。

　しかし、それも背後より迫る足音が許さなかった。

　呼吸を止めて振り向いた先。

　白髪の少年が、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　かき消える激憤の代わりに再来する恐怖。凶悪な光の集束を繰り返しながら、一歩、また一歩と、彼を静かに追い詰める。

　近付いてくる!!　近付いてくる!!　近付いてくる!!

　彼を滅ぼす破滅が。

　彼を殺すニンゲンが。

　深紅しんくの眼光を宿した、白い『兎』が。

「──勝負だ」

　光炎の刃を提げ、少年は告げた。

　やがて歩みは発走へ、発走は疾走へ。

　雷いかずちのごとき加速を纏い、超速の突貫が迫りくる。

『ウ──ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?』

　迫りくる必殺の刃。

　たなびく白髪が軌跡を残し、ナイフからこぼれ落ちた火の粉が宙を踊る。

　彼は恐怖の咆哮を上げて、全てを砕く剛腕を振るった。

　しかし。

　少年はそれを凌ぐ速度で、一閃。

『──────』

　六十秒分の鐘音サウンドベル。

　刃に刻まれし神の文字が閃光を放ち、炎の雄叫びを解き放った。




「聖火の英斬アルゴ・ウェスタ」




　紅緋と純白の閃光に世界が染まる中、彼は寸前に思った。

　──今度もし、生まれ変わったなら。

　──白い『兎』には、決して近寄らないことにしよう。

　その思考を最後に、彼の意識は爆砕した。
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「聖火の英斬アルゴ・ウェスタ」




　轟火と閃光、そして衝撃。

　それが放たれた一撃の全てだった。

『────────────────────────────ッッッ!?』

　弾け飛ぶ怪物の断末魔を爆炎の奥にかき消し、純白光に縁取られた緋色の斬閃が瞬く。

　炎を帯びた斬撃の炸裂。

　上方よりその光景を見たリリ達の視界が、白く、そして赤く輝いた。距離を置いたこの場所まで押し寄せる熱波と衝撃波に、誰もが顔を両腕で覆う。たった一瞬のうちに生まれた炎雷の斬撃はまさに光炎フレアを生み出し、一過した空間ごと焼き飛ばした。

　明滅する視界に色が戻り、リリ達はゆっくりと顔を上げる。

　少年がナイフを振り抜いた後には……上半身を失った二本の脚がたたずみ、沈黙するだけであった。間もなく、焼き焦がれたその両の脚も灰となって爆散する。

　右手を振り抜いた姿勢で止まっていたベルは静かに残心を解き、ナイフを見下ろした。

　彼とともに『成長』を果たしている神の刃は、刃毀こぼれ一つ起こさず、炎と光の余韻を煙に変えて宙に立ち上らせていた。
















「ベ──ベルさっ」

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?』

　感極まって張り叫ぼうとしたリリや春姫ハルヒメの声は、エルフとドワーフ達の野太い歓声の中にかき消えた。ヴェルフや命ミコト、アイシャも加わったその雄叫びに、ダフネやカサンドラが必死に両耳を防ぐ。

「千草チグサ！」

「ぁ……桜オウ、花カ」

　同時に冒険者達の体からかき消える『宿り木』。

　半身を束縛する『蔦』が、消滅した本体とともに同じ末路を辿って灰の霧へと変わった。衰弱の影を見せながらそれでも回復の微笑を見せる千草チグサに、桜花オウカが相好を崩して抱き寄せる。

　エルフ達も、ドワーフ達も、己の体から消えた怪物の戒めに泣いて喜ぶ。

「ベル様ぁ！」

「ベル！」

　迷宮壁に空いた穴から飛び降りて、つんのめりながら駆け寄ってくるリリとヴェルフ達にベルは目を細めた。

　そして彼女達に無事を告げようと手を上げかけたところで、ぱしゃり、と。

　凍りついた氷河とは逆側、ベルの背後で水の跳ねた音が鳴った。

「あ……」

　振り向いて瞠目どうもくしていたベルは、小さく微笑む。

　視線の先にいるのは水面から肩と顔を出す、美しい人魚マーメイドの少女。

　パーティを助ける直前、付近の水流で別れたマリィだ。

「アリガトウ、ベル……『大好き』！」

　少年を仲間のもとに送り届けた『異端児ゼノス』の少女は頰を染め、破顔する。

　おませな子供のように口に指を当て、それをベルに投げた彼女は──またね、と。

　小振りな唇を動かし、手を振った。

　自分の位置でしか見えないその光景に苦笑を浮かべるベルも、小さく手を振り返す。




　間もなく、少女達が少年のどてっ腹に体当たりをかます音が鳴った。

　それと入れ替わるように、魚の尾びれが水面を蹴立てる。

　陸おかの方角から冒険者達の賑わう声が優しい泡沫ほうまつの音となって届いてくる中、人魚の少女はほのかな笑みを浮かべながら、水の世界へ帰っていった。

















『強化種』を討った後、僕達はルヴィスさんとドルムルさん達とともに『下層』から脱出した。

　物資の大きな消耗とパーティの被害は大きい。僕達は寄り道を一切いっさいせず最短経路ルートで『大樹の迷宮』を越え、安全階層セーフティポイントの『リヴィラの街』まで戻った。取り返しのつかない怪我けがを負う冒険者なんて日常茶飯事なのか、腕を失ったルヴィスさん達にもどよめかない街の住人に懇願して、治療のための宿を貸してもらった。

「大丈夫、ですか……？」

『強化種』の討伐から丸一日。

　滞在している『リヴィラの街』の中、治療の山場を越えたというルヴィスさん達を案じて、僕とリリ達は宿屋に足を運んでいた。

「ああ、心配をかけた。命に別状はない」

　寝台ベッドの上で上半身を起こすルヴィスさんはまだ取れない疲労の影を覗のぞかせながらも、しっかりと微笑ほほえみを返した。洞窟内に作られた部屋は複数の冒険者も入れる大部屋の一つで、彼の他ほかにも【モージ・ファミリア】のエルフ達やドルムルさん達【マグニ・ファミリア】のドワーフが別の寝台ベッドや床に敷かれた敷布の上で身を休めていた。エルフとドワーフの仲の悪さを象徴するように部屋の真ん中に境界線が引かれている。

「いやぁ、本当に礼を言わせてくんろ。おめぇ達の優しさがオラの心を包み込んで、その、なんだ……、だはははははは!?」

「助かって、本当に良かったです」

「ドワーフの皆様も大丈夫でございますか？」

　カサンドラさんや春姫ハルヒメさんの前で赤くなって大笑いするドルムルさんから視線を戻し、僕はあらためて予備の戦闘衣バトル・クロスに着替えているルヴィスさんを見つめる。

　半袖そでの服の右腕側、裾すその先からはあるべき腕はなかった。


「腕を治してあげられなくて…………ごめんなさい」



　ルヴィスさんの片腕は、やはり元には戻らなかった。

　回収していた腕は腐敗が始まっており、繫つなげたところで肩から先を壊死させてしまうことだろう。傷を癒いやす道具アイテムや『魔法』でも腐敗した時間を巻き戻すような真似まねはできない。

　傲慢ごうまんだとは思ったもの、僕が謝罪の言葉を口にしてしまうと、

「いや、私は運が良かった」

　失った右腕にそっと手を添えながら、ルヴィスさんは頭かぶりを振った。

「えっ？」

「命ではなく、片腕だけで済んだのだから」

「……ルヴィスさん」

「気に病んでくれるな。これは私達の至らなさが招いた失態なのだから」

　ルヴィスさんの視線を追えば、包帯を巻いた仲間のエルフ達も微笑みかけてくる。

　女性のエルフの片足は、彼の右腕と同じように失われている。

「これが冒険者だ。これが、ダンジョンだ」

　かける言葉が見つからない僕に、ルヴィスさんは柳眉を引き締めて告げた。

「『未知』を求める我々が支払う代償であり、受け止めなければならない現実なのだ」

　……ルヴィスさんの言う通り、目の前には冒険者の現実が横たわっている。

　決してお伽噺とぎばなしのような華々しい物語ではない、腕や目も命だってあっさりと失われるありのままの真実が。

　けれど。

　命さえ残っていればあがき続けるのもまた、冒険者だ。

　唇をふっと綻ほころばすルヴィスさんを見て、僕はそう思えることができた。

「地上に帰ったら、【ディアンケヒト・ファミリア】に赴こう。精々いい義手をつけてもらうとするさ。……そうだな、これで我々も借金生活だと主神に言って、悲鳴を上げさせてやる」

　口にするその時の光景を想像しているのか、ルヴィスさんはくっくっと笑みを漏もらした。何の陰りもなく、痛快そうに。

　秀麗のエルフの青年は、僕のことを見上げてくる。

「【白兎の脚ラビット・フット】……ベル・クラネル。ありがとう、我々を救ってくれて。我がルヴィス・リーリックスの名に誓っていつかこの大恩に報いよう。……エルフの盟友に、感謝を」

　そして、胸に手を当てて、深く腰を折った。

　他のエルフのパーティも笑みを浮かべながら、それに倣ならう。

「……ふんッ、エルフは硬すぎるんじゃっ。もっと簡単に言えばいいじゃろう」

　それを黙って眺めていたドルムルさんが、他のドワーフ達と一緒に僕達の前まで近寄ってくる。

「【ヘスティア・ファミリア】も、他のもん達も、ありがとうなぁ。今度おめぇ達が困っておったら、オラ達が力になるぞ」

　差し出されたドルムルさんの大きな手を、顔を見合わせた僕達は笑って、ぎゅっと握る。

　リリやヴェルフ達も他のドワーフと握手を交わした。

「さ、辛気臭いもんはもういいだろう？　一山越えたんだ、酒でも飲んで盛り上がろうじゃないか！」

「ア、アイシャさん？　一体何を言っておられるのですか……？」

「あのデカブツのせいで予定が変わって『遠征』も中途半端はんぱに終わっちまったんだ、ぱぁっと盛り上がらなきゃやってられないだろう！」

　ぎょっとする春姫ハルヒメさんにアイシャさんはしたり顔を浮かべる。そんな彼女にドワーフ達は目を光らせ、エルフ達は呆あきれ果てた。

「怪我人に酒を飲ませるのか、アマゾネス……」「オラは付き合うぞー！」

「よし、酒宴だ、準備しな！　街にある酒を全部開けてやる！」

「ダメです、いけませんアイシャ様！　法外価格の宿場街リヴィラのお酒なんて破滅の遠因ですっ、せめて地上に戻るまで我慢を……！」

「ケチケチ言うなリリスケ！　『下層』のお宝はしっかり持って帰ってきただろ！」

「それとこれとは別の問題です!!　というか酒代にリリのお宝を使うなんて許す筈ないじゃないですか!!」

「まーたこんな感じになるのね……」

「あははは……」

　リリとヴェルフも加わって賑やかさを増す光景に、遠征一日目の光景を重ねるダフネさんが嘆息しカサンドラさんが空笑いをする。

　僕は苦笑をしながら、そっと大部屋を一人出た。

　巻き込まれるのを恐れて、っていうのはちょっとあるかもしれないけど、まずは力を貸してくれた街の人達にルヴィスさん達の快方を伝えようと思ったのだ。

　洞窟を利用して作られた宿から出ると、18階層は『昼』の時間帯に包まれていた。

　階層天井てんじょうで菊マムの花のように咲き広がる水晶から、陽光にも似た優しい輝きが放たれている。

「よぉ、【白兎の脚ラビット・フット】！　やべぇ化物と遭遇したんだって聞いたぞ！　初の『遠征』早々、災難だったなぁ！」

　宿を出てすぐ僕を捕まえたのは、宿場街リヴィラの大頭ボールスさんだ。

　眼帯をつけた悪相に笑みを浮かべてバンバンと肩を叩たたいてくる。衣着せぬ物言いなのに思わず苦笑を返してしまうのは、この人の一種の愛嬌がそうさせているのかもしれない。

「土産話を聞かせろよ！　肴さかなを提供してくれれば酒代は奢ってやるぜ？」

「あー、それじゃあみんなと一緒に宴会でも開ければ……」

「よぅし来た！　任せとけ！」

　アイシャさん達も喜ぶだろうと提案していた、その時。

「ボールス、ボールス!?」

　獣人の冒険者が僕達のもとに駆け込んできた。

「どうした、そんな慌あわてて？」

「……しだ」

「あぁン？」

「殺しだ！　街の外で、同業者が殺られた！」

　もたらされた一報に、僕とボールスさんは大きく目を見開いた。

「おい待て、モンスターの仕業じゃねえのか？」

「いや、人だ！　犯人も見たんだ！」

　動転したまま目にしたという光景を口にする相手に、僕は動揺を隠せない。

　また触れてしまった人の死……肩から首にかけてざわめくと同時に、臓腑ぞうふが嫌な音を立ててねじ曲がりそうになる。

「見たっていうやつは、誰だれだ？」

　顔色を損なう僕の隣で、ボールスさんが視線を鋭くして尋ねる。

　散々ためらっていた獣人の冒険者は、顔を青くしながら、やっとのことで口を開いた。

「【疾風しっぷう】だ……」

　──えっ？　と。

　その時、何を言われたのかわからなかった僕は、頭を真っ白に立ちつくしてしまう。

　街の住人はそのまま、はっきりと、大声で告げた。

「要注意人物一覧ブラックリストの賞金首……あの、【疾風】の仕業だ！」



















あとがき







　某王道漫画で好きな技は『火炎大地斬』です。

　新章を迎えた第十二巻になります。




　当初の予定では、本巻は酒場の妖精の話に突入する予定でした。ですが、前巻のエピローグで原点回帰した主人公がどれだけ成長したのか、作者自身どうしても見てみたくなってしまい、急遽予定を変更して今回のいわゆるダンジョンダンジョンを執筆させて頂く運びとなりました。まだまだ長い物語全体からすると『寄り道』ということになってしまうのですが、この話を描かせて頂いて良かったと思っております。

　物語を描いていると身として嬉うれしかったのは、登場人物が本当に『変わった』、『成長した』、そんな瞬間を迎えられたことです。ストーリーラインとしてそれぞれのキャラクターがこんな展開を迎える、このような成長を遂げる、という構想は勿論もちろんあるのですが、この第十二巻目にして主人公が作者の手を離れて『飛躍』と呼べるものを見せてくれました。作中の言葉を借りるなら、神も想像していなかった、なんて言うのが相応しいのでしょうか。それは決して作者の意図ではなく、キャラクター達が物語の中で生きているという証拠なのではないか、とそんな風に思えました。そんな風に信じたいです。最初の頃はあんなヘナヘナしていたのに。

　弊害を挙あげるとすれば、少し成長し過ぎた主人公に対する女性陣の反応をどう描くかということでした。特にアマゾネス姉さんの発情振りを抑えるのが大変でした。最初は問答無用もんどうむようで押し倒し始めたので慌てて修正しました。キャラって生きてるんだなぁ、と遠い目をしました。

　神様の悪巧みや陰謀のない、混じり気なしのダンジョンダンジョン話でしたが、作者個人としては楽しませてもらいました。純粋に迷宮を探検する。凶悪なモンスターにも可愛い女の子にも出会ってファンタジーをする。苦労はありましたが、主人公達と一緒に初心に還かえれたようで嬉しかったです。

　それでは、謝辞に移らせて頂きます。

　色々悩んで唸うなっていた作者を助けて下さった小瀧様、北村編集長、お忙しい中なか素晴らしいイラストを手がけてくださったヤスダスズヒト先生、関係者の方々、今回もお力を貸して頂いて大変感謝しております。そして読者の皆様、気付けば二十冊を超えていたこのシリーズにお付き合い頂き、真にありがとうございます。これからもいい物語を届けられるように精進してまいります。

　また次巻でお会いできれば幸いです。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

「人魚もいいけど、やはり時代は燕だ！」……それくらい燕が描きたかったんです。牛の次くらいに。

　久々のダンジョン探索メインのお話となります。いつか出したいと思っていたモンスター、いつかやりたいと考えていた階層が登場しますので、楽しんで頂けたら幸いです。よろしくお願いします。




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏〜ヨザクラカルテット〜（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト

http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797392807.html

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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